
﻿

花園大学国際禅学研究所

第 十八 号





﻿

　
　
　

目
　
　
次

《
翻
刻
・
解
題
》「
養
叟
和
尚
入
室
法
語
」
に
つ
い
て 

�����������������������




















 

飯
島
孝
良 

・
・
・ 

1

『
摩
醯
首
天
伝
』
訳
注
記 
��������������������������������������������









































 

林　
　

鳴　

宇 

・
・
・ 

49

臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
二
）
―
― 

尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
上
） ―
― 

��������





 

小
川
太
龍 

・
・
・ 

91

臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
三
）

　
　

―
― 

尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
下
）･

尊
宿
臨
時
行
事
の
回
向
文 

―
― 

���

 

丸
毛
俊
宏 

・
・
・ 

123

電
子
達
磨
＃
3
禅
語
漢
語
考
釈
支
援
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て 

�������������������
















 

冨
増　

健
太
郎 

・
・
・ 

（1）





《翻刻・解題》「養叟和尚入室法語」について
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《
翻
刻
・
解
題
》「
養
叟
和
尚
入
室
法
語
」
に
つ
い
て

飯
島
孝
良

︹
解
題
︺

　
こ
の
史
料
は
、
永
源
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
、
徹て

っ

翁と
う

義ぎ

亨こ
う

（
大
徳
寺
第
一
世
、
一
二
九
五
～
一
三
六
九
）

の
署
名
が
あ
る
た
め
、
原
題
は
「
徹
翁
和
尚
入
室
語
　
全
」
と
な
っ
て
い
る
。
誤
字
・
脱
字
が
か
な
り
目
立
ち
、
た
と
え
ば

「
鬚
」
を
「
頓
須
」
と
書
い
た
り
、「
鎭
州
」
を
「
陳
州
」
と
誤
記
す
る
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
原
本
と
思
わ
れ
る
も
の
も
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
と
し

て
、
飯
塚
大
展
「
大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
八
号
、
二
〇
二
〇
年
、
九
三
～
一

〇
三
頁
）
に
、
こ
れ
が
貞
治
六
年
［
一
三
六
七
］
十
二
月
十
三
日
に
始
ま
る
足あ

し

利か
が

義よ
し

詮あ
き
ら（

室
町
幕
府
第
二
代
将
軍
、
一
三
三
〇
～
一
三

六
七
）
の
初
七
日
法
要
か
ら
四
十
九
日
法
要
（
大
練
忌
法
要
）
ま
で
、
七
日
毎
に
行
わ
れ
た
「
入
室
」
の
語
を
記
録
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
ご
く
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
全
体
を
翻
刻
し
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
入
室
参
禅
し
て
い
る
者
と
し
て
、「
僧
」「
尼
」「
居
士
」「
官
人
」「
毛
頭
」
な
ど
の
名
が
み
え
る
。
出
家
者
の
み
な
ら
ず
居

士
も
参
じ
て
い
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
公
職
に
あ
る
者
も
多
く
集
っ
て
い
た
こ
と
も
み
え
る
。「
毛も

う
じ
ゅ
う頭

」
と
は
有
髪
の
侍
童
の

こ
と
を
指
し
、
寺
に
入
っ
て
か
ら
も
僧
衣
を
着
て
も
肉
食
し
て
い
る
十
歳
前
後
の
幼
い
男
女
で
、
こ
の
よ
う
な
侍
童
を
室
町
期

当
時
は
「
喝か

っ

食し
き

」
と
も
称
し
た
。
上
流
階
級
の
子
が
多
く
、
僧
名
に
改
め
る
も
の
の
、
金
襴
の
帯
や
紅
の
裙
に
覆
輪
付
き
の
衣
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な
ど
を
身
に
つ
け
、
化
粧
な
ど
も
施
し
て
い
た
。
本
来
は
勉
学
を
課
さ
れ
る
が
、
五
山
に
お
い
て
は
勉
強
だ
け
で
な
く
遊
び
に

同
行
さ
せ
た
り
、
詩
を
作
れ
ば
競
っ
て
和
韻
し
て
か
わ
い
が
っ
た
り
し
て
い
た（
1
）。
ま
た
、
朝
鮮
の
外
交
官
・
宋ソ

ン

希ギ

璟ヒ
ョ
ン（

一
三

七
六
～
一
四
四
六
）
の
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
で
も
「
童
の
男
女
、
寺
に
上
る
も
髪
を
削
ら
ず
、
僧
衣
を
着
る
も
肉
を
喫く

ら

う
。

之こ
れ

を
謂い

い
て
可か

乙つ

只し

と
。
其
の
年
、
十
四
五
に
至
れ
ば
、
乃
ち
髪
を
削
る
也
。
其そ

の
土
風
、
人
乃
ち
男
女
を
生
め
ば
則
ち
善
き

男
女
各
一
を
擇え

ら

び
て
僧
尼
と
為な

す
也
」〔
童
男
女
上
寺
不
削
髪
、
着
僧
衣
喫
肉
。
謂
之
可
乙
只
。
其
年
至
十
四
五
、
乃
削
髪
也
。

其
土
風
、
人
乃
生
男
女
則
擇
善
男
女
各
一
為
僧
尼
也
〕
な
ど
と
言
及
が
あ
る（
2
）。
こ
う
し
た
存
在
は
、
大
徳
寺
と
そ
の
周
辺

に
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
養
叟
の
法
孫
で
養
徳
院
の
開
祖
で
あ
る
實じ

つ

傳で
ん

宗そ
う

眞し
ん

（
一
四
三
四
～
一
五
〇
七
）
の
『
大
弘
禪
師
語

録
』
に
は
、
或
る
寵
愛
を
受
け
て
い
た
侍
者
が
「
玉

ぎ
ょ
く
し
ゅ
う

岫
」
と
い
う
雅
号
を
賜
り
、
漢
詩
を
嗜
ん
で
そ
の
能
筆
を
披
歴
し
た
記
録

が
あ
る
が
、
こ
の
玉
岫
を
「
少
年
」
と
も
「
毛
頭
」
と
も
称
し
て
い
る（
3
）。
他
に
も
、
臨
済
宗
夢
窓
派
で
相
国
寺
の
僧
・
横

川
景
三
（
一
四
二
九
～
一
四
九
三
）
に
よ
る
『
小
補
艶
詞
』
に
お
い
て
は
、
月
関
周
透
と
い
う
喝
食
へ
多
く
の
艶
詞
が
捧
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
月
関
に
は
「
尊
君
」「
佳
丈
」「
美
丈
」「
佳
少
」「
尊
契
」
な
ど
と
い
う
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
呼
称
は
、
い
ず
れ
も
美
少
年
の
喝
食
を
指
す
も
の
で
あ
る（
4
）。

　
内
容
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、「
天
上
人
間
絶
比
倫
」（
三
十
五
丁
裏
）
と
い
っ
た
句
が
『
徹
翁
録
』（
大
正
蔵
巻
八
一
・
頁
二
四
四

上
）
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
徹
翁
と
弟
子
な
い
し
在
俗
の
参
禅
者
に
よ
る
問
答
の
記
録
か
と
も
み
え
る
。
安
藤
嘉
則

『
中
世
禅
宗
に
お
け
る
公
案
禅
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
、
三
八
九
～
四
三
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
公
案
を
課
し
て
個
別

的
に
指
導
す
る
「
入
室
」
と
い
う
形
態
が
、
独
参
（
個
別
的
な
指
導
）
で
あ
っ
た
も
の
が
次
第
に
全
体
に
開
か
れ
、
在
俗
に
も

公
開
さ
れ
る
よ
う
な
形
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
そ
う
し
た
状
況
を
伝
え
る
徹
翁
な
い
し
徹
翁
門
下
に
よ
る
資
料
を

多
く
掲
載
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
資
料
群
に
は
本
資
料
と
類
似
す
る
点
が
か
な
り
み
ら
れ
、
冒
頭
に
記
さ
れ
た
貞
治
六
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年
の
「
初
七
日
入
室
」
か
ら
「
同
七
七
日
」
ま
で
の
四
十
九
日
の
あ
い
だ
は
、
徹
翁
と
会
下
と
の
問
答
と
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
の
後
に
「
永
享
九
年
歳
旦
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
年
に
は
徹
翁
は
存
命
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
冒
頭
の
四

十
九
日
に
関
す
る
記
録
以
降
は
別
物
（
も
し
く
は
こ
の
四
十
九
日
法
要
の
記
録
以
降
を
本
文
と
し
、
冒
頭
の
入
室
記
録
は
そ
の
前
段
と
し

て
引
用
し
た
も
の
）
と
も
考
え
得
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
全
体
は
徹
翁
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
実
際
に
は
養よ

う

叟そ
う

宗そ
う

頤い

（
大
徳
寺
第
二
十
六
世
、
一
三
七
六
～
一
四
五
八
）
と
弟
子
と
の
問
答
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
問
答
の
行
わ
れ
た
日
時
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
永
享
九
年
［
一
四
三
七
］
や
嘉
吉
元
年
［
一
四
四
一
］
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
徹
翁
は
既

に
示
寂
し
て
い
る
た
め
、
当
事
者
た
り
え
な
い
。
ま
た
、「
文
安
二
年
正
月
旦
　
禾
上
甲
子
七
十
」（
二
十
九
丁
裏
）
や
「
文
安

四
正
旦
　
七
十
二
歳
」（
三
十
二
丁
裏
）
と
あ
る
が
、
文
安
二
年
［
一
四
四
六
］
は
養
叟
七
十
歳
、
文
安
四
年
［
一
四
四
八
］
は
養

叟
七
十
二
歳
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
勘
案
し
て
、「
徹
翁
和
尚
入
室
語
」
と
な
っ
て
い
た
題
名
を
「
養
叟
和
尚
入
室
法

語
」
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
読
み
進
め
る
と
、
当
時
の
大
徳
寺
で
な
さ
れ
て
い
た
問
答
で
挙
げ
ら
れ
た
話
頭
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
い

わ
ゆ
る
「
萬
法
不
侶
」
話
や
「
古
帆
未
掛
」
話
が
頻
出
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
大
徳
寺
夜
話
』（『
眼
裡
沙
』）
に
は
「
言
外

和
尚
、
於
萬
法
不
侶
話
大
徹
大
悟
。
養
叟
和
尚
、
於
古
帆
未
掛
悟
徹
也（
5
）」
と
い
い
、
言
外
宗
忠
（
一
三
〇
五
～
一
三
九
〇
）

が
「
萬
法
不
侶
」
話
で
大
悟
し
、
養
叟
は
「
古
帆
未
掛
」
話
で
大
悟
し
た
と
い
う
逸
話
を
伝
え
る
。
或
い
は
「
養
叟
和
尚
云
、

萬
法
話
・
栢
樹
子
話
ニ
透
徹
セ
ヌ
者
ガ
、
我
慢
情
識
ヲ
起
ス
也（
6
）」
と
い
っ
た
一
節
が
み
え
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

養
叟
や
そ
の
周
辺
で
は
「
萬
法
不
侶
」
話
や
「
古
帆
未
掛
」
話
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
な
か
に
は
、「
朝
作
紅
顔
、
意
旨
如
何
。
生
。
夕
作
白
骨
、
意
旨
如
何
。
死
」（
二
十
六
丁
表
）
と
い
う
句
も
み
え
る
が
、
こ

れ
は
蓮
如
（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
）
の
い
わ
ゆ
る
「
白
骨
の
御
文
」
に
あ
る
「
朝
に
は
、
紅
顔
あ
り
て
、
夕
に
は
、
白
骨
と
な
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れ
る
身
な
り（
7
）」
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
養
叟
や
一
休
に
関
す
る
の
み
な
ら
ず
、
真
宗
の
こ
と
ば
が
み
え
る
と
こ
ろ
に
、

室
町
期
の
禅
門
と
そ
の
周
辺
の
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
史
料
に
は
、
僧
・
尼
・
居
士
・
官
人
・
毛
頭
（
喝
食
）
と
い
っ
た
立
場
が
問
答
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
想
起
す
べ
き
こ
と
は
、
養
叟
が
大
徳
寺
を
支
え
る
た
め
に
堺
な
ど
に
教
線
を
張
り
、

新
興
都
市
民
に
入
室
参
禅
を
ゆ
る
し
て
支
援
を
得
て
い
た
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
戦
乱
の
度
重
な
る
応
仁
・
文
明
年
間
に
か
け

て
、
大
徳
寺
の
復
興
は
喫
緊
の
課
題
と
な
る
が
、
五
山
官
寺
保
護
政
策
の
埒
外
で
在
地
に
展
開
す
る
「
林
下
」
の
系
統
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
五
山
派
よ
り
も
民
衆
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。
養
叟
の
熱
心
な
活
動
で
、
十
五
世
紀
中
葉

以
降
に
は
大
徳
寺
派
寺
勢
を
回
復
す
る
。
だ
が
、
享
徳
三
年
［
一
四
五
四
］、
六
十
一
歳
の
一
休
は
久
方
ぶ
り
に
再
会
し
た
兄
弟

子
の
養
叟
と
深
刻
な
口
論
と
な
り
、
遂
に
絶
交
す
る
に
到
る（
8
）。
こ
の
頃
、
養
叟
の
拠
点
で
あ
っ
た
陽
春
庵
で
は
都
市
民
を

相
手
に
講
義
や
入
室
参
禅
が
行
わ
れ
、
法
名
や
法
語
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
安
売
」
禅
に
憤
っ
た
一
休
は
、
康
正

元
年
［
一
四
五
五
］
に
養
叟
と
そ
の
弟
子
た
ち
を
痛
罵
す
る
書
を
も
の
し
た 

―
― 

一
休
は
こ
れ
を
『
自
戒
集
』
と
題
し
た
。
こ

こ
で
特
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
巷
間
も
て
は
や
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
印
可
状
（
師
が
弟
子
を
み
と
め
た
と
す
る
証
書
）
で
あ
っ
た
。

「
養
叟
和
尚
十
四
五
年
、
比
丘
尼
、
商
人
ナ
ン
ド
ニ
、
カ
ナ
ツ
ケ
ノ
古
則
ヲ
ヲ
シ
ヱ
テ
、
得
法
ヲ
サ
セ
ラ
レ
」、
田
楽
や
座
頭
ま

で
も
が
「
我
ハ
得
法
ノ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
自
慢
し
て
い
る
さ
ま
が
暴
露
さ
れ
て
い
る
。
宗
門
内
の
密
伝
で
あ
っ
た
は
ず
の
公
案
禅

が
、
都
市
新
興
層
の
た
し
な
み
と
し
て
手
軽
に
消
費
さ
れ
、
そ
の
印
可
証
明
を
求
め
て
香
銭
が
多
く
交
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
一
休
は
、
養
叟
と
そ
の
一
派
が
垂
示
（
講
義
）
や
入
室
な
ど
で
「
売
禅
」
す
る
有
様
を
辛
辣
に
批
判
し
、
養
叟
ほ
ど
人
び

と
を
迷
わ
せ
る
「
大
悪
党
ノ
邪
師
」
は
い
な
い
と
口
を
極
め
て
断
罪
す
る（
9
）。『
自
戒
集
』
に
関
す
る
研
究
は
、
飯
塚
大
展（
10
）、

堀
川
貴
司（
11
）、
矢
内
一
麿（
12
）ら
の
研
究
が
あ
る
が
、
研
究
論
攷
の
数
は
必
ず
し
も
多
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
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養
叟
ら
大
徳
寺
の
主
流
派
の
布
教
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
一
休
の
『
自
戒
集
』
か
ら
み
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、「
養
叟
和
尚
入
室
法
語
」
は
そ
の
実
際
を
伝
え
る
も
の
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
こ
れ
と
類
似
し
た
史
料
が
あ
る
。
石
田
雅
彦（
13
）に
よ
っ
て
、「
仙
岳
宗
洞
答
問
二
十
一
条
」
な
る
も
の
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
堺
の
南
宗
寺
と
茶
人
た
ち
が
問
答
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
殆
ど
形
式
的
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
養
叟
和
尚
入
室
法
語
」
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
問
答
は
、
そ
の
後
も
多
く
の
茶
人

や
商
人
や
武
士
な
ど
に
開
か
れ
、
世
俗
と
の
接
点
に
な
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
れ
が
な
ぜ
徹
翁
の
名
を
冠
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
永
源
寺
に
の
み
残
さ
れ
て
い
た
の
か
、
不
明
な
点
も
残
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
一
層
の
考
究
が
求
め
ら
れ
る
史
料
と
い
え
る
。

︹
翻
刻
凡
例
︺

一
、
改
丁
に
つ
い
て
は
、【
　
　
】
内
に
丁
数
お
よ
び
表
裏
（
オ
・
ウ
）
を
付
記
す
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
異
体
字
・
略
体
字
・
別
体
字
・
俗
字
等
、
原
文
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
た
だ
し
、

省
文
等
、
活
字
用
正
字
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
字
は
傍
注
の
形
で
付
記
し
、
明
ら
か
な
脱
字
は

［
　
　
］
内
に
補
う
。

一
、
本
文
の
理
解
に
活
か
す
意
味
で
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
て
い
る
。

一
、
句
の
多
く
は
冒
頭
に
「
一
」
と
振
っ
て
は
じ
ま
る
が
、
な
か
に
は
「
二
」
と
振
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
（
別
解
の
意
か
）。
翻

刻
に
あ
た
っ
て
は
「（
二
）」
と
表
記
し
て
い
る
。

一
、
そ
の
他
、
補
足
情
報
は
脚
注
に
付
し
て
い
る
が
、
本
稿
が
翻
刻
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
最
小
限
に
留
め
る
。
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︹
本
文
︺

【
一
丁
オ
】
貞
治
第
六
臈
月
十
三
日
為
特
進
亜
相
征
夷
大
将
軍
宝
筐
院
殿
瑞
山
権
公
初
七
日
入
室

　
徹
翁
和
尚

挙
、
臨
済
上
堂
云
、
一
人
在
孤
峰
頂
上
無
出
身
路
、
一
人
在
十
字
街
頭
亦
無
向
背
、
那
箇
在
前
那
箇
在
後
。
不
作
維
摩
詰
、

不
作
傅
大
士
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
疑
殺
天
下
人
。
　
　
　
禎

　
一
、
僧
云
、
作
賊
人
心
虚
。
師
云
、
好
詰
不
喫
棒
。
僧
云
、
謹
謝
師
證
明
。
　
　
　
石

　
一
、
僧
云
、
指
柳
樹
、
罵
槐
樹
。
　
　
　
幢

　
一
、
僧
云
、
蛇
入
竹
筒
。
　
　
　
蔡

　
一
、
僧
云
、
爛
泥
裡
有
棘
。
　
　
　
湛
【
一
丁
ウ
】

　
一
、
僧
云
、
這
賊
。
　
　
　
智

　
一
、
僧
云
、
巡
人
犯
夜
。
　
　
　
範

　
一
、
僧
云
、
懸
羊
頭
賣
狗
肉
。
　
　
　
覚

　
　
　
同
二
七
日

　
挙
、
僧
問
、
岩
頭
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
云
、
小
魚
呑
大
魚
。
僧
又
問
、
掛
後
如
何
。
頭
云
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
長
鯨
碾
月
珊
瑚
枝
、
鸞
舞
風
玻
璃
鏡
。
豐
干
騎
底
大
蟲
元
是
南
山
白
額
。
　
　
　
禎

　
一
、
火
裡
酌
清
泉
。
七
九
六
十
三
。
　
　
　
湛

　
一
、
不
免
拖
泥
帶
水
、
截
断
紅
塵
水
一
渓
、
衝
開
碧
落
松
千
尺
。
　
　
　
喜
【
二
丁
オ
】
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一
、
寸
長
尺
短
。
前
三
々
、
後
三
々
。

　
一
、
雲
在
領

〔
嶺
〕頭

閑
不
徹
、
水
流
澗
下
太
忙
生
。
　
　
　
蔡

　
一
、
咋
夜
金
烏
飛
入
海
、
暁
天
依
旧
一
輪
紅
。
　
　
　
越

　
一
、
破
鏡
不
重
照
裂
破
。
打
云
、
前
語
不
助
後
語
。
　
　
　
貝

　
一
、
兎
馬
有
角
、
牛
羊
無
角
。
　
　
　
照

　
一
、
皈
依
佛
法
僧
。
六
々
三
十
六
。
　
　
　
守

　
一
、
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。
同
坑
無
異
土
。
　
　
　
智

　
一
、
六
月
紛
々
雪
下
。
耳
朶
兩
片
皮
禅
。
　
　
　
範

　
一
、
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。
兩
々
三
々
。
　
　
　
覚

　
　
　
同
三
七
日
　
古
帆
語

　
一
、
捨
明
珠
弄
魚
目
。
将
錯
就
錯
。
　
　
　
禎
【
二
丁
ウ
】　

　
一
、
披
毛
入
火
聚
。
九
々
八
十
一
。
　
　
　
石

　
一
、
大
尽
三
十
日
、
小
尽
二
十
九
。
打
云
、
半
片
道
徳
。
　
　
　
幢

　
一
、
白
馬
入
芦
花
、
彩
鳳
舞
丹
霄
。
師
云
、
半
片
道
徳
、
半
片
不
是
。
　
　
　
喜

　
一
、
向
北
看
南
斗
、
意
旨
如
何
。
向
南
看
北
斗
。
師
云
、
能
受
用
始
得
。
　
　
　
冨

　
一
、
大
底
大
、
小
底
小
。
一
彩
兩
賽
、
意
旨
如
何
。
前
三
々
、
後
三
々
。

　
一
、
虎
体
元
斑
、
有
利
無
利
、
不
离
行
市
。
　
　
　
桂

　
一
、
兎
角
杖
、
亀
毛
拂
。
氷
河
生
焰
、
鉄
樹
抽
枝
、
意
旨
如
何
。
万
里
一
条
鉄
。
打
云
、
不
是
。
　
　
　
守
【
三
丁
オ
】
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一
、
雨
中
看
杲
日
。
泥
團
土
塊
。
　
　
　
智

　
一
、
去
却
一
拈
得
七
、
山
上
鳥
海
底
魚
、
意
旨
如
何
。
九
々
元
来
八
十
一
。
　
　
　
範

　
一
、
橋
流
水
不
流
、
人
従
橋
上
過
。
七
九
六
十
三
。
　
　
　
覚

　
　
　
同
四
七
日
　
　
古
帆
話

　
一
、
小
魚
呑
大
魚
、
大
魚
大
、
小
魚
小
。
打
云
、
知
行
履
。
　
　
　
禎

　
一
、
眼
裡
瞳
人
面
前
人
。
九
々
本
来
八
十
一
。
　
　
　
蔡

　
一
、
指
東
答
西
、
答
東
畢
竟
如
何
。
泥
牛
吼
月
。
師
云
、
何
不
道
木
馬
嘶
風
。
僧
擬
議
。
打
云
、
去
々
。

　
一�

、
赤
肉
白
骨
。
披
毛
入
火
聚
。
師
云
、
小
魚
呑
大
魚
、
与
後
園
驢
喫
草
、
是
一
是
二
。
七
九
六
十
三
。
　
　
　
智
【
三
丁

ウ
】

　
一
、
土
面
灰
頭
、
灰
頭
土
面
、
畢
竟
如
何
。
七
九
六
十
三
。
　
　
　
佐

　
一
、
狂
狗
逐
塊
、
師
子
咬
人
、
三
々
九
。
狂
狗
―
師
子
―
畢
竟
如
何
。
耳
朶
兩
片
皮
―
骨
。
　
　
　
用

　
一
、
鉄
船
水
上
浮
、
意
旨
如
何
。
閑
葛
藤
。
　
　
　
覚

　
　
　
同
五
七
日

　
潙
山
示
衆
云
、
有
句
無
句
如
藤
倚
木
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
上
無
攀
仰
、
下
絶
己
躬
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
禎

　
一
、
作
賊
人
心
虚
。
　
　
　
石

　
一
、
眼
看
東
南
、
心
在
西
北
。
　
　
　
湛

　
一
、
碍
人
荊
棘
長
無
根
。
　
　
　
喜
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一
、
耕
地
種
蒺
莉

〔
藜
〕、

曲
心
不
少
。
　
　
　
蔡
【
四
丁
オ
】　

　
一
、
懸
羊
頭
賣
狗
肉
、
謾
人
不
少
。
　
　
　
佐

　
一
、
漏
逗
不
少
。
師
云
、
漏
逗
个
什
麽
。
僧
擬
議
。
打
云
、
不
是
言
。

　
一�
、
扶
桑
夜
半
日
頭
明
。
勘
破
了
也
。
勘
破
个
什
麽
。
僧
云
、
潙
山
謾
却
人
。
師
云
、
那
裡
是
他
謾
人
処
。
僧
云
、
也
是
和

尚
謾
人
。
打
云
、
非
是
汝
語
。

　
一
、
虎
斑
易
見
、
人
斑
難
見
。
師
云
、
什
麽
人
斑
僧
。
也
是
禾
上
不
少
。
師
打
、
非
汝
語
。
　
　

　
一
、
喚
鐘
為
甕
、
意
旨
如
何
。
曲
不
蔵
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
瑞

　
　
　
同
六
七
日

　�

龐
居
士
問
、
馬
大
士
云
、
不
与
萬
法
為
侶
、
此
什
麽
人
。
大
師
云
、
待
汝
一
口
吸
尽
江
西
水
。
却
向
海
道
、
意
旨
如
何
。

【
四
丁
ウ
】

　
一
、
㘞
。
逢
着
渠
。
泥
牛
吼
月
破
澄
潭
月
。
　
　
　
禎

　
一�

、
負
背
載
胸
、
和
気
吐
露
了
也
。
師
云
、
吐
露
底
聻
。
僧
云
、
一
言
已
出
、
馬
難
追
。
師
打
云
、
一
句
合
頭
語
、
萬
劫
繋

驢
橛
。
　
　
　
石

　
一
、
上
破
天
、
下
穿
地
。
一
句
道
着
。
　
　
　
幢

　
一
、
大
坐
宇
宙
、
彩
鳳
舞
丹
霄
。
　
　
　
湛

　
一
、
充
塞
六
合
、
三
脚
蝦
䗫
跳
上
天
。
打
云
、
能
受
用
始
得
。
　
　
　
和

　
一
、
上
拄
天
下
、
下
拄
地
。
鉄
舩
水
上
浮
。
　
　
　
茶

　
一
、
覿
面
相
呈
、
恩
大
難
酬
。
師
云
、
難
酬
底
聻
。
僧
云
、
萬
里
一
条
鉄
。
師
打
云
、
不
是
々
々
。



10

　
　
　
同
七
七
日
【
五
丁
オ
】

　
潙
山
示
衆
云
、
有
句
無
句
藤
倚
木

〔
樹
〕、

意
旨
如
何
。
疎
山
云
、
樹
倒
藤
枯
句
皈
何
処
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
荊
棘
林
裡
、
一
条
古
路
、
只
知
事
従
眼
前
過
、
不
覚
老
従
頭
上
来
。
師
乃
打
。
　
　
　
禎

　
一
、
這
賊
。
不
知
明
珠
還
作
瓦
礫
。
　
　
　
石

　
一
、
曲
不
蔵
直
、
當
面
差
過
。
　
　
　
湛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
、
鉄
蒺
蔾

〔
藜
〕、

意
旨
如
何
。
曲
湾〔

彎
々
〕々。

打
云
、
能
受
用
始
得
。
提
曲
心
已
露（
14
）、
貧
看
天
上
月
、
失
却
掌
中
珠
。
　
　�

越

　
一
、
塌
薩
阿
勞
、
謾
人
不
少
。

　
一
、
也

〔
又
〕逐

流
鶯
過
短
墻
。

　
一
、
指
槐
樹
、
罵
柳
樹
、
只
見
錐
頭
利
、
不
知
鑿
頭
方
。
師
【
五
丁
ウ
】
打
云
、
非
汝
語
。
　
　
　
覚

　
　
　
入
室

　
師
問
云
、
虎
丘
因
僧
問
、
九
旬
禁
足
事
如
何
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
古
佛
家
風
。
師
云
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
初
三
十
一
。
師
曰
、
虎
丘
答
云
、
理
長
即
就
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、

将
錯
就
錯
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
中
九
下
七
。
師
打
云
、
好
受
用
始
得
。
　
　
　
溟

　
一�

、
孟
夏
漸
熱
。
師
云
、
意
旨
如
何
。
僧
、
一
二
三
四
五
、
適
來
道
了
。
師
云
、
道
什
麽
。
僧
云
、
黄
河
向
北
流
。
打
云
、

好
受
用
去
。
　
　
　
軻

　
一
、
楊
瀾
尤
里
。
師
云
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
斑
々
駁
々
。
師
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
哲
【
六
丁
オ
】

　
一
、
乾
三
連
、
坤
六
断
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
眼
上
負
。
去
却
一
拈
得
七
。
打
云
、
水
皈
大
海
作
波
濤
。
　
　
　
　
聞

　
一
、
無
縄
自
縛
、
意
旨
如
何
。
知
而
故
犯
、
不
是
々
々
。
　
　
　
松
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一
、
雨
後
青
山
青
轉
青
。
鶏
寒
上
樹
、
鴨
寒
下
水
。
打
曰
、
坐
看
雲
起
時
。

　
一�

、
彩
鳳
舞
丹
霄
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
達
磨
元
來
観
自
在
。
僧
云
、
僧
堂
佛
殿
厨
庫
山
門
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
七
九
六

十
三
。
打
曰
、
好
与
麽
去
。

　
一�
、
三
尺
竹
篦
、
七
尺
柱
丈

〔
杖
〕、

意
旨
如
何
。
僧
曰
、
小
魚
呑
大
魚
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
耳
朶
兩
片
皮
。
打
曰
、
驢
択
湿
処

尿
。
　
　
　
正

　
一�

、
居
士
云
、
説
甚
安
居
、
説
甚
禁
足
、
意
旨
如
何
。
士
云
、
上
無
攀
【
六
丁
ウ
】
仰
、
下
絶
己
躬
。
打
云
、
半
辺
道
着
、

半
辺
不
是
。
　
　
　
清

　
一�

、
一
手
左
、
一
手
右
、
天
地
同
根
、
万
物
一
体
、
意
旨
如
何
。
士
云
、
南
斗
七
、
北
斗
八
。
打
云
、
行
矣
。
欽
焉
。
　
善

　
一
、
九
々
八
十
一
、
意
旨
如
何
。
士
無
對
。
打
云
、
先
言
不
副
後
語
。
　
　
　
珠

　
一
、
赤
肉
白
骨
、
意
旨
如
何
。
士
云
、
六
々
三
十
六
。
皈
依
佛
法
僧
。
打
曰
、
好
受
用
始
従
。

　
一
、
蟭
螟
眼
裏
五
須
弥
、
後
園
驢
喫
草
。
打
云
、
不
須
辛
菫
竟
門
。

　
一�

、
僧
竪
无

〔
起
〕両

拳
、
意
旨
如
何
。
僧
開
兩
拳
云
、
展
成
掌
。
僧
云
、
冨
嫌
千
口
少
、
貧
患

〔
恨
〕一

身
多
。
師
曰
、
僧
又
問
云
、
六

根
【
七
丁
オ
】
不
具
底
者
還
得
禁
足
也
否
、
此
意
旨
如
何
。
僧
云
、
盲
聾
瘖
瘂
。
師
曰
、
丘
云
、
穿
過
鼻
孔
、
意
旨
如
何
。

僧
云
、
兩
々
三
々
旧
路
行
。
打
曰
、
行
到
水
窮
処
。

　
　
　
又

　
師
問
、
南
陽
忠
國
師
三
喚
侍
者
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
一
句
道
着
。
師
又
曰
、
耽
源
應
真
三
度
應
諾
、
又
如
何
。
僧
云
、
向
南
看
北
斗
。
打
云
、
一
句
打
着
、
一
句
打

不
着
。
　
　
　
哲
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一
、
學
者
難
弁
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
金

　
一
、
賊
心
已
露
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
無
風
起
浪
。
打
云
、
半
辺
道
着
。
　
　
　
貞

　
一
、
無
孔
鉄
槌
面
前
抛
向
。
僧
云
、
衆
生
顛
倒
、
迷
己
逐
物
。
打
云
、
前
語
不
副
後
語
。
　
　
　
芳
【
七
丁
ウ
】

　
一
、
月
白
風
清
、
意
旨
如
何
。
車
不
横
推
。
僧
云
、
清
風
明
月
。
打
曰
、
一
句
道
着
、
一
句
不
是
。
　
　
　
熙

　
　
　
又
　
永
享
九
年
歳
旦

　
師
問
曰
、
徳
山
因
岩
頭
問
、
是
凡
是
聖
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
一
拶
當
機
怒
雷
吼
。
師
又
問
云
、
徳
山
即
喝
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
驚
起
須
弥
蔵
北
斗
。
打
云
、
好
々
。

　
一
、
句
裡
蔵
鋒
、
虚
空
倒
奔
。
打
曰
、
与
麽
。

　
一
、
亀
毛
兎
角
種
眼
裡
、
分
破
華
山
千
万
重
。
打
云
、
与
麽
々
々
。

　
一
、
言
猶
在
耳
。
師
云
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
荊
棘
参
天
、
七
花
八
裂
。
打
曰
、
与
麽
々
々
。

　
一�

、
響
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
誰
知
遠
烟
浪
別
有
好
思
量
。
𡸴
【
八
丁
オ
】、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
得
人
一
牛
、
逐
人
一
馬
。

打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
舌
頭
風
寒
。
師
子
一
吼
野
干
脳
裂
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
一
、
壁
立
万
仭
、
蔵
身
霧
影
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
閃
機
電
轉
。
打
云
、
欠
一
着
。

　
一
、
龍
戯
滄
［
海
］、
虎
嘯
南
山
。
打
云
、
非
阿
你
語
。

　
一
、
酒
中
鴆
［
毒
］、
密
裡
砒
［
霜
］、
鑑
在
機
前
。
打
云
、
嗄
。

　
　
　
又
　
小
春
朔

　
師
問
云
、
徳
山
因
岩
頭
問
、
是
凡
是
聖
、
意
旨
如
何
。
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一
、
僧
云
、
眼
看
東
南
、
心
在
西
北
。
師
又
問
云
、
徳
山
即
喝
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
崖
崩
石
裂
。
打
云
、
与
麽
受
用
始
得
。

　
一
、
斫
額
望
天
衢
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
心
苦
。
好
知
休
咎
弁
【
八
丁
ウ
】
機
宜
。
打
云
、
節
去
菊
猶
存
。

　
一
、
竿
頭
絲
線
従
君
弄
、
不
犯
清
波
心
自
殊
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
響
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
云
、
擘
面
殺
人
不
眼〔

眨
眼
〕眨

。
打
曰
、
与
麽
去
。

　
一
、
向
南
看
北
斗
、
虚
空
倒
奔
。
打
云
、
因
苗
弁
地
。

　
一
、
誰
敢
近
傍
鉄
舩
三
百
丈
、
不
畏
浪
頭
高
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
草
賊
大
敗
、
無
語
。
打
云
、
一
句
打
着
、
一
句
打
不
着
。

　
一
、
子
不
孝
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
暗
裡
按
剣
父
不
慈
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
拳
來
踢
報
。
打
云
、
好
个
消
息
。

　
　
　
又
　
永
亨
九
年
冬
夜

　
師
問
云
、
南
泉
斬
猫
児
、
意
旨
如
何
。【
九
丁
オ
】

　
一
、
僧
云
、
鶴
飛
千
点
雪
。
師
又
問
云
、
趙
州
頭
上
戴
草
鞋
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
錦
上
舗
花
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
鶏
寒
上
樹
、
意
旨
如
何
。
一
二
三
鴨
寒
入

〔
下
〕水

。
打
曰
、
彼
此
。

　
一
、
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
、
意
旨
如
何
。
何
人
貪
智
。
短
肉
重
千
斤
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。
打
云
、
一
任
。

　
一�

、
日
面
佛
、
月
面
佛
、
意
旨
如
何
。
入
驢
胎
馬
腹
去
。
雪
覆
千
山
、
意
旨
如
何
。
朝
三
暮
四
、
意
旨
如
何
。
五
々
二
十
五
。

打
云
、
退
後
。

　
一
、
僧
以
坐
具
戴
頭
上
、
以
脚
蹈
坐
具
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
三
冬
枯
木
花
、
意
旨
如
何
。
六
々
三
十
六
。
一
苦
一
楽
一
逆
一
順
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
一�

、
家
冨
小
児
橋

〔
驕
〕、

意
旨
如
何
。
乞
児
貧
小
利
、
国
清
才
子
貴
、【
九
丁
ウ
】
意
旨
如
何
。
鳥
長
三
、
黒
李
四
、
意
旨
如
何
。
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九
九
八
十
一
。
打
云
、
与
麽
々
々
。

　
一�

、
鼻
血
孔
淋
漓
、
意
旨
如
何
。
一
冬
二
冬
、
叉
手
當
胸
。
師
問
云
、
皈

〔
帰
〕宗

斬
虵
子
、
是
同
是
別
。
僧
云
、
洎
平
分
差
異
。

頭
上
青
灰
三
五
斗
、
意
旨
如
何
。
雪
色
白
轉
白
、
意
旨
如
何
。
九
々
八
十
一
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
　
又
　
臘
八

　
師
問
云
、
古
徳
垂
語
云
、
世
尊
見
明
星
悟
道
、
未
審
受
誰
恩
力
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
昨
夜
寒
風
起
、
今
朝
括
地
霜
、
意
旨
如
何
。
釈
迦
弥
勒
無
分
。
打
云
、［
冷
］
地
裡
有
人
覷
破
。

　
一
、
臘
雪
連
天
白
、
打
云
、
灼
然
。

　
一
、
和
盤
推
出
夜
光
珠
、
意
旨
如
何
。
清
風
明
。
打
云
、
恁
麽
。【
十
丁
オ
】

　
一
、
車
不
横
推
、
意
旨
如
何
。
前
村
深
雪
裡
、
昨
夜
一
枝
開
。
打
云
、
不
妨
。

　
一
、
銀
山
鉄
壁
、
意
旨
如
何
。
天
上
星
、
地
下
樹
、
意
旨
如
何
。
斬
釘
截
鉄
、
意
旨
如
何
。
青
天
白
日
。
打
云
、
与
麽
。

　
一
、
不
知
恩
不
知
冦
、
意
旨
如
何
。
釈
迦
弥
勒
渠
奴
。
打
云
、
何
不
道
釈
迦
弥
勒
阿
誰
。

　
一
、
時
節
已
至
、
其
理
自
彰
、
意
旨
如
何
。
不
借
春
風
力
、
桃
花
一
様
紅
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
一
、
蘆
花
兩
岸
雪
、
意
旨
如
何
。
月
白
風
清
。
打
云
、
天
上
天
下
。

　
　
　
又
　
四
月
四
日
於
白
河
因
奠
大
師
忌

　
師
問
云
、
僧
問
雲
門
、
如
何
是
諸
佛
出
身
処
。
門
云
、
東
山
水
上
行
。
一
句
道
将
来
看
。【
十
丁
ウ
】

　
一�

、
僧
云
、
鉄
舩
水
上
浮
。
師
曰
、
圓
悟
住
天
寧
、
日
峰
云
、
天
寧
不
然
、
若
有
人
問
對
他
、
道
薫
風
自
南
来
、
殿
閣
生
微

涼
。
試
下
語
看
。
僧
云
、
風
従
花
裡
過
来
香
。
打
云
、
与
麽
々
々
。
　
　
　
哲

　
一
、
斬
釘
截
鉄
、
月
明
四
海
。
打
云
、
去
矣
。
　
　
　
金
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一
、
上
下
四
維
無
等
匹
、
意
旨
如
何
。
彩
鳳
舞
丹
霄
、
一
畒
地
三
蛇
九
鼠
、
意
旨
如
何
。
清
風
明
月
。
打
云
、
去
矣
。
　
貞

　
一
、
石
従
空
裡
立
、
火
向
水
中
迸

〔
焚
〕。

満
架
薔
薇
一
院
香
。
打
云
、
去
去
。
　
　
　
掬

　
一
、
橋
流
水
不
流
、
意
旨
如
何
。
鉄
樹
開
花
。
桃
花
紅
、
李
花
白
。
打
云（
15
）。

　
一
、
蚊
子
咬
鉄
牛
。
春
色
無
高
下
、
花
枝
自
短
長
、
意
旨
如
何
。
天
【
十
一
丁
オ
】
高
地
厚
。
打
云
、
行
矣
。

　
一
、
八
角
磨
盤
空
裡
走
。
花
落
樹
梢
緑
。
打
云
、
与
麽
。
　
　
　
芳

　
一
、
露
柱
拍
手
石
人
点
頭
。
水
是
水
、
山
是
山
。
打
云
、
合
良
恁
麽
。
　
　
　
同

　
一
、
海
底
泥
牛
吼
、
雲
中
木
馬
嘶
。
風
吹
紫
荊
、
色
与
春
庭
暮
。
打
云
、
恁
麽
可
受
用
。

　
一
、
尼
云
、
泥
牛
月
吼
、
木
馬
嘶
風
。
尼
無
語
。
打
云
、
到
江
呉
地
尽
、
隔
岸
越
山
多
。
　
　
　
祐

　
一
、
尼
云
、
露
。
尼
無
説
。
打
云
、
黙
即
得
。
　
　
　
奇

　
一
、
尼
云
、
生
鉄
已
前
、
意
旨
如
何
。
柳
緑
花
紅
。
尼
無
語
。
打
云
、
一
句
道
着
、
一
句
不
着
。
　
　
　
性

　
一�

、
尼
云
、
竪
窮
三
際
、
横
該
十
方
、
意
旨
如
何
。
鉄
蒺
蔾

〔
藜
〕。

松
枝
拂
【
十
一
丁
ウ
】
尽
蒼
苔
露
。
打
云
、
与
麽
々
々
。
　
　
　

久

　
一�

、
僧
云
、
無
風
荷
葉
動
、
決
定
有
魚
行
。
満
地
残
紅
春
色
去
、
溌
天
漲
緑
夏
初
來
、
意
旨
如
何
。
雨
過
竹
風
清
。
打
云
、

恁
麽
々
々
。
　
　
　
凞

　
　
　
又
　
因
大
圓
鏡
公
禅
定
門
忌
日
於
白
河

　
師
問
、
趙
州
因
狗
子
還
有
佛
性
也
否
。
州
云
、
無
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
大
阿
宝
剣
本
是
生
鉄
。
師
云
、
僧
云
、
蠢
動
含
霊
皆
有
仏
性
、
因
甚
狗
子
還
無
。
州
云
、
渠
有
業
識
性
故
、
意

旨
如
何
。
僧
云
、
烟
霞
不
遮
梅
香
。
打
云
、
好
受
用
去
。
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一
、
碓
觜
生
花
、
意
旨
如
何
。
上
無
攀
仰
、
下
絶
己
躬
、
松
直
棘
曲
。
打
云
、
徒
労
卜
度
。

　
一
、
黒
粼
皴
地
、
意
旨
如
何
。
仏
祖
不
識
蛇
入
筒
。
打
云
、
知
心
能
幾
人
。【
十
二
丁
オ
】

　
一
、
當
陽
顕
露
、
意
旨
如
何
。
鉄
橛
子
、
白
拈
手
段
、
打
云
、
与
麽
々
々
。

　
一
、
一
滴
水
一
滴
凍
、
意
旨
如
何
。
一
々
天
真
、
意
旨
如
何
。
通
方
作
略
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
有
中
却
有
無
、
々
中
却
有
々
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
鉄
蒺
蔾

〔
藜
〕。

不
許
夜
行
、
投
明
須
到
。
打
云
、
行
矣
々
々
。

　
一
、
銀
山
鉄
壁
。
荊
棘
林
。
打
云
、
好
受
用
始
得
。

　
一
、
握
驪
珠
鑑
物
。
々
々
流
機

〔
輝
〕。

打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
鵠
白
烏
黒
、
意
旨
如
何
。
本
自
天
然
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
無
孔
鉄
槌
、
魚
行
水
濁
。
便
打
云
、
道
着
恰
好
。

　
一�

、
火
生
蓮
華
、
雪
長
芭
蕉
、
意
旨
如
何
。
天
無
四
壁
、
地
絶
八
維
。（
二
）
袈
裟
底
下
蔵
毒
薬
、
却
教
佛
心
受
沈
埋
、
意
旨

如
何
。
瞎
却
陳

〔
鎭
〕州

一
城
人
眼
［
去
在
］。
打
云
、
好
受
用
去
。
　
　
　
誕
【
十
二
丁
ウ
】

　
一
、
鉄
丸
無
縫
罅
。
賊
心
已
露
。
打
云
、
漏
逗
不
少
。
　

　
一
、
鉄
團
圝
。
前
箭
軽
、
後
箭
深
。
打
云
、
与
麽
々
々
。

　
一
、
跣
足
蹈
氷
雪
、
正
知
徹
骨
寒
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
消
得
竜
王
多
少
風
。
口
甘
心
苦
。
好
受
用
去
。

　
一
、
官
人
云
、
間
不
容
髪
、
意
旨
如
何
。
万
里
一
条
鉄
、
州
惑
幾
人
来
。
打
云
、
須
弥
南
畔
、
巻
尽
五
千
四
十
八
。

　
一�

、
居
士
云
、
看
脚
下
、
意
旨
如
何
。
竄
地
作
蛇
。
口
甘
心
苦
。
師
云
、
前
来
有
人
道
、
更
道
々
々
。
士
云
、
晋
文
公
偽〔

譎
〕而
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不
正
。
打
云
、
行
矣
。
欽
旃
。
　
　
　
深

　
一
、
尼
云
、
截
断
紅
塵
水
一
渓
。
打
云
、
不
是
々
々
。【
十
三
丁
オ
】

　
一
、
尼
云
、
鉄
蛇
横
古
路
、
換
面
改
頭
能
幾
人
。
打
云
、
好
受
用
。
　
　
　
久

　
一�
、
僧
云
、
我
見
灯
明
佛
、
本
光
瑞
如
此
、
意
旨
如
何
。
看
眼
瞎
。（
二
）
嗄
、
意
旨
如
何
。
蕭
何
賣
却
假
銀
城
。
打
云
、
与

麽
去
。

　
　
　
又

　
一
、
師
問
曰
、
馬
大
師
因
龐
居
士
問
、
不
与
万
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
撑
天
拄
地
。
師
云
、
大
師
云
、
一
口
吸
尽
西
江
水
、
意
旨
如
何
。
元
正
啓
祚
、
萬
物
咸
新
。
打
云
、
三
世
諸
佛

立
地
聴
。

　
一
、
風
吹
日
炙
、
舌
拄
上
齶
。
打
云
、
特
地
乾
坤
。

　
一
、
逼
塞
乾
坤
、
難
爲
下
口
、
意
旨
如
何
。
鉄
團
圝
。
打
云
、
好
可
受
用
。

　
一
、
天
上
天
下
、
劈
腹
［
剜
］
心
。
打
云
、
日
月
又
新
。【
十
三
丁
ウ
】

　
一
、
大
地
載
不
起
、
崑
崙
呑
棗
。
打
云
、
天
上
天
下
。

　
一�

、
面
前
是
佛
殿
、
山
門
背
後
是
寝
堂
方
丈
、
意
旨
如
何
。
千
聖
跳
不
出
、
獨
脱
衲
子
、
意
旨
如
何
。
乙
卯
寅
、
意
旨
如
何
。

背
立
、
意
旨
如
何
。
辜
負
了
。
打
云
、
好
个
消
息
。

　
一
、
和
風
塔
在
玉
欄
干
。
烏
黒
鵠
白
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
一
、
古
路
草
漫
々
、
婆〔

波
斯
〕子

喫
胡
椒
。
打
云
、
百
花
青〔

到
春
〕釘

爲
誰
開
。

　
一
、
堆
山
積
岳
。
打
云
、
欠
少
什
麽
。
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一
、
毛
頭
云
、
仰
之
彌
尊

〔
高
〕、

鑽
之
彌
堅
。
一
槌
兩
當
。
打
云
、
春
入
千
林
処
花
。

　
一
、
僧
云
、
眨
眼
眉
毛
重
。
車
不
横
推
。
打
云
、
行
矣
。

　
一
、
㘞
。
言
猶
在
耳
。
打
云
、
明
皓
々
、
暗
昏
々
。【
十
四
丁
オ
】

　
　
　
又

　
師
問
云
、
岩
頭
因
僧
問
、
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
云
、
小
呑
大
魚
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
氷
長
舩
高
、
泥
多
佛
大
。
師
云
、
僧
云
、
掛
後
如
何
。
頭
云
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
六
々
元
来

三
十
六
。
打
云
、
好
受
用
可
始
得
。

　
一
、
白
雲
深
処
金
龍
跳
。
前
三
々
、
五

〔
後
〕三

三
。
打
云
、
莫
輕
。

　
一
、
日
面
佛
、
月
面
佛
。
錦
上
鋪
花
。
打
云
、
莫
輕
。

　
一
、
眼
上
眉
、
鼻
下
唇
。
杖
頭
挑
日
月
、
脚
下
太
泥
深
。
便
打
。

　
一
、
彩
鳳
舞
丹
宵
、
意
旨
如
何
。
奴
見
婢
慇
懃
。
打
云
、
不
是
。

　
一
、
点
、
意
旨
如
何
。
養
子
之
縁
。
打
云
、
乱
莫
針
錐
。【
十
四
丁
オ
】

　
一
、
南
地
竹
北
地
木
、
意
旨
如
何
。
閑
葛
藤
。
一
畝
之
地
三
蛇
九
鼠
。
打
云
、
莫
輕
。

　
一�

、
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。
前
三
々
、
後
三
々
。
師
云
、
前
来
有
人
云

〔
道
〕、

更
道
。
僧
云
、
九
々
元
来
八
十
一
。
打
云
、
不

輕
多
。

　
一
、
頭
上
一
堆
塵
、
脚
下
三
尺
土
。
打
云
、
亦
不
少
。

　
一�

、
擧
起
坐
具
、
意
旨
如
何
。
扇
子
𨁝
跳
上
三
十
三
天
。
築
著
帝
釈
鼻
孔
、
意
旨
如
何
。
肉
重
千
斤
。
千
年
満

〔
滞
〕貨

、
意
旨
如

何
。
三
生
六
十
劫
。
便
打
。
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一�

、
龍
生
竜
子
、
鳳
生
鳳
子
、
意
旨
如
何
。
去
却
一
拈
得
七
。
和
尚
再
興
先
師
鳳
、
意
旨
如
何
。
三
々
九
。
打
云
、
勧
君
更

尽
一
杯
酒
、
西
出
陽
関
無
故
人
。

　
一�
、
主
山
高
、
案
山
低
、
意
旨
如
何
。
関
叓
。
南
山
焼
炭
北
山
紅
、
意
旨
如
何
。【
十
五
丁
オ
】
上
無
攀
仰
、
下
絶
己
躬
。
打

云
、
不
是
。

　
一
、
一
二
三
、
上
中
下
。
打
云
、
引
得
黄
鴬
下
柳
條
。

　
一
、
達
磨
元
来
観
自
在
、
淨
名
元
是
老
維
摩
。
打
云
、
行
矣
。
欽
旃
。

　
一
、
雲
在
嶺
頭
閑
不
徹
、
水
流
礀

〔
澗
〕下

太
忙
生
。
打
云
、
時
人
見
［
此
］
一
株
花
、
如
夢
相
似
。

　
一
、
毛
頭
云
、
師
子
咬
人
、
狂
狗
逐
塊
、
意
旨
如
何
。
五
々
二
十
五
。
打
云
、
非
阿
你
語
。
　
　

　
一
、
毛
頭
云
、
車
不
横
推
、
意
旨
如
何
。
青
山
青
、［
山
］
青
水
源

〔
緑
〕。

逐
打
。

　
一
、
尼
云
、
舩
高
春
水
波
、
皈
依
仏
法
僧
。
打
云
、
東
西
南
北
、
皈
去
来
。

　
一�

、
僧
云
、
佛
是
幻
化
身
、
祖
是
老
比
丘
、
意
旨
如
何
。
將
謂
胡
鬚
東

〔
赤
〕、

更
有
赤
鬚
胡
。
果
満
菩
提
園

〔
圓
〕、

意
旨
如
何
。
一
九

与
二
九
、
相
逢
不
出
斗

〔
手
〕。【

十
五
丁
ウ
】
打
云
、
依
旧
一
年
三
百
六
十
日
。

　
　
　
又

　
師
問
曰
、
潙
山
懶
禅
師
垂
示
云
、
有
句
無
句
如
藤
倚
樹
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
眉
間
掛
剣
、
衲

〔
袖
〕裏

蔵
鋒
。
師
云
、
疎
山
聞
得
云
、
忽
然
樹
倒
藤
枯
句
、
皈
何
処
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
貧
看
天

上
［
月
］、
失
却
掌
中
珠
。
打
云
、
好
受
用
始
得
。

　
一
、
少
賣
弄
。
打
云
、
得
本
患

〔
忘
〕末

。

　
一
、
眼
看
東
南
、
心
在
西
北
。
只
見
錐
頭
利
、
不
知
鑿
頭
方
。
打
云
、
灼
然
々
々
。
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一
、
兩
頭
三
南

〔
面
〕、

錯
。
打
云
、
好
可
受
用
。

　
一�

、
五
逆
人
聴
雷
、
意
旨
如
何
。
許
老
胡
知
不
許
老
胡
會
。
将
謂
是
【
十
六
丁
オ
】
个
人
、
意
旨
如
何
。
識
取
鈎
頭
意
、
莫

認
定
盤
星
。
打
云
、
恁
麽
兮

〔
可
〕受

用
。

　
一
、
捉
敗
了
也
、
意
旨
如
何
。
偸
楚
号
［
而
斫
］
楚
営
。
咬
人
屎
橛
、
不
是
好
狗
。
打
云
、
去
々
。

　
一
、
懸
羊
頭
売
狗
肉
、
負
命
者
上
鈎
来
。
打
云
、
好
受
用
始
得
。

　
一
、
疑
殺
天
下
人
、
従
者
裡
来
底
少
、
意
旨
如
何
。
只
見
一
半
。
打
云
、
与
麽
。

　
一
、
也
奇
怪
、
意
旨
如
何
。
這
老
賊
果
然
、
意
旨
如
何
。
敗
闕
不
少
。
打
云
、
与
麽
々
々
。

　
一�

、
𡸴
、
意
旨
如
何
。
荊
棘
参
天
、
蒺
蔾

〔
藜
〕満

地
。
難
分
雪
裡
、
粉
難
弁
黒
中
煤
、
意
旨
如
何
。
一
親
一
疎
。
師
云
、
那
个
是

親
、
那
个
是
疎
。
僧
云
、
擔
板
漢
。
打
云
、
与
麽
々
々
。

　
一
、
毛
頭
云
、
鉄
蒺
蔾

〔
藜
〕、

意
旨
如
何
。
曲
弯
々
。
又
逐
黄
鴬
過
短
牆
。
便
打
。

　
一�

、
官
人
云
、
爛
泥
裡
有
棘
。
昔
日
有
某
甲
疎
山
与
一
掌
。
師
云
、
疎
山
有
甚
過
。
官
便
喝
。
師
云
、
疎
山
那
。
官
云
、
禾

上
莫
叮
嚀
【
十
六
丁
ウ
】
好
。
打
云
、
将
謂
俗
漢
。

　
一
、
居
士
云
、
釣
竿
戴
盡
又

〔
重
〕栽

竹
、
迷
頭
認
影
。
打
云
、
去
々
。

　
一
、
澄
潭
不
許
蒼
龍
蟠
、
意
旨
如
何
。
抱
贓
叫
屈
。
死
水
何
曾
振
古
風
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
　
　
又
　
永
享
九
年
上
巳

　
師
問
云
、
雲
門
大
師
云
、
長
連
床
上
有
粥
有
飯
、
正
當
恁
麽
時
。
試
下
觜
看
。

　
一
、
僧
云
、
三
个
胡
孫
夜
簸
銭
、
意
旨
如
何
。
朝
三
莫

〔
暮
〕四

、
意
旨
如
何
。
閑
叓
。
打
云
、
莫
用
将
去
。
　
　
　
調

　
一
、
深
潭
魚
三
級
竜
、
意
旨
如
何
。
乾
三
連
、
坤
六
断
。
打
云
、
過
也
。
　
　
　
貞
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一
、
赤
肉
白
骨
。
打
云
、
恁
麽
。
　
　
　
金
【
十
七
丁
オ
】

　
一
、
山
上
鯉
魚
、
水
底
蓬
塵
。
打
云
、
臭
肉
集

〔
来
〕蠅

。

　
一�
、
三
句
可
弁
、
意
旨
如
何
。
竪
窮
三
際
、
横
該
十
方
、
意
旨
如
何
。
彩
鳳
舞
丹
霄
、
意
旨
如
何
。
六
々
三
十
六
。
打
云
、

争
漆
桶
。
　
　
　
隆

　
一
、
閑
葛
藤
。
打
曰
、
泥
團
土
塊
。

　
一
、
提
起
坐
具
、
意
旨
如
何
。
苦
。
打
云
、
行
矣
。

　
一
、
碼
碯
珠
珎
、
意
旨
如
何
。
珎
珠
碼
碯
、
意
旨
如
何
。
随
波
逐
浪
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
一
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。
五
々
二
十
五
。
打
云
、
与
麽
。
　
　
　
楊

　
一
、
毎
日
上
山
三
五
轉
、
意
旨
如
何
。
兩
々
三
々
旧
路
行
。
打
云
、
与
麽
。
　
　
　
芳

　
一
、
官
人
云
、
三
冬
枯
木
花
、
九
夏
寒
岩
雪
、
意
旨
如
何
。
南
地
竹
、
北
地
木
。
打
云
、
好
受
用
。

　
一
、
居
士
云
、
懐
州
牛
喫
草

〔
禾
〕、

益
州
馬
腹
脹
、
意
旨
如
何
。
陰
去
陽
来
。
打
【
十
七
丁
ウ
】
云
、
一
二
三
。
　
　
　
五
郎

　
一
、
鉢
盂
口
向
天
、
意
旨
如
何
。
百
年
万
年
有
兩
仏
骨
、
意
旨
如
何
。
九
々
元
来
八
十
一
。
打
云
、
今
日
普
同
供
養
。
　
煕

　
　
　
又

　
師
問
曰
、
翠
岩
真
禅
師
夏
末
示
衆
云
、
一
夏
已
来
、
為
兄
弟
東
説
西
話
。
看
翠
岩
眉
毛
在
麽
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
指
柳
樹
罵
槐
樹
。
師
云
、
長
慶
云
、
生
也
。
又
作
麽
生
。
僧
云
、
桃
花
紅
、
李
花
白
。
打
云
、
道
着
恰
好
。

　
一
、
明
頭
未
顕
暗
頭
明
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
曲
如
鈎
。
打
云
、
一
句
便
得
。

　
一
、
無
叓
生
、
意
旨
如
何
。
碍
人
荊
棘
従
無
根
長
。
風
颯
々
水
冷
々
。【
十
八
丁
オ
】
打
云
、
恁
麽
々
々
。



22

　
一
、
懸
羊
頭
賣
狗
肉
。
話
盡
山
雲
海
月
情
。
打
云
、
恁
麽
去
。

　
一
、
言
猶
在
耳
、
意
旨
如
何
。
北
斗
南
星
位
不
殊
、
意
旨
如
何
。
蛇
入
竹
筒
、
清
風
明
月
。
打
云
、
七
分
苦
、
三
分
甘
。

　
一
、
眼
観
東
南
、
心
在
西
北
、
意
旨
如
何
。
曲
心
不
少
、
風
清
月
白
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
九
夏
雪
花
翻

〔
飛
〕。

打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
脳
後
見
腮
莫
共
往
来
、
意
旨
如
何
。
中
毒
者
知
毒
用
。
打
云
、
一
有
多
種
、
二
無
兩
般
。

　
一
、
逐
塵

〔
鹿
〕者

不
見
山
、
意
旨
如
何
。
露
堂
々
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一�

、
不
信
道
、
意
旨
如
何
。
面
赤
不
如
語
直
。
眉
毛
横
眼
上
、
意
旨
如
何
。
月
在
青
天
水
在
瓶
。
打
曰
、
好
恁
麽
者
。【
十
八

丁
ウ
】

　
一
、
官
人
云
、
咲
中
有
刀
、
意
旨
如
何
。
毒
薬
難
弁
、
意
旨
如
何
。
喝
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
黄
河
従
源
頭
濁
了
、
八
字
分
、
意
旨
如
何
。
雲
在
嶺
頭
閑
不
徹
。
打
云
、
一
句
道
着
、
一
句
不
是
。

　
　
　
又

　�

師
問
曰
、
臨
濟
上
堂
云
、
一
人
在
孤
峰
頂
上
無
出
身
路
、
一
人
在
十
字
街
頭
亦
無
向
背
、
那
个
在
前
、
那
个
在
後
。
不
作
維

摩
詰
、
不
作
傳
大
士
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
指
柳
樹
、
罵
槐
樹
。
打
云
、
従
来
疑
着
這
漢
。
　
　
　
金

　
一
、
竜
戯
滄
海
、
虎
嘯
南
山
。
打
云
、
天
下
衲
僧
跳
不
出
。
　
　
　
貞

　
一
、
八
角
磨
槃

〔
盤
〕空

裡
走
、
意
旨
如
何
。
木
馬
嘶
風
、
意
旨
如
何
。
無
孔
鉄
鎚
。
打
云
、
不
是
。

　
一
、
嶮
、
意
旨
如
何
。
爛
熳
葛
藤
拽
不
断
。
打
云
、
恁
麽
領
去
。
　
　
　
芳
【
十
九
丁
オ
】

　
一
、
巡
人
犯
［
夜
］。
打
曰
、
与
麽
々
々
。
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一
、
鉄
蒺
蔾

〔
藜
〕、

意
旨
如
何
。
作
賊
人
心
虚
。
打
曰
、
好
語
。
　
　
　
煕

　
師
問
曰
、
南
陽
忠
國
師
三
喚
侍
者
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
一
句
道
着
。
師
云
、
耽
源
真
禅
師
應
諾
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
面
南
看
北
斗
。
打
云
、
一
句
打
着
、
一
句
不
是
。

　
一
、
學
者
難
弁
。
打
云
不
是
。

　
一
、
賊
心
已
露
、
意
旨
如
何
。
無
風
起
浪
。
打
云
、
半
邊
道
着
、
半
邊
不
是
。

　
一
、
無
孔
鉄
鎚
、
抛
向
面
前
。
衆
生
顛
倒
、
迷
己
逐
物
。
打
云
、
前
言
不
副
後
語
。

　
一
、
月
白
風
清
、
意
旨
如
何
。
車
不
横
推
。
清
風
明
月
。
打
云
、
一
句
道
【
十
九
丁
ウ
】
着
、
一
句
不
是
。

　
　
　
又
　
於
贅
河

〔
川
〕徳

禅
院
永
享
十
二
歳
旦

　
師
挙
曰
、
臨
濟
因
僧
問
、
如
何
是
佛
法
大
意
。
下
語
将
来
看
。

　
一
、
僧
云
、
斫
額
望
天
衢
。
師
云
、
濟
即
喝
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
斬
釘
截
鉄
。
打
云
、
一
句
道
着
、
一
句
不
是
。

　
一�

、
得
其
便
喝
。
寒
松
一
色
千
年
別
、
埜
老
拈
花
萬
國
春
、
意
旨
如
何
。
砒
礵〔

霜
〕不

她
鉄
漢
。
打
云
、
放
過
一
着
。
紅
入
桃
花

嫩
、
青
皈
［
柳
］
葉
新
、
意
旨
如
何
。
不
識
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
木
鶏
夜
半
蛩
。
打
云
、
更
一
般
。

　
一
、
作
家
禅
客
、
意
旨
如
何
。
似
虎
靠
山
。
喝
。
㽞
闘
作
家
。
打
云
、
与
麽
。

　
一
、
去
簫
韶
九
成
、
喝
鳳
々

〔
凰
〕来

儀
。
打
云
、
学
語
流
。【
二
十
丁
オ
】

　
一
、
毛
頭
云
、
消〔

峭
峻
〕浚

喝
嶮
。
打
云
、
非
阿
你
語
。

　
一
、
僧
云
、
和
氣
靄
然
、
意
旨
如
何
。
人
斑
維

〔
難
〕見

、
喝
。
驚
人
青〔

春
雪
〕色

不
須
多
。
打
云
、
恁
麽
去
。

　
　
　
又
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師
挙
曰
、
臨
濟
因
有
一
尼
来
参
、
濟
便
問
云
、
善
来
悪
来
下
語
。
時
将
来
看
。

　
一�

、
僧
云
、
勘
破
了
也
。
拶
云
、
勘
破
个
什
麽
。
僧
云
、
覿
機
無
改
路
。
師
云
、
尼
便
喝
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
嶮
。
打
、

与
麽
去
。

　
一
、
陥
虎
機
。（
二
）
来
風
深
弁
。
打
云
、
恁
麽
去
。

　
一
、［
清
］
風
生
八
極
、
老
虎
出
南
山
、
意
旨
如
何
。
験
人
端
的
処
、
狸
能
伏
狗

〔
豹
〕。

打
云
、
恁
麽
受
用
。【
二
十
丁
ウ
】

　
一
、
虎
嘯
南
山
、
龍
戯
滄
海
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
改
頭
換
面
、
意
旨
如
何
。
響
。
来
機
善
應
。
打
云
、
与
麽
。

　
一
、
三
分
甘
、
七
分
苦
。（
二
）
我
也
不
識
。
打
云
、
一
句
道
着
、
一
句（
16
）。

　
一
、
不
是
。
言
中
有
響
。
弁
了
也
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
一
、
龍
得
水
時
添
意
氣
。（
二
）
虎
逢
山
色
長
威
獰
。
打
云
、
与
麽
去
。

　
一
、
居
士
曰
、
地

〔
捉
〕襟

見
肘
。（
二
）
探
竿
影
草
、
吾
宗
無
語
。
打
曰
、
前
語
不
副
後
語
。

　
一
、
僧
曰
、
機
奪
機
、
毒
攻
毒
。（
二
）
有
問
有
答
。
打
曰
、
与
麽
去
。

　
　
　
又
　
永
享
十
二
冬
節
廿
日
就
大
用
庵

　
師
問
曰
、
徳
山
因
岩
頭
問
、
是
凡
是
聖
。
載

〔
試
〕下

一
轉
語
看
。

　
一
、
僧
曰
、
慣
戦
作
家
曰
、
徳
山
便
喝
、
意
旨
如
何
。
撃
［
碎
］
驪
龍
頷
下
珠
。
師
便
打
。【
二
十
一
丁
オ
】

　
一
、
舌
［
頭
］
有
骨
。（
二
）
太
嶮
生
。
師
乃
打
。
　
　
　
金

　
一
、
威
風
凛
々
、
逼
人
寒
。（
二
）
官
馬
相
蹈
。
師
乃
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
吽
々
、
意
旨
如
何
。
霜
。（
二
）
衝
破
琉
璃
。
師
便
打
。
　
　
　
隆
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一
、
龍
戯
滄
海
。（
二
）
嶮
。
師
乃
打
。
　
　
　
顥

　
一
、
子
不
孝
。（
二
）
父
不
慈
。
師
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
如
牛
無
角
。（
二
）
似
虎
有
翼
。
師
乃
打
。
　
　
　
穎

　
一
、
須
弥
𨁝
跳
。
虚
空
迸
裂
。
師
乃
打
。
　
　
　
煕

　
　
　
又

　
師
問
曰
、
馬
大
師
因
龐
蘊
居
士
問
、
与
万
法
不
侶
者
是
什
麽
。
請
首
座
下
一
轉
語
看
。

　
一
、
僧
云
、
抛
向
面
前
。
師
便
打
。
　
　
　
叔
【
二
十
一
丁
ウ
】

　
一
、
夜
半
正
明
、
天
曉
不
露
。
打
云
、
半
邊
道
着
。
　
　
　
金

　
一
、
滿
室
堆
席
。
師
便
打
。
　
　
　
真

　
一
、
一
把
柳
絲
収
不
得
、
和
風
搭
在
玉
欄
干
、
意
旨
如
何
。
撑
天
拄
地
。
師
便
打
。

　
一
、
大
王
萬
福
、
意
旨
如
何
。
盖
天
盖
地
。
師
便
打
。
　
　
　
顥
　
　

　
一
、
經
行
若
坐
臥
常
在
於
其
中
、
意
旨
如
何
。
手
舞
足
蹈
。
師
便
打
。
　
　
　
楊

　
一
、
夜
深
共〔

同
看
〕見

千
岩
雪
、
意
旨
如
何
。
乾
坤
擎
出
白
漫
々
、
意
旨
如
何
。
堆
山
積
岳
。
師
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
填
溝
塞
岳
。
師
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
毛
頭
云
、
普
。
師
便
打
。
　
　
　
梅

　
一
、
僧
云
、
胸
駄
背
負
。
師
便
打
。
　
　
　
煕
【
二
十
二
丁
オ
】

　
　
　
又
　
嘉
吉
元
年
結
制
日

　�

師
問
曰
、
臨
濟
上
堂
云
、
一
人
在
孤
峰
頂
上
無
出
身
路
、
一
人
在
十
字
街
頭
亦
無
向
背
、
那
个
在
後
。
不
作
維
摩
詰
、
不
作
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傳
大
士
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
爛
泥
裡
有
棘
。
師
便
打
。
　
　
　
有
隣
徳

　
一
、
鉄
蛇
横
古
路
、
意
旨
如
何
。
澄
潭
不
許
蒼
竜
蟠
。
打
云
、
堀
地
深
埋
。
　
　
　
叔

　
一
、
懸
羊
頭
賣
狗
肉
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
明
修
桟
道
、
暗
渡
陳
蒼
。
師
便
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
半
開
半
合
。
　
　
　
澄

　
一
、
路
従
平
処
嶮
、
意
旨
如
何
。
賊
。
打
云
、
好
語
不
喫
棒
。
　
　
　
顥

　
一
、
自
作
自
受
漢
、
意
旨
如
何
。
一
句
曲
含
千
古
匀

〔
韻
〕、

萬
重
雲
碍

〔
散
〕月

【
二
十
二
丁
ウ
】
来
初
。
師
便
打
。
　
　
　
讃

　
一
、
鉄
蒺
蔾

〔
藜
〕、

意
旨
如
何
。
阿
魏
無
真
、
水
銀
無
假
、
意
旨
如
何
。
賊
心
已
露
。
打
云
、
堪
喫
棒
。
　
　
　
芳

　
一
、
現
半
身
。
打
云
、
何
不
現
全
身
。

　
一
、
指
柳
樹
、
罵
槐
樹
。
打
云
、
巡
人
犯
夜
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
　
嘉
吉
元
冬
節

　
師
問
曰
、
僧
問
、
岩
頭
路
逢
猛
虎
時
如
何
。
頭
云
、
拶
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
露
。
師
便
打
。
　
　
　
溟

　
一
、
無
孔
鉄
鎚
、
意
旨
如
何
。
荊
棘
林
裏
一
条
古
路
。
師
便
打
。
　
　
　
叔

　
一
、
深
弁
来
風
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
威
風
凛
々
逼
人
寒
、
意
旨
如
何
。
牙
如
劍
樹
、
口
似
血
盆
。
師
便
打
。
　
　
　
貞
【
二
十
三
丁
オ
】

　
一
、
好
一
拶
。
師
曰
、
如
何
是
拶
。
僧
曰
、
覿
機
無
［
改
］
路
。
師
便
打
。
　
　
　
松
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一
、
不
入
虎
穴
争
得
虎
兒
、
意
旨
如
何
。
施
閃
電
機
、
用
霹
靂
手
。
　
　
　
讃

　
一
、
虎
斑
易
人
斑
難
見
、
意
旨
如
何
。
今
日
遭
一
口
。
師
便
打
。
　
　
　
隆

　
一
、
吽
々
、
意
旨
如
何
。
山
岳
起
［
舞
］。
師
便
打
。
　
　
　
影

　
一
、
猛
虎
一
声
山
月
高
、
意
旨
如
何
。
凛
々
威
風
西

〔
四
〕百

州
。
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
箭
鋒
相
柱

〔
拄
〕。

師
打
云
、
非
阿
你
語
。
　
　
　
叔

　
一
、
弁
了
也
、
意
旨
如
何
。
知
機
冥

〔
宜
〕。

師
便
打
。
　
　
　
昌

　
一
、
毛
頭
云
、
官
［
馬
］
相
蹈
。
師
云
、
非
阿
你
語
。
　
　
　
梅

　
一
、
居
士
云
、
撑
天
拄
地
、
意
旨
如
何
。
荊
棘
参
天
、
蒺
蔾

〔
藜
〕滿

地
。
師
便
打
。
　
　
　
善

　
一
、
居
士
云
、
不
錯
爲
岩
頭
。
師
打
云
、
将
謂
是
這
俗
漢
。
　
　
　
嶺

　
一
、
僧
云
、
開
［
口
］
見
膽
、
意
旨
如
何
。
石
火
電
光
存
機
変
、
堪
咲
人
来
将
虎
【
二
十
三
丁
ウ
】
鬚
。
師
便
打
。
　
　
煕

　�

後
来
圜
悟
拈
云
、
天
無
四
壁
、
地
絶
八
維
。
直
得
萬
箭
攅
心
、
千
鎗
著
体
也
敵
它

〔
他
〕。

這
一
機
不
得
、
還
委
悉
麽
。
六
々
元
来

卅
六
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
耳
朶
兩
片
皮
。
　
　
　
溟

　
一
、
乾
三
連
、
坤
六
断
。
　
　
　
貞

　
一
、
竪
窮
三
際
、
横
該
十
方
、
意
旨
如
何
。
雨
中
看
杲
日
、
火
裡
酌
清
泉
。
師
曰
、
驢
択
湿
処
屎

〔
尿
〕。

　
　
　
讃

　
一
、
魚
行
水
濁
。
　
　
　
顥

　
一
、
還
竜
漏
尾
。
　
　
　
芳
【
二
十
四
丁
オ
】

　
一
、
霊
亀
曳
尾
。
　
　
　
金
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一
、
截
斷
紅
塵
水
一
渓
。
　
　
　
煕

　
師
代
云
、
兩
賽
一
彩
、
意
旨
如
何
。
師
云
、
知
音
自
有
松
風
和
。

　
　
嘉
吉
二
年
元
旦
就
大
用
庵
入
室

　
師
問
曰
、
龐
居
士
問
、
馬
大
師
云
、
不
與
萬
法
爲
侶
者
是
什
麼
人
。
試
下
一
轉
語
看
。

　
一
、
一
人
居
日
下
、
不

〔
弗
〕與

衆
人
同
、
意
旨
如
何
。
突
出
難
弁
。
便
打
。
　
　
　
如
意
庵
叔

　
一
、
僧
云
、
㘞
、
意
旨
如
何
。
面
前
底
。
師
便
打
。
　
　
　
溟

　
一
、
天
上
天
下
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
山
擎
海
涵

〔
浸
〕。

師
便
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
看
脚
下
。
師
便
打
。
　
　
　
澄
【
二
十
四
丁
ウ
】

　
一
、
作
竜
昇
天
、
意
旨
如
何
。
手
舞
足
蹈
。
師
便
打
。

　
一
、
頭
上
漫
々
、
脚
下
漫
々
。
師
便
打
。
　
　
　
春

　
一
、
撑
天
拄
地
。
師
便
打
。
　
　
　
祐

　
一�

、
萬
象
之
中
独
露
身
、
意
旨
如
何
。
看
脚
下
。
師
云
、
前
来
有
人
爲

〔
道
〕、

更
道
々
々
。
僧
云
、
有
眼
不
見
。
爲
什
麽
不
見
。

僧
無
語
。
打
云
、
去
去
。
　
　
　
椿
知
客

　
一
、
萬
仭
峯
前
独
足
立
。
師
便
打
。
　
　
　
頻

　
一
、
逼
塞
頭
上
。
師
便
打
。
　
　
　
昌

　
一
、
當
軒
大
坐
。
師
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
毛
頭
云
、
手
舞
足
蹈
。
師
云
、
更
道
々
々
。
無
語
。
打
云
、
去
々
。
　
　
　
梅
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一
、
擧
歩
蹈
着
、
伸
手
触
着
。
師
便
打
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
【
二
十
五
丁
オ
】

　
師
問
曰
、
岩
頭
因
僧
問
、
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
云
、
小
魚
呑
大
魚
、
意
旨
如
何
。

　
一�
、
僧
云
、
耳
朶
兩
片
皮
。
師
云
、
僧
云
、
掛
後
如
何
。
頭
云
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
牙
歯
一
具
骨
。
師
便

打
。

　
一
、
六
々
三
十
六
、
七
九
六
十
三
。
師
便
打
。

　
一
、
僧
展
兩
手
。（
二
）
展
隻
手
。
打
云
、
退
後
。

　
一
、
眼
上
眉
、
鼻
下
唇
。（
二
）
一
二
三
四
五
、
意
旨
如
何
。
南
地
竹
、
北
地
木
。
便
打
。

　
一
、
雨
後
青
山
［
青
］
轉
青
。（
二
）
主
山
高
、
案
山
低
、
意
旨
如
何
。
兩
賽
一
彩
。
師
便
打
。

　
一
、
頭
上
一
堆
塵
、
脚
下
三
尺
土
。
師
便
打
。

　
一
、
人
貧
智
短
、
馬
痩
毛
長
。
師
便
打
。

　
一
、
頭
目
髄
脳
、
身
肉
手
足
。
師
便
打
。【
二
十
五
丁
ウ
】

　
一�

、
赤
肉
白
骨
。
兩
賽
一
彩
。
師
云
、
前
来
有
人
道
。
更
道
々
々
。
僧
云
、
和
尚
莫
瞞
人
。
師
打
云
、
非
機
境
、
更
参
三
十
年
。

　
一
、
九
々
八
十
一
。（
二
）
四
三
二
一
。
打
云
、
非
阿
你
語
。

　
一
、
逼
塞
乾
坤
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
懐
州
牛
喫
禾
。（
二
）
益
州
馬
腹
脹
、
意
旨
如
何
。
盤
山
案
頭
猪
肉
。
師
便
打
。

　
一
、
雲
在
嶺
頭
閑
不
徹
、
水
流
礀

〔
澗
〕下

太
忙
生
、
意
旨
如
何
。
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。
師
便
打
。

　
　
　
又
　
因
宗
樹
上
坐
初
七
日
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師
問
曰
、
僧
問
、
岩
頭
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
云
、
小
魚
吞
大
魚
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
父
是
男
。
師
云
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。
母
是
女
。
師
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
南
山
雲
起
、
北
山
雨
下
。
師
便
打
。
　
　
　
影
【
二
十
六
丁
オ
】

　
一
、
白
雲
深
処
坐
禅
僧
、
意
旨
如
何
。
安
居
禁
足
。
千
里
行
従
一
歩
初（
17
）。

　
一
、
意
旨
如
何
。
挙
足
下
足
、
意
旨
如
何
。
牙
歯
一
具
骨
。
師
便
打
。
　
　
　
讃

　
一
、
主
山
高
、
意
旨
如
何
。
案
山
低
、
意
旨
如
何
。
南
地
竹
、
北
地
木
。（
二
）
兩
賽
一
彩
。
師
便
打
。

　
一
、
雲
在
嶺
頭
閑
不
徹
。（
二
）
水
流
礀

〔
澗
〕下

太
忙
生
。
便
打
。

　
一
、
脚
下
三
尺
土
。（
二
）
頭
上
一
堆
塵
。
師
便
打
。

　
一
、
懐
州
牛
喫
禾
。（
二
）
益
州
馬
腹
脹
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。
便
打
。
　
　
　
麒

　
一
、
在
手
執
捉
、
在
足
運
奔
。
打
曰
、
不
是
々
々
。
　
　
　
鉄

　
一�

、
塵
埋
床
下
履
、
意
旨
如
何
。
雨
後
青
山
［
青
］
轉
青
、
風
動
架
頭
巾
、
意
旨
如
何
。
人
無
遠
慮
、
必
有
近
憂
。
師
便
打
。
　
　
　

楊

　
一
、
朝
作
紅
顔
、
意
旨
如
何
。
生
。
夕
作
白
骨
、
意
旨
如
何
。
死
。
師
乃
打
。
　
　
　
芳

　
一�

、
大
地
山
河
、
意
旨
如
何
。
舌
頭
一
臠
肉
、
山
河
大
地
、
意
旨
如
何
。
口
脣
【
二
十
六
丁
ウ
】
兩
片
皮
。
打
云
、
非
阿
你
語
。

　
一
、
大
魚
呑
小
魚
。
師
云
、
更
道
々
々
。
人
貧
智
短
、
馬
瘦
毛
長
。
　
　
　
圭

　
一
、
落
霞
与
孤
鶩
斉
飛
、
意
旨
如
何
。
兩
々
三
々
、
秋
水
共
長
天
一
色
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
　
因
宗
樹
上
坐
大
歛
忌
尽
七
日

　
師
問
曰
、
徳
山
因
岩
頭
問
、
是
凡
是
聖
、
意
旨
如
何
。
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一
、
僧
云
、
陥
虎
之
機
。
師
云
、
徳
山
便
唱

〔
喝
〕、

意
旨
如
何
。
弁
了
也
。
便
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
奪
得
驪
竜
頷
下
珠
。（
二
）
敲
出
鳳
々

〔
凰
〕五

色
髄
。
師
便
打
。
　
　
　
楊

　
一
、
劈
箭
急
、
意
旨
如
何
。
覿
面
當
機
。（
二
）
灼
然
。
師
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
竜
戯
滄
海
。（
二
）
虎
嘯
南
山
。
師
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
象
王
嚬
呻
、
意
旨
如
何
。
言
中
有
響
。（
二
）
獅
子
哮
吼
、
意
旨
如
何
。
毒
攻
毒
。【
二
十
七
丁
オ
】

　
　
　
又
　
馬
大
師
因
龐
居
士
問
、
不
与
萬
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
、
意
旨
如
何
。
僧
曰
、
駄
胸
負
背
。
師
便
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
面
前
逢
著
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
堆
山
積
岳
、
意
旨
如
何
。
逼
塞
乾
坤
。
師
便
打
。
　
　
　
麒

　
一
、
進
前
在
我
、
退
後
在
我
、
意
旨
如
何
。
左
之
右
之
、
意
旨
如
何
。
面
前
聻
。
　
　
　
楊

　
一
、
不
离
當
処
毎
湛
然
、
意
旨
如
何
。
覿
面
不
蔵
。
師
便
打
。
　
　
　
鉄

　
一
、
高
着
眼
看
、
意
旨
如
何
。
天
上
天
下
。
師
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
劈
不
開
提
不
起
、
意
旨
如
何
。
鉄
丸
無
縫
罅
、
意
旨
如
何
。
風
吹
不
入
、
水
洒
不
着
。
師
便
打
。
　
　
　
圭

　
一
、
大
坐
宇
宙
、
意
旨
如
何
。
黒
粼
皴
地
。
師
便
打
。
　
　
　
煕
【
二
十
七
丁
ウ
】

　
　
　
又
　
師
問
曰
、
馬
大
師
因
龐
居
士
問
、
不
与
萬
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
擎
山
涵
海
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
欠
少
什
麽
、
意
旨
如
何
。
左
右
逢
源
。
頭
之

〔
頭
〕合

轍
、
意
旨
如
何
。
竹
箆
頭
没
却
。
師
便
打
。

　
一
、
輕
於
鴻
毛
、
重
於
山
岳
、
意
旨
如
何
。
風
吹
不
入
、
水
洒
不
着
、
意
旨
如
何
。
充
塞
乾
坤
。
便
打
。

　
一
、
間
不
容
髪
、
意
旨
如
何
。
撑
天
拄
地
。
師
便
打
。
　
　
　
芳
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一
、
㘞
。
師
便
打
。

　
一
、
仰
之
弥
尊

〔
高
〕。

師
便
打
。
　
　
　
煕
【
二
十
八
丁
オ
】

　
　
　
又
　
因
乾
白
顥
公
藏
主
初
七
日
　
文
安
甲
子
九
月
十
六
日

　
師
問
曰
、
僧
問
、
岩
頭
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
云
、
小
魚
吞
大
魚
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
蒼
天
々
々
、
意
旨
如
何
。
鳥
宿
池
中
木
。
師
云
、
僧
云
、
掛
後
如
何
。
頭
云
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。
退

後
々
々
、
意
旨
如
何
。
僧
敲
月
下
門
。
　
　
　
讃

　
一
、
果
満
菩
提
園
、
意
旨
如
何
。
空
手
把
鋤
頭
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
金

　
一
、
川
僧
藞
苴
、
意
旨
如
何
。
前
三
々
、
後
三
々
。
浙
僧
蕭
洒
、
意
旨
如
何
。
眼
横
鼻
直
。
師
便
打
。
　
　
　
莊

　
一�

、
幽
州
猶
自
可
、
意
旨
如
何
。
一
二
三
四
五
。
最
苦
是
江
南
、
意
旨
如
何
。
五
四
三
二
一
。
師
便
打
。
　
　
　
麒
【
二
十

八
丁
ウ
】

　
一�

、
不
是
今
日
合
鬧
也
。
意
錯
、
意
旨
如
何
。
苦
。
琉
璃
枕
上
凹
、
碼
碯
［
盤
］
中
凸
、
意
旨
如
何
。
主
山
高
、
案
山
低
、

意
旨
如
何
。
三
々
九
。
便
打
。

　
一
、
初
三
十
一
、
意
旨
如
何
。
頂
上
無
骨
。
中
九
下
七
、
意
旨
如
何
。
頷
下
有
鬚
。
師
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
佛
是
幻
化
身
、
意
旨
如
何
。
祖
是
老
比
丘
。
前
頭
已
［
道
］
了
也
。
更
道
々
々
。
一
苦
一
楽
一
逆
一
順
。
師
便
打
。

　
一
、
居
士
云
、
天
高
東
南
、
地
低
西
北
。
塵
埋
床
下
履
。
便
打
。
　
　
　
善

　
一
、
居
士
云
、
大
尽
三
十
日
、
小
尽
二
十
九
。
師
便
打
。
　
　
　
湛

　
一
、
居
士
云
、
昨
雨
今
日
晴
。
寸
長
尺
短
。
師
便
打
。
　
　
　
深

　
一�

、
僧
云
、
彩
鳳
舞
丹
霄
、
意
旨
如
何
。
三
个
四
个
。
鉄
永

〔
船
〕水

上
浮
、
意
旨
如
何
。
七
个
八
个
、
意
旨
如
何
。
雨
後
青
山
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［
青
］
轉
青
。
　
　
　
煕
【
二
十
九
丁
オ
】

　
　
　
又
　
因
特
進
亜
台
礼
帛
信
公
大
禅
定
門
卅
三
回
忌

　
師
問
曰
、
岩
頭
問
徳
山
、
是
凡
是
聖
。
試
下
一
轉
語
看
。

　
一
、
僧
云
、
嶮
、
意
旨
如
何
。
陥
虎
之
機
。
師
曰
、
徳
山
便
喝
、
意
旨
如
何
。
灼
。
　
　
　
貞

　
一
、
僧
云
、
句
裡
蔵
鋒
。
崖
崩
石
裂
、
意
旨
如
何
。
大

〔
太
〕嶮

生
。
便
打
。
　
　
　
金

　
一�

、
好
大
膽
、
莫
道
非
々
想
天
無
人
、
意
旨
如
何
。
嶮
。
師
云
、
前
来
有
人
道
、
更
道
々
々
。
千
兵
易
得
、
一
将
難
求
。
師

便
打
。
　
　
　
賛

　
一
、
礼
非
玉
帛
而
不
表
、
意
旨
如
何
。
蜜〔

密
裏
砒
霜
〕

裡
裹
砒
礵
、
是
賊
知
賊
。
便
打
。

　
一
、
響
猛
虎
一
声
、
天
破
地
裂
。
師
便
打
。

　
一
、
嚇
殺
人
虎
嘯
、
山〔

高
峯
起
白
浪
〕

頭
白
浪
翻
。
師
便
打
。

　
一
、
曽
騎
鉄
馬
出

〔
入
〕重

城
、
勅
下
傳
聞
六
國
清
。
師
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
龍
得
水
時
添
意
氣
、
虎
逢
山
色
長
威
獰
。
師
便
打
。
　
　
　
芳
【
二
十
九
丁
ウ
】

　
一
、
人
情
若
［
好
］
飲
水
也
肥
、
意
旨
如
何
。
言
中
有
響
。
施
閃
電
之
機
、
用
霹
靂
之
手
。
師
便
打
。
　
　
　
圭

　
一
、
居
士
云
、
不
許
夜
行
投
明
、
須
到
開
口
見
膽
。
便
打
。
　
　
　
善

　
一
、
居
士
云
、
半
開
半
合
。
機
奪
機
。
便
打
。
　
　
　
湛

　
一
、
僧
云
、
山
岳
起
舞
。
電
眸
虎
歯
霹
靂
舌
。
師
便
打
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
　
文
安
二
年
正
月
旦
　
禾
上
甲
子
七
十（
18
）

　
師
問
曰
、
馬
大
師
因
龐
居
士
問
、
不
与
萬
法
為
侶
者
是
什
麽
人
、
意
旨
如
何
。
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一
、
僧
云
、
隨
処
為
主
。
師
便
打
。
　
　
　
莊

　
一
、
逼
塞
頭
上
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
擎
頭
戴
角
。
師
便
打
。【
三
十
丁
オ
】

　
一
、
欠
少
什
麽
、
意
旨
如
何
。
頭
々
是
物
々
是
。
師
便
打
。
　
　
楊

　
一
、
四
海
九
州
、
意
旨
如
何
。
普
。
師
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
夜
半
正
明
、
天
曉
不
露
、
意
旨
如
何
。
頭
上
漫
々
、
脚
下
漫
々
。
　
　
賀

　
一
、
塞
却
耳
根
、
突
出
眉
毛
。
師
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
胸
駄
背
負
。
師
便
打
。
　
　
　
圭

　
一
、
上
破
天
、
下
穿
地
。
師
便
打
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
　
為
道
照
禅
門
追
善
文
安
二
孟
夏
念
二
日

　
師
問
曰
、
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
云
、
小
魚
吞
大
魚
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
雲
在
嶺
頭
閑
不
徹
、
意
旨
如
何
。
一
二
三
四
五
。
掛
後
如
何
。
頭
云
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。
水
流
礀

〔
澗
〕下

太
忙
生
。
師
便
打
。
　
　
　
溟

　
一
、
僧
竪
起
拳
頭
、
意
旨
如
何
。
初
三
十
一
。
赤
肉
白
骨
、
意
旨
如
何
。
五
四
三
二
一
。
便
打
。【
三
十
丁
ウ
】

　
一
、
水
長
船
高
、
意
旨
如
何
。
一
生
二
。
泥
多
佛
大
、
意
旨
如
何
。
三
生
萬
物
。
師
便
打
。

　
一
、
頭
上
一
堆
塵
、
意
旨
如
何
。
三
七
二
十
一
。
脚
下
三
尺
土
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。
便
打
。

　
一
、
好
事
不
如
無
、
意
旨
如
何
。
三
々
九
。
長
安
雖
楽
不
如
家
貧
、
意
旨
如
何
。
六
々
元
来
三
十
六
。

　
一
、
經
来
白
馬
寺
、
僧
到
赤
烏
年
。
将
謂
衆
生
苦
更
有
苦
衆
生
、
意
旨
如
何
。
破
草
鞋
。
師
便
打
。
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一
、
天
地
一
指
、
萬
物
一
馬
。
師
便
打
。

　
一
、
落
霞
与
孤
鶩
齊
飛
、
意
旨
如
何
。
兩
賽
一
彩
、
秋
水
共
長
天
一
色
。
　
　
　
昌

　
一
、
居
士
云
、
頂
天
立
地
、
意
旨
如
何
。
竹
有
上
下
節
、
松
無
古
今
色
。
　
　
　
善

　
一
、
居
士
云
、
心
思
哀
泪
浮
双
眼
。
不
是
今
日
合
鬧
也
。

　
一�

、
僧
云
、
赤
脚
上
刀
山
、
鼻
孔
血
淋
淋
、
意
旨
如
何
。
雨
後
青
山
青
轉
【
三
十
一
丁
オ
】
青
。
師
打
云
、
敲
出
鳳
凰
五
色

髄
。
　
　
　
煕

　
　
　
又

　
師
問
曰
、
龐
居
士
問
、
馬
祖
云
、
不
与
萬
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
諦
観
法
王
法
、
意
旨
如
何
。
左
右
逢
源
。
便
打
。
　
　
　
讃

　
一
、
千
聖
跳
不
出
、
意
旨
如
何
。
僧
擬
議
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
八
荒
開
壽
域
、
一
氣
轉
洪
鈞
、
意
旨
如
何
。
能
為
万
象
主
、
不
逐
四
時
凋
。
師
便
打
。
　
　
　
莊

　
一
、
連
天
跨
［
地
］。
師
便
打
。
　
　
　
諒

　
一
、
突
出
眼
睫
上
。
師
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
萬
象
之
中
独
露
身
。
師
便
打
。

　
一
、
手
頭
簸
弄
、
金
圈
栗
蓬
。
師
便
打
。
　
　
　
芳
【
三
十
一
丁
ウ
】

　
一
、
仰
之
彌
高
、
鑚
之
彌
堅
、
意
旨
如
何
。
當
面
相
逢
。
便
打
。
　
　
　
恵

　
一
、
大
王
来
也
、
意
旨
如
何
。
何
処
不
称
尊
、
意
旨
如
何
。
上
撑
天
、
下
拄
地
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
　
因
正
真
大
姉
遠
諱
就
凎
咲
院
文
安
三
菊
月
二
日
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師
問
曰
、
岩
頭
因
僧
問
、
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
曰
小
魚
吞
大
魚
。
試
下
一
轉
語
看
。

　
一
、
僧
云
、
林
下
聴
經
秋
苑
鹿
。
掛
後
如
何
。
頭
云
、
後
園
喫
草
、
意
旨
如
何
。
渓
邊
掃
葉
夕
陽
。
僧
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
水
月
交
光
秋
空
一
色
。
馬
瘦
毛
長
。
師
便
打
。
　
　
　
莊

　
一
、
雲
在
嶺
頭
閑
不
徹
。
破
蒲
團
三
个
五
个
。
打
。
　
　
　
諒

　
一
、
無
風
起
浪
、
意
旨
如
何
。
不
見
麽
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
勣

　
一
、
一
二
三
四
、
四
三
二
一
。
師
便
打
。
　
　
　
頴
【
三
十
二
丁
オ
】

　
一
、
雪
覆
蘆
花
、
意
旨
如
何
。
臭
肉
集
蠅
。
舟
横
断
崖
、
意
旨
如
何
。
截
鶴
續
鳧
。
師
便
打
。
　
　
　
賀

　
一
、
一
月
高
懸
照
萬
水
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
祐

　
一
、
生
、
意
旨
如
何
。
熟
処
難
忘
死
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。
師
便
打
。
　
　
　
鉄

　
一
、
如
猿
在
檻
。
似
虎
靠
山
、
意
旨
如
何
。
七
［
九
］
六
十
三
、
前
来
有
人
道
、
更
道
。
南
地
北
地
。
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
君
子
愛
財
、
取
之
有
道
如
何
。
是
道
頂
上
無
骨
苦
、
意
旨
如
何
。
兩
々
三
々
旧
路
行
。
師
便
打
。
　
　
　
圭

　
一
、
當
機
試
竜
象
、
意
旨
如
何
。
水
銀
無
假
、
阿
魏
無
眞
。
打
云
、
不
是
。
　
　
　
喜

　
一
、
彼
清
風
動
脩
竹
、
意
旨
如
何
。
六
々
三
十
六
。
打
。
　
　
　
久

　
一
、
尼
云
、
耳
朶
両
片
皮
、
牙
歯
一
具
骨
。
師
便
打
。
　
　
　
由
【
三
十
二
丁
ウ
】

　
一
、
尼
云
、
僧
是
僧
、
俗
是
俗
。
九
々
八
十
一
。
師
便
打
。
　
　
　
心

　
一
、
尼
云
、
十
日
雨
、
五
日
風
。
便
打
。
　
　
　
寿

　
一
、
居
士
云
、
水
長
船
高
、
泥
多
佛
大
。
便
打
。
　
　
　
深

　
一
、
居
士
云
、
鷲
峰
山
色
青
轉
青
。
眉
横
眼
上
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。
打
云
、
何
不
道
八
々
六
十
四
。
　
　
　
歓
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一
、
孤
舟
盡
日
横
、
意
旨
如
何
。
秋
水
共
長
天
一
色
。
堪
冷
咲
、
意
旨
如
何
。
一
両
々
、
二
三
々
。
打
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
　
文
安
四
正
旦
　
七
十
二
歳（
19
）

　
師
問
曰
、
馬
祖
因
龐
蘊
居
士
問
、
不
与
萬
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
。
試
下
語
看
。

　
一�
、
僧
高
揖
云
、
大
衆
相
見
、
意
旨
如
何
。
破
有
法
王
出
現
世
間
、
意
旨
如
何
。【
三
十
三
丁
オ
】
満
室
堆
席
。
便
打
。
　
　
　

讃

　
一
、
面
前
聻
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
上
下
四
維
無
等
匹
、
意
旨
如
何
。
霊
音
属
耳
、
意
旨
如
何
。
左
右
逢
源
。
師
便
打
。
　
　
　
荘

　
一
、
當
面
相
逢
。
師
便
打
。

　
一
、
成
龍
昇
天
、
意
旨
如
何
。
騎
風
御
雨
、
意
旨
如
何
。
高
着
眼
看
。
打
。
　
　
　
諒

　
一
、
突
出
眼
睫
、
意
旨
如
何
。
撑
天
拄
地
。
便
打
。
　
　
　
頴

　
一
、
細
如
来

〔
米
〕末

、
冷
似
氷
雪

〔
霜
〕、

意
旨
如
何
。
逼
塞
乾
坤
。
師
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
分
明
目
前
、
試
露
出
看
。
風
吹
不
入
、
水
洒
不
着
。
便
打
。
　
　
　
勣

　
一
、
某
甲
終
日
交
肩
、
意
旨
如
何
。
在
前
忽
焉
在
後
。
師
便
打
。
　
　
　
圭

　
一
、
騎
聲
入
耳
。
師
乃
打
。【
三
十
三
丁
ウ
】

　
　
　
又

　
師
問
曰
、
潙
山
懶
安
禪
師
云
、
有
句
無
句
如
藤
倚
樹
、
意
旨
如
何
。

　
一
、
僧
云
、
不
具
些
子
慈
悲
却
有
十
分
悪
毒
、
意
旨
如
何
。
荊
棘
。
　
　
　
参

　
師
云
、
疎
山
聞
得
云
、
忽
焉

〔
然
〕樹

倒
藤
枯
、
句
皈
何
處
、
意
旨
如
何
。
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僧
云
、
可
惜
許
、
意
旨
如
何
。
擔
板
漢
。
師
便
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
碍
人
荊
棘
従
無
根
長
。（
二
）
錯
。
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
師
子
咬
人
、
意
旨
如
何
。
毒
気
傷
人
、
狂
狗
逐
塊
。
師
乃
打
。
　
　
　
要

　
一�
、
偽
遊
雪

〔
雲
〕夢

、
意
旨
如
何
。
明
修
桟
道
、
暗
渡

〔
度
〕陳

倉
。
拍
手
云
、
阿
呵
々
。
師
云
、
咲
个
什
麽
。
僧
云
、
疎
山
智
無
鉄
兩
。

打
云
、
也
不
少
。
　
　
　
莊

　
一
、
僧
云
、
這
老
賊
。（
二
）
魚
呑
直
鈎
、
意
旨
如
何
。
滞
句
者
迷
。
師
便
打
。
　
　
　
久
【
三
十
四
丁
オ
】

　
一
、
耕
地
種
蒺
蔾

〔
藜
〕。（

二
）
只
解
拄
門
、
不
解
拄
戸
。
師
便
打
。
　
　
　
穆

　
一
、
乾
地
生
蓮
、
意
旨
如
何
。
曲
如
鈎
。
白
日
落
深
窄
、
意
旨
如
何
。
只
見
錐
頭
利
、
不
知
鑿
頭
方
。
便
打
。

　
一
、
令
不
虚
行
、
意
旨
如
何
。
白
雲
深
処
金
龍
躍
、
意
旨
如
何
。
這
賊
実
頭
人
難
得
。
便
打
。
　
　
　
鉄

　
一
、
蛇
入
竹
筒
。（
二
）
苦
哉
。
佛
陀
耶
。
師
便
打
。

　
一
、
人
平
不
語
、
水
平
不
流
、
意
旨
如
何
。
舌
頭
有
骨
。（
二
）
贏
得
頂
上
笠
、
失
却
脚
下
鞋
。
便
打
。
　
　
　
芳

　
一
、
賊
。（
二
）
話
随
也
、
意
旨
如
何
。
拖
泥
滞
水
。
便
打
。
　
　
　
賀

　
一�

、
賊
心
已
露
。
師
云
、
前
来
有
人
道
、
道
々
。
僧
云
、
賊
人
心
虚
。
師
云
、
頭
上
安
頭
。
黔
之
驢
、
意
旨
如
何
。
只
知
開

口
不
覚
話
【
三
十
四
丁
ウ
】
堕
。
師
便
打
。

　
一�

、
相
逢
尽
道
休
官
去
、
林
下
何
曽
見
一
人
。（
二
）
中
毒
者
［
知
］
毒
用
、
意
旨
如
何
。
疎
山
元
来
不
肯
潙
山
舌
頭
。
師
便

打
。
　
　
　
圭

　
一
、
慣
釣
鯨
鯢
澄
巨
浸
、
意
旨
如
何
。
曲
湾〔

彎
々
〕々。

却
嗟
蛙
歩
［
輾
］
泥
沙
。
打
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
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師
問
曰
、
江
西
馬
大
師
因
龐
蘊
居
士
問
、
不
与
萬
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
。
立
僧
首
座
下
一
語
、
布
施
大
衆
去
看
。
首
座
云
、

和
尚
萬
福
、
意
旨
如
何
。
満
室
堆
席
。
便
打
。
　
　
　
溟

　
一
、
水
洒
不
着
、
風
吹
不
入
、
意
旨
如
何
。
突
出
難
弁
、
意
旨
如
何
。
抛
向
面
前
。
師
便
打
。
　
　
　
倶

　
一
、
普
、
意
旨
如
何
。
八
面
玲
瓏
、
意
旨
如
何
。
貶
眼
眉
毛
重
。
師
便
打
。
　
　
　
讃
【
三
十
五
丁
オ
】

　
一
、
逼
塞
乾
坤
、
師
便
打
。
　
　
　
金

　
一
、
物
見
主
眼
卓
竪
、
意
旨
如
何
。
掛
在
面
前
。
師
便
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
能
爲
萬
象
主
、
意
旨
如
何
。
忽
焉
在
後
。
便
打
。

　
一
、
突
出
一
坐
具
地
上
、
意
旨
如
何
。
築
著
磕
著
。
師
云
、
築
著
个
什
麽
。
僧
云
、
面
前
底
。
便
打
。

　
一
、
兩
肩
擔
将
来
。
打
云
、
肩
重
那
。

　
一
、
逢
着
面
前
、
意
旨
如
何
。
充
塞
六
合
。
便
打
。

　
一
、
擎
山
涵
海
。
便
打
。

　
一
、
終
日
行
不
動
一
歩
、
意
旨
如
何
。
処
々
全
身
、
意
旨
如
何
。
和
風
搭
在
玉
欄
干
。
師
便
打
。

　
一
、
填
溝
塞
岳
。
師
便
打
。【
三
十
五
丁
ウ
】

　
一
、
撑
天
拄
地
。
便
打
。

　
一
、
天
上
天
下
、
意
旨
如
何
。
遍
界
不
藏
。
師
云
、
不
藏
个
什
麽
。
僧
云
、
頭
上
漫
々
。
打
云
、
漫
々
那
。

　
一
、
一
人
居
日
下
不
与
衆
人
同
、
意
旨
如
何
。
𨁝
跳
竹
箆
頭
上
。

　
一
、
輝
天
輝
地
、
意
旨
如
何
。
填
溝
塞
岳
。
前
来
有
人
道
、
更
道
。
突
出
難
弁
。
便
打
。

　
一
、
个
無
面
目
漢
、
意
旨
如
何
。
上
無
攀
仰
、
下
絶
己
躬
、
意
旨
如
何
。
填
溝
塞
岳
。
打
云
、
再
犯
不
容
。
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一
、
法
王
江

〔
仁
〕王

、
意
旨
如
何
。
天
上
人
間
絶
比
綸

〔
倫
〕。

便
打
。

　
一
、
一
輪
高
掛
萬
國
盡
看
、
意
旨
如
何
。
滿
耳
無
処
廻
避
。

　
一
、
尊
体
萬
福
、
意
旨
如
何
。
百
花
冨
貴
艸
精
神
。
打
云
、
不
是
々
々
。【
三
十
六
丁
オ
】

　
一
、
釈
迦
弥
勒
是
他
奴
。
師
云
、
主
是
阿
誰
。
僧
云
、
縮

〔
収
〕則

絲
髪
不
立
、
展
則
弥
綸
法
界
。
便
打
。

　
　
　
又

　�

師
問
曰
、
江
西
馬
大
師
因
龐
蘊
居
士
問
、
不
与
萬
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
。
首
座
試
下
一
轉
語
看
。
座
云
、
普
、
意
旨
如
何
。

天
上
天
下
。
打
。
　
　
　
溟
　
　
　
　

　
一
、
充
塞
六
合
。
便
打
。
　
　
　
継

　
一
、
擎
山
涵
海
。
師
云
、
涵
个
什
麽
。
天
上
天
下
。
打
云
、
前
語
不
副
後
語
。
　
　
　
金

　
一
、
巍
々
堂
々
、
煒
々
煌
々
、
意
旨
如
何
。
手
舞
蹈
足
。
師
便
打
。
　
　
　
貞

　
一
、
挙
指
云
、
看
突
出
一
指
頭
、
意
旨
如
何
。
又
蔵
袈
裟
角
、
意
旨
如
何
。【
三
十
六
丁
ウ
】
左
之
右
之
。
師
便
打
。
　

　
一
、
萬
仭
峰
頭
独
足
立
。
師
便
打
。

　
一
、
當
面
相
逢
个
什
麽
。
僧
云
、
覿
面
不
藏
。
師
便
打
。

　
一
、
坐
在
掌
上
、
意
旨
如
何
。
細
如
米
末
、
冷
如
氷
雪
。
師
云
、
尚
道
。
僧
云
、
大
地
載
不
起
。
師
便
打
。

　
一
、
上
撑
天
、
下
拄
地
。
師
便
打
。

　
一
、
山
河
大
地
、
意
旨
如
何
。
大
地
山
河
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
是
々
、
意
旨
如
何
。
看
脚
下
。
師
便
打
。

　
一
、
斫
額
云
、
大

〔
太
〕高

生
、
意
旨
如
何
。
瞻
之
仰
之
、
意
旨
如
何
。
点
指
云
、
咦
。
打
。
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一
、
処
々
全
身
、
意
旨
如
何
。
黒
漫
々
。
師
乃
打
。
　

　
一�

、
太
分
明
、
意
旨
如
何
。
鉄
山
南〔

當
面
〕同

勢
崔
嵬
、
意
旨
如
何
。
天
不
能
蓋
、【
三
十
七
丁
オ
】
地
不
能
載
。
師
云
、
載
个
什
麽
。

僧
便
喝
。
師
便
打
。
　
　
　
鉄

　
一
、
雨
洗
風
磨
、
意
旨
如
何
。
浩
々
充
塞
天
地
。

　
一
、
掛
在
縄
床
角
、
意
旨
如
何
。
看
々
。
師
、
个
什
麽
。
僧
云
、
禾
上
面
前
底
。
便
打
。

　
一�

、
不
較
多
、
意
旨
如
何
。
如
麻
處

〔
似
〕粟

、
意
旨
如
何
。
把
定
世
界
不
漏
纎
毫
、
意
旨
如
何
。
光
萬
象
。
打
云
、
如
鸚
武〔

鵡
〕學

人
語
。

　
　
　
又
　
寶
徳
二
歳
旦
於
徳
禅
院

　
師
問
曰
、
馬
大
師
因
龐
蘊
居
士
問
、
不
与
萬
法
爲
侶
者
是
什
麽
人
。
請
首
座
下
一
轉
語
。

　
一
、
僧
云
、
端
居
坐
底
人
意
氣
衝
斗
牛
、
意
旨
如
何
。
瞻
之
仰
之
。
便
打
。【
三
十
七
丁
ウ
】

　
一
、
當
軒
大
坐
、
意
旨
如
何
。
撑
天
拄
地
、
便
打
。

　
一
、
和
尚
脚
跟
下
放
大
光
明
、
意
旨
如
何
。
浩
々
充
塞
天
地
。
便
打
。

　
一
、
堯
天
等
覆
舜
日
普
臨
、
意
旨
如
何
。
達
磨
即
今
遊
扶
桑
、
意
旨
如
何
。
看
脚
下
。
便
打
。

　
一�

、
展
開
両
手
云
、
明
珠
在
掌
、
意
旨
如
何
。
懐
之
久
矣
、
意
旨
如
何
。
作
抛
下
勢
云
、
大
衆
取
捨
之
。
師
云
、
取
捨
来
看
。

僧
云
、
充
竜
宮
溢
海
蔵
。

　
一
、
倒
騎
牛
兮
入
佛
殿
、
意
旨
如
何
。
生
鐡
面
顔
劈
開
、
意
旨
如
何
。
白
馬
入
芦
花
、
意
旨
如
何
。
露
堂
々
。
便
打
。

　
　
　
又
　
因
明
室
光
公
禅
定
尼
三
十
三
回
忌
【
三
十
八
丁
オ
】

　�

師
問
曰
、
南
泉
因
両
堂
首
座
争
猫
児
。
南
泉
提
起
云
、
道
得
即
不
斬
、
道
不
得
即
斬
。
衆
無
對
。
南
泉
遂
斬
為
両
段
、
意
旨

如
何
。
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一
、
平
原
秋
樹
色
、
沙
麓
暮
鐘
聲
、
意
旨
如
何
。
首
座
云
、
我
手
何
似
佛
手
、
意
旨
如
何
。
初
卅
一
中
九
下
七
。
便
打
。

　
一
、
後
園
驢
喫
草
、
意
旨
如
何
。
四
七
二
三

〔
八
〕。

便
打
。

　
一
、
僧
便
咄
、
意
旨
如
何
。
与
麽
得
肥
、
与
麽
得
痩
、
意
旨
如
何
。
茄
子
瓠
子
、
意
旨
如
何
。
三
々
非
九
。
師
便
打
。

　
一
、
當
断
不
断
還

〔
返
〕招

其
乱
、
意
旨
如
何
。
六
々
卅
六
。
便
打
。

　
一
、
錯
、
意
旨
如
何
。
頭
目
髄
腦
、
意
旨
如
何
。
五
々
廿
五
。
便
打
。

　
一
、
松
無
古
今
色
。
便
打
。【
三
十
八
丁
ウ
】

　
一
、
背
立
云
、
大
衆
看
逆
行
三
昧
、
意
旨
如
何
。
黄
河
向
北
流
、
意
旨
如
何
。
一
二
三
四
五
。
師
便
打
。

　
一
、
西
天
四
七
、
東
土
二
三
、
意
旨
如
何
。
眉
毛
横
眼
上
。
便
打
。

　
一
、
何
啻
猫
児
。
師
云
、
道
个
什
麽
。
佛
是
幻
化
身
、
祖
是
老
比
丘
、
意
旨
如
何
。
一
苦
一
楽
一
逆
一
順
。
打
。

　
一
、
点
、
意
旨
如
何
。
黄
絹
幼
婦
、
外
孫
齏
臼
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。
便
打
。

　
一
、
孤
舟
尽
日
横
、
意
旨
如
何
。
一
二
三
、
三
二
一
。
師
打
。

　
一�

、
一
刀
両
断
任
偏
頗
、
意
旨
如
何
。
三
七
廿
一
、
意
旨
如
何
。
將
謂
胡
鬚
赤
、
更
有
赤
鬚
胡
。
師
云
、
趙
州
後
来
載
艸
鞋
、

意
旨
如
何
。
脚
下
太
泥
深
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。
師
打
。

　
　
　
又
　
因
善
長
元
公
禅
定
門
三
十
三
回
忌
【
三
十
九
丁
オ
】

　
師
問
曰
、
南
泉
一
日
兩
堂
争
猫
児
。
泉
提
起
云
、
道
得
即
不
斬
。
衆
無
對
。
泉
遂
斬
為
兩
段
。
請
下
一
轉
語
看
。

　
一�

、
僧
云
、
西
天
廣
額
旃
陀
羅
、
放
下
屠
刀
、［
我
是
］
千
佛
一
數
、
意
旨
如
何
。
座
提
起
坐
具
云
、
上
座
即
今
游
刃
乎
肯
綮

之
間
。
師
打
。

　
一
、
南
山
焼
炭
北
山
紅
。
便
打
。
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一
、
富
嫌
千
口
少
、
貧
恨
一
身
多
、
意
旨
如
何
。
七
九
六
十
三
。

　
一
、
挙
扇
子
、
意
旨
如
何
。
扇
子
𨁝
跳
上
三
十
三
天
。
築
著
帝
釈
鼻
孔
、
意
旨
如
何
。
雲
在
嶺
頭
閑
不
徹
。
師
便
打
。

　
一
、
満
眼
満
耳
無
処
回
避
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
肉
重
七
斤
。
師
便
打
。

　
一
、
慈
悲
行
三
寸
、
善
知
識
八
分
、
意
旨
如
何
。
十
箇
指
頭
八
箇
丫
。【
三
十
九
丁
ウ
】
便
打
。

　
一
、
黒
漆
崑
崙
雲
外
走
、
意
旨
如
何
。
面
前
背
後
。
打
云
、
不
是
々
々
。

　
一
、
破
草
鞋
、
意
旨
如
何
。
芒
鞋
竹
杖
走
紅
塵
。
師
便
打
。

　
一
、
展
一
手
云
、
一
手
左
、
意
旨
如
何
。
不
搽

〔
塗
〕紅

粉
也
風
流
。
師
云
、
不
是
。
更
道
。
前
三
々
、
後
三
々
。
便
打
。

　
一
、
一
畝
［
之
］
地
三
蛇
九
鼠
。
便
打
。

　
一
、
眉
毛
横
眼
上
。
師
便
打
。

　
一
、
赤
肉
白
骨
。
師
便
打
。

　
一
、
官
人
云
、
草
鞋
蹈
破
門
前
走
。
師
便
打
。

　
一
、
官
人
云
、
六
々
卅
六
。
師
便
打
。

　
一�

、
僧
云
、
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。
師
曰
、
趙
州
戴
草
鞋
、
意
旨
如
何
。【
四
十
丁
オ
】
失
却
脚
下
鞋
、
贏
得
頭
上
笠
。
師

便
打
。
　
　
　
煕

　
　
　
又
　
享
徳
元
十
一
月
一
日

　
挙
云
、
南
泉
斬
猫
兒
為
兩
段
、
意
旨
如
何
。

　
一�

、
僧
云
、
君
子
愛
財
取
之
有
道
。
師
云
、
泉
後
挙
前
話
問
趙
州
、
州
脱
草
鞋
於
頭
上
戴
出
、
是
什
麽
心
行
。
僧
云
、
頭
上
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一
堆
塵
、
脚
下
三
尺
土
。
泉
云
、
子
若
在
救
得
猫
兒
、
如
何
領
略
。
僧
云
、
養
魚
養
龜
、
便
打
。
僧
礼
拝
。

　
一
、
一
句
定
乾
坤
、
一
剣
平
天
下
。
打
云
、
不
是
。
　
　
　
應
聖
寺
昭

　
一
、
耳
朶
兩
片
皮
。
師
云
、
何
不
道
牙
歯
一
具
骨
。
僧
擬
議
。
便
打
。
　
　
　
宝
泉
庵
泉

　
一
、
収
則
絲
髪
不
立
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
福
聚
菴
遠

　
一
、
櫻
［
按
］
鏌
鎁
全
正
令
。
打
云
、
不
是
々
々
。【
四
十
丁
ウ
】

　
一
、
鶏
寒
上
樹
、
意
旨
如
何
。
眼
裡
有
筋
、
意
旨
如
何
。
僧
擬
議
。
便
打
。
　
　
　
繁

　
一
、
頭
鬅
鬙
耳
卓
朔
。
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。
同
坑
無
異
土
。
師
打
云
、
奴
見
婢
殷
勤
。
　
　
　
在

　
一
、
當
断
不
断
還

〔
返
〕招

其
乱
。
打
云
、
不
是
。
　
　
　
巨

　
一
、
正
好
據
令
［
而
］
行
、
意
旨
如
何
。
僧
擬
議
。
打
云
、
去
々
。
　
　
　
掬

　
一
、
夜
半
正
明
、
天
曉
不
露
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
俊

　
一
、
豁
脱

〔
達
〕空

撥
因
果
知
音
不
疑
。
打
云
、
一
句
道
着
、
一
句
不
是
。
　
　
　
珊

　
一
、
毛
頭
云
、
千
年
丹
頂
鶴
、
萬
歳
緑
毛
亀
。
養
雛
爲
大
雀
、
栽

〔
種
〕子

作
高
松
。
打
云
、
非
你
語
。
　
　
　
証

　
一
、
官
人
云
、
燈
籠
上
作
舞
。
寸
長
尺
短
、
意
旨
如
何
。
三
生
六
十
劫
。
打
云
、
非
阿
你
語
。
　
　
　
信
【
四
十
一
丁
オ
】

　
一
、
官
人
云
、
一
有
多
種
、
二
無
兩
般
。
打
云
、
不
是
々
々
。
　
　
　
頼

　
一�

、
官
人
云
、
截
断
佛
祖
、
吹
毛
常
磨
。
師
云
、
這
箇
是
先
師
偈
、
更
道
。
看
此
外
有
理
。
平
地
起
波
瀾
。
打
云
、
非
機
非

境
、
更
参
三
十
年
。
　
　
　
友
荻

　
一
、
尼
云
、
七
九
六
十
三
。
打
云
、
好
参
而
知
。
　
　
　
琇

　
一
、
尼
云
、
前
三
々
、
後
三
々
。
打
云
、
好
参
而
知
。
　
　
　
久
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一
、
僧
云
、
馬
瘦
毛
長
。（
二
）
人
貧
智
短
。
　
　
　
快
侍
者

　
　
　
又

　
師
問
曰
、
虎
丘
因
僧
問
、
九
旬
禁
足
事
如
何
、
意
旨
如
何
。

　
一�
、
僧
云
、
南
山
焼
炭
北
山
紅
。
丘
答
云
、
理
長
即
就
之
、
意
旨
如
何
。
朝
游
西
天
、
暮
皈
東
土
、
意
旨
如
何
。

渓〔
雲
月
是
同
溪
山
各
異
〕

月
雖
異
雲
山
是
同
、
意
旨
如
何
。
向
南
看
北
斗
。
打
云
、
何
不
道
行
到
水
窮
處
坐
看
雲
起
時
。【
四
十
一
丁
ウ
】

　
一
、
帰
依
佛
法
僧
、
意
旨
如
何
。
鷲
峰
山
色
青
轉
青
。
師
云
、
争
奈
露
柱
横
点
頭
。
　
　
　
遠

　
一
、
九
々
八
十
一
、
意
旨
如
何
。
僧
擬
議
。
師
便
打
。
　
　
　
涸

　
一
、
一
二
三
四
五
六
七
。
師
云
、
何
不
道
八
十
九
。
　
　
　
在

　
一�

、
斬
得
匈
奴
首
、
還
皈
細
柳
営
、
意
旨
如
何
。
王
令
已
行
遍

〔
徧
〕天

下
、
将
軍
塞
外
絶
烟
塵
、
意
旨
如
何
。
意〔

マ

マ

〕

旨
如
何
。
僧
擬

議
。
便
打
。
　
　
　
巨

　
一
、
得
人
一
牛
、
還
人
一
馬
。
　
　
　
珊

　
一
、
去
却
一
招

〔
拈
〕得

七
。
師
云
、
露
柱
点
頭
、
燈
籠
證
明
。
　
　
　
掬

　
一
、
始
隨
芳
草
去
、
又
逐
落
花
回
、
意
旨
如
何
。
三
尺
竹
箆
、
意
旨
如
何
。
七
尺
拄
杖
、
意
旨
如
何
。
前
三
々
、
後
三
々
。

　
一
、
毛
頭
云
、
達
磨
元
来
観
自
在
、
淨
名
元
是
老
維
摩
。
　
　
　
証
【
四
十
二
丁
オ
】

　
一
、
官
人
云
、
鉄
樹
抽
枝
、
枯
木
生
花
、
意
旨
如
何
。
三
年
一
潤

〔
閏
〕。

師
云
、
露
柱
点
頭
、
燈
籠
證
明
。
　
　
　
信

　
一
、
官
云
、
蒲
團
々
禪
板
長
。
師
云
、
蒲
團
々
禪
板
長
、
正
与
麽
時
如
何
。
官
擬
議
。
　
　
　
頼

　
一
、
官
云
、
透
網
金
鱗
得
大
自
在
。
師
打
云
、
不
是
。
　
　
　
豊

　
一
、
官
云
、
退
歩
承
聞

〔
當
〕特

地
新
。
打
云
、
不
是
。
　
　
　
友
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一
、
尼
云
、
十
日
雨
、
五
日
風
。
師
便
打
。
　
　
　
琇

　
一
、
尼
云
、
披
毛
從
是

〔
此
〕得

、
作
佛
也
因

〔
從
〕他

。
　
　
　
久

　
僧
云
、
水
長
舟
高
、
泥
多
佛
大
、
意
旨
如
何
。
雨
後
青
山
青
轉
青
。

　�

師
云
、
僧
云
、
六
根
不
具
底
者
却

〔
還
〕禁

得
也
無
、
意
旨
如
何
。
目
見
如
盲
、
口
説
如
唖
。
虎
丘
云
、
穿
過
鼻
孔
、
意
旨
如
何
。

僧
云
、
北
斗
【
四
十
二
丁
ウ
】
裡
蔵
身
。

　
　
　
又
　
永
享
十
年
十
二
月
於
紀
州
贅
河
榗
脇
徳
禅
院

　
師
問
曰
、
潙
山
垂
示
云
、
雪
覆
千
山
孤
峰
因
甚
不
白
。
一
句
下
語
将
来
看
。

　�

僧
云
、
未
隠
處
赤
漆
隠
處
黒
黒
、
意
旨
如
何
。
千
眼
看
不
破
。
師
云
、
後
来
有
僧
問
虚
堂
。
堂
云
、
消
得
龍
王
多
少
風
、
意

旨
如
何
。
僧
云
、
風
成
何
色
。
打
云
、
一
句
道
着
、
一
句
不
是
。
咦
、
意
旨
如
何
。
僧
無
語
。
師
云
、
滿
口
含
霜
那
。
僧
云
、

是
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
一
箭
過
西
天
。
打
云
、
得
恁
麽
。

　
一
、
白
雲
却
盡
春
山
秀
、
意
旨
如
何
。
僧
無
語
。
打
云
、
一
句
道
着
。

　
一
、
落
霞
与
孤
鶩
齊
飛
、
秋
水
共
［
長
］
天
一
色
。
打
云
、
不
是
。【
四
十
三
丁
オ
】

　
一
、
蚊
子
上
鉄
牛
。
石
人
鉄
漢
。
打
云
、
退
後
。

　
一
、
勧
君
更
盡
一
盃
酒
、
西
出
陽
関
故
人
、
意
旨
如
何
。
大
悲
千
眼
看
不
破
。
暗〔

半
〕夜

放
烏
鶏
。
打
云
、
恁
麽
何
受
用
。

　
一
、
白
雲
深
處
金
龍
跳

〔
躍
〕。（

二
）
碧
波
心
裡
玉
兎
驚
。
打
云
、
恁
麽
々
々
。

　
一
、
僧
云
、
鑄
刀
須
是
［
邠
］
州
鐡
。
白
馬
成
鉄
驪
、
意
旨
如
何
。
誰
敢
視
破
。
打
云
、
恁
麽
去
。
　
　
　
煕

瑞
石
山
永
源
寺
常
住
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註（
1
）　「
是
者
有
髪
ニ
而
僧
名
ニ
相
改
、
衣
計
を
着
仕
候
、
衣
者
黒
色
綟
子
或
者
紋
紗
之
類
ニ
紅
之
裙
覆
輪
付
候
を
相
用
候
、
尤
法
會
之

節
者
、
金
中
啓
襪
子
相
用
候
、
年
齢
凡
十
歳
前
後
」（「
大
徳
寺
派
僧
侶
階
級
之
次
第
」、
国
書
刊
行
会
『
續
々
群
書
類
従
』
第
十

二
・
宗
教
部
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
八
年
、
三
九
一
～
三
九
二
頁
）。

（
2
）　
村
井
章
介
校
注
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
二
二
〇
頁
。

（
3
）　
細
合
喝
堂
他
編
『
大
徳
寺
語
録
集
成
』
第
二
巻
、
法
藏
館
、
一
九
八
九
年
、
四
一
五
頁
。

（
4
）　
芳
澤
勝
弘
「
横
川
景
三
の
『
小
補
艶
詞
』
と
月
関
周
透
―
室
町
禅
林
に
お
け
る
男
色
文
化
の
一
側
面
」『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研

究
所
論
叢
』
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
、
六
七
～
一
一
二
頁
。
ま
た
、
喝
食
へ
の
尊
称
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
尚
「
禅
林
に
お
け
る
試
筆

詩
・
試
筆
唱
和
詩
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
攷
』
第
六
五
号
、
一
九
七
四
年
、
十
八
～
三
一
頁
）
な
ど
も
参
照
。

（
5
）　
翻
刻
は
飯
塚
大
展
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
大
徳
寺
夜
話
』
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）
―
資
料
編
―
」『
駒
澤
大
學
禪
研
究
所
年
報
』

第
十
号
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
八
頁
。

（
6
）　
同
前
、
一
〇
九
頁
。

（
7
）　「
夫
、
人
間
の
浮
生
な
る
相
を
つ
ら
〳
〵
観
ず
る
に
お
ほ
よ
そ
、
は
か
な
き
も
の
は
、
こ
の
世
の
始
中
終
ま
ぼ
ろ
し
の
如
く
な
る

一
期
な
り
。
さ
れ
ば
、
い
ま
だ
萬
歳
の
人
身
を
、
う
け
た
り
と
い
ふ
事
を
、
き
か
ず
。
一
生
す
ぎ
や
す
し
。
い
ま
に
い
た
り
て
、
た

れ
か
百
年
の
形
體
を
た
も
つ
べ
き
や
。
我
や
さ
き
、
人
や
さ
き
、
け
ふ
と
も
し
ら
ず
、
あ
す
と
も
し
ら
ず
。
を
く
れ
、
さ
き
だ
つ
人

は
も
と
の
し
づ
く
、
す
ゑ
の
露
よ
り
も
、
し
げ
し
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
、
朝
に
は
、
紅
顔
あ
り
て
、
夕
に
は
、
白
骨
と
な
れ
る
身
な

り
。
す
で
に
、
無
常
の
風
き
た
り
き
ぬ
れ
ば
、
す
な
は
ち
、
ふ
た
つ
の
ま
な
こ
、
た
ち
ま
ち
に
と
ぢ
、
ひ
と
の
い
き
、
な
が
く
た
え

ぬ
れ
ば
紅
顔
む
な
し
く
變
じ
て
、
桃
李
の
よ
そ
ほ
ひ
を
、
う
し
な
ひ
ぬ
る
と
き
は
、
六
親
眷
属
あ
つ
ま
り
て
、
な
げ
き
か
な
し
め
ど

も
、
更
に
、
そ
の
甲
斐
あ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
て
し
も
あ
る
べ
き
事
な
ら
ね
ば
と
て
、
野
外
に
を
く
り
て
、
夜
半
の
け
ぶ
り
と
、
な
し

は
て
ぬ
れ
ば
、
た
ゞ
白
骨
の
み
ぞ
の
こ
れ
り
。
あ
は
れ
と
い
ふ
も
、
中
々
お
ろ
か
な
り
。
さ
れ
ば
、
人
間
の
は
か
な
き
事
は
、
老
少

不
定
の
さ
か
ひ
な
れ
ば
、
た
れ
の
人
も
、
は
や
く
後
生
の
一
大
事
を
、
心
に
か
け
て
、
阿
弥
陀
仏
を
、
ふ
か
く
、
た
の
み
ま
い
ら
せ
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て
、
念
仏
ま
う
す
べ
き
も
の
な
り
。
あ
な
か
し
こ
〳
〵
」（『
真
宗
聖
典
』、
東
本
願
寺
出
版
、
一
九
八
〇
年
、
八
四
二
頁
）。

（
8
）　
今
泉
淑
夫
校
注
『
一
休
和
尚
年
譜
２
』
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
、
九
頁
。

（
9
）　
原
文
は
『
一
休
和
尚
全
集
』
第
三
巻
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

（
10
）　「
一
休
宗
純
研
究
ノ
ー
ト
（
二
）
―
『
自
戒
集
』
注
釈
（
上
）
―
」（『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論
集
』
第
三
二
号
、 

二
〇
〇
一
年
、

二
八
九
～
三
四
八
頁
）
ほ
か
。

（
11
）　「
一
休
宗
純
『
自
戒
集
』
試
論
―
詩
と
説
話
の
あ
い
だ
―
」（
小
島
孝
之
編
『
説
話
の
界
域
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
六
九
～

八
二
頁
）
ほ
か
。

（
12
）　『
一
休
派
の
結
衆
と
史
的
展
開
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ら
び
に
『
中
世
・
近
世
堺
地
域
史
料
の
研
究
』（
和

泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
ほ
か
。

（
13
）　「
天
正
３
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
」（『
法
政
史
学
』
第
四
七
号
、
一
九
九
五
年
、
一
一
六
～
一
三
〇
頁
）。

（
14
）　「
賊
心
已
露
」（『
句
双
葛
藤
鈔
』）
或
い
は
「
賊
身
已
露
」（『
碧
巌
録
』
第
二
則
本
則
著
語
）
を
「
曲
心
已
露
」
と
し
た
も
の
か
。

（
15
）　
こ
の
あ
と
に
句
な
し
。

（
16
）　
直
後
の
「
不
是
」
に
続
く
か
。

（
17
）　
直
後
の
「
意
旨
如
何
」
に
続
く
か
。

（
18
）　
養
叟
は
文
安
二
年
に
七
十
歳
。

（
19
）　
養
叟
は
文
安
四
年
に
七
十
二
歳
。

︹
謝
辞
︺

　
末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
史
料
の
電
子
デ
ー
タ
を
御
提
供
頂
い
た
永
源
寺
教
学
部
の
森
慈
尋
師
、
な
ら
び
に
史
料
の
問
題
点
に
つ
い
て
丁
寧
に

点
検
さ
れ
て
重
要
な
示
唆
を
下
さ
っ
た
大
徳
寺
如
意
庵
の
井
本
宗
浩
師
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
深
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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『
摩
醯
首
天
伝
』
訳
注
記

林
　
　
鳴
　
宇

◎
凡
　
例
◎

一
、
本
稿
は
、『
重
編
諸
天
伝
』
の
「
摩
醯
首
天
伝
」
の
訳
注
研
究
で
あ
る
。

一
、
内
容
の
構
成
は
、
原
文
・
原
文
の
現
代
語
訳
・
注
・
記
の
順
と
し
た
。

一
、
底
本
は
、
筆
者
所
蔵
『
重
編
諸
天
伝
』
二
巻
（
中
野
是
誰
、
寛
文
元
年
刊
）
を
用
い
た
。

一
、
底
本
で
は
、
一
部
の
旧
字
や
異
体
字
を
用
い
る
が
、
本
訳
注
は
常
用
漢
字
や
正
字
に
統
一
し
た
。

一
、
原
文
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
底
本
の
読
点
を
参
考
し
、
あ
ら
た
に
原
文
に
標
点
を
施
し
た
。

一
、�

現
代
語
訳
は
、
基
本
的
に
底
本
の
句
読
訓
点
を
も
と
に
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
稀
に
見
ら
れ
る
難
解
な
箇
所

や
不
明
の
語
句
に
つ
い
て
は
、
訳
文
前
後
の
呼
吸
に
そ
う
よ
う
に
、
そ
の
訳
を
増
広
ま
た
省
略
す
る
こ
と
が
あ
り
、
増
広

す
る
場
合
は
〈
　
〉
で
増
補
し
た
部
分
を
示
し
、
省
略
す
る
場
合
に
は
注
に
て
そ
の
旨
を
記
し
た
。

一
、�

各
段
の
諸
天
の
賛
と
し
て
の
詩
偈
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
を
略
述
し
た
も
の
で
、
伝
記
の
現
代
語
訳
と
重
複
す
る
こ
と
を

避
け
、
便
宜
上
、
書
き
下
し
文
の
み
を
以
て
訳
し
た
。

一
、�

各
段
の
語
句
の
注
は
、
原
則
と
し
て
、
難
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
名
・
地
名
・
仏
教
教
理
用
語
、
そ
し
て
引
用
さ
れ
た

経
典
の
所
出
に
限
っ
て
お
き
た
い
。
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一
、�

各
段
の
記
は
、
主
に
『
重
編
諸
天
伝
』
を
開
講
し
た
平
成
一
八
～
一
九
年
の
「
仏
教
特
講
Ⅲ
」
の
講
義
（
駒
澤
大
学
）
の

中
で
示
し
た
問
題
意
識
や
感
想
な
ど
に
よ
る
。
さ
ら
に
智
顗
『
金
光
明
経
文
句
』、
知
礼
『
金
光
明
経
文
句
記
』、
従
義

『
金
光
明
経
文
句
新
記
』、
宗
暁
『
金
光
明
経
照
解
』
の
四
書
を
参
考
し
、
天
台
教
学
に
関
わ
る
も
の
で
、
各
段
に
お
い
て

注
意
す
べ
き
箇
所
を
記
し
、
天
台
教
学
に
お
け
る
『
重
編
諸
天
伝
』
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
。

一
、�『
重
編
諸
天
伝
』
の
「
序
叙
」
の
訳
注
研
究
は
、『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
三
八
号
に
、「
息
總
別
位
次
之
諍
」
の
訳

注
研
究
は
、『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
六
六
号
に
、「
帝
釈
天
伝
」
の
訳
注
研
究
は
、『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
』
四
〇
号
に
、「
大
梵
天
伝
」
の
訳
注
研
究
は
、『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
六
九
号
に
、「
四
天
王
総
伝
」「
四

天
王
別
伝
」「
金
剛
密
迹
伝
」
の
訳
注
研
究
は
、『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
一
五
号
、
一
六
号
、
一
七
号
に
、

そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。

◎
訳
注
記
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
摩
醯
首
天
伝

　
梵
語
﹁
摩
醯
首
羅
﹂︑
此
翻
﹁
大
自
在
﹂︑
或
翻
﹁
威
霊
帝
﹂︑
或
云
﹁
三
目
﹂︒『
智
論
』
立
三
界
主
︒
即
摩
醯
首
羅
︑
為
三

界
尊
極
之
主
︒『
華
厳
経
』
亦
称
三
界
主
︑
其
居
処
也
︑
在
色
界
頂
︒『
楼
炭
経
』
云
︑﹁
阿
迦
尼
吒
﹂︒
即
首
羅
所
居
︑
有
頂
天

也
︒『
華
厳
疏
』
引
『
智
論
』
云
︑﹁
過
五
浄
居
︑
有
十
住
菩
薩
住
処
︒
亦
名
浄
居
︑
号
大
自
在
天
王
︒﹂『
輔
行
記
』
云
︑﹁
色

界
頂
天
︑
三
目
八
臂
︒
騎
白
牛
︑
執
白
払
︑
有
大
威
力
︑
能
傾
覆
世
界
︒
挙
世
以
尊
之
︒﹂『
妙
楽
』
云
︑﹁
色
究
竟
天
︑
寿
万

六
千
劫
︑
身
長
一
万
六
千
踰
繕
那
︒﹂『
華
厳
経
』
云
︑﹁
能
知
大
千
雨
滴
之
数
︑
是
十
地
菩
薩
︒﹂『
入
大
乘
論
』
等
説
︑﹁
摩
醯

首
羅
天
︑
上
有
一
実
報
土
成
仏
︑
以
大
千
世
界
為
所
統
境
︒﹂
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摩
醯
首
天
の
伝
記

　
梵
語
の
音
訳
「
摩マ

醯ケ
イ

首シ
ユ

羅ラ

」
は
、
中
国
で
は
「
大
自
在
」
ま
た
は
「
威
霊
帝
」
と
意
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
「
三
目
」
と
訳
出
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。『
大
智
度
論
』
は
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
の
三
界
に
そ
れ
ぞ
れ
の
主
宰
者
が
い
る
旨
を
述
べ
る
。
こ
の

「
摩
醯
首
羅
」
は
、
ま
さ
に
〈『
大
智
度
論
』
が
記
す
〉
三
界
に
君
臨
す
る
主
宰
者
の
一
人
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
も
「
摩
醯
首

羅
」
を
三
界
の
主
宰
者
の
一
人
で
あ
る
と
し
、
そ
の
起
居
す
る
と
こ
ろ
は
色
界
の
一
番
上
〈
の
色
究
竟
天
〉
に
在
る
と
言
う
。

『
楼
炭
経
』「
忉
利
天
品
」
が
言
う
「
阿ア

迦カ

尼ニ

吒ダ

天
」
も
、〈
色
究
竟
天
と
同
様
、〉
摩
醯
首
羅
が
起
居
す
る
色
界
の
有
頂
天
の
こ

と
を
指
す
。
澄
観
『
華
厳
経
疏
』
巻
五
は
、『
大
智
度
論
』
の
「
浄
き
阿
那
含
果
を
求
め
る
五
種
の
修
行
者
の
段
階
を
過
ぎ
れ

ば
、
そ
こ
に
は
大
自
在
天
王
と
称
す
る
十
住
菩
薩
が
位
す
る
浄
き
階
位
が
あ
る
」
と
い
う
説
を
引
用
し
た
。
湛
然
『
輔
行
伝
弘

決
』
巻
十
も
〈『
大
智
度
論
』
の
別
説
を
引
き
〉、「〈
摩
醯
首
羅
は
〉
色
界
の
最さ

い
ち
よ
う頂

に
住
み
、
三
目
八
臂
の
威
容
を
現
し
、
白
牛

に
乗
り
、
白
い
払
子
を
手
に
執
り
、
大
い
な
る
威
力
を
持
ち
、
厳
に
こ
の
世
を
統
治
す
る
。
世
の
中
の
者
み
ん
な
が
こ
ぞ
っ
て

〈
摩
醯
首
羅
に
〉
敬
服
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
湛
然
『
法
華
文
句
記
』
巻
二
下
に
、「
色
究
竟
天
の
主あ

る
じ〈

摩
醯
首
羅
〉

は
、
そ
の
寿い

の
ちは

一
万
六
千
劫
で
あ
り
、
そ
の
身
の
長た

け

は
一
万
六
千
踰
繕
那
で
あ
る
」
と
も
述
べ
た
。『
華
厳
経
』
に
は
、「
大
千

世
界
に
降
る
雨
滴
の
数
さ
え
も
把
握
し
て
い
る
た
め
、〈
摩
醯
首
羅
は
〉
十
地
に
位
す
る
菩
薩
で
あ
る
」
と
言
う
。『
入
大
乘

論
』
な
ど
の
経
典
は
、「
摩
醯
首
羅
天
は
、
精
進
を
究
め
れ
ば
実
報
土
に
成
仏
し
、
大
千
世
界
が
そ
の
主
宰
す
る
範
囲
で
あ

る
」
と
い
う
。

◎
大
自
在
…
＝
『
一
切
経
音
義
』
巻
二
十
六
、
釈
雲
公
撰
、
慧
琳
補
『
大
般
涅
槃
経
音
義
』
第
二
十
四
巻
に
、「
摩
醯
首
羅
天
、

此
云
大
自
在
天
。」
と
あ
る
。『
仏
説
潅
頂
経
』
巻
四
に
、「
神
名
摩
醯
首
羅
、
字
威
霊
帝
」
と
あ
る
。
智
顗
『
金
光
明
経
文
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句
』
巻
六
に
、「
摩
醯
首
羅
、
餘
経
翻
為
『
大
自
在
』、『
潅
頂
経
』
翻
為
『
威
霊
帝
』」
と
あ
る
。

◎
三
目
＝
『
仏
本
行
集
経
』
巻
二
十
三
に
、「
此
是
三
目
大
自
在
天
、
来
至
於
此
」
と
あ
る
。

◎
『
智
論
』
立
…
＝
『
大
智
度
論
』
巻
九
に
、「
第
四
禅
有
八
種
、
五
種
是
阿
那
含
住
処
、
是
名
浄
居
、
三
種
凡
夫
聖
人
共
住
。

過
是
八
処
、
有
十
住
菩
薩
住
処
、
亦
名
浄
居
、
号
大
自
在
天
王
…
浄
居
天
是
色
界
主
」
と
あ
る
。
智
顗
『
観
音
義
疏
』
巻
下
に
、

「『
釈
論
』
云
、
過
浄
居
天
、
有
十
住
菩
薩
号
大
自
在
、
大
千
界
主
。」
と
引
用
し
、
湛
然
『
輔
行
伝
弘
決
』
巻
十
之
一
に
、

「『
大
論
』
云
、
大
自
在
天
有
菩
薩
居
、
名
摩
醯
首
羅
」
と
引
用
し
た
。
こ
の
『
大
智
度
論
』
の
内
容
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
智
顗
も
湛
然
も
「
摩
醯
首
羅
」
が
十
住
菩
薩
位
に
位
す
る
と
認
識
し
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

◎
『
華
厳
経
』
＝
「
三
界
主
」、『
八
十
華
厳
』「
如
来
出
現
品
」
に
、「
譬
如
大
雲
、
降
注
大
雨
。
大
千
世
界
一
切
衆
生
、
無
能

知
数
、
若
欲
算
計
、
徒
令
発
狂
。
唯
大
千
世
界
主
、
摩
醯
首
羅
、
以
過
去
所
修
善
根
力
故
、
乃
至
一
滴
、
無
不
明
了
」
と
あ
る
。

澄
観
『
華
厳
経
疏
』
巻
五
に
、「
大
自
在
天
、
三
千
界
主
」
と
注
釈
す
る
。

　「
色
界
頂
」、『
八
十
華
厳
』「
十
地
品
」
に
、「
仏
子
！
是
名
略
説
菩
薩
摩
訶
薩
第
十
法
雲
地
。
若
広
説
者
、
假
使
無
量
阿
僧

祇
劫
、
亦
不
能
尽
。
仏
子
！
菩
薩
住
此
地
、
多
作
摩
醯
首
羅
天
王
。
於
法
自
在
、
能
授
衆
生
聲
聞
独
覚
一
切
菩
薩
波
羅
蜜
行
。」

澄
観
『
華
厳
経
疏
演
義
鈔
』
巻
五
十
三
に
、「
言
居
有
頂
者
、
唯
是
色
界
之
頂
」
と
解
釈
す
る
。

◎
『
楼
炭
経
』
＝
『
楼
炭
経
』
巻
四
「
忉
利
天
品
第
九
」
に
、「
色
行
天
有
十
八
、
何
等
為
十
八
？
一
者
梵
加
夷
天
、
梵
不
数
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楼
天
、
梵
波
利
沙
天
、
大
梵
天
、
阿
維
比
天
、
波
利
答
天
、
阿
波
羅
那
天
、
波
利
多
首
天
、
阿
波
羅
天
、
摩
首
天
、
阿
披
波
羅

天
、
維
阿
天
、
波
利
多
維
天
、
阿
波
摩
維
呵
天
、
維
呵
天
、
維
阿
鉢
天
、
阿
答
和
天
、
善
見
天
、
色
天
、
阿
迦
尼
吒
天
。
是
為

十
八
色
行
天
」
と
あ
る
。
智
顗
『
観
音
義
疏
』
巻
下
に
、「
大
自
在
即
色
界
頂
魔
醯
首
羅
也
。『
楼
炭
』
称
為
阿
迦
尼
吒
」
と
あ

る
。
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
巻
二
に
、「『
楼
炭
経
』
云
、
阿
迦
尼
吒
在
有
色
之
頂
也
」
と
あ
る
。

◎
『
華
厳
疏
』
引
＝
『
華
厳
経
疏
』
巻
五
に
、「
第
五
大
自
在
者
、
梵
云
摩
醯
首
羅
是
也
。
於
三
千
界
最
自
在
故
。『
智
論
』
第

二
云
、
此
天
有
八
臂
三
目
、
乘
白
牛
、
執
白
拂
。
一
念
之
間
能
知
大
千
雨
滴
。
下
『
経
』
同
此
。
準
『
智
論
』
第
十
一
、
過
五

浄
居
、
有
十
住
菩
薩
住
処
、
亦
名
浄
居
、
号
大
自
在
天
王
。」
と
あ
る
。「
過
五
浄
居
」
云
々
は
、『
大
智
度
論
』
巻
九
に
よ
る
。

◎
『
輔
行
記
』
＝
湛
然
『
輔
行
伝
弘
決
』
巻
十
之
一
に
、「
摩
醯
首
羅
天
者
、
此
云
大
自
在
。
色
界
頂
天
、
三
目
八
臂
、
騎
白

牛
、
執
白
拂
、
有
大
威
力
、
能
傾
覆
世
界
。
舉
世
尊
之
、
以
為
化
本
。」「
三
目
八
臂
」
云
々
は
、『
大
智
度
論
』
巻
二｢

如
摩

醯
首
羅
天
、
八
臂
三
眼
騎
白
牛｣

の
一
文
に
よ
る
。

◎
『
華
厳
経
』
云
＝
前
注
に
録
し
た
『
八
十
華
厳
』「
如
来
出
現
品
」
と
「
十
地
品
」
経
文
の
意
。
澄
観
『
華
厳
経
疏
』
巻
五

に
、「『
智
論
』
第
二
云
、
此
天
有
八
臂
三
目
、
乘
白
牛
、
執
白
拂
。
一
念
之
間
、
能
知
大
千
雨
滴
」
と
あ
る
。

◎
『
入
大
乘
論
』
＝
「
摩
醯
首
羅
天
」、
底
本
で
は
「
魔0

醯
首
羅
天
」
と
す
る
。
今
文
意
に
従
い
訂
正
す
る
。

　『
入
大
乘
論
』
巻
下
「
譏
論
空
品
」
に
、「
問
曰
、
云
何
成
就
二
果
。
答
曰
、
初
地
福
果
、
為
閻
浮
提
王
（
中
略
）
第
十
地
福
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果
、
為
三
千
大
千
世
界
浄
居
天
王
」
と
言
い
、
摩
醯
首
羅
天
は
浄
居
天
の
主
宰
者
で
あ
り
、
十
地
菩
薩
で
も
あ
る
と
述
べ
る
。

　『
入
大
乘
論
』
巻
下
「
譏
論
空
品
」
に
、「
浄
治
第
十
地
、
得
無
量
無
辺
禁
咒
方
術
、
能
令
一
切
自
在
無
礙
、
作
摩
醯
首
羅
天

子
、
亦
為
一
切
世
間
依
止
」
と
言
い
、
再
び
摩
醯
首
羅
天
は
十
地
菩
薩
の
位
に
あ
る
と
述
べ
る
。

　『
入
大
乘
論
』
巻
下
「
順
修
諸
行
品
」
に
、「
問
曰
、
所
言
摩
醯
首
羅
者
、
為
同
世
間
摩
醯
更
有
異
耶
？
答
曰
、
是
浄
居
自
在
、

非
世
間
自
在
！
汝
言
摩
醯
首
羅
者
、
名
字
雖
同
、
而
人
非
一
。
有
浄
居
摩
醯
首
羅
、
有
毘
舍
闍
摩
醯
首
羅
。
其
浄
居
者
、
如
是

菩
薩
鄰
於
仏
地
、
猶
如
羅
縠
障
。
於
一
安
那
頃
、
十
方
世
界
微
塵
数
法
、
悉
能
了
知
。
能
以
口
吹
十
方
世
界
皆
大
震
動
、
又
以

一
身
遍
一
切
仏
国
」
と
言
い
、
摩
醯
首
羅
天
の
本
迹
釈
を
展
開
し
、
浄
居
天
に
住
す
る
摩
醯
首
羅
天
は
第
十
地
に
位
し
、
仏
地

に
近
い
た
め
、
成
仏
し
や
す
い
と
述
べ
る
。

　『
入
大
乘
論
』
巻
下
「
順
修
諸
行
品
」
に
、「
如
経
中
説
、
諸
仏
出
世
、
国
土
衆
生
、
皆
是
依
報
、
各
有
斉
限
。
是
故
当
知
、

在
浄
居
天
、
成
於
正
覚
、
領
三
千
大
千
世
界
、
非
閻
浮
提
」
と
言
い
、
初
地
の
閻
浮
提
に
成
仏
か
、
十
地
の
浄
居
天
に
成
仏
か

の
議
論
に
つ
い
て
、
浄
居
天
の
位
に
い
る
菩
薩
は
、
三
千
大
千
世
界
を
統
治
す
る
た
め
、
十
地
を
経
て
仏
に
な
る
と
述
べ
る
。

　
第
十
地
の
浄
居
天
と
仏
土
の
実
報
土
の
関
係
に
つ
い
て
、『
摩
訶
止
観
』
巻
五
上
に
、「
別
円
菩
薩
惑
未
尽
者
、
同
人
天
方
便

等
住
。
断
惑
尽
者
依
実
報
土
住
。
如
来
依
常
寂
光
土
住
」
と
し
た
た
め
、
智
顗
の
教
学
に
従
え
ば
、
十
地
菩
薩
の
摩
醯
首
羅
天

は
煩
悩
を
断
じ
尽
き
た
別
教
ま
た
円
教
の
菩
薩
に
属
し
、
実
報
土
に
成
仏
で
き
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
然
『
経
』
中
別
有
摩
醯
首
羅
︑
乃
薬
叉
神
︑
非
此
天
主
︒
如
『
孔
雀
経
』
云
︑﹁
摩
醯
首
薬
叉
︑
止
羅
多
国
住
︒﹂
既
云
﹁
薬

叉
止
住
羅
多
国
﹂︑
定
非
色
頂
天
主
也
︒
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　『
光
明
経
』﹁
鬼
神
品
﹂
内
︑
先
云
﹁
大
自
在
天
﹂︑
即
此
天
主
︑
次
云
﹁
大
力
鬼
王
︑
那
羅
延
等
︑
摩
醯
首
羅
﹂︑
即
薬
叉
者
︑

所
以
『
旧
伝
』
以
列
位
卑
下
為
疑
也
︒

　
又
『
本
行
経
』
説
︑﹁
太
子
以
西
国
之
法
︑
令
礼
天
神
︒
名
曰
摩
醯
首
羅
︑
其
神
極
悪
︑
而
復
有
霊
︒
太
子
至
其
神
所
︑
神

自
離
座
下
階
︑
先
礼
太
子
︒﹂
是
既
知
云
﹁
極
悪
﹂︑
必
非
天
主
耳
︒

　
所
以
古
人
嘗
議
摩
醯
首
羅
有
二
神
而
不
決
者
︑
以
名
同
故
也
︒
蓋
摩
醯
首
羅
︑
此
云
﹁
三
目
﹂︑
由
二
神
皆
有
三
目
︑
名
故

相
濫
︒

　
今
古
画
像
作
両
種
不
同
︒
一
作
菩
薩
相
︑
但
三
目
八
臂
︑
執
払
持
鈴
杵
并
尺
︑
結
印
合
掌
︒
一
作
薬
叉
之
形
︑
赤
髮
亜
起
︑

三
目
八
臂
︑
執
弓
箭
等
︒
至
今
二
像
不
同
︒
今
既
曰
﹁
大
自
在
﹂
及
﹁
威
霊
帝
﹂︑
定
非
薬
叉
矣
︒

　
し
か
し
、
諸
々
の
経
典
に
は
、
摩
醯
首
羅
と
名
乗
る
夜
叉
神
も
存
在
し
、
こ
の
神
は
前
述
し
た
色
界
の
主
宰
者
で
あ
る
摩
醯

首
羅
天
と
は
異
な
る
神
で
あ
る
。
不
空
三
蔵
が
訳
し
た
『
孔
雀
経
』
に
、「
摩
醯
首
薬
叉
は
、
羅
多
国
に
止
ま
り
住
す
る
」
と

言
う
。
こ
の
よ
う
に
「
摩
醯
首
羅
と
名
乗
る
夜
叉
神
は
羅
多
国
に
居
住
す
る
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、〈
こ
の
夜
叉
神
は
〉
色

界
の
有
頂
天
に
住
す
る
天
主
の
摩
醯
首
羅
に
な
る
は
ず
が
な
い
。

　『
金
光
明
経
』
の
「
鬼
神
品
」
に
も
、
供
養
す
べ
き
鬼
神
と
し
て
、
先
ず
は
「
大
自
在
天
」、
即
ち
前
述
し
た
色
界
の
主
宰
者

が
登
場
し
、
そ
の
次
に
「
大
力
鬼
王
、
那
羅
延
、
摩
醯
首
羅
」
な
ど
の
夜
叉
衆
が
登
場
す
る
。『
金
光
明
経
』
の
こ
の
内
容
を

根
拠
に
、〈
神
煥
の
〉
旧
『
諸
天
伝
』
で
は
、
身
分
卑
下
で
あ
る
は
ず
の
夜
叉
神
摩
醯
首
羅
を
、
奉
請
す
べ
き
諸
天
の
一
員
に

し
た
先
人
の
判
断
に
つ
い
て
、
疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、『
仏
本
行
集
経
』
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。「
釈
迦
太
子
が
降
誕
す
る
時
に
、
釈
迦
国
の
慣
習
に
従
い
、
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〈
人
に
〉
抱
か
れ
て
そ
の
地
の
天
神
に
礼
拝
し
に
行
っ
た
。
そ
の
地
に
は
摩
醯
首
羅
と
い
う
名
の
神
が
居
り
、
極
悪
恐
る
べ
き

で
あ
り
な
が
ら
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
で
も
あ
る
。
抱
か
れ
た
太
子
が
こ
の
神
の
所
に
至
る
と
、
神
は
法
座
か
ら
降
り
、
自
ら

出
迎
え
、
最
初
に
太
子
に
対
し
跪
拝
の
礼
を
行
っ
た
」
と
い
う
。『
仏
本
行
集
経
』
に
見
ら
れ
た
神
は
「
極
悪
恐
る
べ
き
」
で

あ
る
と
さ
れ
た
た
め
、
色
界
の
主
宰
者
で
あ
る
摩
醯
首
羅
天
と
は
別
人
物
で
あ
る
と
解
か
さ
れ
る
。

　
先
賢
た
ち
は
〈
論
説
の
中
で
は
、〉
こ
の
二
人
の
摩
醯
首
羅
の
存
在
を
認
め
る
も
の
の
、
明
確
に
区
別
し
な
か
っ
た
の
は
、

両
者
の
名
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
摩
醯
首
羅
に
は
、
中
国
で
は
〈
第
三
の
目
を
持
つ
威
儀
が
あ
る
た
め
〉「
三

目
」
と
意
訳
さ
れ
、
こ
の
二
人
の
摩
醯
首
羅
も
共
に
第
三
の
目
を
有
す
る
た
め
、
同
名
が
ゆ
え
に
、
ま
す
ま
す
〈
後
学
に
〉
混

乱
を
招
い
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
昨
今
に
流
伝
し
た
〈
摩
醯
首
羅
の
〉
画
像
に
、
二
種
類
に
分
か
れ
、
そ
の
姿
の
違
い
を
は
っ
き
り
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
中
の
一
種
は
、
菩
薩
の
威
容
に
し
て
、
三
目
と
八
臂
の
姿
で
あ
り
、〈
八
臂
の
う
ち
、
四
本
の
手
に
は
〉
そ

れ
ぞ
れ
払
子
、
鈴
、
杵
、
尺
な
ど
の
法
具
を
執
り
、
そ
の
他
の
両
手
は
結
印
し
て
、
両
手
は
合
掌
す
る
。
も
う
一
種
は
薬
叉
の

威
容
に
し
て
、
赤
い
髪
を
頭
の
上
に
束
ね
、
三
目
と
八
臂
の
姿
で
、
そ
の
手
に
弓
矢
な
ど
の
武
器
を
持
つ
。
こ
の
二
つ
の
系
統

の
〈
摩
醯
首
羅
の
〉
畫
像
に
書
か
れ
た
威
儀
は
、
い
ま
で
も
明
白
に
分
か
れ
、「
大
自
在
」
ま
た
は
「
威
霊
帝
」
と
い
う
〈
摩

醯
首
羅
の
〉
尊
容
は
、
薬
叉
像
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

◎
『
孔
雀
経
』
＝
不
空
訳
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
巻
中
に
、「
摩
醯
首
薬
叉
、
止
羅
多
国
住
」
と
あ
る
。

◎
『
光
明
経
』「
鬼
神
品
」
＝
「
大
自
在
天
」、『
金
光
明
経
』「
鬼
神
品
」
で
は
「
自
在
天
」
と
し
、「
大
自
在
天
」
を
取
り
上
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げ
て
い
な
い
。「
護
世
四
王
、
無
量
鬼
神
、
及
諸
力
士
、
晝
夜
精
進
、
擁
護
四
方
（
中
略
）
大
弁
天
神
、
及
自
在
天
、
火
神
等
神
、

大
力
勇
猛
、
常
護
世
間
」
と
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
天
台
教
学
で
は
、「
自
在
天
」
と
「
大
自
在
天
」
は
別
の
神
で
あ
る
と
定
め
る
た
め
、
行
霆
の
よ
う
な
混
同
は

生
じ
な
い
。
こ
の
見
解
の
違
い
に
つ
い
て
、
天
台
宗
の
宗
暁
は
『
金
光
明
経
照
解
』
の
巻
下
に
、「
霆
師
『
諸
天
伝
』、
則
不
本

此
説
」（
行
霆
の
『
諸
天
伝
』
の
説
は
、
天
台
教
学
に
基
づ
い
て
い
な
い
）
と
批
判
す
る
。

　
そ
も
そ
も
、
智
顗
の
『
観
音
義
疏
』
巻
下
に
は
、「
自
在
天
是
欲
界
頂
、
具
云
婆
舍
跋
提
、
此
云
他
化
自
在
。
假
他
所
作
、

以
成
己
楽
、
即
是
魔
主
也
」
と
し
、「
大
自
在
、
即
色
界
頂
、
魔
醯
首
羅
也
」
と
別
々
に
定
義
し
て
い
た
。

　「
大
力
鬼
王
」
云
々
、『
金
光
明
経
』「
鬼
神
品
」
に
、「
大
力
鬼
王
、
那
羅
延
等
、
摩
醯
首
羅
、
二
十
八
部
、
諸
鬼
神
等
、
散

脂
為
首
、
百
千
鬼
神
、
神
足
大
力
、
擁
護
是
等
、
令
不
怖
畏
」
と
あ
る
。

◎
旧
伝
＝
宋
代
天
台
の
神
煥
（
知
礼
下
六
世
）
が
著
し
た
『
諸
天
伝
』
の
こ
と
。
神
煥
の
『
諸
天
伝
』
は
す
で
に
散
逸
し
た
た
め
、

そ
の
内
容
の
一
部
は
、
わ
ず
か
に
行
霆
の
『
諸
天
伝
』
に
、
及
び
天
台
の
史
伝
書
『
釈
門
正
統
』
や
『
仏
祖
統
紀
』
な
ど
か
ら

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
煥
の
摩
醯
首
羅
に
対
す
る
見
解
は
、「
夜
叉
説
」
を
否
定
し
、
摩
醯
首
羅
を
天
主
（
大
千
主
）
の

一
人
に
相
当
す
る
と
す
る
天
台
教
学
の
伝
統
説
で
あ
る
。
行
霆
に
よ
る
神
煥
批
判
の
要
点
は
、
本
論
の
「
記
」
の
「
神
煥
と
行

霆
に
よ
る
「
摩
醯
首
羅
」
の
見
解
」
の
節
を
参
照
。

◎
『
本
行
経
』
＝
行
霆
は
『
義
楚
六
帖
』
巻
一
六
「
幽
冥
鬼
神
部
」「
神
王
」
部
の
「
摩
醯
首
羅
」
条
を
依
用
し
た
と
見
ら
れ

る
が
、
誤
字
脱
字
が
多
い
た
め
、
内
容
に
ま
と
ま
り
が
な
い
。
こ
こ
で
は
『
義
楚
六
帖
』「
摩
醯
首
羅
」
条
の
内
容
を
再
掲
す
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る
。
ま
た
底
本
の
こ
の
部
分
の
現
代
語
訳
も
『
義
楚
六
帖
』「
摩
醯
首
羅
」
条
の
内
容
に
従
う
。

　
　�
　『
本
行
経
』
云
、
太
子
生
已
、
西
国
之
法
、
合
礼
天
神
。
其
名
摩
醯
首
羅
、
其
神
極
悪
、
而
〈
復
〉
有
霊
。
抱
太
子
至

其
神
所
、
神
自
離
座
下
階
、
先
礼
太
子
。
神
曰
、
此
是
大
聖
太
子
、
不
応
礼
〈
余
〉、
受
礼
頭
破
七
分
。

�

（『
義
楚
六
帖
』
巻
一
六
）

　
参
考
と
し
て
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
六
「
礼
天
王
」
条
も
附
す
る
。

　
　�

　
如
『
本
行
経
』、
太
子
生
已
、
西
国
之
法
、
合
礼
天
神
。
其
名
摩
醯
首
羅
。
其
神
極
悪
、
而
復
有
霊
。
抱
太
子
至
其
神

所
、
神
自
離
座
下
階
、
先
礼
太
子
。
神
曰
、
此
是
大
聖
太
子
、
不
応
礼
〈
余
〉、
受
礼
頭
破
七
分
。

�

（『
祖
庭
事
苑
』
巻
六
）

　
ち
な
み
に
、『
本
行
経
』
の
原
文
に
は
「
摩
醯
首
羅
」
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、「
無
畏
」
と
名
乗
る
女
性
の
天
神
と
太
子
の
話

に
な
っ
て
い
る
。

　
　�

　
時
迦
毘
羅
去
城
不
遠
、
有
一
天
祠
、
神
名
増
長
。
彼
神
舍
辺
常
有
無
量
諸
釈
種
族
童
男
童
女
、
跪
拜
乞
願
、
恒
得
称
心
。

時
浄
飯
王
、
將
菩
薩
還
、
至
彼
天
舍
、
告
諸
臣
言
、
今
我
童
子
、
可
令
礼
拜
是
大
天
神
。
爾
時
乳
母
、
抱
持
菩
薩
、
詣
彼

天
祠
。
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　�

　
時
更
別
有
一
女
天
神
、
名
曰
無
畏
。
彼
女
天
像
、
從
其
自
堂
、
下
迎
菩
薩
。
合
掌
恭
敬
、
頭
面
頂
礼
。
於
菩
薩
足
、
語

乳
母
言
、
是
勝
衆
生
、
莫
生
侵
毀
。
不
応
令
彼
跪
拜
於
我
。
我
応
礼
彼
！
何
以
故
、
彼
所
礼
者
、
能
令
於
人
頭
破
七
分
。

�

（『
仏
本
行
集
経
』
巻
八
）

◎
其
神
極
悪
＝
唐
代
青
竜
寺
良
賁
の
『
仁
王
経
疏
』
巻
下
に
、「
孔
雀
王
経
説
、
烏
尸
尼
国
国
城
之
東
有
林
、
名
奢
摩
奢
那
。

此
云
尸
林
。
其
林
縱
広
満
一
由
旬
、
有
大
黑
天
神
、
是
摩
醯
首
羅
変
化
之
身
、
與
諸
鬼
神
無
量
眷
屬
、
常
於
夜
間
遊
行
林
中
。

有
大
神
力
、
多
諸
珍
宝
。
有
隠
形
薬
、
有
長
年
薬
。
遊
行
飛
空
、
諸
幻
術
薬
與
人
貿
易
、
唯
取
生
人
血
肉
、
先
約
斤
兩
而
貿
薬

等
（
中
略
）
若
嚮
祀
者
、
唯
人
血
肉
彼
有
大
力
、
即
加
護
人
所
作
勇
猛
、
闘
戰
等
法
皆
得
勝
也
」
と
述
べ
、
摩
醯
首
羅
の
分
身

の
一
種
で
あ
る
大
黑
天
神
は
、
人
々
に
対
し
身
隠
し
の
薬
や
不
老
不
死
の
薬
を
与
え
る
か
わ
り
に
、
生
き
た
人
間
の
血
や
肉
を

求
め
よ
う
と
し
、
こ
の
神
を
拝
め
ば
、
人
々
は
勇
猛
に
な
り
、
戦
争
に
も
勝
利
で
き
る
と
い
う
。

◎
古
人
嘗
議
＝
『
入
大
乘
論
』
巻
下
「
順
修
諸
行
品
」
に
、「
問
曰
、
所
言
摩
醯
首
羅
者
、
為
同
世
間
摩
醯
更
有
異
耶
？
答
曰
、

是
浄
居
自
在
、
非
世
間
自
在
！
汝
言
摩
醯
首
羅
者
、
名
字
雖
同
、
而
人
非
一
。
有
浄
居
摩
醯
首
羅
、
有
毘
舍
闍
摩
醯
首
羅
。
其

浄
居
者
、
如
是
菩
薩
鄰
於
仏
地
、
猶
如
羅
縠
障
。
於
一
安
那
頃
、
十
方
世
界
微
塵
数
法
、
悉
能
了
知
。
能
以
口
吹
十
方
世
界
皆

大
震
動
、
又
以
一
身
遍
一
切
仏
国
」
と
言
い
、
摩
醯
首
羅
天
に
は
二
種
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
も
、
実
際
の
姿
形
の
異
同
に
は
触

れ
て
い
な
か
っ
た
。
行
霆
は
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
例
を
踏
ま
え
、
夜
叉
説
の
可
能
性
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
行
霆
が
取
り
上
げ
た
二
種
摩
醯
首
羅
説
に
対
し
、
宋
代
天
台
の
宗
暁
は
『
金
光
明
経
照
解
』
の
巻
下
に
、「
霆
師
此
説
、
後
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賢
更
審
之
」（
行
霆
の
二
種
摩
醯
首
羅
説
に
つ
い
て
、
天
台
教
学
を
勉
学
す
る
後
学
た
ち
は
、
そ
の
良
し
悪
し
を
よ
く
見
分
け
る
べ
き
で
あ

る
）
と
指
摘
し
た
。

　
た
だ
し
、
摩
醯
首
羅
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
行
霆
の
結
論
の
一
つ
は
、「
今
既
曰
「
大
自
在
」
及
「
威
霊
帝
」、
定
非
薬
叉

矣
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
夜
叉
説
」
を
否
定
す
る
内
容
に
、
天
台
の
伝
統
説
と
大
き
な
隔
た
り
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
二
種
摩
醯
首
羅
説
に
つ
い
て
、『
重
編
諸
天
伝
』
の
総
序
に
相
当
す
る
「
息
総
別
位
次
之
争
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
結
論
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
如
摩
醯
首
羅
、
当
有
二
神
。
今
之
所
供
、
乃
大
自
在
天
尊
特
之
主
、
非
薬
叉
中
同
名
之
者
」

（
摩
醯
首
羅
と
い
う
天
神
は
、
二
人
い
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
法
要
に
奉
請
し
供
養
す
る
神
は
大
自
在
天
で
あ
り
、
同
じ
名
前
を
持
つ
薬
叉

で
は
な
い
。）
と
し
た
上
で
、
行
霆
は
最
後
ま
で
「
夜
叉
説
」
も
固
執
し
た
の
で
あ
っ
た
。

◎
執
払
持
鈴
杵
并
尺
＝
「
払
」
は
白
い
払
子
の
こ
と
。
湛
然
『
輔
行
伝
弘
決
』
巻
十
之
一
に
、「
摩
醯
首
羅
天
者
、
此
云
大
自

在
。
色
界
頂
天
、
三
目
八
臂
、
騎
白
牛
、
執
白
拂
、
有
大
威
力
、
能
傾
覆
世
界
」
と
あ
る
。「
鈴
杵
」
は
「
金
剛
鈴
」、「
金
剛

杵
」
の
こ
と
。
行
霆
の
活
躍
し
た
宋
代
に
は
、
密
教
の
新
訳
経
典
に
、
こ
の
二
種
の
道
具
を
よ
く
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
宋
の
法
賢
訳
『
仏
説
瑜
伽
大
教
王
経
』
巻
一
に
、「
右
手
擲
金
剛
杵
、
左
手
執
金
剛
鈴
振
動
」
と
あ
る
。「
尺
」
は
未
詳
。
あ

る
い
は
細
長
い
形
に
し
た
「
宝
剣
」
や
「
棒
」
ま
た
は
「
羂
索
」
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
然
『
楞
厳
』
又
云
︑﹁
窮
諸
行
空
︑
已
滅
生
滅
︒
而
於
寂
滅
︑
精
妙
未
円
︒
若
於
所
帰
︑
覧
為
自
体
︑
尽
虚
空
界
十
二
類
内

所
有
衆
生
︑
皆
我
身
中
一
類
流
出
︑
生
勝
解
者
︑
是
人
則
堕
︑
能
非
能
執
︒
摩
醯
首
羅
︑
現
無
辺
身
︑
成
其
伴
侶
︒
迷
佛
菩
提
︑
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忘
失
知
見
︒﹂
若
爾
則
雖
無
覚
観
︑
号
令
下
界
︑
而
其
執
情
未
除
也
︒
又
云
︑﹁
背
涅
槃
城
︑
生
大
慢
天
︒﹂

　
所
謂
尊
極
三
界
︑
慢
心
不
忘
︑
未
免
念
動
︑
則
傾
覆
世
界
耳
︒
既
居
十
地
︑
統
攝
大
千
︑
雖
無
号
令
︑
而
有
形
色
中
︑
此
天

獨
尊
︑
故
當
崇
敬
︑
以
仰
威
霊
︒
儻
指
為
三
目
薬
叉
︑
則
其
陋
矣
︒

　
た
だ
し
、
注
意
す
る
べ
き
は
、『
首
楞
厳
経
』
が
説
く
〈
十
種
天
魔
外
道
の
一
人
と
し
て
登
場
し
た
摩
醯
首
羅
の
〉
次
の
一

説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「〈
修
行
者
は
〉
諸
行
が
空
で
あ
り
、
生
滅
流
転
の
理
を
よ
く
理
解
で
き
て
も
、〈
こ
れ
は
物
事
の
諸

相
へ
の
認
識
に
過
ぎ
ず
、〉
本
当
の
寂
滅
の
道
理
を
ま
だ
悟
ら
せ
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
理
解
に
満
足
し
、
修
行

の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
考
え
、
天
地
万
物
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
界
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
自
分
と
一
つ
の
も
の
に
な
る
と

の
邪
見
を
起
こ
せ
ば
、〈
修
行
者
は
〉
理
解
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
理
解
で
き
た
と
思
い
込
む
、
と
い
う
自
己
矛
盾
に

陥
っ
て
し
ま
う
。〈
こ
の
類
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
十
種
天
魔
外
道
の
一
人
で
あ
る
〉
摩
醯
首
羅
は
、
無
量
無
辺
の
姿
を
現
し
、

自
分
の
教
え
に
追
随
す
る
者
た
ち
に
利
益
を
与
え
、
願
い
を
叶
わ
せ
た
と
し
て
も
、
本
当
の
仏
の
教
え
か
ら
は
逸
脱
し
、
仏
の

知
見
に
は
ま
っ
た
く
従
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。〈『
首
楞
厳
経
』
が
説
く
魔
王
と
し
て
の
摩
醯
首
羅
は
〉
仏
の
教

え
に
基
づ
く
悟
り
を
開
い
て
な
く
て
も
、
確
か
に
三
界
に
い
る
彼
の
追
随
者
た
ち
に
対
し
、
号
令
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
摩
醯
首
羅
自
身
の
迷
い
や
煩
悩
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
首
楞
厳
経
』
は

摩
醯
首
羅
の
こ
と
を
「
諸
仏
如
来
の
悟
り
の
教
え
に
背
き
、
位
は
大
慢
天
（
自
在
天
の
異
名
）
に
止
ま
る
」
と
言
及
し
た
の
で

あ
る
。

　〈
行
霆
は
思
う
に
、〉
摩
醯
首
羅
は
三
界
の
主
宰
者
の
一
人
で
は
あ
る
が
、〈
理
解
し
て
は
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
理
解
で
き

た
と
い
う
〉
慢
心
を
捨
て
切
れ
ず
、
思
い
の
ま
ま
に
追
随
者
た
ち
の
心
を
つ
か
み
、
色
究
竟
天
を
牛
耳
っ
て
い
た
。
し
か
し
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〈
諸
々
の
経
典
が
説
い
て
い
た
〉
十
地
菩
薩
に
位
し
、
大
千
世
界
を
主
宰
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
摩
醯
首
羅
自
身
の
教
え
が
広
め

な
く
て
も
、
色
究
竟
天
の
み
な
ら
ず
、
色
界
の
十
八
天
の
人
々
は
、
み
な
摩
醯
首
羅
を
主
宰
者
と
認
め
、
崇
敬
し
、
そ
の
威
霊

を
な
だ
め
慰
め
て
福
徳
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
摩
醯
首
羅
を
〉
三
目
の
夜
叉
神
の
み
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る
論

説
は
、
一
方
的
す
ぎ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

◎
『
楞
厳
』
又
云
＝
『
首
楞
厳
経
』
巻
十
に
、「
又
善
男
子
、
窮
諸
行
空
已
滅
生
滅
、
而
於
寂
滅
精
妙
未
円
。
若
於
所
帰
覧
為

自
体
、
尽
虛
空
界
十
二
類
内
所
有
衆
生
、
皆
我
身
中
一
類
流
出
、
生
勝
解
者
、
是
人
則
堕
、
能
非
能
執
。
摩
醯
首
羅
、
現
無
辺

身
、
成
其
伴
侶
、
迷
仏
菩
提
、
亡
失
知
見
。
是
名
第
二
立
能
為
心
、
成
能
事
果
、
違
遠
円
通
、
背
涅
槃
城
、
生
大
慢
天
、
我
遍

円
種
」
と
あ
る
。

　『
首
楞
厳
経
』
に
見
え
る
「
摩
醯
首
羅
」
が
、「
大
慢
天
」、
即
ち
「
自
在
天
」
に
生
ま
れ
る
説
は
、
天
台
の
伝
統
説
、
即
ち

自
在
天
で
は
な
く
、
色
究
竟
天
に
生
ま
れ
る
説
と
は
異
な
る
。
行
霆
も
こ
の
『
首
楞
厳
経
』
の
引
用
内
容
に
つ
い
て
、
否
定
的

な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。

◎
雖
無
覚
観
、
号
令
下
界
＝
こ
の
内
容
は
、『
首
楞
厳
経
』
の
取
り
上
げ
た
十
種
天
魔
外
道
の
一
人
で
あ
る
摩
醯
首
羅
に
対
す

る
説
明
で
あ
る
。
因
み
に
行
霆
は
『
重
編
諸
天
伝
』
附
録
の
「
伝
後
続
弁
」
の
「
弁
衆
天
所
主
」
項
に
、「
摩
醯
首
羅
」
を

「
摩
醯
首
羅
、
色
頂
天
主
、
亦
三
界
主
、
故
云
尊
極
梵
王
、
色
界
天
主
。
亦
大
千
主
。
故
以
有
覚
観
、
故
統
上
冠
下
、
故
云
号

令
主
」
と
位
置
づ
け
、『
首
楞
厳
経
』
が
言
う
「
覚
観
の
無
い
」
摩
醯
首
羅
と
は
一
線
を
画
し
た
。
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◎
儻
指
為
三
目
薬
叉
、
則
其
陋
矣
＝
神
煥
の
旧
『
諸
天
伝
』
に
疑
問
視
す
る
摩
醯
首
羅
薬
叉
説
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
行
霆

『
重
編
諸
天
伝
』
に
、「
即
薬
叉
者
、
所
以
『
旧
伝
』
以
列
位
卑
下
為
疑
也
」
と
あ
る
。

※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

讚
曰
︑

　
　
摩
醯
首
羅
尊
極
主
︑
居
于
色
頂
自
在
天
︒

　
　
総
摂
三
界
為
所
統
︑
一
一
雨
滴
知
大
千
︒

　
　
三
目
八
臂
執
白
払
︑
乘
騎
白
牛
化
無
辺
︒

　
　
能
覆
世
界
傾
天
地
︑
挙
世
尊
崇
仰
大
権
︒

　
　
万
六
千
劫
乃
其
寿
︑
身
量
高
勝
難
比
肩
︒

　
　
十
地
菩
薩
之
報
処
︑
威
霊
超
出
無
與
先
︒

　
　
但
執
慢
心
迷
正
見
︑
計
十
二
類
為
生
縁
︒

　
　
別
有
薬
叉
亦
三
目
︑
住
羅
多
国
名
濫
伝
︒

　
　
昔
年
太
子
曽
往
謁
︑
西
域
欽
奉
類
真
仙
︒

　
　
既
非
色
頂
尊
崇
主
︑
品
位
難
斉
地
上
賢
︒

　
　
故
今
明
示
知
終
始
︑
庶
希
降
鑒
赴
几
筵
︒

讚
じ
て
曰
く
、
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摩
醯
首
羅
は
尊
極
の
主
で
あ
り
、
色
頂
の
自
在
天
に
居
す
。

　
　
三
界
を
総
摂
し
て
統
べ
る
所
と
為
し
、
一
一
の
雨
滴
に
よ
り
大
千
を
知
る
。

　
　
三
目
八
臂
に
し
て
白
払
を
執
り
、
白
牛
に
乘
騎
し
て
無
辺
を
化
す
。

　
　
能
く
世
界
を
覆

く
つ
が
えし

て
天
地
を
傾
き
、
世
を
挙
げ
て
尊
崇
し
て
大
権
を
仰
ぐ
。

　
　
万
六
千
劫
、
乃
ち
其
の
寿い

の
ちな

り
、
身
量
は
高
勝
に
し
て
肩
を
比な

ら

べ
難
し
。

　
　
十
地
菩
薩
の
報
処
に
く
ら
い
し
、
威
霊
は
超
出
し
て
先
ん
ず
る
も
の
無
し
。

　
　
但
だ
慢
心
を
執
し
て
正
見
に
迷
い
、
十
二
類
を
計
し
て
生
縁
と
為
す
。

　
　
別
に
薬
叉
あ
り
亦
た
三
目
な
り
、
羅
多
国
に
住
し
て
名
濫み

だ

り
に
伝
う
。

　
　
昔む

か
し年

太
子
曽
て
往
き
て
謁あ

う
こ
と
あ
り
、
西
域
欽
奉
し
て
真
仙
に
類
す
。

　
　
既
に
色
頂
の
尊
崇
の
主
に
非
ず
ん
ば
、
品
位
も
地
上
の
賢
に
斉
し
難
し
。

　
　
故こ

と
さ
ら今

に
明
示
し
て
終
始
を
知
ら
し
む
、
庶こ

い
ね
が
わ希

く
は
鑒
を
降
し
て
几き

筵え
ん

に
赴
く
。

※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

〔
記
〕

天
台
教
学
か
ら
見
た
摩
醯
首
羅

　「
摩
醯
首
羅
」
が
法
要
に
奉
ら
れ
、
諸
天
を
代
表
す
る
一
員
と
し
て
登
場
で
き
た
こ
と
に
関
し
て
、
行
霆
は
『
重
編
諸
天

伝
』
の
総
序
に
相
当
す
る
「
息
総
別
位
次
之
争
」
の
中
で
、「
摩
醯
首
羅
」
は
天
台
教
団
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
金
光
明
懺
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法
」
に
供
養
す
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
通
常
の
法
要
に
も
奉
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
力
説
し
た
。
そ
こ
で
行
霆
は
、
通
常
法
要
と

金
光
明
懺
法
の
道
場
設
置
図
を
も
掲
載
し
、
重
要
な
資
料
と
し
て
後
世
に
残
し
た
。
こ
の
影
響
を
受
け
、
近
世
の
中
国
仏
教
寺

院
は
、「
金
光
明
懺
法
」
を
は
じ
め
、「
斎
天
」
ま
た
は
「
供
天
」
と
言
わ
れ
た
通
常
法
要
を
営
む
際
に
、「
摩
醯
首
羅
」
を
供

奉
す
べ
き
諸
天
の
一
員
と
し
た
。

　
行
霆
は
さ
ら
に
、『
重
編
諸
天
伝
』
の
「
摩
醯
首
天
伝
」
に
、
宋
代
天
台
の
神
煥
の
見
解
を
批
判
し
、「
二
種
摩
醯
首
羅
」
と

い
う
新
説
を
立
て
た
。
た
だ
し
、
法
要
に
奉
る
「
摩
醯
首
羅
」
の
み
が
、
大
自
在
天
と
い
う
天
主
の
身
分
で
あ
り
、
悪
鬼
の
類

に
属
す
る
夜
叉
衆
で
は
な
い
と
も
主
張
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
行
霆
説
は
後
に
南
宋
代
に
活
躍
し
た
天
台
宗
の
宗
暁
に
非
難
さ
れ
た
。
曽
て
行
霆
が
批
判
し
た
神
煥
の
見
解

も
、『
釈
門
正
統
』
や
『
仏
祖
統
紀
』
な
ど
の
天
台
史
伝
書
に
次
々
と
転
載
さ
れ
、
天
台
教
学
の
正
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

　
以
下
、
天
台
教
学
が
ど
の
よ
う
に
「
摩
醯
首
羅
」
の
地
位
を
定
め
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
検
討
し
た
い
。

摩
醯
首
羅
と
大
自
在
天

　
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』
の
「
四
天
王
品
」
に
、
諸
天
が
釈
尊
の
金
光
明
説
法
を
聞
き
に
来
た
人
間
界
の
国
王
の
た
め
に
、

密
か
に
降
臨
し
、
四
天
王
と
と
も
に
護
衛
す
る
一
場
面
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、「
摩
醯
首
羅
」
は
、
護
法
神
の
一
員
と
し
て
登

場
し
て
い
た
。

　
　
大
梵
天
王
、
釈
提
桓
因
、
大
弁
天
神
、
功
徳
天
神
、
堅
牢
地
神
、
散
脂
鬼
神
大
將
軍
等
、
二
十
八
部
鬼
神
大
將
、
摩
醯
首

0

0

0
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羅0

、
金
剛
密
迹
、
摩
尼
跋
陀
鬼
神
大
將
、
鬼
子
母
及
五
百
兒
子
、
周
匝
圍
繞
。
阿
耨
達
龍
王
、
娑
竭
羅
龍
王
、
無
量
百
千

万
億
那
由
他
鬼
神
諸
天
、
如
是
等
衆
、
為
聴
法
故
、
悉
自
隠
蔽
、
不
現
其
身
。
至
是
人
王
所
止
宮
殿
講
法
之
処
。

�

（『
金
光
明
経
』「
四
天
王
品
」）

　
唐
代
義
浄
三
蔵
が
新
訳
し
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
「
四
天
王
護
国
品
」
は
、
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』
の
「
摩
醯
首

羅
」
の
箇
所
を
、「
大
自
在
天
」
と
言
い
換
え
た
。

　
　
梵
宮
帝
釈
、
大
弁
才
天
。
大
吉
祥
天
、
堅
牢
地
神
、
正
了
知
神
大
將
、
二
十
八
部
諸
薬
叉
神
、
大
自
在
天

0

0

0

0

、
金
剛
密
主
、

宝
賢
大
将
、
訶
利
底
母
五
百
眷
属
、
無
熱
悩
池
竜
王
、
大
海
竜
王
、
無
量
百
千
万
億
那
庾
多
諸
天
薬
叉
、
如
是
等
衆
、
為

聴
法
故
、
皆
不
現
身
、
至
彼
人
王
殊
勝
宮
殿
荘
厳
高
座
説
法
之
所
。

�

（『
金
光
明
最
勝
王
経
』「
四
天
王
護
国
品
」）

　
新
旧
二
つ
の
訳
に
登
場
し
た
「
摩
醯
首
羅
」
と
「
大
自
在
天
」
と
は
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

天
台
教
学
側
か
ら
す
る
と
、
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
、
天
台
教
判
で
「
摩
醯
首
羅
」
と
「
大
自
在
天
」
の
関
係
を
判
定
す
る
必
要

性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
智
顗
の
『
観
音
義
疏
』
は
、『
法
華
経
』
の
「
普
門
品
」（『
観
音
経
』
と
も
言
う
）
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。「
普
門
品
」
に

登
場
し
た
大
自
在
天
に
つ
い
て
、
智
顗
は
以
下
の
説
明
を
行
っ
た
。
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　�

　
大
自
在
天
は
、
色
界
の
最
上
階
に
住
む
魔
醯
首
羅
の
こ
と
で
あ
る
。『
楼
炭
経
』
に
は
「
阿
迦
尼
吒
」
と
言
い
、『
華
厳

経
』
で
は
「
色
究
竟
天
」
の
こ
と
を
指
す
。
有
る
人
は
、〈
大
自
在
天
を
〉
欲
界
の
第
六
天
の
自
在
天
の
こ
と
で
あ
る
と

理
解
す
る
が
、
も
ろ
も
ろ
の
経
論
典
籍
で
は
大
自
在
天
が
色
界
の
最
上
階
に
住
む
と
言
う
。『
大
智
度
論
』
巻
九
に
、「
浄

居
天
を
超
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
自
在
天
王
と
称
す
る
十
住
菩
薩
が
住
ん
で
い
る
」
と
言
い
、
こ
れ
は
大
自
在
天
が
大
千

世
界
の
主
宰
者
で
あ
る
明
証
で
あ
る
。『
十
住
経
』
に
、「
大
自
在
天
の
輝
く
光
り
は
、
一
切
の
衆
生
に
照
ら
す
」
と
言
い
、

南
本
『
涅
槃
経
』
巻
二
十
二
に
、「
大
自
在
天
に
供
養
す
る
こ
と
に
は
無
量
の
功
徳
が
あ
る
」
と
言
う
。
こ
の
た
め
〈
魔

醯
首
羅
は
、〉
欲
界
の
第
六
天
に
住
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
釈
論
』
巻
二
に
も
、「
魔
醯
首
羅
は
、
大
自
在

と
訳
し
、
こ
の
神
は
白
い
牛
に
乗
り
、
八
臂
と
三
眼
の
威
儀
を
持
つ
」
と
い
う
。

　
　�（
大
自
在
、
即
色
界
頂
魔
醯
首
羅
也
。『
楼
炭
』
称
為
阿
迦
尼
吒
。『
華
厳
』
称
為
色
究
竟
。
或
有
人
以
為
第
六
天
、
而
諸
経
論
多
称
大
自

在
是
色
界
頂
。『
釈
論
』
云
、「
過
浄
居
天
、
有
十
住
菩
薩
、
号
大
自
在
。」
大
千
界
主
。『
十
住
経
』
云
、「
大
自
在
天
光
明
、
勝
一
切
衆

生
。」『
涅
槃
』、「
献
供
大
自
在
天
最
勝
。」
故
非
第
六
天
。『
釈
論
』
云
、「
魔
醯
首
羅
、
此
称
大
自
在
、
騎
白
牛
、
八
臂
三
眼
。」）

�

（『
観
音
義
疏
』
巻
下
」）

　
こ
こ
で
、
智
顗
の
判
定
と
は
、「
摩
醯
首
羅
」
は
大
自
在
天
の
こ
と
で
あ
り
、
欲
界
の
第
六
天
、
自
在
天
に
住
ん
で
い
る
の

で
は
な
く
、
色
界
の
最
上
階
、
即
ち
色
究
竟
天
に
住
み
、
十
住
菩
薩
の
位
を
有
し
、
天
主
の
一
人
で
あ
る
と
す
る
。
行
霆
が
主

張
し
た
「
摩
醯
首
羅
」
が
「
夜
叉
」
に
も
な
る
説
は
、
こ
こ
で
も
見
当
た
る
こ
と
は
な
い
。

　
智
顗
の
弟
子
で
あ
る
潅
頂
は
『
涅
槃
経
疏
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
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　�

　
大
自
在
天
は
、
す
な
わ
ち
魔
醯
首
羅
の
こ
と
で
あ
り
、
色
界
の
頂
に
住
み
、
大
千
界
を
司
る
。
十
地
の
菩
薩
の
位
を
有

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
大
千
界
に
権
現
さ
れ
る
。

　
　（
大
自
在
天
即
魔
醯
首
羅
、
居
色
界
頂
、
主
大
千
界
。
十
地
菩
薩
、
迹
現
其
中
。）

�

（『
涅
槃
経
疏
』
巻
二
）

　
　
　
摩
醯
首
羅
は
、
色
界
の
頂
に
住
み
、
大
千
界
を
統
率
す
る
。

　
　（
摩
醯
首
羅
、
居
色
界
頂
、
統
領
大
千
。）

�

（『
涅
槃
経
疏
』
巻
六
）

　
湛
然
の
『
輔
行
伝
弘
決
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
智
顗
と
ほ
ぼ
同
じ
論
調
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　
　�

　
摩
醯
首
羅
天
は
、
中
国
で
は
「
大
自
在
天
」
と
訳
さ
れ
る
。
色
界
の
最さ

い
ち
よ
う頂

に
住
み
、
三
目
八
臂
の
威
容
を
現
し
、
白
牛

に
乗
り
、
白
い
払
子
を
手
に
執
り
、
大
い
な
る
威
力
を
備
え
、
こ
の
世
を
統
治
す
る
。
世
の
中
の
者
み
ん
な
が
こ
ぞ
っ
て

摩
醯
首
羅
に
敬
服
し
、
彼
を
仏
の
教
化
を
広
め
る
模
範
と
す
る
。『
大
智
度
論
』
に
、「
大
自
在
天
に
は
、
菩
薩
が
住
ん
で

お
り
、
そ
の
名
は
摩
醯
首
羅
と
言
う
」
と
言
い
、『
華
厳
経
』
に
、「
こ
れ
は
第
十
地
の
菩
薩
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
　�（
摩
醯
首
羅
天
者
、
此
云
大
自
在
。
色
界
頂
天
。
三
目
八
臂
、
騎
白
牛
、
執
白
拂
、
有
大
威
力
、
能
傾
覆
世
界
。
舉
世
尊
之
、
以
為
化
本
。

『
大
論
』
云
、「
大
自
在
天
有
菩
薩
居
、
名
摩
醯
首
羅
。」『
華
厳
』
云
、「
是
第
十
地
菩
薩
。」）

�

（『
輔
行
伝
弘
決
』
巻
十
之
一
）
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そ
の
後
の
宋
代
天
台
の
諸
師
も
、
一
貫
し
て
智
顗
や
湛
然
の
説
を
忠
実
に
受
け
継
ぎ
、
行
霆
が
説
く
「
夜
叉
説
」
は
全
く
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
　『
経
』「
摩
醯
首
羅
」、
此
云
「
大
自
在
」。

�

（
知
礼
『
金
光
明
経
文
句
記
』
巻
五
之
上
）

　
　『
経
』
云
、「
摩
醯
首
羅
」、
此
云
、「
大
自
在
」。
三
目
八
臂
、
是
色
天
主
。

�

（
従
義
『
金
光
明
経
文
句
新
記
』
巻
六
）

　
　�

　〈
杭
州
の
上
天
竺
寺
の
恵
覚
法
師
齊
璧
の
〉
弟
子
で
あ
る
神
煥
が
曽
て
諸
天
の
行
位
を
再
編
し
た
こ
と
が
あ
る
。
君
臣
、

賓
主
、
男
女
、
本
迹
の
四
項
目
を
基
準
に
し
て
、
次
の
決
ま
り
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
梵
天
は
三
界
に
君
臨
し
、
最

高
神
と
し
て
、
諸
天
は
と
も
に
彼
に
臣
服
す
る
。
そ
の
た
め
、〈
三
天
主
と
言
え
ば
、〉
大
梵
天
が
、
三
界
の
主
宰
者
で
あ

り
、
三
目
の
摩
醯
が
大
千
界
の
主
宰
者
で
あ
り
、
帝
釈
天
は
地
居
天
を
始
め
る
三
十
三
天
の
主
宰
者
で
あ
る
。

　
　�（
嗣
子
神
煥
嘗
考
論
諸
天
行
位
、
以
君
臣
、
賓
主
、
男
女
、
本
迹
為
綱
目
、
謂
大
梵
尊
天
君
臨
三
界
、
統
上
冠
下
、
諸
天
皆
其
臣
属
也
。

大
梵
為
三
界
主
、
三
目
摩
醯
為
大
千
主
、
帝
釈
主
地
居
三
十
三
天
。）

�

（
神
煥
の
説
。
行
霆
『
重
編
諸
天
伝
』
附
録
）

　
　�

　
智
顗
の
『
金
光
明
経
文
句
』
や
『
観
音
義
疏
』
な
ど
で
は
、
摩
醯
首
羅
の
こ
と
を
「
大
自
在
」、
ま
た
は
「
威
霊
帝
」
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な
ど
に
訳
出
さ
れ
た
と
言
う
。
こ
の
た
め
、
智
顗
は
摩
醯
首
羅
を
天
主
、
す
な
わ
ち
大
自
在
天
の
こ
と
で
あ
る
と
判
定
し

た
。
し
か
し
、
行
霆
の
『
重
編
諸
天
伝
』
で
は
智
顗
の
説
に
従
わ
ず
、「
自
在
天
」
と
「
大
自
在
天
」
を
混
淆
し
た
。

　
　�（『
疏
』
中
謂
此
摩
醯
首
羅
、
翻
為
大
自
在
、
威
霊
帝
等
。
此
乃
天
台
指
首
羅
為
天
主
、
大
自
在
天
也
。
而
霆
師
『
諸
天
伝
』
則
不
本
此

説
。）

�

（
宗
暁
『
金
光
明
経
照
解
』
巻
下
）

　
一
方
、
天
台
教
団
に
属
し
て
い
な
い
行
霆
か
ら
す
れ
ば
、
天
台
教
学
の
枠
組
み
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
天
台
の
伝
統

教
学
を
汲
み
な
が
ら
、『
重
編
諸
天
伝
』
を
通
じ
て
自
分
の
新
説
、
す
な
わ
ち
「
二
種
摩
醯
首
羅
」
説
を
世
に
広
め
る
こ
と
が

で
き
た
。摩

醯
首
羅
と
金
光
明
懺
法

　
行
霆
の
『
重
編
諸
天
伝
』
で
は
、
天
台
教
団
の
金
光
明
懺
法
を
行
う
際
に
は
、
会
場
の
設
置
に
当
た
り
、「
摩
醯
首
羅
」
を

奉
請
す
べ
き
諸
天
の
一
員
と
決
め
つ
け
、
さ
ら
に
金
光
明
道
場
の
設
置
図
に
「
摩
醯
首
羅
」
を
置
く
べ
き
場
所
ま
で
を
も
指
定

し
た
。
一
方
、
天
台
教
団
は
こ
の
よ
う
な
設
置
を
し
た
か
否
や
が
問
題
と
な
る
。

　
天
台
智
顗
の
『
国
清
百
録
』
に
収
録
さ
れ
た
「
金
光
明
懺
法
」
を
確
認
す
る
と
、「
摩
醯
首
羅
」
が
奉
請
す
べ
き
諸
天
の
列

に
は
並
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
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　�

一
心
奉
請
大
梵
尊
天
、
三
十
三
天
、
護
世
四
王
、
金
剛
密
迹
、
散
脂
、
大
弁
、
功
徳
、
訶
利
帝
南
鬼
子
母
等
五
百
徒
党
。

�

（『
国
清
百
録
』
巻
一
、「
金
光
明
懺
法
」）

　
さ
ら
に
宋
代
天
台
の
遵
式
と
知
礼
が
そ
れ
ぞ
れ
再
編
し
た
『
金
光
明
懺
法
補
助
儀
』
と
『
金
光
明
最
勝
懺
儀
』
の
い
ず
れ
も
、

智
顗
の
「
金
光
明
懺
法
」
の
定
め
た
内
容
の
ま
ま
で
あ
り
、「
摩
醯
首
羅
」
を
「
金
光
明
懺
法
」
に
取
り
入
れ
よ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。

　『
重
編
諸
天
伝
』
に
は
、
同
時
代
の
天
台
僧
奉
規
の
序
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
奉
規
の
序
に
は
、
天
台
僧
の
浄
梵
は
、
遵
式

の
『
金
光
明
懺
法
補
助
儀
』
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
新
た
に
「
金
光
明
懺
法
」
を
作
っ
た
と
説
く
。
こ
の
記
述
に
つ
い

て
、『
釈
門
正
統
』
及
び
『
仏
祖
統
紀
』
の
「
浄
梵
伝
」
に
も
、
遵
式
へ
の
不
満
を
略
さ
れ
た
も
の
の
、「
金
光
明
懺
法
」
を
再

編
し
た
事
実
は
記
さ
れ
て
い
た
。

　
北
禅
浄
梵
（
？
～
一
一
二
七
）
は
四
明
知
礼
門
下
の
本
如
系
の
神
悟
処
謙
の
弟
子
で
あ
る
。
十
歳
の
時
に
、
温
州
勝
果
寺
の

師
永
懺
主
の
も
と
で
出
家
し
、
十
八
歳
で
、
超
果
惟
湛
に
就
い
て
勉
学
し
、
そ
の
後
、
神
悟
処
謙
の
弟
子
と
な
っ
た
。
元
祐
年

間
（
一
〇
八
六
～
一
〇
九
三
）
に
、
蘇
州
の
大
慈
寺
に
住
持
し
、
二
十
七
名
の
僧
侶
と
と
も
に
、
二
十
八
日
一
期
の
法
華
懺
法
を

三
度
も
行
っ
た
。
浄
梵
は
、
積
極
的
に
懺
法
や
授
戒
会
を
行
っ
た
ほ
か
、『
金
光
明
懺
法
』
な
ど
の
懺
法
儀
軌
も
修
訂
し
た
と

言
わ
れ
て
い
た
。

　
浄
梵
が
修
訂
し
た
金
光
明
懺
法
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
金
光
明
懺
法
は
宋
初
の
知
礼
や
遵
式
に
よ
っ
て
補
訂
さ
れ
た
あ

と
、
実
際
に
作
法
を
行
う
僧
侶
の
間
に
様
々
な
見
解
の
相
違
が
生
じ
、
さ
ら
に
修
訂
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　
金
光
明
懺
法
に
対
す
る
修
訂
は
、
四
明
知
礼
門
下
の
広
智
系
の
神
智
鑑
文
の
弟
子
で
あ
る
明
智
中
立
（
一
〇
四
六
～
一
一
一
四
、



72

宋
代
天
台
の
祖
庭
で
あ
る
明
州
延
慶
寺
四
世
住
職
）
も
行
っ
た
。
宗
暁
の
『
金
光
明
経
照
解
』
巻
下
「
韋
馱
天
神
」
条
に
よ
れ
ば
、

智
顗
の
「
金
光
明
懺
法
」
や
遵
式
の
『
補
助
儀
』
が
こ
れ
ま
で
奉
請
し
な
か
っ
た
「
摩
利
支
天
」、「
韋
駄
天
神
」
の
両
天
は
、

明
智
中
立
に
よ
っ
て
、
奉
請
す
べ
き
諸
天
の
一
員
と
し
て
、
作
法
の
中
に
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
明
智
中
立
は
、

祖
庭
延
慶
寺
の
第
四
世
の
住
持
で
あ
る
た
め
、
彼
が
定
め
た
変
化
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
後
の
金
光
明
懺
法
の

ほ
と
ん
ど
が
中
立
の
改
正
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

　
日
本
の
俊
芿
律
師
（
一
一
六
六
～
一
二
二
七
）
は
、
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
に
宋
土
に
渡
り
、
宋
地
の
仏
学
を
学
ん
だ
。
南

宋
の
嘉
泰
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
、
四
明
知
礼
門
下
の
南
屏
系
の
法
脈
を
持
つ
北
峰
宗
印
（
一
一
四
八
～
一
二
一
三
、
南
屏
系
、
明

州
延
慶
寺
十
五
世
住
職
竹
菴
可
観
の
法
嗣
）
の
弟
子
と
な
り
、
天
台
教
学
を
八
年
間
に
亘
っ
て
修
学
し
た
。
日
本
に
帰
朝
し
た
後
、

京
都
の
泉
涌
寺
に
お
い
て
宋
土
で
習
い
憶
え
た
懺
法
を
実
修
し
た
。
そ
の
中
に
、「
金
光
明
懺
法
」
も
含
ま
れ
、
泉
涌
寺
版

「
金
光
明
懺
法
」
と
し
て
現
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
遵
式
の
『
補
助
儀
』
に
比
べ
、
こ
の
泉
涌
寺
版
「
金
光
明
懺
法
」（
拙
著
『
宋
代
天
台
教
学
の
研
究
』
収
録
、
二
〇
〇
三
、
山
喜
房

仏
書
林
）
は
、「
韋
駄
天
神
、
堅
牢
地
神
、
菩
提
樹
神
」
の
三
天
を
加
え
、
さ
ら
に
泉
涌
寺
所
伝
の
金
光
明
懺
法
道
場
荘
厳
図

で
は
「
摩
利
支
天
、
韋
駄
天
神
、
堅
牢
地
神
、
菩
提
樹
神
」
の
四
天
の
設
置
を
も
是
認
し
た
。

　
泉
涌
寺
版
「
金
光
明
懺
法
」
は
、
確
か
に
、
宋
代
中
期
よ
り
修
訂
さ
れ
た
天
台
教
団
の
「
金
光
明
懺
法
」
の
特
徴
を
有
す
る

も
の
の
、
一
一
七
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
重
編
諸
天
伝
』
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
行
霆
が

精
力
的
に
論
議
を
展
開
し
、
奉
請
す
べ
き
諸
天
の
一
員
と
し
て
招
き
た
か
っ
た
「
摩
醯
首
羅
」
が
、
泉
涌
寺
版
「
金
光
明
懺

法
」
で
は
全
く
触
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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神
煥
と
行
霆
に
よ
る
﹁
摩
醯
首
羅
﹂
の
見
解

　
と
こ
ろ
で
、「
摩
醯
首
羅
」
を
金
光
明
懺
法
な
ど
の
法
要
に
正
式
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も
う
一
人
の
推
進
者
が
居
た
。

そ
れ
は
、
四
明
知
礼
門
下
の
南
屏
系
の
法
脈
に
属
す
る
澄
覚
神
煥
（
生
卒
不
明
）
で
あ
る
。
神
煥
は
南
屏
系
の
慧
覚
齊
玉
法
師

（
？
～
一
一
二
九
）
の
法
嗣
で
あ
り
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
一
一
六
二
）
に
、
思
溪
の
覚
悟
寺
を
住
持
し
て
い
た
。
神
煥
は
供

天
の
儀
式
に
つ
い
て
、
各
地
の
寺
院
の
諸
天
配
列
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
様
々
な
経
典
及
び
天
台
の
伝
統
的

な
教
理
説
明
を
参
照
し
た
上
で
、『
諸
天
伝
』（
散
逸
し
た
。
行
霆
が
著
し
た
『
重
編
諸
天
伝
』
と
は
別
物
）
を
著
し
、
諸
天
神
の
説

明
や
配
列
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
論
じ
た
。
同
じ
く
南
屏
系
の
竹
菴
可
観
（
一
〇
九
二
～
一
一
八
二
、
宋
代
天
台
の
祖
庭
で
あ
る
明

州
延
慶
寺
十
五
世
住
職
）
は
、
神
煥
の
『
諸
天
伝
』
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
神
煥
と
行
霆
は
「
摩
醯
首
羅
」
に
対
す
る
見
解
の
同
異
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

　
神
煥
説
の
特
徴
一
、

　
摩
醯
首
羅
は
三
天
主
の
一
人
で
あ
り
、
大
千
世
界
主
と
し
て
「
供
天
」
の
法
要
に
奉
請
す
べ
き
で
あ
る
。

　
神
煥
説
の
特
徴
二
、

　
摩
醯
首
羅
を
夜
叉
神
と
見
る
者
が
い
る
。
天
台
の
伝
統
教
学
に
は
こ
の
よ
う
な
説
は
見
当
た
ら
ず
、
正
説
で
は
な
い
。
諸
天

の
配
列
順
位
に
つ
い
て
、
尊
卑
、
長
幼
の
序
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
夜
叉
神
と
し
て
の
摩
醯
首
羅
を
認
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　
行
霆
説
の
特
徴
一
、

　
摩
醯
首
羅
は
三
天
主
の
一
人
で
あ
り
、
大
自
在
天
、
色
頂
天
主
と
し
て
金
光
明
懺
法
ま
た
は
通
常
の
法
要
に
奉
請
す
べ
き
で
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あ
る
。
法
要
に
奉
請
す
る
摩
醯
首
羅
は
夜
叉
神
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
要
に
同
参
で
き
る
夜
叉
神
の
権
利
を
剥

奪
し
て
は
い
け
な
い
。

　
行
霆
説
の
特
徴
二
、

　
大
自
在
天
を
魔
王
と
見
な
す
『
首
楞
厳
経
』
の
説
の
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
、「
大
自
在
天
」
と
「
自
在
天
」
と
混
同
す

る
一
面
が
あ
る
。

　
行
霆
説
の
特
徴
三
、

　
様
々
な
経
典
や
論
説
ま
た
は
図
像
か
ら
、
摩
醯
首
羅
と
い
う
夜
叉
神
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
二
種

摩
醯
首
羅
説
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
行
霆
説
の
特
徴
四
、

　
諸
天
の
配
列
順
位
に
関
し
て
、
尊
卑
、
長
幼
の
序
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
神
煥
の
見
解
に
つ
い
て
、
今
時
の
法

要
で
は
、
天
竜
八
部
が
一
堂
に
集
ま
り
、『
華
厳
経
』
に
従
え
ば
、
四
十
二
の
階
位
に
い
る
様
々
な
凡
聖
は
皆
な
同
列
に
な
り
、

夜
叉
神
で
あ
る
た
め
に
、
他
の
諸
天
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
偏
見
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
両
者
の
論
点
の
最
大
の
相
異
は
、「
摩
醯
首
羅
は
夜
叉
神
で
あ
る
や
否
や
」
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
る
。
し

か
し
、
両
者
が
活
躍
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
天
台
教
団
で
は
、「
摩
醯
首
羅
」
を
法
要
の
奉
請
対
象
と
す
る
こ

と
を
、
広
く
実
現
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
南
宋
代
の
宗
鑑
が
再
編
し
た
『
釈
門
正
統
』（
初
編
は
鎧
菴
呉
克
己
に
よ
る
も
の
）
巻
七
の
「
神
煥
伝
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
各

地
の
寺
院
で
行
わ
れ
た
金
光
明
懺
法
に
は
、『
金
光
明
経
』「
鬼
神
品
」
に
基
づ
く
も
の
の
、
祭
ら
れ
た
諸
天
の
配
列
は
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
神
煥
は
少
な
く
と
も
「
七
神
」、「
十
六
神
」、「
十
八
神
」、「
二
十
一
神
」
の
四
種
の
配
置
法
が
存
在
し
た
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と
い
う
。
こ
れ
ら
の
説
を
取
捨
し
、
神
煥
は
「
二
十
一
神
」
説
に
近
い
「
二
十
神
」
説
を
提
起
し
た
。

　
智
顗
の
「
金
光
明
懺
法
」
が
指
定
し
た
奉
る
べ
き
功
徳
天
、
大
弁
天
、
四
天
王
の
六
神
を
除
き
、
増
補
さ
れ
た
天
神
の
名
称

や
実
態
に
つ
い
て
は
、
神
煥
は
詳
し
く
言
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
神
煥
伝
」
の
所
録
に
よ
り
、
神
煥
が
主
張
す
る
「
二
十

神
」
説
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
と
整
理
で
き
る
。

　
神
煥
の
「
二
十
神
」
説

　
　�

大
梵
天
、
帝
釈
天
、
四
天
王
、
功
徳
天
、
大
弁
天
、
摩
利
支
天
、
韋
駄
天
神
、
金
剛
密
迹
、
摩
醯
首
羅
、
散
脂
大
將
、
菩

提
樹
神
、
堅
牢
地
神
、
訶
利
帝
南
鬼
子
母
、
日
天
、
月
天
、
竜
王
、
閻
羅
。

�

（『
釈
門
正
統
』
巻
七
「
神
煥
伝
」、『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
十
三
録
神
煥
述
「
供
天
礼
文
」
よ
り
整
理
）

　
神
煥
は
、「
訶
利
帝
南
鬼
子
母
」
を
「
訶
利
帝
南
」
と
「
鬼
子
母
」
の
二
神
に
分
け
れ
ば
、
以
前
に
流
行
し
た
「
二
十
一

神
」
説
に
な
る
が
、
天
台
教
理
に
従
え
ば
、「
訶
利
帝
南
鬼
子
母
」
を
一
神
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
定
め
た
。

　
因
み
に
、
行
霆
が
主
張
す
る
「
二
十
神
」
説
は
、
そ
の
奉
請
す
る
順
序
は
神
煥
説
と
異
な
る
が
、
登
場
し
た
諸
天
の
名
称
は

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

　
行
霆
の
「
二
十
神
」
説

　
　�

功
徳
天
、
大
弁
天
、
大
梵
天
、
帝
釈
天
、
四
天
王
、
日
天
、
月
天
、
金
剛
密
迹
、
摩
醯
首
羅
、
散
脂
大
將
、
韋
駄
天
神
、

堅
牢
地
神
、
菩
提
樹
神
、
鬼
子
母
神
、
摩
利
支
天
、
竜
王
、
閻
羅
。

�
（『
重
編
諸
天
伝
』「
息
総
別
位
次
之
争
」「
熏
修
道
場
図
」
よ
り
）

　
神
煥
と
行
霆
は
、
教
理
思
想
に
つ
い
て
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、「
金
光
明
懺
法
」
に
奉
請
す
べ
き
諸
天
に
つ
い

て
は
、
意
見
が
ほ
ぼ
一
致
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
行
霆
説
は
当
時
の
天
台
教
団
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
は
考
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え
に
く
い
が
、
天
台
教
団
に
属
す
る
神
煥
の
説
に
対
し
て
は
、
宋
代
天
台
の
祖
庭
で
あ
る
延
慶
寺
の
十
五
世
住
職
竹
菴
可
観
か

ら
次
の
よ
う
な
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
　�
　
神
煥
の
『
諸
天
伝
』
の
序
文
は
数
百
字
の
み
で
は
あ
る
が
、
諸
天
の
分
け
方
の
意
義
を
述
べ
尽
く
し
た
。
大
誓
言
を
立

て
、
諸
天
を
護
持
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
た
。

　
　�（
只
数
百
字
。
囊
括
諸
天
。
発
誓
護
持
之
意
尽
矣
。）

�

（『
釈
門
正
統
』
巻
七
「
神
煥
伝
」）

　
　�

　
神
煥
の
『
諸
天
伝
』
の
序
文
は
数
百
字
に
過
ぎ
な
い
が
、
諸
天
の
分
け
方
の
意
義
を
述
べ
尽
く
し
た
。

　
　�（
大
略
数
百
字
。
囊
括
殆
尽
。）

�

（『
仏
祖
統
紀
』
巻
十
五
「
神
煥
伝
」）

呉
克
己
と
宗
暁
に
よ
る
﹁
摩
醯
首
羅
﹂
の
見
解

　
天
台
宗
史
伝
書
『
釈
門
正
統
』
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
呉
克
己
（
一
一
四
〇
～
一
二
一
四
）
は
、「
装
天
像
願
文
」（『
釈
門
正

統
』
巻
三
収
録
）
を
著
し
、
南
宋
当
時
の
金
光
明
懺
法
な
ど
の
方
等
経
典
の
法
要
を
行
う
際
に
設
置
す
べ
き
諸
天
像
の
名
称
を

記
し
た
。
そ
の
中
、
神
煥
と
行
霆
の
記
述
と
同
様
に
、
摩
醯
首
羅
を
奉
る
べ
き
諸
天
の
一
員
で
あ
る
と
認
め
た
。「
装
天
像
願

文
」
に
見
ら
れ
る
諸
天
は
、
功
徳
天
、
大
弁
天
、
地
神
、
散
脂
大
将
、
四
天
王
、
大
梵
天
、
帝
釈
天
、
摩
醯
首
羅
、
金
剛
密
迹
、

韋
駄
天
、
摩
利
支
天
、
樹
神
、
鬼
子
母
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
の
地
神
、
摩
醯
首
羅
、
韋
駄
天
、
摩
利
支
天
、
樹
神
の
名
は
、
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智
顗
の
「
金
光
明
懺
法
」
や
遵
式
の
『
補
助
儀
』
に
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
明
智
中
立
ま
た
は
神
煥
の
説
か
ら
影
響
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
宗
暁
の
『
金
光
明
経
照
解
』
は
、
明
智
中
立
（
一
〇
四
六
～
一
一
一
四
、
広
智
系
、
宋
代
天
台
の
祖
庭
で
あ
る
明
州
延
慶

寺
四
世
住
職
）
に
よ
る
「
金
光
明
懺
法
」
の
改
正
を
認
め
た
の
み
で
あ
り
、
神
煥
と
行
霆
が
主
張
す
る
「
摩
醯
首
羅
」
を
法
要

に
奉
請
す
べ
き
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
宗
暁
（
一
一
五
一
～
一
二
一
四
）
は
、
月
堂
惠
詢
（
一
一
一
九
～
一
一
七
九
、
広
智
系
、
宋
代
天
台
の
祖
庭
で
あ
る
明
州
延
慶
寺
十
四

世
住
職
）
の
門
下
で
あ
り
、
延
慶
寺
の
首
座
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。
宋
代
天
台
中
興
の
祖
で
あ
る
四
明
知
礼
の
伝
記
資
料

『
四
明
尊
者
教
行
録
』
を
編
纂
し
た
こ
と
で
名
を
揚
げ
た
人
物
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
竹
菴
可
観
（
一
〇
九
二
～
一
一
八
二
、

南
屏
系
、
宋
代
天
台
の
祖
庭
で
あ
る
明
州
延
慶
寺
十
五
世
住
職
）
で
は
、
同
じ
く
南
屏
系
の
神
煥
の
『
諸
天
伝
』
を
高
く
評
価
し
た

の
に
対
し
、
宗
暁
は
『
金
光
明
経
照
解
』
を
撰
述
す
る
際
に
、
行
霆
の
『
重
編
諸
天
伝
』
の
一
部
内
容
を
参
考
に
し
、
神
煥
の

『
諸
天
伝
』
に
は
一
言
も
言
及
し
な
か
っ
た
。
教
団
内
部
の
派
閥
に
教
理
の
相
異
が
存
在
す
る
こ
と
は
想
起
で
き
る
が
、
明
智

中
立
の
代
に
「
金
光
明
懺
法
」
の
改
正
に
終
止
符
を
打
ち
た
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
摩
醯
首
羅
」
の

法
要
入
り
に
つ
い
て
、
宗
暁
は
や
や
消
極
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

志
磐
の
﹁
十
六
神
﹂
供
奉
説

　
神
煥
や
行
霆
が
「
摩
醯
首
羅
」
の
地
位
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
以
来
、
宋
代
天
台
教
団
内
容
に
よ
る
「
摩
醯
首
羅
」
の
法

要
入
り
に
つ
い
て
、
派
閥
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
宋
代
天
台
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
一
定
の



78

決
着
を
付
け
た
の
は
志
磐
（
生
卒
不
明
、
十
三
世
紀
後
半
に
活
躍
）
の
『
仏
祖
統
紀
』
で
あ
っ
た
。

　
志
磐
の
伝
記
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、『
仏
祖
統
紀
』
に
述
べ
ら
れ
た
志
磐
に
関
す
る
断
片
的
な
記
載
に
よ
れ
ば
、
志
磐
は

明
州
東
湖
（
今
の
浙
江
省
寧
海
県
東
銭
湖
）
の
月
波
山
福
泉
寺
の
沙
門
で
あ
り
、
俗
姓
は
盧
氏
、
四
明
の
出
身
、
後
漢
の
中
郎
尚

書
盧
植
（
約
一
五
九
～
一
九
二
）
の
三
十
二
代
子
孫
に
当
た
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
餘
姚
の
法
性
行
持
禪
師
（
号
は
牧
菴
、

雲
門
宗
の
僧
）
は
志
磐
の
高
伯
祖
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
志
磐
は
幼
年
、
絜
齋
先
生
袁
燮
（
一
一
四
四
～
一
二
二
四
、
明
州
淳
熙
四
先
生
の
一
人
、
宋
代
儒
教
四
明
学
派
の
代
表
人
物
）
の
姪
で

あ
る
儒
学
者
袁
機
の
も
と
で
勉
学
し
た
。
南
海
（
今
の
広
東
省
廣
州
市
）
に
一
時
移
住
し
た
後
、
明
州
の
福
泉
寺
に
て
出
家
し
た
。

天
台
宗
の
法
系
伝
承
に
よ
り
、
志
磐
は
明
智
中
立
の
弟
子
定
慧
介
然
と
は
五
世
代
の
間
隔
が
あ
り
、
宋
代
天
台
の
広
智
系
に
属

す
る
人
物
で
あ
る
。『
仏
祖
統
紀
』
巻
二
四
に
示
さ
れ
た
法
系
図
か
ら
推
算
す
れ
ば
、
志
磐
は
広
智
尚
賢
―
―
扶
宗
継
忠
―
―

草
堂
処
元 

―
― 

息
菴
道
淵 

―
― 

円
辯
道
琛 
―
― 

月
堂
慧
詢 

―
― 

逸
堂
法
登 

―
― 

石
坡
元
啓 

―
― 

無
住
宗
浄 

―
― 

大
石
志
磐
の
法

系
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
ず
、
神
煥
『
諸
天
伝
』
の
序
文
に
つ
い
て
、『
仏
祖
統
紀
』
巻
一
五
の
「
神
煥
伝
」
に
収
録
し
た
も
の
を
、『
釈
門
正
統
』

の
引
用
文
と
対
照
し
て
見
る
と
、
志
磐
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
箇
所
が
二
つ
存
在
す
る
。

　
一
、
金
光
明
懺
法
の
「
七
神
」、「
十
六
神
」、「
十
八
神
」、「
二
十
一
神
」
の
四
種
の
配
置
法
を
「
十
二
神
」、「
十
六
神
」、

「
十
八
神
」
の
三
種
の
配
置
法
に
改
正
し
た
。

　
二
、
神
煥
は
法
要
に
取
り
入
れ
た
「
日
宮
天
子
」、「
月
宮
天
子
」、「
娑
竭
羅
竜
王
」、「
閻
摩
羅
王
」
の
四
天
に
関
す
る
記
述

を
削
除
し
た
。

　
神
煥
が
示
し
た
法
会
の
諸
天
の
配
列
数
を
、
志
磐
は
都
合
の
良
い
よ
う
に
変
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
志
磐
に
は
そ
れ
な
り
の
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意
図
が
あ
り
、
自
ら
提
唱
し
た
法
要
「
十
六
神
」
配
置
説
を
、
改
正
さ
れ
た
神
煥
説
を
も
っ
て
根
拠
づ
け
た
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
三
の
「
法
門
光
顕
志
」
は
、
宋
代
天
台
教
団
が
行
っ
た
様
々
な
儀
軌
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、

諸
天
神
を
祭
る
儀
式
を
紹
介
す
る
「
供
天
」
の
一
節
が
あ
る
。
こ
こ
で
志
磐
は
、
供
天
の
法
門
を
「
金
光
明
懺
法
」
の
一
環
と

見
て
、
実
際
に
儀
式
を
行
う
時
の
諸
天
の
順
位
は
、
神
煥
が
説
い
た
よ
う
に
「
主
客
」、「
男
女
」、「
本
迹
」、「
顕
晦
」
の
四
義

に
従
っ
て
配
列
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
。

　
志
磐
の
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　�

　
私
（
志
磐
）
は
曽
て
神
煥
法
師
の
「
四
義
」
に
従
っ
て
、「
供
天
礼
文
」（
印
版
は
東
銭
湖
の
尊
教
寺
塔
に
あ
る
）
を
作
り
、

供
養
す
べ
き
諸
天
を
十
六
名
と
定
め
た
。
最
初
は
大
梵
天
と
帝
釈
天
で
あ
り
、
そ
の
次
は
北
方
天
王
で
あ
る
。
知
礼
法
師

は
『
金
光
明
経
文
句
記
』
の
中
に
、「
経
を
説
く
も
の
が
先
に
北
方
を
言
う
理
由
は
、
イ
ン
ド
で
は
北
の
方
向
を
上
と
見

る
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。
北
方
天
王
の
次
は
東
方
、
南
方
、
西
方
の
天
王
で
あ
り
、
そ
の
次
は
功
徳
天
と
大
弁
天

で
あ
る
。
摩
利
支
天
及
び
韋
駄
天
に
つ
い
て
は
、
明
智
法
師
が
南
湖
に
住
持
す
る
時
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
事

は
『
仏
祖
統
紀
』
の
「
明
智
伝
」
に
掲
載
し
て
い
た
）。
そ
の
次
は
密
迹
、
散
脂
、
樹
神
、
地
神
、
鬼
母
、
二
十
八
部
鬼
神
の

順
で
あ
る
。
全
部
で
十
六
名
で
あ
り
、
こ
の
順
序
を
以
て
法
要
の
儀
軌
に
し
た
い
。
訶
利
帝
は
中
国
で
は
「
悪
賊
」
と
訳

さ
れ
、
こ
れ
は
鬼
子
母
の
怖
い
姿
に
よ
る
訳
語
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
鬼
子
母
は
戒
を
受
け
る
前
に
、
王
城
の
男
女

を
喰
ら
い
、
住
人
は
彼
の
こ
と
を
怨
ん
で
こ
の
よ
う
な
名
前
を
付
け
た
か
ら
で
あ
る
。
今
、
仏
の
教
え
を
守
る
た
め
に
、

「
訶
利
帝
」
の
字
面
を
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
煥
法
師
の
『
諸
天
伝
』
及
び
石
芝
宗
暁
の
『
金
光
明
経
照
解
』

は
共
に
、「『
金
光
明
経
』
に
は
、
訶
利
帝
と
鬼
子
母
が
分
か
れ
て
登
場
し
た
が
、
実
は
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
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い
た
（
先
師
無
住
宗
浄
法
師
は
月
波
山
慈
悲
普
濟
教
寺
に
住
し
た
時
、
常
に
新
年
の
「
金
光
明
懺
法
」
に
お
い
て
、「
訶
利
帝
南
」
の
四

字
を
削
除
し
、
唱
え
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
彼
は
「
祖
師
た
ち
は
唱
え
る
時
に
、
意
味
を
理
解
せ
ず
に
た
だ
経
文
を
オ
ウ
ム
返
し
す

る
だ
け
で
、
こ
れ
を
削
除
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
」
と
述
べ
た
。
確
か
そ
の
通
り
で
あ
る
）。
祭
る
諸
天
の
数
を
十
二
と
し
た
理
由
と

は
、『
国
清
百
録
』
の
「
金
光
明
懺
法
」
に
従
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
数
を
十
四
と
し
た
の
は
、
後
の
人
が
樹
神
及
び
地
神

を
加
え
た
か
ら
で
あ
り
、
数
を
十
六
と
し
た
の
は
、
摩
利
支
天
及
び
韋
駄
天
を
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。
日
宮
天
子
、
月
宮

天
子
、
娑
竭
羅
竜
王
な
ど
を
加
え
て
、
十
八
、
二
十
と
す
る
の
は
『
金
光
明
経
』
の
内
容
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
加
え

す
ぎ
で
あ
る
。
行
霆
法
師
の
『
重
編
諸
天
伝
』
が
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
悪
い
手
本
で
あ
る
。

　
　�（
述
曰
、
磐
嘗
案
煥
師
義
、
述
「
供
天
礼
文
」（
板
在
東
湖
尊
教
寺
塔
局
）
定
十
六
位
。
先
梵
釈
、
次
北
天
。
法
智
謂
、「
経
先
標
北
方
者
、

西
土
以
北
方
為
上
。」
次
東
南
西
天
、
次
功
徳
大
弁
。
若
摩
利
支
、
韋
駄
二
天
、
是
明
智
住
南
湖
日
加
入
之
（
事
見
本
伝
）。
次
密
迹
、

散
脂
、
樹
神
、
地
神
、
鬼
母
、
二
十
八
部
。
共
十
六
位
、
以
此
為
定
。
訶
利
帝
此
翻
悪
賊
。
蓋
是
鬼
子
母
、
未
受
戒
時
食
王
城
男
女
、

居
人
怨
之
故
作
此
目
。
今
既
護
法
、
須
當
削
去
。
煥
師
『
天
伝
』、
暁
石
芝
『
光
明
助
解
』、
並
云
、「
経
中
双
挙
、
祇
目
一
人
」（
浄
無
住
、

居
月
波
日
、
毎
当
歳
旦
修
懺
、
必
於
天
位
刪
去
訶
利
帝
南
一
句
、
不
令
称
唱
。
謂
「
祖
師
但
順
經
文
、
失
於
刪
削
。」
然
哉
！
）。
旧
立

十
二
位
者
、
依
『
懺
儀
』
也
。
十
四
位
者
、
後
人
加
樹
神
地
神
也
。
十
六
位
者
、
加
摩
利
支
韋
駄
也
。
或
加
日
月
娑
竭
羅
龍
等
、
或
爲

十
八
、
或
爲
二
十
。
雖
拠
経
文
、
実
為
汎
濫
。
世
有
霆
師
『
天
伝
』
者
、
正
墮
此
弊
也
。）

　
志
磐
は
、
神
煥
の
「
四
義
」
に
基
づ
き
、
新
し
い
「
供
天
礼
文
」
を
作
り
、
諸
天
を
十
六
員

0

0

0

と
定
め
た
。『
釈
門
正
統
』
が

引
用
し
た
神
煥
の
序
文
で
は
、
二
十
員
と
定
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
志
磐
の
『
仏
祖
統
紀
』
で
は
「
日
宮
天
子
」、「
月
宮
天

子
」、「
娑
竭
羅
竜
王
」、「
閻
摩
羅
王
」
の
四
天
を
削
除
し
、
神
煥
へ
の
批
判
を
避
け
、
行
霆
説
の
み
へ
の
批
判
と
展
開
し
た
。

　
志
磐
が
定
め
た
「
十
六
神
」
供
奉
説
に
は
以
下
の
五
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
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一
、�

神
煥
や
行
霆
が
主
張
す
る
供
養
の
諸
天
が
二
十
天
で
あ
る
の
に
対
し
、
志
磐
は
十
六
天
で
よ
い
と
定
め
た
。
そ
の
配

列
順
次
も
神
煥
や
行
霆
の
主
張
と
は
異
な
る
。

　
　
二
、�

志
磐
は
、『
国
清
百
録
』
の
「
金
光
明
懺
法
」
及
び
神
煥
の
「
四
義
」
に
従
い
、
諸
天
の
順
位
を
大
梵
天
・
帝
釈
天
、

北
方
天
王
・
東
方
天
王
、
南
方
天
王
・
西
方
天
王
、
功
徳
天
・
大
辯
天
、
摩
利
支
天
・
韋
駄
天
、
密
迹
金
剛
・
散
脂

大
将
、
樹
神
・
地
神
、
鬼
子
母
・
二
十
八
部
と
定
め
た
が
、『
国
清
百
録
』
の
「
金
光
明
懺
法
」
に
見
ら
れ
た
「
五

百
徒
党
」
の
こ
と
を
ま
と
め
て
「
二
十
八
部
」
に
改
編
し
た
。

　
　
三
、�

遵
式
や
行
霆
が
定
め
た
釈
尊
の
両
脇
に
功
徳
天
、
大
弁
天
を
置
く
作
法
に
対
し
、
志
磐
は
神
煥
の
「
男
女
」、「
主

客
」
説
に
従
い
、
二
天
を
釈
尊
の
両
脇
か
ら
離
し
、
両
班
に
設
置
し
た
。
ま
た
志
磐
は
神
煥
の
「
顕
晦
」
説
に
従
い
、

両
天
女
は
仏
の
教
え
を
宣
揚
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
ほ
か
の
諸
天
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
定
め

た
。

　
　
四
、�

神
煥
や
行
霆
が
と
も
に
主
張
す
る
法
要
に
取
り
入
れ
る
べ
き
日
宮
天
子
、
月
宮
天
子
、
娑
竭
羅
竜
王
、
閻
摩
羅
王
の

四
神
を
儀
軌
か
ら
削
除
し
た
。
そ
し
て
同
じ
天
台
宗
の
先
輩
で
あ
る
神
煥
へ
の
批
判
を
意
図
的
に
避
け
、
批
判
の
矢

先
を
す
べ
て
行
霆
に
向
け
た
。

　
　
五
、�

依
然
と
し
て
、
志
磐
は
「
摩
醯
首
羅
」
を
法
要
に
配
列
し
な
か
っ
た
。

　
第
五
点
に
つ
い
て
、
小
論
前
述
の
よ
う
に
、
宋
代
に
は
、「
摩
醯
首
羅
」
の
地
位
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が
存
在
す
る
。

本
来
、『
国
清
百
録
』
の
「
金
光
明
懺
法
」
及
び
遵
式
の
『
金
光
明
懺
法
補
助
儀
』
な
ど
は
「
摩
醯
首
羅
」
を
奉
請
し
た
こ
と

が
な
く
、
神
煥
も
行
霆
も
、「
摩
醯
首
羅
」
が
も
し
夜
叉
で
あ
れ
ば
、
祭
る
対
象
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
う
。
志
磐
は
こ

こ
で
、「
摩
醯
首
羅
」
を
採
ら
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
一
「
諸
天
通
論
」
章
の
「
論
天
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主
」
に
そ
の
理
由
ら
し
い
記
述
が
み
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
摩
醯
首
羅
」
及
び
「
大
梵
天
」
は
共
に
天
主
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
主
管
す
る
場
所
が
異
な
る
。「
摩
醯
首
羅
」
は
色
界
の
最
上
界
に
居
り
、
素
晴
ら
し
い
果
報
を
有
す
る
た
め
に
天
主
と

な
り
、「
大
梵
天
」
は
色
界
の
初
禅
天
に
居
り
、
諸
天
を
統
率
す
る
働
き
を
有
す
る
た
め
に
天
主
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「
初
禅
天
」
に
居
る
「
大
梵
天
」
は
言
語
に
通
じ
て
い
る
た
め
、
世
間
の
衆
生
を
号
令
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
二
禅

天
」
以
上
に
は
言
語
と
い
う
手
段
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
。「
金
光
明
懺
法
」
の
場
合
に
は
、
色
界
の
最
上
界
に
い
る
言
語

と
い
う
手
段
が
な
く
な
っ
た
「
摩
醯
首
羅
」
よ
り
も
、
衆
生
に
号
令
で
き
る
「
大
梵
天
」
を
祭
る
の
が
相
応
し
い
と
解
釈
し
た
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
既
に
宗
暁
の
『
金
光
明
経
照
解
』
巻
下
「
問
答
釈
疑
」
の
第
十
一
問
に
見
え
る
た
め
、
志
磐
は
宗
暁
の

説
を
引
用
し
た
だ
け
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
志
磐
は
「
金
光
明
懺
法
」
で
祭
る
諸
天
を
十
六
名
と
指
定
し
た
が
、
教
団
内
部
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
、
な

ぜ
「
十
六
」
に
し
た
か
に
つ
い
て
の
理
由
も
、
天
台
独
自
の
教
理
に
従
う
も
の
で
あ
り
、
一
般
の
僧
侶
に
対
し
て
は
、
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
明
清
乃
至
近
代
で
は
、
志
磐
の
説
と
行
霆
の
「
金
光
明
道
場
図
」
の
説
の
二
系
統
が
並
行

し
て
伝
わ
る
こ
と
に
な
り
、
宋
代
以
降
の
僧
侶
た
ち
に
は
、
法
要
の
設
置
に
つ
い
て
、
こ
の
二
系
統
の
異
説
を
選
別
す
る
立
場

に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

宋
代
以
降
の
金
光
明
懺
法
と
摩
醯
首
羅

　
元
王
朝
に
活
躍
し
た
天
台
僧
自
慶
は
、
一
三
四
七
年
に
『
増
補
教
苑
清
規
』
を
刊
行
し
た
。『
増
補
教
苑
清
規
』
の
序
文
に

よ
れ
ば
、
雲
外
法
師
自
慶
は
杭
州
天
竺
山
の
大
円
覚
教
寺
の
住
持
で
あ
る
。『
教
苑
清
規
』
の
印
版
は
上
天
竺
山
の
白
雲
堂
の
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火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
自
慶
は
自
分
の
所
蔵
し
た
『
教
苑
清
規
』
を
再
訂
し
、
さ
ら
に
禅
院
、
律
院
の
清
規
と
の
区
別
を
考

慮
し
、『
増
補
教
苑
清
規
』
を
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。

　『
増
補
教
苑
清
規
』
に
は
、
金
光
明
懺
法
の
規
定
も
書
か
れ
て
い
る
。「
誡
勧
門
第
八
」
の
「
月
分
須
知
」
に
、
毎
年
正
月
の

始
め
に
、
各
寺
院
は
祈
祷
、
又
は
七
昼
夜
や
三
昼
夜
の
金
光
明
懺
法
、
又
は
三
日
間
の
供
天
の
儀
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
記
し
、

ほ
か
十
一
月
に
も
、
二
十
三
日
の
冬
至
の
日
に
、
金
光
明
懺
法
の
実
行
、
ま
た
は
諸
天
に
冬
の
齋
食
を
供
養
す
べ
き
と
規
定
し

た
。

　
こ
の
記
述
か
ら
、
当
時
は
伝
統
の
「
金
光
明
懺
法
」
と
、
志
磐
が
決
め
た
「
金
光
明
懺
法
」
か
ら
派
生
し
た
「
供
天
」
の
儀

を
混
同
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
ほ
か
の
記
録
が
な
い
た
め
、
そ
の
実
態
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

　
明
末
の
藕
益
智
旭
（
一
五
九
九
～
一
六
五
五
）
は
仏
教
の
諸
宗
統
合
を
目
指
し
、
仏
教
各
宗
教
学
の
振
興
に
力
を
尽
く
し
た
。

彼
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
天
台
教
学
で
あ
り
、
常
に
天
台
の
教
観
双
修
の
基
本
に
従
っ
て
、
教
学
と
懺
法
を
共
に
行
っ
た
。

　
門
人
の
成
時
は
智
旭
の
文
章
を
集
め
、『
霊
峯
宗
論
』
十
巻
を
刊
行
し
た
。『
霊
峯
宗
論
』
の
巻
一
に
は
金
光
明
懺
法
に
関
係

す
る
文
章
が
三
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
再
礼
金
光
明
懺
文
」
は
、
智
旭
ら
六
人
が
金
光
明
懺
法
を
行
う
時
に
読
ん
だ
礼
懺
文

で
あ
る
。
文
中
で
は
奉
請
す
る
主
尊
を
「
功
徳
大
天
」
と
示
し
た
。
も
う
一
篇
の
「
礼
金
光
明
懺
文
」
の
中
で
、
智
旭
は
、
金

光
明
懺
法
を
「
最
勝
経
王
吉
祥
妙
懺
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
知
礼
の
編
集
と
さ
れ
た
『
金
光
明
最
勝
懺
儀
』
の
流
れ
を
受

け
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
奉
請
す
る
主
尊
も
功
徳
天
に
決
め
て
い
た
。

　
こ
の
二
つ
の
資
料
に
よ
り
、
智
旭
が
行
っ
た
金
光
明
懺
法
の
主
尊
が
功
徳
天
に
な
り
、
天
台
智
顗
の
『
国
清
百
録
』
に
決
め

た
「
金
光
明
懺
法
」
の
原
点
に
復
帰
し
た
か
っ
た
と
の
意
図
が
見
え
る
。

　
さ
ら
に
「
講
金
光
明
懺
告
文
」
で
は
、
智
旭
は
明
確
に
、
遵
式
の
「
金
光
明
懺
法
補
助
儀
」
に
従
う
と
言
い
、
法
要
に
奉
る
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諸
天
も
、
大
梵
、
帝
釈
、
護
世
四
王
、
大
功
徳
天
の
七
名
に
決
め
た
。
元
明
代
の
戦
乱
を
経
て
、
す
で
に
式
微
に
向
い
た
天
台

教
団
の
伝
統
儀
軌
「
金
光
明
懺
法
」
の
再
興
に
つ
い
て
、
智
旭
の
選
択
は
行
霆
の
「
二
十
神
」
説
で
は
な
く
、
志
磐
の
「
十
六

神
」
説
で
も
な
く
、
も
っ
と
も
原
点
に
近
い
智
顗
の
『
国
清
百
録
』
に
類
似
す
る
方
式
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
摩
醯
首
羅
」
は

智
旭
が
行
っ
た
「
金
光
明
懺
法
」
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。

　
明
末
清
初
の
弘
賛
（
生
卒
不
明
）
は
、
広
東
地
方
で
活
躍
し
た
名
僧
で
あ
り
、
金
光
明
懺
法
に
関
係
す
る
『
供
諸
天
科
儀
』

を
著
し
た
。

　『
供
諸
天
科
儀
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
供
天
の
作
法
は
本
来
、『
金
光
明
経
』
由
来
の
金
光
明
懺
法
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ

る
。
金
光
明
懺
法
の
場
合
に
は
、
功
徳
天
を
主
神
と
し
て
仏
の
隣
に
奉
り
、
道
場
が
広
け
れ
ば
、
さ
ら
に
大
弁
天
や
四
天
王
を

設
置
す
る
。
そ
し
て
先
に
主
客
尊
卑
の
順
に
従
い
諸
天
を
奉
請
し
、
そ
の
次
に
八
部
を
一
括
し
て
奉
請
し
、
最
後
に
功
徳
天
を

奉
請
す
る
こ
と
三
回
、
天
女
呪
を
諷
誦
す
る
こ
と
七
回
、
功
徳
天
及
び
そ
の
従
属
を
招
請
す
る
こ
と
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
か

つ
て
は
、
奉
請
す
る
諸
天
を
十
六
名
と
し
た
場
合
も
あ
り
、
後
に
日
天
、
月
天
、
竜
王
、
閻
魔
が
加
え
ら
れ
、
二
十
名
と
さ
れ

た
場
合
も
あ
る
。
最
近
の
寺
院
は
、
二
十
四
名
を
置
く
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
い
置
き
方
と
は
言
え
な
い
。
供
天
の
作

法
や
奉
る
諸
天
は
、
金
光
明
懺
法
と
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
置
き
方
は
決
め
た
儀
軌
に
従
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　
弘
賛
の
序
で
は
、
金
光
明
懺
法
の
内
容
に
つ
い
て
、
遵
式
が
編
纂
し
た
「
金
光
明
懺
法
補
助
儀
」
及
び
行
霆
が
著
し
た
『
重

編
諸
天
伝
』
に
そ
の
根
拠
が
あ
る
と
い
う
。
供
天
に
つ
い
て
は
、
志
磐
の
『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
十
三
「
法
門
光
顕
志
」
に
記
載

さ
れ
た
神
煥
説
に
基
づ
く
「
供
天
」
の
内
容
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
も
述
べ
た
。

　
弘
賛
の
『
供
諸
天
科
儀
』
に
は
、
摩
醯
首
羅
を
諸
天
の
一
員
と
し
て
奉
ら
れ
て
い
た
。『
供
諸
天
科
儀
』
に
見
ら
れ
る
諸
天

を
奉
請
す
る
順
序
は
、
大
梵
天
―
―
帝
釈
天
―
―
北
方
天
王
―
―
東
方
天
王
―
―
南
方
天
王
―
―
西
方
天
王
―
―
金
剛
密
迹
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―
―
摩
醯
首
羅

0

0

0

0

―
―
波
旬
魔
王
―
―
散
脂
大
将
―
―
弁
才
天
―
―
功
徳
天
―
―
韋
駄
天
―
―
堅
牢
地
神
―
―
菩
提
樹
神
―
―
歓

喜
夜
叉
（
鬼
子
母
）
―
―
摩
利
支
天
―
―
日
宮
天
子
―
―
月
宮
天
子
―
―
四
大
電
王
―
―
娑
竭
羅
阿
耨
達
竜
王
―
―
蓮
華
面
夜

叉
王
―
―
乾
闥
婆
王
―
―
阿
修
羅
王
―
―
金
翅
鳥
王
―
―
緊
那
羅
王
―
―
莫
呼
羅
伽
王
―
―
閻
魔
王
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

後
、
楞
嚴
呪
を
読
む
の
で
あ
れ
ば
、
楞
嚴
会
を
護
衛
す
る
諸
天
八
部
聖
衆
も
奉
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
上
記
諸
天
の
配
列
に
つ
い
て
、
志
磐
が
決
め
た
摩
醯
首
羅
抜
き
の
「
十
六
神
」
説
よ
り
も
、
行
霆
『
重
編
諸
天
伝
』
に
書
か

れ
た
通
常
仏
会
の
内
容
に
類
似
し
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
波
旬
魔
王
、
四
大
電
王
、
蓮
華
面
夜
叉
王
、
乾
闥
婆
王
、
阿
修
羅
王
、

金
翅
鳥
王
、
緊
那
羅
王
、
莫
呼
羅
伽
王
な
ど
の
天
神
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
天
神
の
紹
介
は
、
弘
賛
が
行
霆
の
『
重
編

諸
天
伝
』
の
内
容
を
多
く
参
照
し
、『
供
諸
天
科
儀
』
の
「
諸
天
行
儀
」
章
に
記
し
た
。
弘
賛
は
序
の
中
で
、「
摩
醯
首
羅
」
を

含
む
供
養
す
べ
き
諸
天
が
、『
重
編
諸
天
伝
』
の
説
に
従
う
と
明
言
し
た
が
、
新
設
し
た
諸
天
が
作
法
の
中
に
加
え
ら
れ
た
理

由
を
、
全
く
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
南
宋
の
志
磐
が
編
纂
し
、
明
末
の
祩
宏
（
一
五
三
五
～
一
六
一
五
）
が
校
訂
し
再
編
し
た
『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
修
齋
儀
軌
』

六
巻
は
、
水
陸
道
場
の
作
法
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
清
末
の
咫
観
（
同
治
年
間
〈
一
八
六
二
～
一
八
七
四
〉
に
活
躍
）
は
、
そ

の
注
釈
書
『
鶏
園
水
陸
通
論
』（『
法
界
聖
凡
水
陸
大
齋
普
利
道
場
性
相
通
論
』
と
も
呼
ぶ
）
九
巻
を
著
し
た
。
こ
の
二
種
の
法
要
関

連
の
著
述
は
、
と
も
に
続
蔵
経
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
修
齋
儀
軌
』
巻
二
に
は
、
金
光
明
懺
法
に
近
い
諸
天
を
奉
請
す
る
作
法
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
奉

請
す
る
順
序
は
、
大
梵
天
―
―
帝
釈
天
―
―
多
聞
天
王
―
―
持
国
天
王
―
―
増
長
天
王
―
―
広
目
天
王
―
―
大
功
徳
天
―
―
大

弁
天
―
―
摩
利
支
天
―
―
金
剛
密
迹
―
―
北
天
散
脂
尊
天
―
―
南
天
韋
馱
尊
天
―
―
菩
提
樹
神
―
―
堅
牢
地
神
―
―
鬼
子
母
天

―
―
二
十
八
部
天
で
あ
り
、『
仏
祖
統
紀
』
に
見
ら
れ
た
志
磐
の
「
十
六
神
」
説
と
一
致
し
、「
摩
醯
首
羅
」
は
見
ら
れ
な
か
っ
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た
。

　
し
か
し
、
清
末
に
な
る
と
、
咫
観
の
注
釈
書
『
鶏
園
水
陸
通
論
』
で
は
、「
光
明
会
上
、
二
十
諸
天
」
と
示
し
、
神
煥
及
び

行
霆
の
「
二
十
神
」
説
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
七
日
一
期
の
水
陸
会
を
行
う
際
に
、
第
五
日
目
に
、
金
光
明
法
会
を

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
咫
観
は
も
う
一
度
古
来
の
「
金
光
明
懺
法
」
の
設
置
法
を
確
認
し
て
、
志
磐
の
「
十
六
神
」
説
を
放

棄
し
修
正
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
筆
者
が
所
蔵
す
る
源
洪
法
師
儀
潤
（
生
卒
不
明
）
編
纂
の
『
水
陸
儀
軌
会
本
』
も
清
代
の
作
で
あ
り
、志
磐
の
『
水
陸
儀
軌
』

に
書
か
れ
て
い
な
い
具
体
的
な
進
退
の
規
則
や
水
陸
道
場
の
設
置
図
な
ど
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
六
巻
に
、
水
陸

道
場
内
に
掛
け
る
水
陸
畫
式
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
二
十
三
席
、
計
七
十
三
軸
の
畫
式
の
中
で
、
様
々
な
仏
会
の

諸
天
図
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
上
堂
第
八
席
の
左
軸
は
『
金
光
明
経
』
に
従
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
描
か
れ
た

二
十
名
の
天
神
も
行
霆
の
『
重
編
諸
天
伝
』
に
記
さ
れ
た
「
通
常
仏
会
」
の
「
二
十
神
」
説
と
同
様
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
「
摩

醯
首
羅
」
は
そ
の
中
の
一
員
で
あ
る
。

　『
供
諸
天
科
儀
』、『
鶏
園
水
陸
通
論
』、『
水
陸
儀
軌
会
本
』
の
三
つ
の
例
か
ら
、
清
代
に
、
金
光
明
修
懺
作
法
の
諸
天
を
供

養
す
る
部
分
の
み
が
独
立
さ
れ
、「
供
天
」
作
法
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
三
種
の
著
述
は
、
少
な
か
ら
ず
行

霆
の
『
重
編
諸
天
伝
』
の
説
に
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
。「
摩
醯
首
羅
」
も
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
も
と
で
近
世
の
法
要
に

奉
ら
れ
る
諸
天
の
一
員
と
し
て
徐
々
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
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﹁
二
十
四
神
﹂
供
奉
説
の
再
出
現

　
鎌
田
茂
雄
編
『
中
国
仏
教
儀
礼
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）
に
は
、
民
国
時
代
の
二
種
類
の
金
光
明
懺
法

の
資
料
、『
禅
門
日
誦
』
の
「
金
光
明
懺
齋
天
法
儀
」
と
『
訂
定
齋
天
科
儀
』
を
収
録
し
て
い
る
。

　『
禅
門
日
誦
』
の
「
金
光
明
懺
齋
天
法
儀
」
に
つ
い
て
、
一
部
の
増
補
を
除
き
、
智
顗
や
遵
式
が
制
定
し
た
金
光
明
懺
法
の

範
疇
を
ほ
ぼ
超
え
て
は
い
な
い
。
当
然
、「
摩
醯
首
羅
」
は
登
場
し
な
い
。
た
だ
し
、
題
名
に
「
齋
天
」
二
字
を
加
え
た
点
は

興
味
深
い
。
清
初
の
弘
賛
は
金
光
明
懺
法
の
一
部
を
独
立
さ
せ
、「
供
天
」
の
儀
式
を
確
立
し
た
。『
禅
門
日
誦
』
で
は
、
か
つ

て
独
立
さ
れ
た
「
供
天
」
の
儀
式
を
も
う
一
度
金
光
明
懺
法
と
合
併
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
に
見
え
る
。

　
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、『
中
国
仏
教
儀
礼
』
が
収
録
し
た
『
禅
門
日
誦
』
は
、
中
国
の
湖
北
省
荊
沙
市
の
章
華
寺
で
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
撰
者
や
刊
行
時
期
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
清
代
の
中
期
に
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、

そ
の
初
版
で
あ
る
清
代
の
刊
本
は
一
冊
の
み
存
在
し
、
貴
重
書
と
し
て
章
華
寺
の
寺
宝
と
な
っ
て
い
る
。

　
清
代
に
完
成
さ
れ
た
『
禅
門
日
誦
』
所
録
の
「
金
光
明
懺
齋
天
法
儀
」
は
、
民
国
時
代
に
さ
ら
に
増
補
さ
れ
た
。『
中
国
仏

教
儀
礼
』
に
は
そ
の
「
金
光
明
懺
齋
天
法
儀
」
の
修
訂
版
『
訂
定
齋
天
科
儀
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
章
華
寺
の
僧
で

あ
る
寛
蓮
は
、『
訂
定
齋
天
科
儀
』
の
編
者
で
あ
る
。

　
寛
蓮
（
一
九
二
六
～
一
九
九
七
）
は
十
二
歳
で
、
牟
尼
庵
演
林
法
師
の
も
と
で
出
家
し
、
十
六
歳
で
、
湖
南
省
の
古
大
同
寺
に

て
具
足
戒
を
受
け
た
。
そ
の
後
は
章
華
寺
に
移
り
、
維
那
、
知
客
な
ど
を
歴
任
し
た
。
二
十
三
歳
に
な
る
と
、
廬
山
の
東
林
寺

で
一
年
間
の
浄
土
行
を
修
し
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
再
び
章
華
寺
に
戻
り
、
知
客
を
再
任
し
た
。
一
九
四
九
年
後
、
中
国
仏
教

協
会
理
事
、
湖
北
省
仏
教
協
会
副
会
長
、
章
華
寺
方
丈
な
ど
を
務
め
た
。『
訂
定
齋
天
科
儀
』
は
、
寛
蓮
が
一
九
四
三
年
の
夏
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に
修
訂
し
終
え
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　『
訂
定
齋
天
科
儀
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
齋
天
の
法
門
は
、
必
ず
『
金
光
明
経
』
に
従
う
。
修
行
者
が
祈
願
す
れ
ば
、
功
徳

天
は
そ
の
要
求
を
必
ず
叶
え
る
。
こ
の
よ
う
な
修
行
法
は
浙
江
、
広
東
、
南
洋
、
北
京
、
武
漢
な
ど
の
寺
院
で
盛
ん
に
流
行
し
、

偶
に
福
建
及
び
台
湾
の
寺
院
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
儀
式
の
次
第
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
た
め
、

寛
蓮
は
、『
国
清
百
録
』
の
「
金
光
明
懺
法
」、
知
礼
の
『
金
光
明
最
勝
懺
儀
』、
遵
式
の
『
金
光
明
懺
法
補
助
儀
』
の
三
書
を

参
照
し
て
、
相
互
に
補
訂
し
、『
齋
天
科
儀
』
の
善
本
を
修
訂
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
序
文
か
ら
す
れ
ば
、
志
磐
が
制
定
し
た
金
光
明
懺
法
か
ら
派
生
し
た
法
要
「
供
天
」
は
、
智
顗
や
遵
式
が
制
定
し
た
金

光
明
懺
法
に
合
併
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、「
供
天
」
と
金
光
明
懺
法
を
合
併
し
て
も
、
こ
の
法
要
の
主
尊
は
『
金
光
明
経
』
に

基
づ
き
、
功
徳
天
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
同
じ
く
『
金
光
明
経
』
の
由
来
と
は
言
え
、
も
と
も
と
目
的

の
異
な
る
「
供
天
」
と
金
光
明
懺
法
を
合
併
す
る
に
は
、
諸
天
が
登
場
す
る
順
序
ま
で
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
寛
蓮
の
『
訂
定
齋
天
科
儀
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
対
処
し
た
。

　
法
要
始
め
の
際
に
、
諸
天
を
奉
請
す
る
順
序
は
、
従
来
の
「
供
天
」
の
儀
軌
に
近
い
大
梵
天
―
―
帝
釈
天
―
―
北
方
天
王

―
―
東
方
天
王
―
―
南
方
天
王
―
―
西
方
天
王
―
―
日
宮
天
子
―
―
月
宮
天
子
―
―
金
剛
密
迹
―
―
摩
醯
首
羅

0

0

0

0

―
―
散
脂
大
将

―
―
大
弁
天
―
―
韋
駄
天
―
―
堅
牢
地
神
―
―
菩
提
樹
神
―
―
鬼
子
母
―
―
摩
利
支
天
―
―
竜
王
―
―
閻
魔
―
―
功
徳
天
に
し

た
。『
金
光
明
経
』「
空
品
」
の
偈
文
を
説
き
終
わ
り
、
礼
拝
と
供
養
を
行
う
際
に
、
功
徳
天
―
―
大
弁
天
―
―
大
梵
天
―
―
帝

釈
天
―
―
持
国
天
王
―
―
増
長
天
王
―
―
広
目
天
王
―
―
多
聞
天
王
―
―
金
剛
密
迹
―
―
散
脂
大
将
―
―
韋
駄
天
―
―
堅
牢
地

神
―
―
菩
提
樹
神
―
―
鬼
子
母
―
―
訶
利
帝
南
―
―
摩
醯
首
羅

0

0

0

0

―
―
日
宮
天
子
―
―
月
宮
天
子
―
―
星
宮
天
子
―
―
三
十
三
天

―
―
閻
魔
―
―
竜
王
―
―
緊
那
羅
天
―
―
光
明
会
上
護
法
諸
天
と
い
う
「
金
光
明
懺
法
」
に
基
づ
く
「
二
十
四
神
」
の
順
序
に
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し
た
。

　
寛
蓮
が
こ
こ
で
、
金
光
明
懺
法
の
「
二
十
四
神
」
供
奉
説
を
は
じ
め
て
正
式
に
儀
軌
資
料
に
取
り
入
れ
た
。
ま
た
、『
禅
門

日
誦
』
の
「
金
光
明
懺
齋
天
法
儀
」
に
は
登
場
で
き
な
か
っ
た
「
摩
醯
首
羅
」
が
、
清
代
の
寺
院
に
流
行
し
た
『
供
諸
天
科

儀
』、『
鶏
園
水
陸
通
論
』、『
水
陸
儀
軌
会
本
』
の
記
述
と
同
様
に
、
法
要
に
奉
る
諸
天
の
一
員
で
あ
る
と
認
め
た
。

　
現
代
に
行
わ
れ
て
い
る
金
光
明
修
懺
作
法
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
齋
天
」
と
呼
ば
れ
、
弘
賛
の
『
供
諸
天
科
儀
』
或
い
は

民
国
に
成
立
し
た
『
齋
天
科
儀
』
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、「
摩
醯
首
羅
」
を
含
む
「
二
十
四
神
」
供
奉
説
に
従
っ
た

も
の
で
も
あ
る
。

　
そ
の
作
法
の
手
引
き
と
し
て
、『
宝
華
律
堂
斎
天
科
儀
』（
新
文
豐
、
一
九
九
七
）
な
ど
は
各
寺
院
に
よ
っ
て
い
ま
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。「
齋
天
」
が
行
わ
れ
る
期
間
は
毎
年
の
旧
暦
正
月
に
限
ら
れ
る
。
道
場
の
設
置
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
前
日
の
午

後
、
寺
院
の
大
殿
又
は
法
堂
の
前
の
空
き
地
に
、
三
つ
の
壇
を
建
て
る
。
第
一
の
壇
は
主
壇
で
あ
り
、
釈
尊
の
像
が
祭
ら
れ
る
。

さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
、
香
、
華
、
燈
、
水
、
果
、
茶
、
食
、
宝
、
珠
、
衣
な
ど
の
「
十
供
養
」
が
置
か
れ
、
釈
尊
の
両
側
に
は
、

二
十
四
神
の
位
牌
が
設
置
さ
れ
る
。
壇
の
前
に
は
七
つ
の
坐
蒲
が
置
か
れ
、
法
事
に
参
加
す
る
僧
侶
の
座
席
と
な
る
。
真
ん
中

の
席
は
導
師
の
座
で
あ
り
、
残
り
の
六
席
は
法
楽
を
演
奏
す
る
僧
の
席
で
あ
る
。
第
二
の
壇
は
、
諸
天
を
奉
請
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
る
。
壇
の
上
に
は
諸
天
を
奉
請
す
る
疏
文
が
置
か
れ
、
紙
で
作
っ
た
金
馬
、
碧
鶏
も
置
か
れ
る
。
諸
天
に
疏
文
を
伝
達

す
る
た
め
の
も
の
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
の
壇
は
、
諸
天
の
た
め
の
供
養
を
置
く
壇
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
二
十
四
組

の
食
器
及
び
精
進
料
理
が
置
か
れ
る
。

　
金
光
明
懺
法
の
「
二
十
四
神
」
供
奉
説
は
、
か
つ
て
清
初
の
弘
賛
の
『
供
諸
天
科
儀
』
に
「
置
く
位
置
が
な
い
」
ま
た
「
安

置
す
る
序
列
に
相
応
し
く
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
後
に
復
活
で
き
た
事
実
は
、「
二
十
四
神
」
供
奉
説
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が
清
初
か
ら
数
世
紀
を
経
て
も
根
強
く
存
続
で
き
た
こ
と
を
物
語
る
。
ま
た
宋
代
天
台
教
団
で
は
天
台
教
学
の
立
場
に
お
い
て
、

繰
り
返
し
論
証
し
た
訶
利
帝
南
鬼
子
母
が
二
神
で
は
な
く
、
一
神
で
あ
る
こ
と
も
、
恐
ら
く
数
合
わ
せ
し
や
す
い
た
め
、
再
び

「
訶
利
帝
南
」
と
「
鬼
子
母
」
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
当
時
の
中
国
仏
教
で
は
、
一
宗
一
派
の
教
理
思
想
に
拘
ら
な

い
面
が
あ
る
こ
と
も
覗
い
識
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
金
光
明
懺
法
も
天
台
教
学
に
基
づ
く
天
台
宗
独
自
の
作
法
か
ら
、
宗
派
に

問
わ
ず
一
般
寺
院
に
も
受
け
入
れ
易
い
「
供
天
」
や
「
斎
天
」
の
作
法
へ
と
変
容
し
た
の
で
あ
っ
た
。「
摩
醯
首
羅
」
も
こ
の

流
れ
に
乗
っ
て
、
天
台
教
団
独
自
の
「
金
光
明
懺
法
」
か
ら
中
国
仏
教
儀
礼
の
通
常
法
要
に
正
式
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

�

（
了
）
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臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
二
）

―
― 

尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
上
） ―
―

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー 

教
学
研
究
委
員
会　

小
川
太
龍

　

本
稿
（「
臨
済
宗
の
回
向
文 
訳
注
（
二
）」）、
な
ら
び
に
次
稿
の
前
半
箇
所
で
は
（『
論
叢
』
本
号
に
同
時
掲
載
、
丸
毛
俊
宏
「
臨
済
宗

の
回
向
文 

訳
注
（
三
）—

—

尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
下
）・
尊
宿
臨
時
行
事
の
回
向
文—

—

」）、
尊
宿
の
送
喪
に
関
す
る
念
誦
と

回
向
文
の
訳
注
を
試
み
る
。

　

現
在
、
臨
済
宗
各
派
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
尊
宿
送
喪
の
念
誦
・
回
向
文
は
、
永
禄
九
（
一
五
六
六
）
年
に
編
纂
さ
れ

た
天て

ん

倫り
ん

楓ふ
う

隠い
ん

（
生
没
年
未
詳
）
の
『
諸し

よ

回え

向こ
う

清し
ん

規ぎ

式し
き

』
と
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
無む

じ
や
く
ど
う
ち
ゆ
う

著
道
忠
（
一
六
五
三
―
一

七
四
五
）
の
『
小

し
よ
う
そ
う
り
ん
り
や
く
し
ん
ぎ

叢
林
略
清
規
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ
で
本
訳
注
稿
で
は
、『
諸
回
向
清
規
式
』
を
底
本
と
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
に
な
い
場
合
は
『
小
叢
林
略
清
規
』
を
用
い
る
。
さ
ら
に
現
在
、
行
わ
れ
る
も
の
の
両
本
に
未
収

の
場
合
は
、
適
宜
『
諸し

よ
え
こ
う
し
ん
ぎ
し
き
し
よ
う

回
向
清
規
式
抄
』（
禅
文
化
研
究
所
編
集
部
編
、
二
〇
〇
四
年
）、『
江ご

う
こ
ほ
つ
し
き
ぼ
ん
ば
い
し
よ
う

湖
法
式
梵
唄
抄
』（《
改
編
版
》
吹
田
良

忠
監
修
・
禅
文
化
研
究
所
、
臨
済
宗
経
典
研
究
会
編
、
二
〇
一
八
年
）
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
つ
い
て
は
、『
大

た
い
し
よ
う
し
ん
し
ゆ
う
だ
い
ぞ
う
き
よ
う

正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
八
一
所
収
本
と
善
通
寺
（
香
川
県
・
真
言
宗
善
通
寺
派
総

本
山
）
所
蔵
本
（
明
暦
三
年
版
・
一
六
五
七
年
）、『
小
叢
林
略
清
規
』
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
八
一
所
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収
本
と
江
湖
叢
書
影
印
本
（
貞
享
元
年
版
・
一
六
八
四
年
）
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
字
句
の
異
同
を
確
認
す
る
。

　

さ
て
、
尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
内
容
と
式
次
第
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、
現

在
の
式
次
第
は
、
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
古
形
と
同
じ
で
は
な
く
、
ま
た
完
全
な
統
一
が
取
れ
て
い
る
訳
で
も
な

い
。
す
な
わ
ち
、『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
古
く
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
密
葬
と
津
送
を
分
け
て

行
う
こ
と
も
多
く
（
六
八
頁
ａ
）。
ま
た
、
各
種
清
規
に
は
見
え
る
も
の
の
現
在
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
仏
事
も
あ
る
（「
掛
真

仏
事
」「
挙
哀
仏
事
」
等
）。
一
方
で
清
規
に
は
見
え
な
い
回
向
が
現
在
は
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
（「
鎖
龕
回
向
」、「
起
龕
回
向
」
は

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
管
見
の
限
り
現
在
の
も
の
と
は
異
な
る
）、
さ
ら
に
地
域
や
状
況
に
よ
る
差
異
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全

て
を
網
羅
し
た
式
次
第
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ひ
と
ま
ず
、
現
在
の
尊
宿
送
喪
の
指

針
と
な
っ
て
い
る
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』
に
沿
っ
て
、
以
下
に
そ
の
細
目
を
《
1
》
か
ら
《
10
》
ま
で
挙
げ
、
簡
単
に
そ
の
内

容
を
示
す
。
な
お
、
訳
出
を
試
み
る
念
誦
と
回
向
文
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
、
題
の
下
に
訳
注
に
用
い
る
底
本
も
合
わ
せ
て

記
す
。

　
　
　
《
1
》「
入に

ゆ
う
が
ん
ぶ
つ
じ

龕
仏
事
」（
訳
注
底
本
『
小
叢
林
略
清
規
』）

　
　

遺
体
を
龕が

ん
（
棺
）
に
納
め
る
納
棺
の
仏
事
で
あ
り
、
浄
髪
・
沐
浴
の
後
、
法
衣
（
涅
槃
衣
）
を
着
け
入
龕
す
る
。
入
龕
の
後
、

「
入
龕
念
誦
」
を
唱
え
、「
十
仏
名
」
を
唱
和
し
、
入
龕
念
誦
諷
経
と
し
て
『
大
悲
呪
』（『
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
』）
を
唱
え
「
回

向
（
入
龕
念
誦
諷
経
回
向
）」
を
行
う
。
清
規
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
後
に
「
楞
厳
呪
」「
回
向
」
を
載
せ
る
も
の
が
あ
る
（
本
稿

訳
注
「
尊
宿
大
夜
念
誦
」
注
（
6
）
参
照
）。
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《
2
》「
当と

う

夜や

念ね
ん

誦じ
ゆ

（
大た

い

夜や

念ね
ん

誦じ
ゆ

）」（
訳
注
底
本
『
諸
回
向
清
規
式
』）

　
　

現
在
は
通
夜
の
念
誦
に
あ
た
る
。
当
夜
は
遷
化
し
た
そ
の
日
の
夜
を
指
し
、
大
夜
は
遷
化
し
た
次
の
日
の
夜
で
荼
毘
の
前

夜
を
指
す
と
も
言
わ
れ
、
諸
清
規
の
記
述
か
ら
勘
案
し
て
も
そ
れ
が
窺
え
る
。
諸
本
に
よ
り
当
夜
と
大
夜
の
名
付
け
は
異
な

る
も
の
の
、
そ
の
念
誦
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
念
誦
を
唱
え
、「
十
仏
名
」
を
唱
和
し
た
後
、『
大
悲
呪
』
を
唱
え
る
。
そ

の
後
の
「
回
向
（
当
夜
・
大
夜
念
誦
諷
経
回
向
）」
に
つ
い
て
は
諸
本
に
よ
り
異
な
る
（
本
稿
訳
注
「
尊
宿
大
夜
念
誦
」
注
（
6
）

参
照
）。
本
稿
で
は
、
底
本
に
し
た
が
い
「
大
夜
念
誦
」
に
訳
注
を
施
す
。

　
　
　
《
3
》「
龕が

ん

前ぜ
ん

念ね
ん

誦じ
ゆ

」（
訳
注
底
本
『
諸
回
向
清
規
式
』）

　
　

現
在
は
「
当
夜
念
誦
」
と
合
わ
せ
て
通
夜
の
念
誦
に
あ
た
る
。
龕
（
棺
）
の
前
で
の
念
誦
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
諸
清
規

の
記
述
か
ら
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
こ
そ
が
葬
儀
の
前
晩
の
念
誦
、
つ
ま
り
通
夜
の
念
誦
に
あ
た
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

「
龕
前
念
誦
」
の
後
、「
十
仏
名
」
を
唱
和
し
、
龕
前
念
誦
諷
経
と
し
て
『
大
悲
呪
』
を
唱
え
「
回
向
（
龕
前
念
誦
諷
経
回
向
）」

を
行
う
。

　
　
　
《
4
》「
移い

龕が
ん

」

　
　

龕
を
寝
堂
か
ら
法
堂
（
方
丈
）
に
移
す
こ
と
。
諸
清
規
を
見
る
限
り
、
特
に
念
誦
・
回
向
は
行
わ
な
い
。

　
　
　
《
5
》「
鎖さ

龕が
ん

仏ぶ
つ

事じ

」（
訳
注
底
本
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』）

　
　
「
鎖
」
字
に
は
「
と
ざ
す
。
と
じ
る
。
し
め
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
鎖
龕
」
と
は
「
棺
を
閉
じ
る
」
こ
と
。
現
在
は
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『
大
悲
呪
』
を
読
誦
し
た
後
、「
鎖
龕
回
向
」
を
行
う
。
諸
清
規
に
「
鎖
龕
」
の
語
が
見
え
、
そ
の
中
に
は
「
法
語
」
を
な
す

こ
と
を
記
す
も
の
も
あ
る
が
、
尊
宿
の
「
鎖
龕
回
向
」
に
つ
い
て
記
す
も
の
は
見
え
な
い
。

　
　
　
《
6
》「
起き

龕が
ん

仏ぶ
つ

事じ

」（
訳
注
底
本
『
諸
回
向
清
規
式
』）

　
　
「
起
龕
」
と
は
、
棺
を
送
り
出
す
た
め
に
「
棺
を
起
こ
す
」
こ
と
。
す
な
わ
ち
「
出
棺
」
の
仏
事
に
あ
た
る
。
現
在
で
は

「
起
龕
念
誦
」
の
後
、『
大
悲
呪
』
を
読
誦
し
、「
回
向
（
起
龕
念
誦
諷
経
回
向
）」
を
な
す
。
ま
た
出
棺
し
て
火
葬
場
（
土
葬
の

場
合
は
埋
葬
地
）
に
向
か
う
道
中
に
は
、「
往
生
呪
」
を
唱
え
適
宜
、
鳴
物
を
入
れ
る
。
現
在
で
は
葬
列
を
行
わ
な
い
た
め
、

葬
儀
式
中
に
こ
れ
ら
を
行
う
。
一
方
、
諸
清
規
で
は
、「
起
龕
念
誦
」
の
後
、「
十
仏
名
」
を
唱
和
す
る
こ
と
を
記
す
も
の
の
、

『
大
悲
呪
』
や
「
回
向
」
を
記
す
も
の
は
な
い
。
た
だ
し
、
葬
列
に
お
い
て
「
諸
法
器
」
を
鳴
ら
し
、
山
門
を
過
ぎ
て
「
往

生
呪
」
を
唱
え
る
こ
と
を
記
す
清
規
は
多
い
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
二
度
の
起
龕
を
記
す
清
規
も
あ
る
（
方
丈
か
ら
山
門
、

山
門
か
ら
山
頭
）。

　
　
　
《
7
》「
奠て

ん

湯と
う

・
奠て

ん

茶ち
や

仏ぶ
つ

事じ

」

　
　

薬
湯
と
茶
を
供
え
る
儀
礼
。
ま
ず
薬
湯
、
次
に
茶
を
供
え
る
。
奠
湯
導
師
・
奠
茶
導
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
薬
湯
・
茶
を
供
え

た
後
に
法
語
を
唱
え
る
。
ま
た
現
在
、
こ
の
仏
事
の
前
に
弔
辞
や
弔
電
の
披
露
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
現
在
は

葬
儀
式
中
に
一
度
の
み
行
わ
れ
る
儀
礼
だ
が
、
後
述
の
『
勅

ち
よ
く
し
ゆ
う
ひ
や
く
じ
よ
う

修
百
丈
清し

ん

規ぎ

』
で
は
、
少
な
く
と
も
三
度
の
奠
湯
・
奠
茶

仏
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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《
8
》「
山さ

ん

頭と
う

念ね
ん

誦じ
ゆ

」（
訳
注
底
本
『
諸
回
向
清
規
式
』）

　
　

山
頭
は
、
山
の
上
の
こ
と
で
、
火
葬
場
や
埋
葬
地
（
土
葬
の
場
合
）
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
そ
れ
ら
を
指
す
。

「
山
頭
念
誦
」
と
は
、
火
葬
場
や
埋
葬
地
に
お
け
る
念
誦
。
現
在
は
秉ひ

ん

炬こ

（
土
葬
の
場
合
は
下あ

钁か
く

）
の
前
の
念
誦
と
す
る
が
、

諸
清
規
で
は
秉
炬
の
後
の
念
誦
と
す
る
。
ま
た
念
誦
中
に
は
唐
宋
音
で
阿
弥
陀
仏
の
名
を
、「
南な

無む

西し
い

方ほ
う

極き

楽ら

世し

界か
い

、
大だ

い

慈ず

大だ
い

悲ひ

阿お

弥み

陀と
ー

仏ふ
ー

」
と
唱
和
す
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
等
、
日
本
の
清
規
に
は
三
度
唱
え
る
こ
と
が
記
さ

れ
、
現
代
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
一
方
で
『
叢そ

う

林り
ん

校こ
う

定て
い

清し
ん

規ぎ

総そ
う

要よ
う

』『
禅ぜ

ん

林り
ん

備び

用よ
う

清し
ん

規ぎ

』『
勅
修
百
丈
清
規
』
等
に
は

十
度
唱
え
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
現
在
で
は
儀
式
進
行
の
都
合
上
、《
8
》《
9
》《
10
》
は
葬
儀
式
中
に
行
わ
れ
る
。

　
　
　
《
9
》「
秉ひ

ん

炬こ

仏ぶ
つ

事じ

」

　
　

葬
儀
を
執
り
行
う
導
師
が
松た

い

明ま
つ

（
炬こ

火か

）
を
手
に
取
り
、
棺
に
火
を
手
向
け
る
。
こ
の
作
法
を
「
秉ひ

ん

炬こ

」
ま
た
は
「
下あ

火こ

」
と
い
う
。
導
師
は
棺
に
松
明
を
手
向
け
た
の
ち
（
土
葬
の
場
合
は
钁く

わ

）、
法
語
を
唱
え
る
。
な
お
秉
炬
と
下
火
は
、
火
を

手
向
け
る
と
い
う
作
法
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
内
容
が
異
な
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
の
法
語
は
長
く
、
複
数
人

で
行
う
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
法
語
は
短
く
、
一
人
で
行
う
も
の
だ
と
い
う
（『
百

ひ
や
く
じ
よ
う

丈 

清し
ん

規ぎ

左さ

觽け
い

』
巻
上･

四
八
二
頁
ｂ
）。

　
　
　
《
10
》「
荼だ

毘び

」（
訳
注
底
本
『
諸
回
向
清
規
式
』）

  　

秉
炬
仏
事
の
後
、『
楞
厳
呪
』
を
唱
え
「
回
向
（
荼
毘
回
向
）」
を
行
う
。
棺
に
火
を
点
け
、
火
葬
し
て
弔
う
こ
と
を
「
荼だ

毘び

」
と
い
う
。
読
経
中
に
参
列
者
た
ち
が
順
次
焼
香
す
る
。
現
在
は
『
観
音
経
』（『
観
世
音
菩
薩
普
問
品
』）
が
読
誦
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
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以
上
が
、
現
在
の
臨
済
宗
で
行
わ
れ
て
い
る
尊
宿
送
喪
の
大
ま
か
な
流
れ
と
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
で
唱
え
ら
れ
る
念
誦
は
和

訓
を
用
い
、回
向
は
音
読
（
漢
字
を
音
読
み
す
る
）
を
用
い
る
の
が
通
例
と
さ
れ
る
（『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』
六
八
頁
ｂ
）。
ま
た
『
江

湖
法
式
梵
唄
抄
』
は
、
遷
化
後
か
ら
葬
儀
ま
で
に
、
各
仏
事
を
以
下
の
流
れ
で
行
う
こ
と
も
記
す
。《
1
》「
入
龕
仏
事
」
の
後
、

通
夜
と
し
て
《
2
》「
当
夜
念
誦
（
大
夜
念
誦
）」
か
ら
《
5
》「
鎖
龕
仏
事
」
ま
で
を
行
い
、津
送
と
し
て
《
6
》「
起
龕
仏
事
」

か
ら
《
10
》「
荼
毘
」
ま
で
を
行
う
。
た
だ
し
密
葬
と
津
送
に
分
け
て
行
う
場
合
は
ま
た
異
な
る
。

　

次
に
、
こ
こ
ま
で
述
べ
た
現
代
の
式
次
第
を
踏
ま
え
、
以
下
の
『
勅
修
百
丈
清
規
』（
一
三
三
六
―
一
三
四
三
年
）
巻
三
（T48-

1 1 27b~1 1 29b

）
に
見
え
る
尊
宿
送
喪
の
記
述
を
例
に
取
り
、
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
現
在
の
次
第
と
古
い
清
規
の
そ
れ
と
の
違

い
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。

　
《
1
》「
入
龕
仏
事
」《
2
》「
当
夜
念
誦
」
は
遷
化
し
た
当
日
に
行
わ
れ
、
入
龕
し
て
三
日
し
て
「
揜え

ん

龕が
ん

」
と
し
て
棺
の
蓋
を

覆
い
（
入
龕
三
日
揜
龕
）、《
4
》「
移
龕
」
と
し
て
法
堂
へ
棺
を
移
し
て
、《
5
》「
鎖
龕
仏
事
」
を
行
う
。
そ
し
て
法
堂
に
お
い

て
、「
法は

つ

堂と
う

掛け

真し
ん

（
法
堂
に
て
頂
相
を
掛
け
る
）」「
挙こ

哀あ
い

（
棺
の
側
で
鳴
き
声
を
あ
げ
る
儀
礼
）」「
奠
茶
湯
」「
対
霊
小
参
」「
奠
茶

湯
」
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
事
を
経
た
後
に
、
大
夜
の
仏
事
と
し
て
《
3
》「
龕
前
念
誦
」
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
一
夜
を
過

ご
し
た
後
、《
6
》「
起
龕
仏
事
」
を
経
て
棺
を
山
門
へ
移
し
、「
山さ

ん

門も
ん

首し
ゆ

真し
ん

亭て
い

掛け

真し
ん

（
山
門
に
て
頂
相
を
掛
け
る
）」「
奠
茶
湯
」

を
行
う
。
山
門
で
の
一
連
の
儀
式
の
後
、
再
び
「
起
龕
」
し
、
山
頭
へ
と
到
り
、《
9
》「
秉
炬
仏
事
」《
10
》「
荼
毘
」、
そ
し

て
《
8
》「
山
頭
念
誦
」
と
な
る
。
な
お
、「
奠
湯
・
奠
茶
」
は
三
度
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
が
現
在
の
《
7
》「
奠
湯
・

奠
茶
仏
事
」
に
あ
た
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
順
番
と
し
て
は
「
秉
炬
仏
事
」
の
直
前
の
「
奠
茶
湯
」
が
そ
れ
に
当

た
る
と
思
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
の
尊
宿
送
喪
の
次
第
内
容
と
現
行
の
そ
れ
と
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
諸
清
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規
間
で
も
相
違
が
あ
る
。
さ
ら
に
現
代
に
あ
っ
て
も
、
前
述
の
通
り
地
域
や
状
況
に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
順
番
は
ど
う
で
あ
れ
、
右
に
挙
げ
た
《
1
》
か
ら
《
10
》
ま
で
は
、
現
在
の
尊
宿
送
喪
に
お
い
て
比
較
的
共

通
す
る
項
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
な
ら
び
に
次
稿
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
注
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

︽
凡
　
例
︾

○�

『
諸
回
向
清
規
式
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館･

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
善
通
寺
所
蔵
本
を
用
い
た
。

（http://base1.nijl.ac.jp/iview
/Fram

e.jsp?D
B_ID

=G0  0  0  3  9  17 KTM
&

C_CO
D

E=XSE1-1 1 3 01･

最
終
閲
覧
日
、
二
〇
二
三
年

三
月
三
十
一
日
）

○�

『
小
叢
林
略
清
規
』
は
、
禅
文
化
研
究
所
編
集
部
編
『
小
叢
林
略
清
規
』（
江
湖
叢
書･

禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
所
収
の
訓
読
文･

付
録
の
影
印
を
用
い
た
。

○
原
文･

校
記･

書
き
下
し
文･

口
語
訳･
語
注
の
順
に
並
べ
た
。

○
訳
注
は
念
誦
・
回
向
に
絞
っ
た
。
そ
の
た
め
底
本
中
の
読
誦
経
典
の
指
示
等
は
脚
注
に
お
い
て
示
し
た
。

○
原
文
・
引
用
に
お
け
る
「
割
り
注
」
は
〈　

〉
で
表
記
し
た
。

○
特
別
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

○
書
き
下
し
文
は
、『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

○
現
代
語
訳
に
際
し
、〔　

〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○
参
考
文
献･

略
号
は
以
下
の
通
り
。

Ｔ
…
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
全
一
〇
〇
巻
（
高
楠
順
次
郎 

編
、
大
正
一
切
経
刊
行
会･

一
九
二
四
―
一
九
三
二
年
）

Ｘ
…
…�

『
新
纂 

大
日
本
続
蔵
経
』
全
九
〇
巻
（
西
義
雄･

玉
城
康
四
郎 

監
修 

河
村
孝
照 

編
、
国
書
刊
行
会･

一
九
八
〇
―
一
九
八
九
年
）

『
漢
語
』　　
　
　
　
　

…
…
『
漢
語
大
詞
典
』
全
十
二
冊
（
羅
竹
風 

主
編･

上
海
辞
書
出
版
社･

一
九
七
九
―
一
九
九
三
年
）
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『
大
漢
和
』　　
　
　
　

…
…
『
修
訂
版 

大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次･

大
修
館
書
店･

一
九
七
九
年
）

『
漢
辞
海
』　　
　
　
　

…
…
『
漢
辞
海
』
第
四
版
（
戸
川
芳
郎 

監
修･

三
省
堂･

二
〇
一
六
年
）

『
中
村
』　　
　
　
　
　

…
…
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
中
村
元･

東
京
書
籍･

一
九
八
一
年
）

『
禅
学
』　　
　
　
　
　

…
…
『
禅
学
大
辞
典
』（
駒
澤
大
学
内
禅
学
大
辞
典
編
纂
所･

大
修
館
書
店･

一
九
七
八
年
）

『
百
丈
清
規
左
觽
』　　

…
…
『
勅
修
百
丈
清
規
左
觽･

庯
峭
余
録
』
上･

下
（《
禅
学
叢
書
》
八･

中
文
出
版
社･

一
九
七
七
年
）

『
禅
林
象
器
箋
』　　
　

…
…
『
禅
林
象
器
箋
』（《
禅
学
叢
書
》
九･

中
文
出
版･

一
九
七
九
年
）

『
諸
回
向
清
規
式
抄
』　

…
…
『
諸
回
向
清
規
式
抄
』（
禅
文
化
研
究
所･

二
〇
〇
四
年
）

『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』　

…
…
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』
改
編
版
（
禅
文
化
研
究
所･

二
〇
一
八
年
）

本
多
道
隆
［
二
〇
二
二
］
…�
「
臨
済
宗
の
回
向
文　

訳
注
（
一
）
―
葬
儀･

法
事
の
偈
文
と
回
向
文
―
」（『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論

叢
』
第
一
七
号･

四
五
九
―
四
九
六
頁
）
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　︽
目
　
次
︾

　
　
尊 
宿 

送 

喪

　
　
　
尊
宿
入
龕
念
誦
・
入
龕
念
誦
諷
経
回
向

　
　
　
尊
宿
大
夜
念
誦
（
尊
宿
当
夜
念
誦
）

　
　
　
尊
宿
龕
前
念
誦
・
龕
前
念
誦
諷
経
回
向

　
　
　
鎖
龕
回
向

　
　
　
起
龕
念
誦

　
　
　
山
頭
念
誦
（「
臨
済
宗
の
回
向
文 
訳
注
（
三
）」
収
録
）

　
　
　
荼
毘
回
向
（「
臨
済
宗
の
回
向
文 
訳
注
（
三
）」
収
録
）

　
　
　

尊 

宿 

入 

龕 

念 

誦 

・ 

入 

龕 

念 
誦 
諷 

経 

回 

向

　
　
　
　
　

 �（『
小
叢
林
略
清
規
』
に
拠
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』
に
無
し
。『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
送
喪
儀･

尊
宿
入
龕
念
誦
并
回

向
」T8 1-7 17c~7 18a

、
禅
文
化
本･

一
九
四
頁
／
三
一
八
頁
ｂ
）

︻
尊
宿
入
龕
念
誦
︼

切
（
（
（

 

以
（
（
（

、
冥

（
（
（

権
妙
密
、
示
化
迹（
一
）於
人
天
、
至

（
（
（

性
円
明
、
契
玄
機
於
仏
祖
。
恭
惟
堂

（
（
（

頭
和
尚
、
皦

（
（
（

然
智
月
、
光
収
万
頃
之
波
。

允
（
（
（

矣
悲
心
、
式
副（
二
）十
方
之
感
。
瞻

（
（
（

顔
無
地（
三
）、
披
志
有
帰
。
是
集
真

（
（
（

徒
、
讃
揚
聖
号
。
為

（
（1
（

如
上
縁
念（
四
）。
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＊

（
一
）　

化
迹
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
化ケ

シ
ヤ
ク迹

」
と
振
る
。

（
二
）　

式
副
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
式ノ

リ
カ
ナ
フ副

」
と
振
る
。

（
三
）　

地
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
地ト

コ
ロ」

と
振
る
。

（
四
）　

為
如
上
縁
念
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
為イ

如ジ

上
縁
念ニ

ヤ
ン」

と
振
る
。

＊

切せ
つ

に
以

お
も
ん
みれ

ば
、
冥

み
よ
う
ご
ん
み
よ
う
み
つ

権
妙
密
、
化け

じ
や
く迹

を
人に

ん

天で
ん

に
示
し
、
至し

し
よ
う
え
ん
み
よ
う

性
円
明
、
玄げ

ん

機き

を
仏
祖
に
契か

な

わ
し
む
。
恭

う
や
う
やし

く
惟

お
も
ん
みれ

ば
堂ど

う
ち
よ
う頭

和
尚
、

皦き
よ
う
ね
ん

然
た
る
智
月
、
光
り
万ば

ん

頃け
い

の
波
に
収
ま
る
。
允ま

こ
とな

る
か
な
悲
心
、
式の

り

十
方
の
感
に
副か

な

う
。
瞻せ

ん
が
ん
と
こ
ろ

顔
地
無
く
、
披ひ

志し

帰
す
る
有
り
。

是こ
こ

に
真
徒
を
集
め
て
、
聖
号
を
讃
揚
す
。
為

い
じ
じ
よ
う
ね
ん
に
や
ん

如
上
縁
（
如に

よ
じ
よ
う上

の
縁
の
為
に
念
ず
）。

＊

　

ひ
そ
や
か
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
ま
す
と
、〔
入
龕
す
る
和
尚
の
〕
教
化
は
そ
れ
と
は
分
か
ら
な
い
方
便
を
用
い
た
綿
密
な
も

の
で
あ
り
、
人
界･

天
界
に
そ
の
跡
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、〔
和
尚
の
〕
素
晴
ら
し
い
性
質
は
円
か
に
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
奥
深
い
境
涯
は
仏
祖
と
並
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
住
持
和
尚
を
思
う
と
、〔
和
尚
の
〕
衆
生
へ
の
教
化
は
燦
然

と
光
り
輝
く
月
の
光
が
波
を
照
ら
す
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。〔
ま
た
そ
の
〕
大
慈
悲
心
は
真
実
の
も
の
で
あ
り
、
世
界
中
の
衆

生
の
信
心
と
機
根
に
応
じ
る
様
は
〔
見
習
う
べ
き
〕
模
範
で
も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
そ
の
尊
顔
を
拝
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

が
、〔
私
た
ち
の
〕
真
心
は
〔
和
尚
を
〕
拠
り
所
と
し
て
い
ま
す
。〔
そ
こ
で
〕
こ
こ
に
僧
侶
を
集
め
て
、
仏
菩
薩
の
御
名
を
讃

歎
し
ま
す
。〔
こ
れ
は
〕
上
述
の
縁
に
よ
り
念
誦
す
る
も
の
で
す
。
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︻
入
龕
念
誦
諷
経
回
向
︼

上
来
念
誦（
五
）諷
経
功
徳
奉
為
、
堂
頭
和
尚
、
無

（
（1
（

生
報
地
、
妙
極
荘
厳（
六
）。
十
方
〈
云
云
〉。

＊

（
五
）　

念
誦
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
念ニ

ヤ
ン
ズ誦

」
と
振
る
。

（
六
）　

無
生
報
地
妙
極
荘
厳
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
無ブ

生サ
ン

報ホ
ウ

地ヂ

妙メ
ウ

極キ

荘サ
ウ

厳ネ
ン

」
と
振
る
。

＊

上じ
よ
う
ら
い
ね
ん
じ
ゆ
ふ

来
念
誦
諷
経ぎ

ん

功く
ん

徳て

奉ぶ
ん

為に

、
堂
頭
和
尚
、
無ぶ

生さ
ん

報ほ
う

地じ

、
妙み

よ
う
き
そ
う
ね
ん

極
荘
厳
（
上
来
念
誦
諷
経
す
る
功
徳
は
堂
頭
和
尚
の
為
に
し
奉
り
、
無む

し
よ
う生

の
報ほ

う

地ち

、
妙み

よ
う
ご
く極

を
荘
厳
せ
ん
こ
と
を
）。
十
方
〈
云
云
〉。

＊

　

こ
れ
ま
で
経
文
を
読
誦
し
た
功
徳
は
、
和
尚
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
、〔
和
尚
が
赴
く
〕
生
死
を
超
越
し
た
悟
り
の
地
を
こ

の
上
な
く
厳
か
に
整
え
る
も
の
で
す
。
一
切
の
諸
も
ろ
の
〔
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大

な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
〕。

＊

（
1
）　

切
以
…
…
十
方
〈
云
云
〉
＝
ほ
ぼ
同
文
が
『
勅

ち
よ
く
し
ゆ
う
ひ
や
く
じ
よ
う

修
百
丈
清し

ん

規ぎ

』（
一
三
三
六
―
一
三
四
三
年
）
巻
三
「
入
龕
」（T48-1 1 27c

）

に
見
え
、「
乃
唱
十
仏
名
。
次
大
悲
呪
」
を
「
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
、
云
云
。
挙
大
悲
呪
」
に
作
る
点
の
み
異
な
る
。
ま
た
『
禅ぜ

ん

林り
ん

備び

用よ
う

清し
ん

規ぎ

』（
一
三
一
一
年
）
巻
九
「
邇
・
入
龕
念
誦
」（X63-6 53b
）
や
南
山
律
宗
の
『
律り

つ

苑え
ん

事じ

規き

』（
一
三
二
五
年
）
巻
九

「
制
・
入
龕
」（X60-1 28c

）、
日
本
曹
洞
宗
の
『
瑩け

い

山ざ
ん

清し
ん

規ぎ

』（
一
三
二
四
年
）
巻
上
「
尊
宿
遷
化
」「
入
龕
念
誦
」（T82-4 30a

）

に
も
類
似
文
が
見
え
る
。
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
で
指
摘
す
る
（
以
下
、
各
書
の
巻
数
や
頁
数
は
略
す
）。
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（
2
）　

切
以
＝
う
や
う
や
し
く
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
。
こ
こ
に
お
け
る
切
は
窃
が
転
訛
し
た
も
の
と
さ
れ
、
謙
譲
の
意
が
込
め
ら
た

「
ひ
そ
や
か
に
」
の
意
。
本
多
［
二
〇
二
二
、
四
八
六
］「
龕
前
念
誦
」
注
（
2
）
参
照
。

（
3
）　

冥
権
妙
密
、
示
化
迹
於
人
天
＝
入
龕
す
る
和
尚
の
教
化
が
細
密
で
優
れ
て
い
た
こ
と
を
讃
え
る
。「
冥
権
妙
密
」
は
、
方
便
を
駆

使
し
綿
密
で
あ
る
う
え
に
、
一
見
し
て
も
そ
れ
と
は
分
か
ら
な
い
接
化
の
様
。
こ
れ
に
つ
い
て
無む

じ
や
く
ど
う
ち
ゆ
う

著
道
忠
（
一
六
五
三
―
一
七
四

五
）
は
『
百

ひ
や
く
じ
よ
う

丈 

清し
ん

規ぎ

左さ

觽け
い

』
に
お
い
て
以
下
の
様
に
解
説
す
る
。「
祖
師
の
善
権
の
方
便
、
玄
妙
秘
密
に
し
て
甚は

な
はだ

見
難
し
（
祖
師

善
権
方
便
、
玄
妙
秘
密
甚
難
見
也
）」（
巻
上
・
四
七
一
頁
ｂ
）。「
冥
権
」
は
仏
道
を
示
す
に
あ
た
り
、
そ
れ
と
明
白
に
は
わ
か
ら
な

い
教
導
、「
妙
密
」
は
細
密
な
様
、
妙
も
密
も
「
細
か
な
」
の
意
。「
冥
権
」
に
つ
い
て
、
北
宋
の
仏ぶ

つ

日に
ち

契か
い

嵩す
う

（
一
〇
〇
七
―
一
〇
七

二
）
は
、
教
導
に
あ
た
り
仏
道
以
外
も
用
い
、
ま
た
不
測
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
示
す
。「
権
な
る
者
に
、
顕
権
有
り
冥
権
有

り
。
…
…
聖
人
の
之
を
冥
権
す
る
は
、
則
ち
異
道
を
為
し
、
他
教
を
為
し
、
善
悪
と
其
の
事
を
同
じ
う
す
る
を
為
し
、
夫そ

の
信
ぜ
ざ

る
者
の
与た

め

に
、
預
め
其
の
得
道
の
遠
縁
を
為
す
な
り
。
顕
権
は
見
る
べ
く
も
、
冥
権
は
測
ら
ざ
る
な
り
（
権
也
者
、
有
顕
権
有
冥
権
。

…
…
聖
人
冥
権
之
、
則
、
為
異
道
、
為
他
教
、
為
与
善
悪
同
其
事
、
与
夫
不
信
者
、
預
為
其
得
道
之
遠
縁
也
。
顕
権
可
見
、
而
冥
権

不
測
也
）」（『
鐔た

ん
し
ん
も
ん
じ
ゆ
う

津
文
集
』
巻
二
「
輔ほ

き
よ
う
へ
ん

教
編
」
中T52-6 54c

）。「
示
化
迹
於
人
天
」
は
、
人
・
天
両
界
に
お
い
て
教
化
し
た
痕
跡
を

示
す
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
無
著
は
『
百
丈
清
規
左
觽
』
に
お
い
て
以
下
の
様
に
解
説
す
る
。「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
化
度
の
迹
を
人

間
・
天
上
に
示
す
な
り
（
言
示
化
度
之
迹
於
人
間
・
天
上
也
）」（
四
七
一
頁
ｂ
）。
同
意
の
「
化
跡
」
に
つ
い
て
、
北
宋
の
元が

ん
じ
よ
う照

（
一
〇
四
八
―
一
一
一
六
）
は
、「
化
跡
は
往
昔
の
因
縁
を
謂
う
（
化
跡
謂
往
昔
因
縁
）」
と
述
べ
る
（『
四し

分ぶ

律り
つ

行ぎ
よ

事う
じ

鈔し
よ

資う
し

持じ

記き

』
巻

中
「
釈
釈
相
篇
」T40-2 63a

）。
な
お
『
禅
林
備
用
清
規
』『
律
苑
事
規
』『
瑩
山
清
規
』
は
、「
美
権
普
く
示
し
、
化
迹
を
人
天
に

分
か
つ
（
美
権
普
示
、
分
化
迹
於
人
天
）」
に
作
る
。

（
4
）　

至
性
円
明
、
契
玄
機
於
仏
祖
＝
性
質
が
円
か
に
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
玄
妙
な
る
境
地
は
仏
祖
に
適
う
。「
至
性
円
明
」
に
つ
い

て
無
著
は
『
百
丈
清
規
左
觽
』
に
お
い
て
以
下
の
様
に
解
説
す
る
。「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
常
に
化
迹
を
垂
る
こ
と
を
示
せ
ど
も
至
極

の
妙
性
、
円
満
に
し
て
虧か

け
ず
、
明
浄
に
し
て
汚け

が

る
る
こ
と
無
き
な
り
（
言
示
常
垂
化
迹
而
至
極
妙
性
円
満
而
不
虧
、
明
浄
而
無
汚

也
）」（
巻
上
・
四
七
二
ａ
）。
ま
た
同
様
に
「
契
玄
機
於
仏
祖
」
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
言
う
。「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
仏
祖
の
玄
妙
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の
機
智
に
契
同
し
て
、
異
な
る
こ
と
無
く
別
な
る
こ
と
無
き
な
り
（
言
契
同
仏
祖
玄
妙
之
機
智
、
無
異
無
別
也
）」（
前
同
）。「
玄

機
」
は
玄
妙
な
る
機
微
の
こ
と
。
唐
の
元げ

ん

康こ
う

（
生
没
年
未
詳
）
は
「
玄
機
と
謂
う
は
聖
人
の
心
な
り
（
玄
機
謂
聖
人
心
也
）」
と
い

う
（『
肇じ

よ
う
ろ
ん
し
よ

論
疏
』
巻
下
「
涅
槃
無
名
論
并
表
上
秦
主
姚
興
」T45-1 99b

）。
な
お
『
禅
林
備
用
清
規
』『
律
苑
事
規
』『
瑩
山
清
規
』
は
、

「
妙
体
独
り
存
し
、
玄
機
を
仏
祖
に
起
こ
せ
し
む
（
妙
体
独
存
、
起
玄
機
於
仏
祖
）」
に
作
る
。

（
5
）　

堂
頭
和
尚
＝
堂
頭
は
方
丈
と
同
義
で
住
持
の
居
処
を
い
う
（『
禅ぜ

ん
り
ん
し
よ
う
き
せ
ん

林
象
器
箋
』
巻
一
「
殿
堂
類
上
」「
堂
頭
」
六
一
頁
ａ
）。
転
じ

て
堂
頭
和
尚
、
ま
た
は
堂
頭
で
住
持
を
指
す
（『
禅
林
象
器
箋
』
巻
一
「
呼
称
類
上
」「
堂
頭
和
尚
」「
方
丈
和
尚
」
二
〇
一
頁
ａ
ｂ
）。

『
瑩
山
清
規
』
は
「
東
堂
和
尚
」
に
作
る
。

（
6
）　

皦
然
智
月
、
光
収
万
頃
之
波
＝
智
慧
の
月
の
光
が
海
の
波
に
降
り
注
ぐ
。「
皦
然
」
は
光
り
輝
く
こ
と
。『
続ぞ

く
い
つ
さ
い
き
よ
う
お
ん
ぎ

一
切
経
音
義
』（
九

八
七
年
）
に
「
放
光
也
」
と
見
え
る
（
巻
一
〇
「
琳
法
師
別
伝
巻
中･

皦
然
」T54-9 77c

）。「
智
月
」
は
智
慧
の
月
、
悟
り
が
衆
生

を
利
益
す
る
こ
と
を
一
切
を
照
ら
す
月
の
光
に
た
と
え
た
も
の
。『
華
厳
経
』（
八
十
華
厳
）
に
「
如
来
の
智
月
、
世
間
に
出い

ず
（
如

来
智
月
出
世
間
）」
と
あ
り
（
巻
八
〇
「
入
法
界
品
」T10-4 44c

）、
ま
た
別
訳
『
華
厳
経
』（
六
十
華
厳
）
に
は
、「
仏
の
智
慧
の
月
、

普
ね
く
法
界
を
照
ら
す
（
仏
智
慧
月
普
照
法
界
）」
と
見
え
る
（
巻
一
三
「
如
来
昇
兜
率
天
宮
一
切
宝
殿
品
」T9-4 82c

）。「
万
頃
」

は
、
地
面
や
水
面
が
広
々
と
し
て
い
る
様
。「
光
収
万
頃
之
波
」
は
、
悟
り
が
世
界
に
遍
満
す
る
様
を
智
月
の
光
が
大
海
を
照
ら
す

に
喩
え
る
。
加
え
て
無
著
は
、
遷
化
の
様
も
譬
喩
し
て
い
る
と
述
べ
る
（「
今
ま
遷
化
す
る
が
故
に
光
収
ま
る
と
言
う
（
今
遷
化
故

言
光
収
）」『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四
七
二
頁
ａ
）。
ま
た
こ
の
表
現
に
は
、
以
下
の
二
義
が
あ
る
と
い
う
。「
謂
う
こ
こ
ろ
は
仏

祖
化
に
赴
く
、
以
て
月
の
水
波
に
影
す
る
を
喩
う
。
故
に
波
に
光
収
ま
る
と
言
う
。
又
た
月
の
光
を
波
に
喩
う
は
、「
郊
祀
の
歌
」

の
如
し
。
今
ま
波
を
収
む
と
言
う
は
即
ち
光
を
収
む
る
な
り
（
謂
仏
祖
赴
化
、
以
喩
月
影
於
水
波
。
故
言
光
収
於
波
。
又
月
光
喩
波
、

如
郊
祀
歌
。
今
言
収
波
即
収
光
也
）」（
同
前
）。
な
お
『
禅
林
備
用
清
規
』『
律
苑
事
規
』『
瑩
山
清
規
』
は
、「
孤
円
た
る
智
月
、
俄に

わ
か

に
万
水
の
波
に
収
ま
る
（
孤
円
智
月
、
俄
収
万
水
之
波
）」
に
作
る
。

（
7
）　

允
矣
悲
心
、
式
副
十
方
之
感
＝
そ
の
模
範
た
る
大
悲
心
は
、
衆
生
の
求
め
と
機
根
に
一
致
し
応
じ
る
。「
矣
」
は
文
末
に
置
き
感

嘆
を
表
す
（『
漢
辞
海
』
一
〇
一
〇
頁
ｂ
）。「
感
」
は
「
衆
生
の
信
心･
善
根
が
諸
仏
菩
薩
に
通
じ
て
そ
の
力
が
現
れ
る
こ
と
」
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（『
中
村
』
一
九
〇
頁
ａ
）、
を
指
す
「
感
応
」
の
「
感
」。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
信
心･

機
根
を
い
う
。「
悲
心
」
に
つ
い
て
無
著
は
、

遷
化
し
た
和
尚
の
大
悲
心
だ
と
注
す
（「
悲
心
は
遷
化
の
人
の
大
悲
心
（
悲
心
遷
化
人
之
大
悲
心
）」『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四

七
二
頁
ａ
）。
ま
た
「
式
」
を
接
続
詞
で
は
な
く
、「
の
り
（
法
度
）」
と
解
釈
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
句
の
「
光
」
と
対
と
し
て

取
る
た
め
だ
と
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
式
は
法
度
な
り
。
以
て
光
の
字
に
対
す
。
若
し
『
用も

つ

て
也
』
の
訓
に
依
れ
ば
、
則
ち
虚

字
と
成
る
。
恐
ら
く
は
是
な
ら
ず
。
言
う
こ
こ
ろ
は
今
ま
此
土
に
滅
を
示
す
。
蓋
し
十
方
の
国
土
の
衆
生
の
機
に
応
副
し
て
、
其
の

感
に
赴
き
て
度
生
す
る
な
り
。
其
の
悲
心
の
応
ず
る
所
、
自
然
に
法
度
有
り
、
故
に
式
と
言
う
な
り
（
式
、
法
度
也
。
以
対
光
字
。

若
依
用
也
訓
、
則
成
虚
字
。
恐
不
是
。
言
今
此
土
示
滅
。
蓋
応
副
十
方
国
土
衆
生
之
機
、
赴
其
感
而
度
生
也
。
其
悲
心
之
所
応
、
自

然
有
法
度
、
故
言
式
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四
七
二
頁
ａ
ｂ
）。
一
方
で
、『
禅
林
備
用
清
規
』『
律
苑
事
規
』『
瑩
山
清

規
』
に
は
、「
広
大
な
る
悲
心
、
却
っ
て
十
方
の
感
に
応
ず
（
広
大
悲
心
、
却
応
十
方
之
感
）」
と
見
え
、「
式
」
は
、
継
続
を
表
す

副
詞
の
「
却
（「
そ
の
ま
ま
」
の
意
）」
に
作
る
。
す
な
わ
ち
、
三
書
を
踏
ま
え
る
と
、「
式
」
は
「
前
の
事
実
を
受
け
て
続
け
る
意

で
あ
る
接
続
詞
」
と
し
て
、「
式も

つ

て
」（『
漢
辞
海
』
四
八
五
頁
ｃ
）
と
読
む
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
立
場
に
よ
り
訓

読
す
る
と
、「
允ま

こ
とな

る
か
な
悲
心
、
式も

つ

て
十
方
の
感
に
副か

な

う
」
と
な
り
、
現
代
語
訳
は
、「〔
和
尚
の
〕
大
悲
心
は
真
実
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
世
界
の
衆
生
の
信
心
と
機
根
に
応
じ
る
」
と
な
る
。
し
か
し
、
句
形
か
ら
見
れ
ば
、「
皦
然
智
月
、
光
収
万
頃
之

波
」
と
「
允
矣
悲
心
、
式
副
十
方
之
感
」
は
四
字
＋
六
字
の
対
句
に
見
え
る
か
ら
、
や
は
り
無
著
の
主
張
の
方
が
説
得
力
が
あ
ろ
う
。

（
8
）　

瞻
顔
無
地
、
披
志
有
帰
＝
和
尚
の
顔
を
も
う
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
皆
の
真
心
は
和
尚
に
帰
す
。「
瞻
顔
無
地
」
に
つ
い

て
、
無
著
は
次
の
よ
う
に
注
す
。「
今
ま
俄
に
化
し
去
り
、
復
た
其
の
面
を
見
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
然
も
見
る
こ
と
を
得
る
の
処
無

き
な
り
（
今
俄
化
去
、
欲
復
見
其
面
、
然
無
得
見
之
処
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四
七
二
頁
ｂ
）。
ま
た
、「
披
志
有
帰
」

に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
い
う
。「
衆
、
今
ま
心
志
を
披
開
し
て
、
有
徳
の
人
を
慕
向
す
。
故
に
此
の
有
徳
の
人
は
、
即
ち
衆
心
の

帰
趣
す
る
所
な
り
（
衆
今
披
開
心
志
、
慕
向
有
徳
之
人
。
故
此
有
徳
人
者
、
即
衆
心
之
所
帰
趣
也
）」（
前
同
）。
な
お
「
披
志
」
と

同
意
と
思
わ
れ
る
「
披
心
」
は
真
心
を
露
わ
に
す
る
こ
と
（「
今
ま
十
方
の
仏
菩
薩
の
前
に
対
し
、
披
心
懺
悔
し
敢
え
て
復
た
〔
罪

を
〕
造
ら
ず
（
今
対
十
方
仏
菩
薩
前
、
披
心
懺
悔
不
敢
復
造
）」『
大だ

い

毘び

盧る

遮し
や

那な
ぶ

仏つ
せ

説つ
よ

要う
り

略や
く

念ね
ん

誦じ
ゆ

経き
よ
う』T18-55c

）。
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（
9
）　

真
徒
＝
「
真
徒
」
に
つ
い
て
無
著
は
僧
だ
と
述
べ
る
（「
真
法
を
学
ぶ
徒
属
、
即
ち
僧
を
言
う
な
り
（
学
真
法
徒
属
、
即
言
僧

也
）」『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四
七
二
頁
ｂ
）。

（
10
）　

為
如
上
縁
念
＝
す
で
に
示
し
た
と
お
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
、「
為イ

如ジ

上
縁
念ニ

ヤ
ン」

と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
お
り
、
当
時
か
ら
唐

宋
音
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
当
該
箇
所
の
注
で
は
な
い
が
、
無
著
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
上○

に
所
謂
、
堂
頭

の
寂
に
帰
す
等
の
因
縁○

の
為○

に
、
大
衆
、
須
ら
く
下
の
文
の
十
号
を
念○

ず
べ
し
（
為○

上○

所
謂
、
堂
頭
帰
寂
等
因
縁○

、
大
衆
須
念○

下
文

十
号
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四
七
三
頁
ｂ
）。「
如
上
」
は
上
述
と
同
意
。
な
お
『
律
苑
事
規
』
は
、「
讃
揚
聖
号
。
為
如

上
縁
念
〈
乃
唱
十
仏
名
、
次
大
悲
呪
、
回
向
云
〉」
を
「
専
誠
に
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
一
巻
を
諷
誦
し
、
四
聖
の
洪
号
を
称
念
す

（
専
誠
諷
誦
仏
説
阿
弥
陀
経
一
巻
、
称
念
四
聖
洪
号
）」
に
作
る
。「
四
聖
」
は
一
般
的
に
は
「
阿
弥
陀
仏･

観
音
菩
薩･

勢
至
菩
薩

･

大
海
衆
菩
薩
」
を
い
う
が
（『
禅
林
象
器
箋
』
巻
一
三
「
諷
唱
類
」「
四
聖
号
」
五
四
四
頁
ａ
）、
こ
こ
で
は
何
を
指
す
の
か
不
明
。

ま
た
、『
瑩
山
清
規
』
は
「
為
如
上
縁
念
」
を
「
仰
憑
大
衆
念
」
に
作
る
。

　
　
　

な
お
こ
の
後
に
「
十
仏
名
」、
そ
し
て
『
大
悲
呪
』
を
唱
え
、
回
向
を
行
う
指
示
が
見
え
る
（〈
乃
唱
十
仏
名
、
次
大
悲
呪
、
回
向

云
〉）。
十
仏
名
は
諸
仏
菩
薩
の
名
。
そ
の
内
容
は
資
料
に
よ
り
一
定
し
て
い
な
い
が
、
現
在
の
臨
済
宗
で
は
以
下
を
唱
え
る
。「
清

浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
、
円
満
報
身
盧
舎
那
仏
、
千
百
億
化
身
釈
迦
牟
尼
仏
、
当
来
下
生
弥
勒
尊
仏
、
十
方
三
世
一
切
諸
仏
、
大
聖
文

殊
師
利
菩
薩
、
大
行
普
賢
菩
薩
、
大
悲
観
世
音
菩
薩
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」。
十
仏
名
を
唱
え
る
こ
と
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
本
多
［
二
〇
二
二
、
四
八
五
―
四
八
八
」「
龕
前
念
誦
」
注
（
10
）
を
参
照
。

（
11
）　

無
生
報
地
、
妙
極
荘
厳
＝
読
経
の
功
徳
に
よ
り
和
尚
が
輪
廻
し
て
至
る
べ
き
、
生
死
を
超
え
た
悟
り
の
地
を
荘
厳
す
る
。「
上
来

念
誦
…
…
妙
極
荘
厳
」
の
本
回
向
箇
所
は
、
す
で
に
示
し
た
通
り
、
唐
宋
音
の
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
お
り
、
訓
読
せ
ず
に
誦
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、「
入
龕
念
誦
諷
経
回
向
」
と
い
う
呼
称
は
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』（
六
九
頁
ａ
）
に
依
っ
た
も
の
で
あ
り
、

諸
本
に
は
見
え
な
い
。「
無
生
」
は
「
空
の
こ
と
。
生
滅
を
離
れ
た
絶
対
の
真
理
」（『
中
村
』
一
三
三
〇
頁
ｂ
）。「
報
地
」
は
来
る

べ
き
報
い
と
し
て
輪
廻
す
る
先
（
本
多
［
二
〇
二
二
、
四
九
〇
］「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
注
（
3
）「
荘
厳
報
地
」
参
照
）。「
妙

極
」
は
「
絶
妙
至
極
の
略
。
こ
よ
な
き
き
わ
み
」（『
中
村
』
一
三
〇
三
頁
ｃ
）。『
三
論
玄
義
』
に
「
仏
は
大
覚
と
名
づ
け
、
老
は
天
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尊
と
曰
う
。
人
は
と
も
同
に
上
聖
に
し
て
、
法
は
倶
に
妙
極
な
り
（
仏
名
大
覚
、
老
曰
天
尊
。
人
同
上
聖
、
法
倶
妙
極
）」（T45-

2a

）
と
見
え
る
。「
荘
厳
」
は
功
徳
に
よ
り
飾
る
こ
と
（
本
多
［
二
〇
二
二
、
四
九
〇
］
同
前
、
参
照
）。
無
著
は
「
無
生
報
地
」

に
つ
い
て
、
悟
り
の
境
涯
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
報
地
は
、
修
因
に
依
っ
て
感
ず
る
所
の
報
土
な
り
。
無
生
の
報

地
は
所
謂
る
無
生
国
、
乃
ち
本
分
の
家
郷
な
り
（
報
地
者
、
依
修
因
所
感
報
土
也
。
無
生
報
地
、
所
謂
無
生
国
乃
本
分
家
郷
也
）」

（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四
七
三
頁
ａ
）。
ま
た
「
妙
極
荘
厳
」
は
次
の
よ
う
に
い
う
、「
浄
土
の
荘
厳
、
修
因
の
功
徳
の
感
ず
る

所
な
り
。
今
ま
此
の
無
生
の
国
念
、
其
れ
荘
厳
妙
好
に
し
て
極
め
て
至
れ
り
（
浄
土
荘
厳
、
修
因
功
徳
所
感
。
今
此
無
生
国
、
其
荘

厳
妙
好
極
至
）」（
同
前
）。
さ
ら
に
「
奉
為
」
以
下
に
つ
い
て
、
無
著
は
「
堂
頭
和
尚
の
無
生
の
報
地
、
妙
極
荘
厳
の
為
に
し
奉

る
」
と
、
現
行
と
は
異
な
る
訓
点
を
打
ち
理
解
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
百
丈
清
規
左
觽
』
に
「
奉
ルレ
為
二ニ
シ
堂
頭

和
尚
〈
乃
至
〉
妙
極
荘
厳
ノ一
」
と
立
項
し
、「
此
く
の
如
く
点
ず
べ
し
（
可
如
此
点
）」（
同
前
）
と
見
え
る
。

　
　
　

尊 

宿 

大 

夜 

念 

誦（
一
）（
尊
宿
当
夜
念
誦
）

　
　
　
　
　

 �（『
諸
回
向
清
規
式
』
に
拠
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
諸
念
誦
之
部
・
尊
宿
大
夜
念
誦
」T81-6 76a

、
善
通
寺
本･

二
五
丁
表
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
送
喪
儀･

尊
宿
遷
化
当
夜
念
誦
」T81-71 8

、
禅
文
化
本･

一
九
四
―
一
九
五
頁

／
三
一
八
頁
ｂ
）

︻
尊
宿
大
夜
念
誦
︼

白
（
（
（

大
衆
。
某

（
（
（

和
尚（
二
）、
已
皈（
三
）真
寂
、
衆
失
所
依
。
但

（
（
（

念
無
常
、
慎
勿
放
逸
。
為

（
（
（

如
上
縁
念（
四
）。

（
一
）　

尊
宿
大
夜
念
誦
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
、「
尊
宿
遷
化
当
夜
念
誦
」
に
作
る
。

（
二
）　

某
和
尚
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
堂
頭
和
尚
」
に
作
る
。
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（
三
）　

皈
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
は
）「
帰
」
に
作
る
。

（
四
）　

為
如
上
縁
念
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
為イ

如ジ

上
縁
念ニ

ヤ
ン」

と
振
る
。

＊

大
衆
に
白も

う

す
。
某
和
尚
、
已す

で

に
真し

ん
じ
や
く寂

に
皈き

し
て
、
衆
、
所し

よ

依え

を
失
す
。
但
だ
無
常
を
念
じ
て
、
慎
し
み
て
放ほ

う

逸い
つ

す
る
こ
と
勿な

か

れ
。
為い

如じ
じ
よ
う
ね
ん
に
や
ん

上
縁
念
（
如に

よ
じ
よ
う上

の
縁
の
為
に
念
ず
）。

＊

　

大
衆
に
申
し
あ
げ
ま
す
。
某
和
尚
は
す
で
に
遷
化
な
さ
り
、
大
衆
は
拠
り
所
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。〔
し
か
し
な
が

ら
、〕
無
常
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、〔
仏
道
修
行
を
〕
怠
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。〔
こ
れ
は
〕
上
述
の
縁
に
よ
り
念
誦
す
る
も
の

で
す
。 

＊

（
1
）　

白
大
衆
、…
…
挙
大
悲
呪
＝
ほ
ぼ
同
文
が
『
勅

ち
よ
く
し
ゆ
う
ひ
や
く
じ
よ
う

修
百
丈
清し

ん

規ぎ

』（
一
三
三
六
―
一
三
四
三
年
）
巻
三
「
入
龕
」（T48-1 1 27c

）・

『
叢そ

う

林り
ん

校こ
う

定て
い

清し
ん

規ぎ

総そ
う

要よ
う

』（
一
二
七
四
年
）
巻
下
「
当
代
住
持
涅
槃
・
大
夜
念
誦
」（X63-6 12b

）・『
禅ぜ

ん

林り
ん

備び

用よ
う

清し
ん

規ぎ

』（
一
三
一
一

年
）
巻
九
「
邇
・
入
龕
念
誦
」（X63-6 53b

）
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
、『
入に

つ

衆し
ゆ

須し
ゆ

知ち

』（
一
二
六
三
年
）「
尊
宿
大
夜
」（X63-5 68a

）
に

は
類
似
文
が
見
え
る
（
次
項
の
﹁
龕
前
念
誦
・
回
向
」
に
も
通
じ
る
）。
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
で
指
摘
す
る
（
以

下
、
各
書
の
巻
数
や
頁
数
は
略
す
）。
現
在
で
は
大
夜
・
当
夜
と
も
に
葬
儀
の
前
日
夜
の
通
夜
と
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

無む
じ
や
く
ど
う
ち
ゆ
う

著
道
忠
は
「
古
解
曰
」
と
し
て
、
当
夜
が
死
去
し
た
夜
で
あ
り
、
大
夜
と
は
そ
の
次
の
日
で
荼
毘
の
前
夜
と
い
う
説
を
示
す
。

「
物
故
の
夜
を
当
夜
と
云
う
。
次
の
夜
を
大
夜
と
曰
う
。
又
た
次
は
荼
毘
の
夜
な
り
（
物
故
之
夜
云
当
夜
。
次
夜
曰
大
夜
。
又
次
荼

毘
夜
也
）」（『
百

ひ
や
く
じ
よ
う

丈 

清し
ん

規ぎ

左さ

觽け
い

』
巻
上
・
四
八
七
頁
ａ
）。

（
2
）　

某
和
尚
、
已
皈
真
寂
。
衆
失
所
依
＝
「
皈
」
は
「
帰
」
の
異
体
字
。『
諸
回
向
清
規
式
』
以
外
の
諸
本
は
「
帰
」
に
作
る
。「
皈
真
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寂
」
は
遷
化
と
同
義
。『
釈
氏
要
覧
』
に
以
下
の
通
り
見
え
る
。「
釈
氏
の
死
、
涅
槃･

円
寂･

帰
真･

帰
寂･

滅
度･

遷
化･

順
世

と
謂
う
は
、
皆
な
一
義
な
り
（
釈
氏
死
、
謂
涅
槃･

円
寂･

帰
真･

帰
寂･

滅
度･

遷
化･

順
世
、
皆
一
義
也
）」（
巻
下
「
送
終･

初
亡
」T54-3 07b

）。
ま
た
『
倶く

舎し
や

論ろ
ん

本ほ
ん

義ぎ
し

抄よ
う

』
に
も
「
真
寂
に
帰
す
、
亦
た
涅
槃
と
名
づ
く
（
帰
於
真
寂
、
亦
名
涅
槃
）」
と
あ

る
（
巻
二
〇
（
第
十
一
巻
抄
）T63-3 27a

）。

（
3
）　

但
念
無
常
、
慎
勿
放
逸
＝
釈
尊
の
遺
誡
を
踏
ま
え
た
句
。
例
え
ば
法
顕
（
三
三
七
―
四
二
二
）
訳
『
大だ

い
は
つ
ね
は
ん
ぎ
よ
う

般
涅
槃
経
』（
小
乗
涅
槃

経
）
巻
上
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
生
死
は
甚
だ
危き

脆ぜ
い

に
し
て
、
身
命
は
悉
く
無
常
な
り
。
常
に
解
脱
を
求
め
、
放
逸
の
行
を
造な

す
こ
と
勿
か
れ
（
生
死
甚
危
脆
、
身
命
悉
無
常
。
常
求
於
解
脱
、
勿
造
放
逸
行
）」（T1-19 3a

）。「
無
常
」
は
、
全
て
の
も
の
が
流

転
し
固
定
し
て
い
な
い
と
い
う
真
理
。「
放
逸
」
は
、
怠
け
疎
か
に
す
る
こ
と
。
な
お
『
入に

つ

衆し
ゆ

須し
ゆ

知ち

』
は
「
但
だ
無
常
を
念
じ
て
、

切
に
放
逸
す
る
こ
と
勿
か
れ
。
恭
し
く
大
衆
を
裒あ

つ

め
て
、
龕
幃
に
粛
詣
し
、
諸
仏
の
洪
名
を
誦
持
し
て
、
上
、
尊
霊
の
覚
路
を
資た

す

く

（
但
念
無
常
切
勿
放
逸
。
恭
裒
大
衆
、
肅
詣
龕
幃
、
誦
持
諸
仏
洪
名
、
上
資
尊
霊
覚
路
）」
に
作
る
。

（
4
）　

為
如
上
縁
念
＝
前
項
「
尊
宿
入
龕
念
誦
并
回
向
」
注
（
10
）
参
照
。『
諸
回
向
清
規
式
』
に
は
ル
ビ
が
な
い
。
な
お
『
叢
林
校
定

清
規
総
要
』『
入
衆
須
知
』
は
、「
仰
憑
大
衆
念
」
に
作
る
。「
仰

に
や
ん
ぴ
ん
だ
い
し
ゆ
に
や
ん

憑
大
衆
念
（
仰
い
で
大
衆
を
憑た

の

ん
で
念
ず
）」
は
、
本
多
［
二
〇
二

二
、
四
八
八
］「
龕
前
念
誦
］
注
（
9
）
参
照
。

　
　
　

ま
た
こ
の
後
に
、「
十
仏
名
」『
大
悲
呪
』
の
順
に
唱
え
る
指
示
が
見
え
る
（
次
十
仏
名
。〈
見
于
前
。〉 

挙
大
悲
呪
）。
し
か
し
、

諸
本
に
よ
り
読
誦
す
る
経
典
や
表
現
が
異
な
る
。
底
本
で
あ
る
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
は
、
回
向
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
小
叢

林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
回
向
は
前
に
同
じ
」
と
見
え
る
（〈
乃
唱
十
仏
名
。
次
大
悲
呪
回
向
、
同
前
〉）。
こ
れ
に
従

う
と
、「
入
龕
回
向
」
と
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、『
勅
修
百
丈
清
規
』『
禅
林
備
用
清
規
』
に
も
「
回
向
、
同
前
」
と
見

え
る
が
、
両
清
規
は
、「
入
龕
念
誦･

十
仏
名･

大
悲
呪･

入
龕
回
向･

楞、

厳、

呪、･

回、

向、

、
大
夜
念
誦･

十
仏
名･

回
向
〈
回
向
、

同
前
〉」
と
、
入
龕
回
向
の
後
に
傍
点
箇
所
の
『
楞
厳
呪
』
と
そ
れ
に
伴
う
回
向
が
入
っ
て
お
り
、
該
当
の
回
向
は
以
下
の
通
り
と

な
る
。「〔
上
来
〕
諷
経
す
る
功
徳
は
、
堂
頭
和
尚
の
為
に
し
奉
り
、
品
位
を
増
崇
す
。
十
方
三
世
、
云
云
（〔
上
来
〕
諷
経
功
徳
、

奉
為
堂
頭
和
尚
増
崇
品
位
。
十
方
三
世
云
云
）」。
ま
た
『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』
に
見
え
る
以
下
の
網
が
け
箇
所
の
回
向
と
同
様
で
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あ
る
。「（
尊
宿
入
龕
の
読
経
回
向
の
記
述
な
し
）
大
夜
念
誦･

十
仏
名･

大
悲
呪･

回
向
（
諸
本
の
開
山
祖
忌
回
向
や
百
丈
忌
回
向

に
類
似
す
る
）・
楞
厳
呪･

回
向
」。
こ
れ
は
現
行
の
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』
に
見
え
る
以
下
の
「
当
夜
諷
経
回
向
」
に
近
い
。「
上

来
諷
経
す
る
功
徳
は
、
新
示
寂
○
○
禅
師
の
真
慈
の
為
に
し
奉
り
、
品
位
を
増
崇
す
。
十
方
三
世
…
…
（
上
来
諷
経
功
徳
奉
為
、
新

示
寂
○
○
禅
師
真
慈
増
崇
品
位
。
十
方
三
世
…
…
）」（
六
九
頁
ｂ
）。
な
お
『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』
に
見
え
る
以
下
の
回
向
は
、

『
勅
修
百
丈
清
規
』
で
は
「
百
丈
忌
」、『
禅
林
備
用
清
規
』『
律
苑
事
規
』
で
は
「
開
山
祖
忌
」
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
回
向
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。「
上
来
念
誦
諷
経
す
る
功
徳
は
、
堂
頭
某
人
和
尚
大
禅
師
の
為
に
し
奉
る
。
伏
し
て
愿ね

が
わく

は
、
曇
花
再
現
し
て
、
重
ね

て
覚
苑
の
春
に
敷
き
、
慧
日
長
明
に
し
て
、
永
く
昏
衢
の
夜
を
燭
さ
ん
こ
と
を
。
再
び
大
衆
を
労
し
て
念
ず
。
十
方
云
云
（
上
来
念

誦
諷
経
功
徳
、
奉
為
堂
頭
某
人
和
尚
大
禅
師
。
伏
愿
曇
花
再
現
、
重
敷
覚
苑
之
春
。
慧
日
長
明
、
永
燭
昏
衢
之
夜
。
再
労
大
衆
念
。

十
方
云
云
）」。
ま
た
『
入
衆
須
知
』
の
回
向
は
以
下
の
通
り
。「
上
来
念
誦
諷
経
す
る
功
徳
は
、
尊
霊
を
資
助
し
て
、
報
地
を
荘
厳

す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
意
に
随
わ
ん
こ
と
を
（
上
来
念
誦
諷
経
功
徳
、
資
助
尊
霊
、
荘
厳
報
地
。
伏
願
随
意
）」。

　
　
　

尊 

宿 

龕 

前 

念 

誦 ･ 
龕 
前 
念 

誦 

諷 

経 

回 

向（
一
）

　
　
　
　
　

 �（『
諸
回
向
清
規
式
』
に
拠
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
諸
念
誦
之
部
・
尊
宿
龕
前
念
誦
」「
次
挙
大
悲
呪 

回
向
曰
」

T81-6 75c

、
善
通
寺
本･

二
三
丁
表
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
送
喪
儀･

尊
宿
龕
前
念
誦
并
回
向
」T81-7 18a

、
禅
文

化
本･

一
九
五
―
一
九
六
頁
／
三
一
八
頁
ｂ
―
三
一
九
頁
ａ
） 

︻
尊
宿
龕
前
念
誦
︼

白
（
（
（

大
衆
。
堂
頭
和
尚
、
入
般
涅
槃（
二
）。
是

（
（
（

日
已
過
、
命
亦
随
減
。
如
少
水
魚
、
斯
有
何
楽
。
衆

（
（
（

等
当
勤
精
進
、
如
救
頭
然（
三
）。

但
（
（
（

念
無
常
、
慎
勿
放
逸
。
恭

（
（
（

裒
大
衆
、
粛
詣
龕
幃
、
誦
持
万
徳
洪
名
、
奉

（
（
（

為
増
崇
品
位
。
仰

（
（
（

憑
大
衆
念（
四
）。
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（
一
）　

尊
宿
龕
前
念
誦･

回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
は
「
尊
宿
龕
前
念
誦
」「
次
挙
大
悲
呪 

回
向
曰
」
と
立
項
さ
れ
て
お
り
、『
小
叢

林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
尊
宿
龕
前
念
誦
并
回
向
」
に
作
る
。

（
二
）　

般
涅
槃
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
般ハ

ツ

涅ネ

槃ハ
ン

」
と
振
る
。

（
三
）　

頭
然
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
頭ヅ

然子
ン

」
と
振
る
。

（
四
）　

仰
憑
大
衆
念
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
仰

ニ
ヤ
ン
ヒ
ン憑

大
衆シ

ユ
ン

 

念ニ
ヤ
ン」

と
振
る
。

＊

大
衆
に
白も

う

す
。
堂
頭
和
尚
、
般は

つ

涅ね

槃は
ん

に
入
る
。
是
の
日
已す

で

に
過
ぐ
れ
ば
、
命
も
亦
た
随
っ
て
減
ず
。
少
水
の
魚う

お

の
如
し
、
斯こ

こ

に

何
の
楽ら

く

か
有
ら
ん
。
衆
等
当ま

さ

に
勤
め
て
精
進
し
、
頭ず

然ね
ん

を
救
う
が
如
く
す
べ
し
。
但
だ
無
常
を
念
じ
て
慎
し
ん
で
放
逸
す
る
こ

と
を
勿
か
れ
。
恭

う
や
う
やし

く
大
衆
を
裒あ

つ

め
て
龕が

ん

幃い

に
粛し

ゆ
く
け
い詣

し
、
万
徳
の
洪
名
を
誦
持
し
て
、
品
位
を
増ぞ

う

崇そ
う

し
奉
る
。
仰に

や
ん
ぴ
ん
だ
い

憑
大   

衆
し
ゆ
ん
に
や
ん

念

（
仰
い
で
大
衆
を
憑た

の

ん
で
念
ず
）。 

＊

　

大
衆
に
申
し
あ
げ
ま
す
。
住
持
和
尚
は
す
で
に
遷せ

ん

化げ

な
さ
い
ま
し
た
。〔
経
典
が
説
く
よ
う
に
、
今
日
と
い
う
〕
こ
の
日
が

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
寿
命
も
〔
そ
れ
に
〕
随
っ
て
〔
そ
の
日
の
分
〕
減
少
し
ま
す
。〔
そ
れ
は
〕
水
の
少
な
い
〔
所
に

い
る
〕
魚
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
こ
に
安
楽
の
境
地
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
皆
、
勤
め
て
精
進
し
、
頭
に
燃

え
さ
か
る
炎
が
あ
れ
ば
〔
懸
命
に
〕
払
い
の
け
る
よ
う
に
〔
努
力
〕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。〔
つ
ね
に
〕
無
常
で
あ
る
こ

と
を
思
い
、〔
仏
道
修
行
を
〕
怠
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
、
僧
侶
た
ち
を
集
め
て
棺
の
帳と

ば
りの

前
に
厳
か
に
進
み
出
て
、

諸
々
の
聖ほ

と
け者

の
御
名
（「
十
仏
名
」）
を
誦よ

み
あ
げ
、〔
和
尚
の
菩
薩
と
し
て
の
〕
階
位
を
高
め
奉
り
ま
す
。
伏
し
て
大
衆
も
〔
一

緒
に
〕
唱
え
る
よ
う
を
願
い
ま
す
。
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︻
龕
前
念
誦
諷
経
回
向
︼

上
（
（
（

来
念
誦
諷
経
功
徳
奉
為
、
新
示
寂（
五
）某
和
尚　

伏
願（
六
）、
不

（
（
（

忘
願
力
、
再
現
曇
花
、
棹

（
（1
（

慈
航
於
生
死
逝
波
、
接
群
迷
於
菩

提
彼
岸
。
再

（
（1
（

労
大
衆
念（
七
）。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉

（
五
）　

示
寂
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
示シ

寂ジ

」
と
振
る
。

（
六
）　

伏
願
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
伏フ

願ゲ
ン

」
と
振
る
。

（
七
）　

忘
願
力
、
…
…
再
労
大
衆
念
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
大
正･

善
通
寺
本
）
は
「
不フ

忘モ
ウ

願ゲ
ン

力リ

、
再サ

イ

現エ
ン

曇ド
ン

花ク
ハ

、
棹タ

ウ

慈ズ

航ア
ン

於イ

生サ
ン

死ス

逝シ
イ

波ハ

、

接セ

群ギ
ン

迷ミ
ン

於イ

菩
提
彼ヒ

岸ア
ン

」
と
振
り
、「『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
不
忘バ

ウ

願ゲ
ン

力リ

、
再サ

イ

現エ
ン

曇ド
ン

花ク
ワ

、
棹タ

ウ

慈ズ

航カ
ウ

於イ

生サ
ン

死ス

逝シ
イ

波ホ

、

接セ

群ギ
ン

迷ミ
イ

於イ

菩ブ

提ヂ

彼ヒ

岸ア
ン

、
再サ

イ

労ラ
ウ

大
衆シ

ユ
ン

 

念ニ
ヤ
ン」

と
振
る
。

＊

上じ
よ

来う
ら

念い
ね

誦ん
じ

諷ゆ
ふ

経ぎ
ん

功く
ん

徳て

奉ぶ
ん

為に

、
新し

ん

示じ

寂じ

某
和
尚
。　

伏ふ

願げ
ん

、
不ふ

忘ぼ
う

願げ
ん

力り

、
再さ

い

現え
ん

曇ど
ん

花げ

、
棹と

う

慈ず

航こ
う

於い

生さ
ん

死す

逝し
い

波は

、
接せ

群ぎ
ん

迷め
い

於い

菩ぶ

提じ

彼ひ

岸あ
ん

。
再

さ
い
ろ
う
だ
い
し
ゆ
ん
に
や
ん

労
大
衆
念
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉（
上
来
念
誦
諷
経
す
る
功
徳
は
、
新
示
寂
某
和
尚
の
為
に
し
奉
る
。　

伏
し
て
願
わ

く
ば
、
願
力
を
忘
れ
ず
、
再
び
曇ど

ん

花げ

を
現
じ
、
慈じ

航こ
う

を
生
死
の
逝せ

い

波は

に
棹さ

お

さ
し
、
群ぐ

ん

迷め
い

を
菩
提
の
彼ひ

岸が
ん

に
接
せ
ん
こ
と
を
。
再
び
大
衆
を
労
し

て
念
ぜ
ん
。
十
方
三
世
一
切
の
諸
仏
〈
云
云
〉）

＊

　

こ
れ
ま
で
経
文
を
読
誦
し
た
功
徳
は
、
新
た
に
遷
化
な
さ
っ
た
某
和
尚
の
た
め
に
捧
げ
ま
す
。
ど
う
か
〔
和
尚
よ
〕
衆
生
済

度
の
願
い
を
お
忘
れ
に
な
ら
ず
、
優う

曇ど
ん

華げ

の
花
が
開
く
よ
う
に
、
再
び
慈
悲
の
舟
で
生
死
〔
輪
廻
〕
の
流
れ
に
棹さ

お

さ
し
て
進
み
、

迷
え
る
衆
生
を
彼
岸
へ
と
お
渡
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
再
び
大
衆
に
労
を
と
り
唱
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
一
切
の
諸
も
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ろ
の
仏
が
た
よ
〔
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。
こ
の
功
徳
が
成

就
し
ま
す
よ
う
に
〕。

＊

（
1
）　

白
大
衆
、
…
…
〈
見
于
前
〉
＝
大
夜
・
宿
夜
の
念
誦
と
し
て
ほ
ぼ
同
文
が
『
勅

ち
よ
く
し
ゆ
う
ひ
や
く
じ
よ
う

修
百
丈
清し

ん

規ぎ

』（
一
三
三
六
―
一
三
四
三
年
）

巻
三
「
対
霊
小
参
奠
茶
湯
念
誦
致
祭
」（T48-1 1 28c

）、『
禅ぜ

ん

林り
ん

備び

用よ
う

清し
ん

規ぎ

』（
一
三
一
一
年
）
巻
九
「
化
、
念
誦
式
・
宿
夜
」

（X63-6 55a
）、『
瑩け

い

山ざ
ん

清し
ん

規ぎ

』（
一
三
二
四
年
）
巻
上
「
尊
宿
遷
化
・
龕
前
念
誦
」（T82-4 30b

）
に
見
え
、『
律り

つ

苑え
ん

事じ

規き

』（
一
三
二

五
年
）
巻
九
「
民
、
念
誦
諸
式
・
宿
夜
迴
向
」（X60-1 30c

）
に
同
意
文
が
見
え
る
。
一
方
で
、
よ
り
古
い
清
規
で
あ
る
、『
禅ぜ

ん

苑え
ん

清し
ん

規ぎ

』（
一
一
〇
三
年
）
巻
二
「
念
誦
」（X63-5 27b~c

）、『
入に

つ

衆し
ゆ

須し
ゆ

知ち

』（
一
二
六
三
年
）「
念
誦
」（X63-5 63c~5 64a

）、『
叢そ

う

林り
ん

校こ
う

定て
い

清し
ん

規ぎ

総そ
う

要よ
う

』（
一
二
七
四
年
）
巻
下
「
四　

念
誦
巡
堂
」（X63-6 08b~c

）
に
は
、「
三
八
念
誦
」（
三
と
八
が
つ
く
日
に
行
わ

れ
た
僧
侶
を
戒
め
る
儀
礼
）
の
う
ち
、
特
に
「
初
八
・
十
八
・
二
十
八
」
の
念
誦
と
し
て
、「
白
大
衆
…
…
慎
勿
放
逸
」
ま
で
の
箇

所
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
「
堂
頭
和
尚
、
入
般
涅
槃
」
を
「
如
来
大
師
、
入
般
涅
槃
」
に
作
り
、
そ
の
後
に
釈
尊
入
涅
槃

か
ら
の
期
間
を
計
算
し
て
述
べ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
（
例
え
ば
『
禅ぜ

ん

苑え
ん

清し
ん

規ぎ

』
に
は
「
至
今
皇
宋
元
符
二
年
、
已
得
二
千
四
十
七
年

〈
以
後
随
年
増
之
〉」
と
見
え
る
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
釈
尊
入
涅
槃
を
述
べ
修
行
者
を
戒
め
鼓
舞
す
る
「
三
八
念
誦
」
の
文
言
が
、

後
に
「
尊
宿
龕
前
念
誦
」
に
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
禅
苑
清
規
』
巻
七
の
「
尊
宿
遷
化
」
に
は
、
龕
前
念
誦
に

当
た
る
も
の
が
見
え
ず
、『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』
巻
下
「
当
代
住
持
涅
槃
・
涅
槃
台
念
誦
、
回
向
」（X63-6 12 b~c

）
に
は
、
異

な
る
文
言
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
入
衆
須
知
』「
尊
宿
大
夜
」（X63-5 68a

）
は
前
項
で
示
し
た
通
り
﹁
龕

前
念
誦
・
回
向
」
と
も
通
じ
る
表
現
が
見
え
る
。
ま
た
、『
禅
林
備
用
清
規
』
巻
二
「
住　

念
誦
・
下
八
」（X63-6 28f

）、『
勅
修
百

丈
清
規
』
巻
二
「
念
誦
・
下
八
」（T48-1 1 21a

）、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
諸
念
誦
之
部
・
下
八
無
常
念
誦
」（
二
七
ａ
ｂ･T81-

6 76c

）、『
瑩け

い

山ざ
ん

清し
ん

規ぎ

』
巻
上
「
念
誦
・
八
日
」（T82-4 28b

）
は
、『
禅
苑
清
規
』
等
を
承
け
た
三
八
念
誦
を
載
せ
る
も
の
の
、『
小

叢
林
略
清
規
』
に
は
見
え
な
い
。
以
下
、
特
筆
す
べ
き
相
違
が
あ
る
場
合
は
該
当
注
中
で
記
す
（
各
書
の
巻
数
や
頁
数
は
略
す
）。
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（
2
）　

是
日
已
過
、
命
亦
随
減
。
如
少
水
魚
、
斯
有
何
＝
住
持
和
尚
の
遷
化
に
際
し
て
、
経
典
の
句
を
用
い
て
、
無
常
迅
速
で
あ
る
命
の

危
う
さ
を
戒
め
る
。
こ
の
句
は
、『
法ほ

つ
く
き
よ
う

句
経
』
や
『
出

し
ゆ
つ
よ
う
き
よ
う

曜
経
』
に
見
え
る
無
常
を
説
い
た
句
で
あ
り
（
両
経
で
は
、「
亦
」
を
「
則
」

に
作
る
。『
法
句
経
』
巻
上
「
無
常
品
第
一
第
十
三
章
」T4-5 59a

・『
出
曜
経
』
巻
二
「
無
常
品
第
一
之
二
」T4-6 16b~c

、
同
巻

三
「
無
常
品
第
一
之
三
」T4-6 21b~c

）、
中
国
・
日
本
で
は
主
に
後
者
を
出
典
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
（『
法ほ

う

苑お
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

』
巻
六
四

T53-7 71a

・『
諸

し
よ
き
よ
う
よ
う
し
ゆ
う

経
要
集
』
巻
八T54-72c

・『
翻ほ

ん
や
く
み
よ
う
ぎ
し
ゆ
う

訳
名
義
集
』
巻
六T54-1 1 65a

）、
一
方
で
前
者
を
出
典
と
し
て
「
是
日
已
過

…
…
慎
勿
放
逸
」
の
ほ
ぼ
同
文
を
引
く
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
出
典
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

（『
円え

ん
が
く
き
よ
う
ど
う
じ
よ
う
し
ゆ
う
し
よ
う
ぎ

覚
経
道
場
修
証
儀
』
巻
二
「
礼
懺
法
八
門
・
六
、
余
雑
事
・
白
衆
等
聴
説
黄
昏
無
常
偈
」X74-3 85b~c3

）。
ま
た
、
字
句

の
一
致
す
る
直
接
の
引
用
は
、『
広こ

う
ぐ
み
よ
う
し
ゆ
う

弘
明
集
』（
六
六
四
年
）
巻
二
七
に
収
録
さ
れ
る
、
南
斉
の
蕭し

よ
う
し
り
よ
う

子
良
（
文
宣
・
四
六
〇
―
四
九

四
）
に
よ
る
「
浄
住
子
浄
行
法
」
中
の
「
生
老
病
死
門
、
第
五
」（T52-3 08c

）
に
よ
る
。「
少
水
魚
」
は
、
い
つ
尽
き
る
と
も
分
か

ら
な
い
人
間
の
生
命
を
、
い
つ
干
上
が
っ
て
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
浅
瀬
の
魚
に
喩
え
た
も
の
。

（
3
）　

衆
等
当
勤
精
進
、
如
救
頭
然
＝
経
典
の
句
を
用
い
て
、
修
行
に
励
む
こ
と
を
述
べ
る
。『
雑ぞ

う

阿あ

含ご
ん

経き
よ
う』

巻
三
九
に
「
当
に
勤ご

ん
し
ゆ
う修

し

て
精
進
す
る
こ
と
、
猶
お
頭
然
を
救
う
が
如
く
す
べ
し
（
当
勤
修
精
進
、
猶
如
救
頭
然
）」（T2-2 84c

）
と
見
え
る
。「
如
救
頭
然
」

は
、
常
に
修
行
に
邁
進
す
る
こ
と
を
、
頭
に
火
が
降
り
か
か
っ
た
際
に
、
懸
命
に
払
い
の
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に
喩
え
た
も
の
。

「
然
」
は
「
燃
」
と
同
義
。『
雑
阿
含
経
』
巻
七
に
「
頭
衣
の
焼
然
、
尚
お
暫
ら
く
も
忘
る
べ
け
ん
や
（
頭
衣
焼
然
、
尚
可
暫
忘
）」

（T2-46a

）
と
あ
り
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
五
八
七
「
第
十
二
浄
戒
波
羅
蜜
多
分
之
四
」
に
「
雖た

だ
応
に
精
勤
し
て
、
勇
猛

に
修
習
し
、
時
に
間
断
無
き
こ
と
頭
然
を
救
う
が
如
く
す
べ
し
（
雖
応
精
勤
、
勇
猛
修
習
、
時
無
間
断
、
如
救
頭
然
）」（T7-

1 0 37c

）
と
見
え
る
。
ま
た
無む

じ
や
く
ど
う
ち
ゆ
う

著
道
忠
は
、「
頭ヅ

然ネ
ン

ヲ
救ハ

ラ
ウガ

如
」
と
ル
ビ
を
振
り
、「
古
解
に
曰
わ
く
、
救
と
は
払
の
義
な
り
（
古
解

曰
、
救
者
払
義
）」
と
解
説
す
る
（『
百

ひ
や
く
じ
よ
う

丈 

清し
ん

規ぎ

左さ

觽け
い

』
巻
上･
三
八
四
頁
ｂ
）。
な
お
、
前
注
「
是
日
已
過
…
…
斯
有
何
」
と
本
注

の
句
を
一
連
の
偈
文
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
す
で
に
唐
代
の
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
―
八
四
一
）
の
『
円
覚
経
道
場
修
証
儀
』
に
「
黄

昏
無
常
偈
」（X74-3 85b~c3

）
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
『
律
苑
事
規
』
巻
十
「
化
、
日
用
偈
章
」
に
は
「
普
曜
経
偈
」（X60-

1 41a

）
と
し
て
見
え
る
。
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（
4
）　

但
念
無
常
。
慎
勿
放
逸
＝
前
項
「
尊
宿
大
夜
念
誦
」
注
（
3
）
参
照
。

（
5
）　

恭
裒
大
衆
、
粛
詣
龕
幃
、
誦
持
万
徳
洪
名
＝
住
持
ま
た
は
維
那
が
大
衆
を
集
め
て
棺
の
前
で
「
十
仏
名
」
を
唱
え
さ
せ
る
。
無
著

は
「
恭
裒
大
衆
」
に
つ
い
て
、
恭
は
住
持
も
し
く
は
維
那
に
か
か
る
と
以
下
の
様
に
述
べ
る
。「
恭
の
字
は
裒
む
る
者
に
係
る
。
衆

を
裒
む
る
者
は
、
住
持
或
い
は
維
那
な
り
。
故
に
恭
の
字
は
住
持
、
或
い
は
維
那
に
係
る
（
恭
字
係
裒
者
。
裒
衆
者
、
住
持
或
維
那
。

故
恭
字
係
住
持
或
維
那
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
下･

八
八
八
頁
ａ
）。
ま
た
「
粛
詣
龕
幃
」
の
「
粛
詣
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

「
粛
の
字
も
亦
た
住
持
、
或
い
は
維
那
に
係
る
（
粛
字
亦
係
住
持
或
維
那
）」（
同
前
）
と
見
え
る
。「
龕
幃
」
は
棺
の
周
り
に
張
ら
れ

た
幕
。
本
多
［
二
〇
二
二
、
四
八
七
］「
龕
前
念
誦
」
注
（
6
）
参
照
。
な
お
「
龕
」
は
、
仏
像
や
神
像
を
納
め
る
厨
子
（『
漢
辞

海
』
一
六
八
〇
頁
ａ
）。
転
じ
て
仏
僧
の
棺
を
指
す
。『
釈し

や
く
し
よ
う
ら
ん

氏
要
覧
』
巻
三
「
龕
子
」
に
、「
今
の
釈
氏
の
周ひ

つ
ぎ身

、
其
の
形
、
塔
の
如

し
。
故
に
龕
と
名
づ
く
（
今
釈
氏
之
周
身
、
其
形
如
塔
。
故
名
龕
）」（T54-3 07c

）
と
見
え
る
。「
誦
持
万
徳
洪
名
」
と
は
、
仏
の

名
を
唱
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
十
仏
名
」
を
指
す
。
無
著
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
万
徳
円
満
な
る
者
は
仏
な
り
。
洪

名
は
仏
に
大
名
称
有
り
。
下
文
の
「
十
仏
名
」
を
言
う
（
万
徳
円
満
者
仏
也
。
洪
名
仏
有
大
名
称
也
。
言
下
文
十
仏
名
）」（『
百
丈

清
規
左
觽
』
巻
上･

四
八
八
頁
ａ
）。「
洪
名
」
は
大
き
な
名
声
。

（
6
）　

奉
為
増
崇
品
位
＝
経
典
の
読
誦
に
よ
り
地
位
を
上
昇
さ
せ
る
。
無
著
は
「
増
崇
品
位
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
経
呪

の
功
徳
に
託
し
て
其
の
地
位
を
し
て
高
昇
せ
し
む
る
な
り
。
品
位
と
は
譬
え
ば
菩
薩
の
十
地
の
如
き
是
れ
な
り
（
託
経
呪
功
徳
令
其

地
位
高
昇
也
。
品
位
者
譬
如
菩
薩
十
地
是
也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

三
四
二
頁
ａ
）。

（
7
）　

仰
憑
大
衆
念
＝
仰
憑
は
敬
意
を
示
し
た
語
で
あ
り
、「
う
や
ま
い
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
」
の
意
（『
漢
語
』
第
一
冊
、
一
二
一
一

頁
）。
本
多
［
二
〇
二
二
、
四
八
八
］「
龕
前
念
誦
］
注
（
9
）
参
照
。
ま
た
こ
の
後
に
、「
十
仏
名
」『
大
悲
呪
』
の
順
に
唱
え
、
回

向
を
行
う
指
示
が
見
え
る
（
次
十
仏
名
。〈
見
于
前
。〉
次
挙
大
悲
呪 
回
向
曰
）。　
　

（
8
）　

上
来
念
誦
諷
経
功
徳
奉
為
…
…
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉
＝
本
回
向
は
、
全
文
に
わ
た
り
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
か
ら
唐
宋
音
で
誦
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、「
龕
前
念
誦
諷
経
回
向
」
と
い
う
呼
称
は
『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』（
七

〇
頁
ａ
）
に
依
っ
た
も
の
で
あ
り
、
諸
本
に
は
見
え
な
い
。「
示
寂
」
は
、「
寂
は
寂
滅･

円
寂
の
略
で
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
意
。
ニ
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ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
示
現
す
る
こ
と
で
、
特
に
高
僧
が
死
ぬ
こ
と
を
い
う
」（『
中
村
』
五
四
九
頁
ｃ
）。

（
9
）　

不
忘
願
力
、
再
現
曇
花
＝
遷
化
し
た
和
尚
が
下
化
衆
生
を
忘
れ
ず
再
来
す
る
こ
と
を
優う

曇ど
ん

華げ

の
花
に
な
ぞ
ら
え
る
。「
不
忘
願

力
」
に
つ
い
て
無
著
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
度
生
の
願
力
を
忘
れ
る
こ
と
莫な

き
な
り
（
莫
忘
度
生
之
願
力
也
）」（『
百
丈
清
規
左

觽
』
巻
上･

四
八
八
頁
ａ
）。「
曇
花
」
は
、「
優
曇
華
」
の
略
。「udum

bara

の
音
写
。
ウ
ド
ン
バ
ラ
の
花
。
…
…
三
千
年
に
一

度
だ
け
花
が
咲
く
樹
と
い
わ
れ
、
ま
た
如
来
が
出
現
し
、
転
輪
王
が
出
現
す
れ
ば
花
が
咲
く
と
も
い
わ
れ
、
…
…
経
典
の
中
で
は
希

有
な
こ
と
の
譬
喩
と
す
る
」（『
中
村
』
九
二
頁
ｂ
）。
当
箇
所
の
「
再
現
曇
花
」
に
つ
い
て
、
無
著
は
高
僧
の
再
来
を
指
す
と
述
べ

る
（「
今
は
善
知
識
の
再
来
に
比
す
る
な
り
（
今
比
善
知
識
再
来
也
）」
同
前
）。

（
10
）　

棹
慈
航
於
生
死
逝
波
、
接
群
迷
於
菩
提
彼
岸
＝
慈
悲
心
に
よ
り
衆
生
を
悟
り
へ
と
導
く
こ
と
を
、
舟
で
彼
岸
に
渡
す
に
喩
え
る
。

「
逝
波
」
は
戻
る
こ
と
の
な
い
水
の
流
れ
。
ま
た
そ
こ
か
ら
戻
る
こ
と
の
な
い
時
の
流
れ
。
例
え
ば
唐
の
賈か

島と
う

（
七
七
九
―
八
四

三
）
は
「
去昨

年
の
冬臘

、
今
夏
を
催
し
、
流

月
日
の
移
ろ
い

光
、
逝
波
に
等
し
（
去
臘
催
今
夏
、
流
光
等
逝
波
）」
と
詠
う
（『
全
唐
詩
』
巻
五
七
三
「
賈
島

三･

送
玄
巌
上
人
帰
西
蜀
」
中
華
書
局
本･

第
一
七
冊･

六
六
七
二
頁
）。
ま
た
『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』
に
は
「
生
死
海
中
」
と

見
え
る
。
こ
れ
を
『
瑩
山
清
規
』
巻
上
「
尊
宿
遷
化･

龕
前
念
誦
」（T82-4 30b

）
も
承
け
る
。
生
死
輪
廻
を
脱
し
悟
り
の
彼
岸
に

至
る
こ
と
は
仏
典
に
広
く
見
え
る
説
で
あ
り
、
例
え
ば
『
大だ

い

智ち

度ど

論ろ
ん

』
に
は
、「
此
岸
を
名
づ
け
て
生
死
と
為
し
、
彼
岸
を
涅
槃
と

名
づ
く
、
中
に
諸
も
ろ
の
煩
悩
の
大
河
有
り
（
此
岸
名
為
生
死
、
彼
岸
名
涅
槃
、
中
有
諸
煩
悩
大
河
）」
と
見
え
る
（
巻
六
五
「
釈

諸
波
羅
蜜
品
」T25-5 18c

）。
ま
た
「
棹
慈
航
…
…
彼
岸
」
に
類
似
し
た
表
現
が
宋
の
宗
鏡
（
生
没
年
未
詳
）
の
『
銷
釈
金
剛
経
科

儀
会
要
註
解
』
巻
二
に
「
快は

や

く
般
若
の
慈
舟
に
登の

り
、
直
に
菩
提
の
彼
岸
に
到
る
（
快
登
般
若
慈
舟
、
直
到
菩
提
彼
岸
）」
と
見
え
、

そ
れ
を
解
説
し
て
、
慈
航
と
は
智
慧
の
船
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
生
死
の
海
を
越
え
、
涅
槃
の
岸
に
到
る
こ
と
だ
と
す
る
（「
…
…

慈
航
と
は
、
般
若
の
智
に
喩
え
て
、
慈
航
と
為
す
な
り
。
菩
提
彼
岸
と
は
、
本
覚
の
真
心
に
喩
ゆ
る
な
り
。
人
の
般
若
の
舟
に
登の

り

て
、
生
死
の
苦
海
を
出
で
、
直
に
涅
槃
の
彼
岸
に
到
る
を
要も

と

む
る
な
り
（
…
…
慈
航
、
喩
般
若
智
、
為
慈
航
也
。
菩
提
彼
岸
者
、
喩

本
覚
真
心
也
。
要
人
登
般
若
之
舟
。
而
出
生
死
苦
海
、
直
到
涅
槃
之
彼
岸
矣
）」X24-6 75c~6 76a

）。

（
11
）　

再
労
大
衆
念
＝
大
衆
に
「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
…
」
を
唱
え
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
な
お
現
在
、
訓
読
す
る
場
合
、
上
句
と
続
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け
て
「
…
…
群
迷
を
菩
提
の
彼
岸
に
接
し
、
再
び
大
衆
を
労
し
て
念
ぜ
ん
」
と
す
る
が
、
意
味
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
上
句
で
切
り
、

「
…
…
群
迷
を
菩
提
の
彼
岸
に
接
せ
ん
こ
と
を
。
再
び
大
衆
を
労
し
て
念
ず
」
と
す
る
方
が
正
し
い
訓
読
で
あ
る
。

　
　
　

鎖 
龕 

回 

向

　
　
　
　
　

 �（『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』
に
拠
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』『
諸
回
向
清
規
式
抄
』
に
無
し
。『
江
湖
法
式
梵

唄
抄
』「
鎖
龕
仏
事･

鎖
龕
回
向
」
七
一
頁
ｂ
）

︻
鎖
龕
回
向
︼

上
（
（
（

来
念
誦
諷
経
功
徳
奉
為
、
新
示
寂
○
○
和
尚
鎖
龕
之
次
増
崇
品
位
。
十
方
三
世
…
…
。

＊

上
来
念
誦
諷
経
す
る
功
徳
は
、
新
示
寂
○
○
和
尚
の
為
に
し
奉
り
、
鎖さ

龕が
ん

の
次つ

い

で
品
位
を
増ぞ

う

崇そ
う

す
。
十
方
三
世
…
…
。

＊

　

こ
れ
ま
で
経
文
を
読
誦
し
た
功
徳
は
、
新
た
に
遷
化
な
さ
っ
た
○
○
和
尚
の
た
め
に
捧
げ
、
棺
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
〔
和

尚
の
菩
薩
と
し
て
の
〕
階
位
を
高
め
る
も
の
で
す
。
一
切
の
諸
も
ろ
の
〔
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た

ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
〕。

＊

（
1
）　

上
来
…
…
十
方
三
世
…
…
＝
諸
本
に
「
鎖
龕
回
向
」
ま
た
は
「
鎖
龕
念
誦
」
は
見
え
ず
、
古
く
は
鎖
龕
に
際
し
て
、
個
別
の
回
向

が
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』「
龕
前
」（
巻
四
「
諸
葬
礼
式
之
部
」32a･T81-6 67a

）
は
、

龕
前
に
お
け
る
作
法
に
つ
い
て
一
番
か
ら
五
番
を
挙
げ
、
一
番
に
「
鎖
龕
仏
事
」
と
見
え
、「
鎖
子
、
盆ぼ

ん

袱さ

を
以
て
之
を
盛
り
、
行
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者
、
之
を
進
め
、
侍
者
接
取
し
呈
し
て
之
を
渡
す
（
鎖
子
以
盆
袱
盛
之
、
行
者
進
之
、
侍
者
接
取
呈
渡
之
）」
と
あ
る
。
さ
ら
に
三

番
「
念
誦
」
に
は
「
大
悲
呪
鎖
龕
念
誦
、
又
た
龕
前
念
誦
な
り
（
大
悲
呪
鎖
龕
念
誦
、
又
龕
前
念
誦
也
）」
と
見
え
、『
大
悲
呪
』
を

唱
え
る
こ
と
を
指
し
て
「
鎖
龕
念
誦
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
龕
前
念
誦
」
と
同
一
視
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鎖
龕
に
際
し
て

法
語
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
叢そ

う

林り
ん

校こ
う

定て
い

清し
ん

規ぎ

総そ
う

要よ
う

』
巻
下
「
当
代
住
持
涅
槃･

移
龕
之
時
」（X63-6 12b

）
に
は
「
鎖

龕
。〈
有
法
語
〉」
と
見
え
、
例
え
ば
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
六
「
仏
事
」
に
「
質
知
庫
鎖
龕
」（T47-1 0 34a

）
と
題
し
た
法
語
が

見
え
る
。
な
お
、
黄
檗
禅
の
葬
送
儀
礼
を
分
析
し
た
楊
慶
慶
氏
は
、
鎖
龕
仏
事
に
つ
い
て
、
江
戸
期
に
作
成
さ
れ
た
黄
檗
禅
の
内
規

で
あ
る
『
黄
檗
山
内
清
規
』
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
黄
檗
宗
の
独
自
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
指
摘
し
て
い

る
（「
黄
檗
宗
の
独
自
性—

—

『
黄
檗
清
規
』『
黄
檗
山
内
（
小
）
清
規
』
を
中
心
に—

—

」『
東
海
仏
教
』
第
六
七
輯
、
二
〇
二
二

年
、
五
九
頁
）。「
鎖
龕
」
は
龕
の
蓋
を
鎖と

ざ

す
こ
と
。
本
多
［
二
〇
二
〇
、
四
八
九
―
四
九
〇
］「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
注
（
1
）

も
合
わ
せ
て
参
照
。
こ
こ
に
見
え
る
「
次
」
は
動
作
が
続
け
て
起
こ
る
様
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、「
…
…
し
た
時
、
…
…
し
た
機

会
に
」
に
相
当
す
る
（
古
賀
英
彦
『
禅
語
辞
典
』
思
文
閣
出
版･

一
九
九
一
年･

一
七
八
頁
下
、
劉
堅･

江
藍
生
（
編
）『
唐
五
代

語
言
詞
典
』
上
海
教
育
出
版
社･
一
九
九
七
年･

六
九
頁
）。

　
　
　

尊 

宿 

起 

龕 

念 

誦

　
　
　
　
　

 �（『
諸
回
向
清
規
式
』
に
拠
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五
「
諸
念
誦
之
部
・
尊
宿
起
龕
念
誦
」T81-6 75c

、
善
通
寺
本･

二
三
丁
裏
―
二
四
丁
表
、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
送
喪
儀･

尊
宿
起
龕
念
誦
」T81-7 18a

、
禅
文
化
本･

一
九
六
頁
／

三
一
九
頁
ａ
）

︻
尊
宿
起
龕
念
誦
︼

金
（
（
（

 

棺
（
（
（

自
挙
遶
拘
尸
之
大
城
、
幢

（
（
（

幡（
二
）揺
空
赴
荼（
三
）毘
之
盛
礼
。
仰
憑
大
衆
称
念
洪
名
、
用

（
（
（

表
攀
違
上
資
覚
路
念（
一
）。



118

（
一
）　

金
棺
自
挙
…
…
資
覚
路
念
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
）
は
「
金キ

ン

棺ク
ハ

自ン
ズ

遶子
ウ

拘ク

尸シ

之シ

大
城ジ

ン

。じ
ゃ
う幢づ

ん

幡ハ
ン

揺ヨ
ウ

空ク
ン

赴ソ

荼
毘
之
盛シ

ン

礼リ
ン

。
仰

憑
大
衆
称シ

ン
ニ
ヤ
ン念

洪
名
。
用
表
攀
違
上
資
覚
路
念
」
と
振
る
。『
諸
回
向
清
規
式
』（
大
正
本
）
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
遶ネ

ン

」
と
振
る
。

「『
小
叢
林
略
清
規
』（
禅
文
化
本
）
は
「
金キ

ン

棺ク
ハ

自ン
ズ

挙キ

遶子
ウ

拘キ

尸ス

之シ

大
城ジ

ン

。
幢ヅ

ン

旆ハ
イ

揺ヨ
ウ

空ク
ン

赴フ

茶サ

毘ビ

之シ

盛シ
ン

礼リ
ン

。
仰ニ

ヤ
ン
ヒ
ン憑

大
衆

シ
ユ
ン
シ
ン
ニ
ヤ
ン
ウ
ン
ミ
ン

称
念
洪
名
。
用イ

ウ
ヒ
ヤ
ク
バ
ン

表
攀

違イ

上
資ス

覚カ

路ル
ニ

念ヤ
ン

」
と
振
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正
本
）
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
大･

上
」
の
濁
点
（゙ 

）
の
指
示
が
な
く
、

「
遶ネ

ン

」・「
称
念ネ

ン

」
と
振
る
。

（
二
）　

幢
幡
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
幢
旆
」
に
作
る
。

（
三
）　

荼
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「
茶
」
に
作
る
。

＊

金き
ん

棺か
ん

自ず

挙き

遶に
よ

拘う
き

尸す

之し

大だ
い

城じ
ん

、
幢ず

ん

幡は
ん

揺よ
う

空く
う

赴ふ

荼だ

毘び

之し

盛し
ん

礼り
ん

。
仰

に
や
ん
ぴ
ん
だ
い
し
ゆ
ん
し
ん
に
や
ん
う
ん
み
ん

憑
大
衆
称
念
洪
名
、
用よ

う

表ひ
よ

攀う
ば

違ん
い

上じ
よ

資う
す

覚か

路る
に

念や
ん

。（
金き

ん

棺か
ん

、
自
ら
挙

し
て
拘く

尸し

の
大
城
を
遶め

ぐ

り
、
幢ど

う

幡ば
ん

、
空
に
揺ゆ

ら
い
で
荼だ

毘び

の
盛せ

い

礼れ
い

に
赴お

も
むく

。
仰
い
で
大
衆
に
憑た

の

み
て
洪
名
を
称
念
し
、
用も

っ
て
攀は

ん

違い

を
表
し
上

覚か
く

路ろ

を
資た

す

け
て
念
ず
。）

＊

　
〔
釈
尊
の
〕
黄
金
の
棺
は
自
ら
浮
か
ん
で
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
街
を
巡
り
、〔
供
養
の
た
め
の
〕
送
葬
幡
は
、
は
た
め
き
、
厳
か
な

火
葬
の
地
へ
と
進
ん
だ
〔
と
い
わ
れ
ま
す
〕。
伏
し
て
大
衆
に
仏
の
御
名
を
称と

な

え
〔
心
に
〕
念
じ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
こ
れ

は
、〔
和
尚
と
の
〕
惜
別
の
意
を
表
し
、〔
和
尚
の
〕
上
求
菩
提
の
助
け
と
す
る
た
め
に
唱
え
る
も
の
で
す
。

＊

（
1
）　

金
棺
自
挙
…
…
資
覚
路
念
＝
ほ
ぼ
同
文
が
『
勅

ち
よ
く
し
ゆ
う
ひ
や
く
じ
よ
う

修
百
丈
清し

ん

規ぎ

』（
一
三
三
六
―
一
三
四
三
年
）
巻
三
「
出
喪
掛
真
奠
茶
湯
」

（T48-1 1 28c

）、『
叢そ

う

林り
ん

校こ
う

定て
い

清し
ん

規ぎ

総そ
う

要よ
う

』（
一
二
七
四
年
）
巻
下
「
当
代
住
持
涅
槃･

挙
龕
念
誦
」（X63-6 12b

）、『
禅ぜ

ん

林り
ん

備び

用よ
う

清し
ん

規ぎ

』（
一
三
一
一
年
）
巻
九
「
化
、
念
誦
式･

起
龕
」（X63-6 55a

）、『
律り

つ

苑え
ん

事じ

規き

』（
一
三
二
五
年
）
巻
九
「
民
、
念
誦
諸
式･

起
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龕
」（X60-1 30c

）、『
瑩け

い

山ざ
ん

清し
ん

規ぎ

』（
一
三
二
四
年
）
巻
上
「
尊
宿
遷
化･

挙
龕
念
誦
」（T82-4 30b

）、『
黄お

う

檗ば
く

清し
ん

規ぎ

』（
一
六
七
〇

年
）「
遷
化
章
第
十･

出
喪
、
茶
毘
」（T82-7 78c

）
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
ま
た
類
似
し
た
文
言
が
『
禅ぜ

ん

苑え
ん

清し
ん

規ぎ

』（
一
一
〇
三

年
）
巻
七
「
亡
僧･

挙
龕
念
誦
」（X63-5 41c

）、『
入に

つ

衆し
ゆ

須し
ゆ

知ち

』（
一
二
六
三
年
）「
平
僧
大
夜
念
誦･

挙
龕
念
誦
」（X63-5 68b

）

に
も
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
点
は
注
で
指
摘
す
る
（
各
書
の
巻
数
や
頁
数
は
略
す
）。
な
お
『
瑩
山
清
規
』
は
こ
の
前
の
箇
所

に
「
念ニ

ヤ

安ン
ア

快ン
ク

昔イ
シ

日ヂ

与イ

今キ
ン

別ベ

不フ

同ヅ
ン

（
念お

も

う
に
安
快
な
る
昔
日
と
今
と
別
に
し
て
同
じ
か
ら
ず
）」
と
見
え
る
。
ま
た
『
黄
檗
清
規
』
は
、

以
下
の
通
り
ル
ビ
を
振
る
。「
金キ

ン

棺ク
ワ

自ン
ツ

挙キ
ユ

、
遶シ

ヤ

拘ー
ウ

尸キ
ユ

之ス
ツ

大タ
ア

城チ
ン

。
幢

ツ
ア
ン

斾パ
イ 

揺
ヤ
ト
ウ

空ク
ン

、
赴フ

茶ツ
ヤ

毘ビ

之ツ

盛シ
ン

礼リ
イ

。
仰

ギ
ヤ
ン
ヒ
ン
タ
イ
チ
ヨ
ン

憑
大
衆
、
称チ

ン

念ネ
ン

洪ホ
ン

名ミ
ン

。
用ユ

ン

表ヒ
ヤ
ー
ウ

  

攀パ
ン

違ウ
イ

、
上シ

ヤ
ン
ツ
キ
ヨ
ツ
ル
ネ
ン

資
覚
路
念
」。「
起
龕
」
は
、
荼
毘
も
し
く
は
土
葬
に
付
す
た
め
に
棺
を
送
り
出
す
こ
と
。
本
多
［
二
〇
二
〇
、
四
九
〇
］

「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
注
（
2
）
も
合
わ
せ
て
参
照
。

（
2
）　

金
棺
自
挙
、
拘
尸
之
大
城
＝
釈
尊
の
棺
が
自
ら
空
中
に
浮
か
び
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
街
を
巡
っ
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る
。『
大だ

い

般は
つ

涅ね

槃は
ん

経ぎ
よ

後う
ご

分ぶ
ん

』
巻
下
「
機
感
茶
毘
品
」（T12-9 06c~9 07b

）
に
以
下
の
説
話
が
見
え
る
。
釈
尊
入
滅
後
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
人
々
の

誰
も
が
供
養
で
き
る
よ
う
に
、
沙
羅
林
中
の
釈
尊
の
金
棺
を
動
か
そ
う
と
す
る
も
力
士
（
護
法
神
）
の
力
を
持
っ
て
し
て
も
動
か
す

こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
釈
尊
の
大
悲
心
に
よ
り
棺
は
自
ず
か
ら
浮
か
び
（
自
挙
棺
、
昇
虚
空
中
）、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
街

へ
向
か
い
、
西
門
か
ら
入
り
東
門
か
ら
出
て
、
ま
た
南
門
か
ら
入
り
北
門
か
ら
出
る
と
い
う
巡
り
方
を
三
回
、
西
門
か
ら
入
り
東
門

か
ら
出
て
、
北
門
か
ら
入
り
南
門
か
ら
出
る
と
い
う
巡
り
方
を
四
回
、
合
計
七
回
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
街
を
巡
り
（
是
く
の
如
く
左
右
、

拘
尸
城
を
遶
り
経
る
こ
と
七
匝
／
如
是
左
右
遶
拘
尸
城
経
于
七
匝
）、
供
養
を
受
け
た
。「
金
棺
」
は
黄
金
で
で
き
た
棺
。
釈
尊
は
自

身
の
入
滅
に
あ
た
り
転て

ん
り
ん
じ
よ
う
お
う

輪
聖
王
（
法
に
よ
っ
て
統
治
す
る
理
想
的
な
王
）
と
同
様
に
金
棺
を
用
い
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る

（『
長じ

よ
う
あ
ご
ん
き
よ
う

阿
含
経
』
巻
三
「
遊
行
経
』T1-20a~b

）。「
拘
尸
之
大
城
」
は
「
拘く

尸し

那な

掲が

羅ら
じ
よ
う城

」
の
こ
と
で
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
（
梵
：

Ku

śinagara

）
の
街
。
釈
尊
入
滅
の
沙
羅
林
に
ほ
ど
近
い
マ
ッ
ラ
国
の
都
市
。

（
3
）　

幢
幡
揺
空
、
赴
荼
毘
之
盛
礼
＝
天
や
人
が
供
養
の
旗
を
釈
尊
の
荼
毘
の
場
所
に
持
ち
寄
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
金
棺
が
自
ず
か
ら
荼

毘
の
場
所
へ
赴
い
た
故
事
を
踏
ま
え
る
。
前
注
と
同
様
に
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
巻
下
「
機
感
茶
毘
品
」（T12-9 07b

）
に
、
釈
尊

の
「
荼
毘
所
」
に
一
切
大
衆
や
四
天
王･

諸
天
が
「
無
数
宝
幡
」
を
持
参
し
た
と
の
故
事
が
見
え
る
。「
幢
幡
」
は
、「
旗
（
は
た
）」
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の
こ
と
で
あ
り
、
時
と
場
合
に
よ
り
目
的
や
功
徳
の
種
類
が
異
な
り
、
こ
こ
で
は
葬
送
に
際
し
て
の
供
養
の
旗
。「
荼
毘
」
は
、
火

葬
の
こ
と
で
あ
り
梵
：dhya - payati

の
音
写
。『
一
切
経
音
義
』
に
、「
闍
毘
〈
或
い
は
闍
維
、
或
い
は
茶
毘
。
古
に
耶
旬
と
云
う
。

此こ
こ

〔
中
国
〕
に
焚
焼
と
云
う
な
り
〉（
闍
毘
〈
或
闍
維
、
或
茶
毘
。
古
云
耶
旬
。
此
云
焚
焼
也
〉）」（
巻
二
五
「
大
般
涅
槃
経
音
義･

巻
上
」T54-4 64a

）
と
見
え
る
。「
盛
礼
」
は
盛
大
な
祭
礼･

儀
式
。
ま
た
『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』『
禅
林
備
用
清
規
』『
律
苑
事

規
』
等
は
、
土
葬
の
場
合
、「
荼
毘
」
を
「
難
提
」
と
変
え
る
こ
と
を
割
り
注
に
し
て
挿
入
す
る
（〈
葬
は
（
則
ち
）
難
提
と
云
う
〉

／
〈
葬
（
則
）
云
難
提
〉）。「
難
提
」
は
塚
、
仏
塔･

供
養
塔
の
こ
と
。『
祖
庭
事
苑
』
に
「
梵
〔
イ
ン
ド
〕
に
塔
婆
と
云
い
、
此こ

こ

〔
中
国
〕
に
方
墳
と
云
う
。
或
い
は
支
提
と
云
い
、
或
い
は
難
提
と
云
う
（
梵
云
塔
婆
。
此
言
方
墳
。
或
云
支
提
、
或
云
難
提
）」

（
巻
一
「
雪
竇
洞
庭
録･

十
字
」X64-3 24a

）
と
見
え
る
。
な
お
『
禅
苑
清
規
』
と
『
入
衆
須
知
』
は
、
前
注
箇
所
と
合
わ
せ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
「
欲
挙
霊
龕
、
赴
茶
毗
之
盛
礼
。
仰
憑
尊
衆
、
誦
諸
聖
之
洪
名
」、「
将
挙
霊
龕
、
赴
茶
毗
之
盛
礼
。
仰
憑
尊
衆
、
誦
諸
仏

之
洪
名
」
に
作
る
。

（
4
）　

用
表
攀
違
上
資
覚
路
念
＝
別
れ
と
供
養
の
た
め
に
「
十
仏
名
」
を
唱
え
る
。
こ
の
後
に
「
十
仏
名
」
を
唱
え
る
指
示
が
見
え
る

（
次
十
仏
名
。〈
見
于
前
。〉）。
な
お
『
小
叢
林
略
清
規
』（
大
正･

禅
文
化
本
）
は
「〈
乃
唱
十
仏
名
〉」
に
作
り
、
そ
の
後
に
「
全
身

入
塔
則
茶サ

毘ビ

為
〈
難ナ

ン

提ヂ

〉（
全
身
入
塔
せ
ば
、
則
ち
茶
毘
を
〈
難
提
〉
と
為
す
）」
と
加
え
る
（
大
正
本
は
「
難
提
」
の
ル
ビ
が
な

い
）。「
攀は

ん

違い

」
は
官
吏
が
目
上
へ
の
書
状
で
用
い
る
「
辞
」
の
謙
譲
表
現
。『
鶏け

い

肋ろ
く

編へ
ん

』
巻
下
「
従
官
門
状
」
に
「
参
ず
る
に
は
云

わ
く
『
起
居
』
と
、
辞
す
る
に
は
云
わ
く
『
攀
違
、
某
官
謹
状
（
つ
つ
し
ん
で
申
し
述
べ
る
）』
と
（
参
云
『
起
居
』、
辞
云
『
攀
違
、

某
官
謹
状
』）」（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊･

中
華
書
局
本･
一
九
八
三
年･

九
四
頁
）
と
見
え
る
。
無む

じ
や
く著

道ど
う
ち
ゆ
う

忠
も
「
攀
違
」
に
つ
い
て

「
離
別
な
り
（
離
別
也
）」
と
述
べ
（『
百

ひ
や
く
じ
よ
う

丈 

清し
ん

規ぎ

左さ

觽け
い

』
巻
下･

八
八
九
頁
ｂ
）、「
表
攀
違
」
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
い
う
。「
拝

別
の
義
を
表
す
な
り
。
違
は
背
離
な
り
。
攀
は
韻
書
に
下
よ
り
上
に
援ひ

く
な
り
。〈
此
に
止と

ど

む
〉
其
の
人
高
位
に
在
り
、
故
に
高
く

衣
を
攀ひ

き
て
別
る
る
な
り
（
表
拝
別
之
義
也
。
違
、
背
離
也
。
攀
、
韻
書
自
下
援
上
也
。〈
止
此
〉
其
人
在
高
位
、
故
高
攀
衣
而
別

也
）」（『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
上･

四
九
〇
頁
ｂ
）。
ま
た
無
著
は
「
上
資
覚
路
」
に
つ
い
て
は
、
悟
り
を
得
る
こ
と
の
助
け
で
あ
る

こ
と
だ
と
注
す
る
（「
上
、
菩
提
を
求
む
、
故
に
上
と
云
う
。
本
覚
に
向
か
う
の
路
、
故
に
覚
路
と
云
う
。
念
誦
の
功
徳
を
以
て
之
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を
資
助
す
る
な
り
（
上
求
菩
提
、
故
云
上
。
向
本
覚
之
路
、
故
云
覚
路
。
以
念
誦
功
徳
資
助
之
也
）」『
百
丈
清
規
左
觽
』
巻
下･

八

八
九
頁
ｂ
）。
な
お
現
在
、「
十
仏
名
」
で
は
な
く
『
大
悲
呪
』
を
唱
え
た
後
に
、
以
下
の
「
起
龕
回
向
」
が
読
ま
れ
る
。「
上
来
念

誦
諷
経
す
る
功
徳
は
新
示
寂
○
○
和
尚
の
為
に
し
奉
り
起
龕
の
次
い
で
品
位
を
増
崇
す
。
十
方
三
世
…
…
（
上
来
念
誦
諷
経
功
徳
奉

為
。
新
示
寂
○
○
和
尚
起
龕
之
次
増
崇
品
位
。
十
方
三
世
…
…
）」（『
江
湖
法
式
梵
唄
抄
』「
起
龕
回
向
」
七
二
頁
ａ
）。
現
在
用
い

ら
れ
る
「
起
龕
回
向
」
は
諸
本
に
見
え
ず
、
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
通
り
、
諸
清
規
に
見
え
る
式
次
第
と
現
在
の
そ
れ
と
の
間
に
は
齟

齬
が
あ
る
。
起
龕
に
つ
い
て
は
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
等
で
は
二
種
の
起
龕
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
目
は
法
堂
（
方
丈
）
か
ら
山

門
へ
、
二
つ
目
は
山
門
か
ら
山
頭
（
火
葬
場
・
埋
葬
地
）
へ
の
起
龕
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
だ
け
仏
事
も
複
雑
で
あ
り
、
そ

の
間
に
は
『
大
悲
呪
』
や
回
向
を
行
う
事
も
記
さ
れ
て
お
り
、
現
代
に
至
り
単
純
に
「
十
仏
名
」
が
『
大
悲
呪
』
に
変
化
し
回
向
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
な
お
『
瑩
山
清
規
』
に
は
「
挙
龕
念
誦
」
の
後
に
『
大
悲
呪
』
を
唱
え
る
こ
と
は
見
え
な
い

が
、「
龕
前
回
向
」
と
同
内
容
の
回
向
が
見
え
る
。
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臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注 

（
三
）

―
― 

尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
下
）･

尊
宿
臨
時
行
事
の
回
向
文 

―
―

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー 

教
学
研
究
委
員
会
　
丸
毛
俊
宏

　
　
　
尊 

宿 

山 

頭 
念 
誦

　
　
　
　
　 �（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五･

諸
念
誦
之
部
「
山
頭
念
誦
」24a

～b･T81-6 75c

～6 76a

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下･

回

向
「
尊
宿
山
頭
念
誦
并
回
向
」25b･T81-7 18a

～b

）

是
日
、
則
有（
一
）新
（
（
（

示
寂
〈
某
〉
和
尚（
二
）、
化

（
（
（

縁
既
畢
、
遽

（
（
（

返
真
常
。
霊

（
（
（

棺
遍
遶

（
（
（

於
拘
尸
、
性

（
（
（

火
自
焚
於
此
日
。
仰
憑
大
衆
、

資
（
（
（

助
覚

（
（
（

霊
。
南
無
西

（
（
（

方
極
楽
世
界
、
大

（
（1
（

慈
大
悲
阿

（
（1
（

弥
陀
仏（
三
）。
南
無
西
方
極
楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
。
南
無
西
方
極

楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
。

上
（
（1
（

来
、
称

（
（1
（

揚
聖

（
（1
（

号
、
恭
賛
化

（
（1
（

儀
。
体

（
（1
（

格
先
宗
、
峻
機
不
容
於
仏

（
（1
（

祖
。
用

（
（1
（

開
後

（
（1
（

学
、
悲

（
（2
（

心
仍
摂
於
人

（
（2
（

天
。
収
幻

（
（2
（

化
之
百

（
（2
（

骸
、
入
火

（
（2
（

光
之
三
昧
。
茶
傾
三

（
（2
（

奠
、
香
爇
一
炉
。
頂
戴
奉
行
、
和

（
（2
（

南
聖

（
（2
（

衆
。

（
一
）　
則
有
／
即
有
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
「
則
有
」
と
あ
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
即
有
」
と
あ
る
。

（
二
）　〈
某
〉
和
尚
／
堂
頭
和
尚
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
「〈
某
〉
和
尚
」
と
あ
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
堂
頭
和
尚
」
と
あ
る
。
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（
三
）　
南
無
西
方
極
楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
「
南
無
西
方
極
楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
。
南
無
西

方
極
楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
。
南
無
西
方
極
楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
」
と
あ
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
南
無
西

方
極
楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
。〈
三
念
仏
名
〉」
と
あ
る
。

＊

是
の
日
、
則
ち
新し

ん

示じ
じ
や
く寂

〈
某
〉
和
尚
有
り
て
、
化け

縁え
ん

既
に
畢お

わ

っ
て
、
遽に

わ
かに

真し
ん
じ
よ
う常

に
返か

え

る
。
霊れ

い
か
ん
あ
ま
ね

棺
遍
く
拘く

尸し

を
遶め

ぐ

り
、
性し

よ
う火か

自み
ず
から

此
の
日
に
焚や

く
。
仰あ

お

い
で
大
衆
に
憑た

の

み
て
、
覚か

く

霊れ
い

を
資し

助じ
ょ

す
。
南な

無む

西し
い

方ほ
う

極き

楽ら

世し

界か
い

、
大だ

い

慈ず

大だ
い

悲ひ

阿お

弥み

陀と

仏ふ

。
南
無
西
方
極
楽

世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
。
南
無
西
方
極
楽
世
界
、
大
慈
大
悲
阿
弥
陀
仏
。

上じ
よ
う
ら
い

来
、
聖し

よ
う
ご
う号

を
称し

よ
う
よ
う揚

し
、
恭

う
や
う
やし

く
化け

儀ぎ

を
賛さ

ん

す
。
体た

い

は
先せ

ん
し
ゆ
う宗

に
格い

た

り
、
峻し

ゆ
ん
き機

は
仏ぶ

っ

祖そ

を
容い

れ
ず
。
用ゆ

う

は
後こ

う

学が
く

を
開ひ

ら

き
、
悲ひ

心し
ん

は

仍よ

り
て
人に

ん

天で
ん

を
摂せ

つ

す
。
幻げ

ん

化け

の
百ひ

や
く
が
い骸

を
収お

さ

め
、
火か

光こ
う

の
三さ

ん

昧ま
い

に
入い

る
。
茶ち

ゃ

、
三さ

ん

奠て
ん

を
傾か

た
むけ

、
香こ

う

、
一い

ち

炉ろ

に
爇た

か
ん
。
頂ち

よ
う
だ
い
ぶ
ぎ
よ
う

戴
奉
行
、

和お
な
ん
し
よ
う
し
ゆ

南
聖
衆
。

＊

　
今
日
、
こ
こ
に
、
新
示
寂
（
新
た
に
遷
化
さ
れ
た
）〈
某
〉
和
尚 

は
、
衆
生
を
導
く
べ
き
仏
縁
を
終
え
て
、
す
み
や
か
に
涅
槃

の
境
地
に
入
ら
れ
ま
し
た
。〔
釈
尊
の
〕
霊
妙
な
棺
が
拘く

尸し

（
ク
シ
ナ
ガ
ラ
）
の
街
〔
の
上
空
〕
を
遍
く
巡
り
、
清
浄
な
る
炎
が

〔
棺
の
中
か
ら
〕
自み

ず
から

〔
発
火
し
た
よ
う
に
〕
こ
の
日
に
〔
遺
体
を
〕
焼
き
尽
く
し
ま
す
。
僧
侶
た
ち
に
お
願
い
し
て
、〔
亡
く

な
っ
た
和
尚
の
〕
霊み

た
まに

対
し
、
助
力
し
ま
す
。
西
方
の
極
楽
浄
土
世
界
に
お
ら
れ
る
、
広
大
無
辺
の
慈
悲
の
阿
弥
陀
仏
に
帰
依

し
ま
す
。
西
方
浄
土
の
極
楽
世
界
に
お
ら
れ
る
、
広
大
無
辺
の
慈
悲
の
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
ま
す
。
西
方
浄
土
の
極
楽
世
界
に

お
ら
れ
る
、
広
大
無
辺
の
慈
悲
の
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
名
号
を
賛
嘆
し
、
慎
み
深
く
教
化
に
力
を
添
え
て
き
ま
し
た
。〔〈
某
〉
和
尚
に
そ
な
わ
っ
た
〕
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体た
い

（
本
体
）
は
古
徳･

先
人
の
教
え
を
き
わ
め
、
峻
烈
な
は
た
ら
き
は
仏
祖
で
す
ら
手
出
し
出
来
な
い
ほ
ど
で
す
。〔
そ
の
〕

用ゆ
う

（
は
た
ら
き
）
は
〔
仏
道
修
行
に
励
む
〕
後
学
の
者
を
導
き
開
き
、
慈
悲
の
心
は
人
間
界･

天
上
界
を
教
化
し
ま
す
。〔
ま
ぼ

ろ
し
の
よ
う
に
変
化
す
る
〕
実
体
の
無
い
一
身
の
体
を
収お

さ

め
て
、〔
三
昧
の
境
地
に
入
り
〕
火
葬
さ
れ
ま
し
た
。
お
茶ち

ゃ

を
幾
度

も
お
供
え
し
、
香
を
炉
中
に
焚
き
ま
す
。
仏
の
教
え
を
頂
き
、
奉
じ
て
行
い
、
僧
侶
た
ち
と
稽
首
し
唱
和
し
ま
す
。

＊

（
1
）　
新
示
寂
＝
「
寂
滅
の
相
を
示
し
た
意
で
、
尊
宿･

亡
僧
の
位
牌
の
頭
に
関
す
る
語
」（『
禅
学
』p.6 12

）。「
示
寂
」
は
、「
寂
は
寂

滅･

円
寂
の
略
で
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
意
。
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
示
現
す
る
こ
と
で
、
特
に
高
僧
が
死
ぬ
こ
と
を
い
う
」（『
中
村
』

p.5 49

）。

（
2
）　
化
縁
＝
「
教
化･

勧
化
す
る
因
縁
事
情
」（『
禅
学
』p.2 65

）、「
人
び
と
を
導
く
機
縁
。
教
化
す
る
縁
」（『
中
村
』p.2 91

）。

（
3
）　
遽
返
真
常
＝
『
百
丈
清
規
左
觽
』「
遽
返
真
常
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
真
際
常
住
の
家
郷
な
り
」（p.4 93

）
と
あ
る
。
そ

の
う
ち
「
真
常
」
は
、「
真
実
常
住
、
ま
た
は
真
空
寂
の
こ
と
で
、
涅
槃
の
境
を
指
す
」（『
禅
学
』p.6 15

）、「
真
如
常
住
の
意
。
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
境
を
い
う
」（『
中
村
』p.7 84
）。

（
4
）　
霊
棺
＝
「
死
骸
を
お
さ
め
る
棺
。
霊
龕
と
も
」（『
禅
学
』p.1 3 02

）。

（
5
）　
遶
於
拘
尸
＝
『
百
丈
清
規
左
觽
』「
遶
拘
尸
之
大
城
」
条
に
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
巻
二
「
機
感
茶
毘
品
」（T12-9 07b

）
を
引

用
し
、「
爾そ

の
時
、
如
来
、
七
宝
の
金
棺
、
徐
徐
と
し
て
空
に
乗
じ
、
拘
尸
城
の
東
門
よ
り
出
づ
。
空
に
乗
じ
て
右
に
繞
り
、
城
の

南
門
に
入
り
、
漸
漸
に
空
を
行
き
て
、
北
門
よ
り
出
づ
。
空
に
乗
じ
て
左
に
繞
り
、
還
り
て
拘
尸
の
西
門
よ
り
入
る
。
是
く
の
如
く

転
転
し
繞
り
て
三
帀
し
已お

わ
り
て
、
空
に
乗
じ
て
徐
徐
と
し
て
、
還
り
て
西
門
に
入
る
。
空
に
乗
じ
て
行
き
、
東
門
よ
り
出
で
て
、

空
を
行
き
て
左
に
繞
り
て
、
城
の
北
門
に
入
り
、
漸
漸
に
空
に
行
き
て
、
南
門
よ
り
出
で
て
、
空
に
乗
じ
て
右
に
繞
り
、
還
り
て
西

門
に
入
る
。
是
く
の
如
く
転
転
し
て
、
繞
り
経
る
こ
と
四
帀
、
是
く
の
如
く
左
右
に
拘
尸
那
城
を
繞
る
こ
と
、
七
帀
を
経
る
」

（p.4 90

）
と
あ
る
。「
拘
尸
」
は
、「
拘
尸
那
竭
（
掲･

伽
）
羅
。
中
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
都
城
の
名
。
釈
尊
入
滅
の
地
と
し
て
有
名
」
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（『
禅
学
』p.2 47

）。

（
6
）　
性
火
自
焚
於
此
日
＝
『
百
丈
清
規
左
觽
』「
性
火
自
焚
於
此
日
」
条
に
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
巻
二
「
機
感
茶
毘
品
」（T12-

9 09c

）
を
引
用
し
、「
爾
の
時
、
拘
尸
城
の
内
に
、
四
力
士
有
り
。
瓔
珞
も
て
身
を
厳
し
、
七
宝
の
炬
を
持
す
。
大
車
輪
の
如
く
、

爓
光
普
く
照
す
。
以
て
香
楼
を
焚
き
て
、
如
来
を
荼
毘
す
。
炬
を
香
楼
に
投
ず
れ
ば
、
自
然
に
殄
滅
す
。
迦
葉
、
告
げ
て
言
う
、
大

聖
の
宝
棺
は
、
三
界
の
火
の
焼
く
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
何
ぞ
況
ん
や
、
汝
が
力
能
く
焚
か
ん
。〔
広
説
乃
至
〕
爾
の
時
、
如
来
、

大
悲
の
力
を
以
て
、
心
胸
の
中
よ
り
、
火
は
棺
外
に
踊
り
て
、
漸
漸
に
荼
毘
す
。
七
日
を
経
て
、
妙
香
楼
を
焚
き
、
爾し

か

し
て
乃
ち
方

に
尽
く
」（p.4 93

）
と
あ
る
。「
性
火
」
は
、「
地･

水･

火･

風
の
四
つ
の
元
素
が
結
合
し
た
火
を
事
火
と
い
う
の
に
対
し
て
、
火

の
元
素
の
み
の
も
の
を
性
火
と
い
う
。
火
の
元
素
は
一
切
の
色
法
（
物
質
的
な
も
の
）
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
と
考
え
て
、

か
く
い
う
」（『
中
村
』p.7 13

）。

（
7
）　
資
助
＝
「
物
資
を
も
っ
て
助
け
る
こ
と
」（『
中
村
』p.5 47

）。

（
8
）　
覚
霊
＝
「
亡
く
な
っ
た
者
の
霊
位
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の
上
か
ら
死
者
を
も
証
覚
の
仏
位
と
み
て
尊
称
す
る
。
亡
く
な
っ
た
人

の
追
善
供
養
な
ど
に
お
け
る
回
向
文
な
ど
で
用
い
る
。
尊
霊
と
も
」（『
禅
学
』p.1 55

）。

（
9
）　
西
方
極
楽
世
界
＝
「
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
。
単
に
浄
土
と
も
い
う
。
西
の
方
に
向
か
っ
て
、
十
万
億
の
仏
国
土
を
過
ぎ
た
か
な
た
に

あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
苦
し
み
が
な
く
、
た
だ
楽
し
み
の
み
が
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
は
こ
こ
に
い
て
、
常
に
説
法
を
し
て
い
る
と
い
う
」

（『
中
村
』p.4 43

、p.4 14

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
南
無
西
方
極
楽
云
云
」
条
に
「
古
解
に
曰
く
」
と
し
て
、「
蒙
山
和
尚
遷
化
荼
毘

の
場
に
、
春
屋
念
誦
す
。
挙
し
て
曰
く
、「
南
無
霊
山
会
上
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
。
其
の
意
は
、
謂
え
ら
く
遠
土
の
弥
陀
に
求
め
ず
、

近
く
霊
山
の
名
を
称
す
」
と
あ
り
、
唱
え
る
名
号
は
一
様
で
な
か
っ
た
。
た
だ
無
著
は
、「
弥
陀
を
唱
え
、
尊
宿
の
覚
路
を
助
け
る

こ
と
と
は
、
渠か

の
仏
に
代
わ
り
て
化
を
揚
げ
、
其
の
滅
に
及
ん
で
遽
に
渠
を
抑
損
し
て
、
唱
導
の
儀
を
以
て
之
を
待
つ
の
謂
う
に
非

ず
。
夫
れ
宗
師
の
智
眼
、
上
に
挙
仰
の
仏
無
し
。
故
に
荼
毘
の
念
誦
に
云
う
、「
峻
機
仏
祖
を
容
れ
ず
」
と
。
…
…
」（p.4 93

）
と

あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
は
唐
宋
音
で
「
南な

無む

西し
い

方ほ
う

極き

楽ら

世し

界か
い

、
大だ

い

慈ず

大だ
い

悲ひ

阿お

弥み

陀と

仏ふ

」
と
読
み
、
三
唱
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

な
お
『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
三
「
荼
毘
」（T48-1 1 29a

）、『
禅
林
備
用
清
規
』
巻
九
「
化
壇
」（X63-6 55b

）
な
ど
に
は
、
十
唱
す
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る
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
「
十
念
弥
陀
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
10
）　
大
慈
大
悲
＝
「
大
慈
」
は
、「
広
大
無
辺
の
い
つ
く
し
み
。
普
通
に
は
仏
の
慈
を
大
慈
と
い
い
、
菩
薩
や
祖
師
に
も
用
い
る
」

（『
禅
学
』p.7 95

）
と
あ
り
、「
大
悲
」
は
、「
偉
大
な
る
慈
悲
。
衆
生
の
苦
を
救
済
す
る
仏
菩
薩
の
大
慈
悲
心
を
い
う
。
一
般
の
凡

夫
や
声
聞
に
お
け
る
慈
悲
は
単
に
悲
と
い
い
、
仏
菩
薩
に
お
け
る
慈
悲
を
大
悲
ま
た
は
大
慈
大
悲
と
い
う
」（『
禅
学
』p.8 14

）
と

あ
る
。「
大
慈
大
悲
」
は
、「
仏
の
広
大
無
辺
の
慈
悲
。（
禅
宗
で
は
「
だ
い
ず
だ
い
ひ
」
と
よ
ん
だ
）」（『
中
村
』p.9 18

）。

（
11
）　
阿
弥
陀
仏
＝
「
梵Am

ita

、
略
し
て
弥
陀
。
仏
光
の
無
量
で
あ
る
点
か
ら
無
量
光Am

itābha

と
も
呼
ば
れ
、
寿
量
の
無
限
で

あ
る
点
か
ら
無
量
寿Am

itāyus

と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
が
時
間
（
寿
）・
空
間
（
光
）
を
通
じ
て
、
無
量
無
限
の
偉

大
な
仏
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」（『
禅
学
』p.9

）。「
西
方
浄
土
、
極
楽
世
界
に
あ
っ
て
、
法
を
説
く
仏
。
ま
た
、
さ
と
っ

て
い
る
仏
。
永
遠
に
救
い
を
与
え
る
仏
。
い
の
ち
と
光
き
わ
み
な
き
仏
」（『
中
村
』p.9

、p.10

）。

（
12
）　
上
来
＝
「
こ
れ
ま
で
云
云
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
の
意
」（『
禅
学
』p.5 90

）。

（
13
）　
称
揚
＝
「
他
人
の
徳
を
賛
嘆
す
る
こ
と
。
賞
賛･

賞
揚
す
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.5 89

）、「
他
人
の
徳
を
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
」

（『
中
村
』p.7 31

）。

（
14
）　
聖
号
＝
「
聖
者
の
名
号
。
仏
菩
薩
の
名
号
を
い
う
」（『
禅
学
』p.5 42

）、「
仏
の
名
を
い
う
」（『
中
村
』p.7 26

）。

（
15
）　
化
儀
＝
「
衆
生
を
教
化
す
る
の
に
用
い
る
形
式･

仕
方
。
教
化
の
方
便
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.2 66

）、「
教
化
の
し
か
た
。
教
え

る
方
法
。
手
段
。
導
く
し
か
た
。
化
導
の
儀
式
の
意
。
仏
が
衆
生
を
教
化
指
導
す
る
の
に
用
い
る
説
法
の
形
式･

し
か
た
」（『
中

村
』p.2 91

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
恭
賛
化
儀
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
尊
宿
、
滅
を
示
す
こ
と
、
猶
お
仏
の
八
相
の
中
の

涅
槃
の
如
し
。
実
に
是
れ
化
度
の
儀
式
な
り
。
今
、
仏
名
を
唱
え
て
、
入
滅
の
儀
式
を
賛
成
す
る
な
り
」（p.4 94

）
と
あ
る
。

（
16
）　
体
＝
「
本
体･

実
体
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.7 80

）、「
本
体
。
実
体
。
根
本
の
も
の
。
体
性
の
略
」（『
中
村
』p.9 10

）。

（
17
）　
仏
祖
＝
「
仏
陀
と
祖
師
」（『
禅
学
』p.1 0 88

）、「
仏
教
の
祖
で
あ
る
釈
尊
。
ま
た
は
仏
と
祖
師
」（『
中
村
』p.1 1 95

）。

（
18
）　
用
＝
「
は
た
ら
き
。
作
用
。
功
能
」（『
禅
学
』p.1 2 42

）、「
は
た
ら
き
。
作
用
。
活
動
」（『
中
村
』p.1 3 85

）。

（
19
）　
後
学
＝
「
初
学
者
」（『
中
村
』p.3 95

）。
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（
20
）　
悲
心
＝
「
他
人
の
苦
し
み
を
悲
し
む
心
。
い
つ
く
し
み
。
抜
苦
の
心
」（『
中
村
』p.1 1 30

）。

（
21
）　
人
天
＝
「
人
間
界
と
天
上
界
の
略
。
六
道
（
六
趣
、
地
獄
界･

餓
鬼
界･

畜
生
界･

修
羅
界･

人
間
界･

天
上
界
）
ま
た
は
十
界

の
中
の
二
界
。
迷
い
の
世
界
と
す
」（『
禅
学
』p.9 98

）、「
人
び
と
と
神
々
。
ま
た
、
人
間
界
と
天
上
界
。
人
び
と
や
天
の
神
々
。

人
間
の
世
界
と
天
界
。
人
間
と
天
（
神
々
）
と
の
世
界
と
い
う
意
。
ま
た
、
そ
こ
の
衆
生
」（『
中
村
』p.1 0 70

）。

（
22
）　
幻
化
＝
「
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
変
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
虚
仮
で
実
体
の
な
い
こ
と
。」（『
禅
学
』p.2 79

）、「
幻
と
化
。
幻
は
幻

人
の
し
わ
ざ
、
化
は
仏
や
菩
薩
の
神
通
力
の
つ
く
り
出
し
た
も
の
を
い
う
」（『
中
村
』p.3 34

）。

（
23
）　
百
骸
＝
「
多
く
の
骨
。
身
体
全
部
」（『
大
漢
和
』
八
巻p.47

）。

（
24
）　
火
光
三
昧
＝
「
身
か
ら
火
を
出
す
禅
定
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.1 56

）、「
身
か
ら
火
を
出
す
禅
定
。
火
の
光
に
つ
つ
ま
れ
て
瞑
想

し
て
い
る
こ
と
」（『
中
村
』p.1 44

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
火
光
三
昧
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
今
、
火
葬
を
称
し
て
、
雅

か
に
火
光
三
昧
と
言
う
。
火
光
は
実
に
是
れ
三
昧
の
名
な
り
」（p.4 94

）
と
あ
る
。

（
25
）　
三
奠
＝
「
仏
前
に
三
度
た
て
ま
つ
る
こ
と
。
幾
度
も
仏
前
に
お
供
え
す
る
こ
と
を
い
う
」（『
禅
学
』p.4 04

）。

（
26
）　
和
南
＝
「
尊
敬
を
さ
さ
げ
る
こ
と
。
稽
首
。
ま
た
敬
礼
し
て
口
に
唱
え
る
語
の
一
」（『
禅
学
』p.1 3 26

）。

（
27
）　
聖
衆
＝
「
多
く
の
聖
賢
。
衆
聖
」（『
禅
学
』p.5 51

）、「
仏
の
弟
子
た
ち
。
聖
な
る
人
び
と
の
意
。
声
聞･

独
覚･

菩
薩
を
い
う
。

仏･

菩
薩･

縁
覚･

声
聞
な
ど
の
聖
者
の
群
衆
」（『
中
村
』p.7 27

）。

　
　
　
荼 

毘 

回 

向

　
　
　
　
　 �（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
五･

諸
念
誦
之
部
「
山
頭
念
誦
」24b･T81-6 76a

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下･

回
向
文
「
尊
宿

山
頭
念
誦
并
回
向
」25b･T81-7 18b

）
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上
（
（
（

来
、
念

（
（
（

誦
諷

（
（
（

経
功

（
（
（

徳
、
奉
為
堂

（
（
（

頭
和
尚
、
荼

（
（
（

毘
之
次
、
増

（
（
（

崇
品
位
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉（
一
）

（
一
）　
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉」
と
あ
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
に

「
十
方
〈
云
云
〉」
と
あ
る
。

＊

上じ
よ
う
ら
い

来
、
念ね

ん

誦じ
ゅ

諷ふ

経ぎ
ん

す
る
功く

徳ど
く

は
、
堂ど

う
ち
よ
う
お
し
よ
う

頭
和
尚
の
為た

め

に
し
奉

た
て
ま
つり

、
荼だ

毘び

の
次つ

い

で
、
品ひ

ん

位い

を
増ぞ

う

崇そ
う

せ
ん
こ
と
を
。
十じ

つ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
つ

切さ
い

の

諸し
よ

仏ぶ
つ

〈
云
云
〉

＊

　
こ
れ
ま
で
経
文
を
読
誦
し
た
功
徳
は
、
堂
頭
和
尚
の
た
め
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
、
火
葬
す
る
に
あ
た
っ
て
、〔
修
行
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
境
地
の
〕
階
位
を
増
し
高
め
る
も
の
で
す
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去･

現
在･

未
来
と
い
う
三
世
の
一
切

の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功

徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕 

＊

（
1
）　
上
来
＝
「
こ
れ
ま
で
云
云
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
の
意
」（『
禅
学
』p.5 90

）。

（
2
）　
念
誦
＝
「
心
に
仏
を
念
じ
、
口
に
そ
の
名
号
を
称
す
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.1 0 03

）、「
心
に
念
じ
な
が
ら
、
経
や
真
言･

陀
羅
尼

な
ど
を
唱
え
る
こ
と
。
ま
た
、
寺
院
に
お
い
て
一
定
の
き
ま
り
文
句
を
声
高
に
唱
え
る
作
法
」（『
中
村
』p.1 0 80

）。

（
3
）　
諷
経
＝
「
声
を
出
し
て
経
文
を
読
誦
す
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.1 0 63
）、「
声
を
あ
げ
て
経
文
を
諷
誦
す
る
こ
と
」（『
中
村
』

p.1 1 82

）。
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（
4
）　
功
徳
＝
「
善
い
こ
と
を
し
た
報
い
」（『
禅
学
』p.2 51

）、「
す
ぐ
れ
た
徳
性
。
よ
い
性
質
。（
特
別
の
）
性
質
。
価
値
あ
る
特
質
。

善
を
積
ん
で
得
ら
れ
る
も
の
。
い
わ
ゆ
る
徳
を
い
う
」（『
中
村
』p.2 60

）。

（
5
）　
堂
頭
和
尚
＝
「
禅
院
の
住
持
、
住
職
の
こ
と
。
堂
頭
と
略
し
て
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
」（『
禅
学
』p.9 35

）、「
禅
寺
の
住
持･

住

職
」（『
中
村
』p.1 0 12

）。

（
6
）　
荼
毘
＝
「
燃
焼
の
意
。
死
骸
を
火
葬
に
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
広
く
葬
式
の
こ
と
を
も
い
う
」（『
禅
学
』p.8 29

）、「
死
骸
を
火

葬
す
る
こ
と
」（『
中
村
』p.9 02

）。

（
7
）　
増
崇
品
位
＝
「
増
崇
」
は
、「
う
や
ま
う
。
尊
敬
す
る
こ
と
。
恭
し
く
供
養
す
る
こ
と
。
禅
僧
の
霊
位
（
主
と
し
て
住
持
職
以

上
）
に
対
し
て
用
い
る
」（『
禅
学
』p.7 40

）。「
品
位
」
は
、「
亡
僧
の
敬
称
」（『
禅
学
』p.1 1 59

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
増
崇
品

位
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
経
呪
の
功
徳
に
託
し
て
、
其
の
地
位
を
し
て
高
昇
せ
し
む
る
な
り
。
品
位
と
は
、
譬
え
ば
菩
薩

十
地
の
如
き
、
是
れ
な
り
」（p.3 42

）
と
あ
る
。

　
　
　
祖 

師 

遠 

忌 

回 

向
﹇
宿 
忌
／
半 

斎
﹈

　
　
　
　
　 �（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一･

諸
回
向
之
部
「
祖
忌
宿
忌
半
斎
」32b

～33b･T81-6 34c

～6 35a

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻

下･

回
向
「
祖
師
忌
回
向
」8b

～9a･T81-7 14a

、『
新
修 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻p.1 67

～p.1 71

、p.2 32

～p.2 35

、

p.2 42

～p.2 45

）

宝
（
（
（

明
空
海
湛
死

（
（
（

生
漩
澓
之
波
、
大

（
（
（

寂
定
門
融
今
古
去
来
之
相
。

仰
冀
真

（
（
（

慈
　
俯
垂
昭

（
（
（

鑑
。

〈
某
〉
門
今
月
〈
某
〉
日 

伏
値
。〈
開
山
某
名
国
師
大
和
尚
／
前
住
当
山
某
名
大
禅
師
〉（
一
）示
（
（
（

寂
之
辰
。〈
預
於
斯
晩
〉（
二
）
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虔
備
香

（
（
（

華
灯
燭
、
茶

（
（
（

〈
湯
之

／
菓
珍

（
（
（

饈
〉（
三
）、
以
伸
供
養
。〈
仍
／
謹
〉
集
〈
合

（
（1
（

山
／
現

（
（1
（

前
〉
比
丘
衆
〈
同
音
〉
諷

（
（1
（

誦
。
大
〈
仏
頂

万
行
首
楞
厳
神
呪
／
悲
円
満
無
碍
神
呪
〉（
四
）所
集
殊

（
（1
（

勲
奉
為
。〈
上
酬
慈

（
（1
（

蔭
／
真

（
（1
（

慈
増

（
（1
（

崇
品
位
〉（
五
）伏
願
。
慧

（
（1
（

炬
重
輝
耀
祖

（
（1
（

室
光

（
（1
（

明
之

種
霊

（
（2
（

根
再

（
（2
（

孽
回
少

（
（2
（

林
花
木
之
春
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
〈
云
云
〉（
六
）

（
一
）　〈
開
山
某
名
国
師
大
和
尚
／
前
住
当
山
某
名
大
禅
師
〉
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
「〈
開
山
某
名
国
師
大
和
尚
／
前
住
当
山
某
名
大

禅
師
〉」
と
あ
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
前
住
妙
心
〈
某
名
〉
和
尚
大
禅
師
」
と
あ
る
。

（
二
）　〈
預
於
斯
晩
〉
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
無
し
。

（
三
）　
茶
〈
湯
之

／
菓
珍
饈
〉
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本
）
に
「

」
と
す
る
が
、
大
正
蔵
に
拠
り
「
儀
」
と
し
て
書
き
下

し
等
を
お
こ
な
っ
た
。『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
茶
菓
珍
饈
」
と
あ
る
。

（
四
）　
大
〈
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
／
悲
円
満
無
碍
神
呪
〉
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
大
悲
円
満
無
碍
神
呪
」
と
あ
る
。

（
五
）　〈
上
酬
慈
蔭
／
真
慈
増
崇
品
位
〉
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
真
慈
増
崇
品
位
」
と
あ
る
。

（
六
）　
十
方
三
世
一
切
諸
仏
〈
云
云
〉
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
〈
云
云
〉 

右
紀
事
〈
仏
殿
、

法
堂
、
開
山
塔
、
並
塔
頭
月
忌
半
斎
回
向
、
如
此
。
但
半
斎
可
除
預
於
斯
晩
湯
之
儀
等
句
、
而
入
同
音
二
字
。
宿
忌
義
依
之
可
知
也
。

凡
亡
者
仏
事
之
回
向
等
、
皆
效
之
。
祖
師
忌
半
斎
中
陰
間
、
可
誦
其
幾
忌
日
。
七
七
已
過
、
則
迄
于
三
十
三
回
可
誦
示
寂
之
辰
。
三

十
三
年
過
去
、
則
可
誦
其
正
当
幾
遠
忌
也
。〉」
と
あ
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
十
方
〈
云
云
〉
祖
師
名
位
等
式
、
如
記
通
回
向
。

宿
忌
示
寂
之
辰
下
加
〈
預
於
斯
晩
〉。
茶
菓
珍
饈
為
〈
茶
湯
之
儀
〉、
除
〈
同
音
〉
両
字
。
五
十
年
忌
已
上
、
称
〈
五
十
年
忌
之
辰
／

一
百
回
忌
之
辰
〉
等
、
自
其
已
前
、
都
称
示
寂
之
辰
。」
と
あ
る
。

＊

宝ほ
う
み
よ
う

明
の
空く

う

海か
い

は
、
死し

し
よ
う生

漩せ
ん

澓ぶ
く

の
波な

み

を
湛た

た

え
、
大

だ
い
じ
や
く
じ
よ
う
も
ん

寂
定
門
は
、
今こ

ん

古こ

去こ

来ら
い

の
相そ

う

を
融ゆ

う

ず
。
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仰あ
お

ぎ
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
真し

ん

慈じ

、
俯ふ

し
て
昭し

よ
う
か
ん鑑

を
垂た

れ
た
ま
え
。

〈
某
〉
門も

ん

今こ
ん

月げ
つ

〈
某
〉
日に

ち

、
伏ふ

し
て
〈
開
山
某
名
国
師
大
和
尚
／
前
住
当
山
某
名
大
禅
師
〉
示じ

じ
や
く寂

の
辰し

ん

に
値あ

う
。〈
預

あ
ら
か
じめ

斯こ

の
晩ば

ん

に
〉、
虔

う
や
う
や

し
く
香こ

う
げ
と
う
し
よ
く

華
灯
燭
、
茶さ

〈
湯と

う

の
儀
／
菓か

ち
ん
し
ゆ
う

珍
饈
〉
を
備そ

な

え
、
以も

つ

て
供く

養よ
う

を
伸の

ぶ
。〈
仍よ

っ
て
／
謹つ

つ
しん

で
〉〈
合が

つ

山さ
ん

／
現げ

ん

前ぜ
ん

〉
の
比び

丘く
し
ゆ
う衆

を
集あ

つ

め
、〈
同ど

う

音お
ん

に
〉
大
〈
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
／
悲
円
満
無
碍
神
呪
〉
を
諷ふ

誦じ
ゅ

す
。
集

（
※
）あ
つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゅ

勲く
ん

は
、
為た

め

に
し
奉

た
て
ま
つり

じ

、

お
ん

〈
上か

み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い
ん
こ
と
を
／
真し

ん

慈じ

も
て
品ひ

ん

位い

を
増ぞ

う

崇そ
う

せ
ん
こ
と
を
〉。

　
伏ふ

し
て
願ね

が

わ
く
ば
、
慧え

炬こ

重か
さ

ね
て
祖そ

室し
つ

の
光こ

う
み
よ
う明

の
種し

ゅ

を
輝き

耀よ
う

し
、
霊れ

い
こ
ん
ふ
た
た

根
再
び
少し

よ
う
り
ん林

の
花か

木ぼ
く

の
春は

る

に
孽げ

っ

回か
い

せ
ん
こ
と
。
十じ

つ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
つ

切さ
い

の
諸し

よ

仏ぶ
つ

諸し
よ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

〈
云
云
〉

※
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本･

訳
注
底
本
）
の
原
文
に
従
い
、
書
き
下
し
を
行
な
っ
た
。
な
お
、
現
行
の
回
向
文
の
訓
み
か
た
は
、

「
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、
上か

み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い

じ

ん

お
ん

こ
と
を
／
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、 

真し
ん

慈じ

の
為
に
し
奉
り
、
品ひ

ん

位い

を
増ぞ

う

崇そ
う

せ
ん
こ
と
を
」

で
あ
り
、「
奉
為
。
真
慈
…
」
の
個
所
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
表
記
に
基
づ
く
書
き
下
し
文
と
は
異
な
る
。

＊

　
浄
明
な
〈
空
〉
な
る
宝
の
海
〔
に
喩
え
ら
れ
る
よ
う
な
涅
槃
の
尊
い
境
地
〕
は
、
生し

よ
う
じ死

流
転
す
る
波
は
立
た
ず
静
か
で
穏
や

か
で
あ
り
、
大
い
な
る
寂
静
の
門
（
静
寂
無
為
の
悟
り
の
境
地
）
は
、
今
と
古む

か
し、

過
去
と
未
来
の
す
が
た
を
円
融
し
て
生
滅
去
来

が
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
仏
祖
の
慈
悲
よ
、
ど
う
か
〔
わ
た
し
た
ち
を
〕
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。

　〈
某
〉
寺
院
に
お
い
て
、
今
月
の
〈
某
〉
日
、〈
開
山
某
名
国
師
大
和
尚
／
前
住
当
山
某
名
大
禅
師
〉
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
を
迎
え

ま
し
た
。〈
あ
ら
か
じ
め
こ
の
夜
に
〉、
つ
つ
し
ん
で
、
香･

華･

灯
燭
、
茶
〈
や
湯と

う

の
お
供
え
／
・
菓
子･

ご
馳
走
〉
を
供
え
、
供

養
い
た
し
ま
す
。〈
そ
こ
で
／
謹つ

つ
しん

で
〉〈
こ
の
お
寺
に
住
む
す
べ
て
／
目
の
辺
り
〉
の
僧
侶
ら
を
集あ

つ

め
て
、〈
声
を
共
に
し
て
〉『
大
〈
仏
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頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
／
悲
円
満
無
碍
神
呪
〉』
を
お
唱
え
し
ま
す
。〔
こ
う
し
た
供
養
に
よ
っ
て
〕
集
め
た
す
ば
ら
し
い
功
徳
は
、

〔〈
開
山
某
名
国
師
大
和
尚
／
前
住
当
山
某
名
大
禅
師
〉
の
〕
た
め
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
、〈
慈
し
み
に
満
ち
た
仏
恩
に
む
く
い
奉
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
／
仏
祖
の
慈
悲
で
も
っ
て
〔
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
境
地
の
〕
階
位
を
増
し
高
め
る
も
の
で
す
。〉 

伏ふ

し
て
願ね

が

う
こ
と

に
は
、
智
慧
の
明
か
り
が
重
ね
て
〔
祖
師
伝
来
の
〕
禅
の
奥
深
い
教
え
と
い
う
〔
慈
悲
や
智
慧
と
い
う
〕
光
明
の
お
お
も
と
を

光
り
輝
か
せ
、
仏
性
が
ま
た
再
び
達
磨
〔
正
伝
の
教
え
〕
の
花
や
木
に
春
と
し
て
芽
吹
き
め
ぐ
っ
て
く
る
こ
と
を
〔
願
い
ま

す
〕。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去･

現
在･

未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や

修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）　
宝
明
空
海
＝
「
平
等
一
如
の
涅
槃
の
境
地
を
海
に
た
と
え
て
言
っ
た
も
の
。
明
空
の
空
海
で
、
浄
明
空
寂
な
る
宝
の
よ
う
な
尊
い

涅
槃
の
海
を
指
す
も
の
」（『
禅
学
』p.1 1 43

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
宝
明
空
海
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
已
下
の
句
は
、
歎

真
な
り
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
楞
厳
経
』
巻
五
（T19-1 26c

）「
頓
に
如
来
の
宝
明
空
海
に
入
り
て
、
仏
知
見
に
同
じ
く
す
」
を
引

用
し
、
そ
の
解
釈
と
し
て
長
水
子
璿
（
九
六
五
～
一
〇
三
八
）『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
巻
五
（T39-8 98b

）
に
よ
り
、「
空
、
是
れ

如
来
蔵
な
る
を
以
て
の
故
に
、
満
足
周
遍
し
て
、
一
切
の
法
を
具
す
。
光
明
遍
く
法
界
の
性
を
照
ら
す
が
故
に
、
摩
尼
の
宝
の
意
に

隨
い
て
出
生
す
る
が
如
く
、
大
溟
渤
し
て
、
深
広
含
摂
す
る
が
如
し
。
平
等
性
智
、
達
解
照
了
、
境
智
一
如
な
る
を
、
仏
知
見
と
名

づ
く
」（p.3 41

）
と
あ
る
。

（
2
）　
死
生
漩
澓
波
＝
「
涅
槃
を
海
に
、
生
死
を
漩め

ぐ

り
澓な

が

れ
る
大
波
小
波
に
た
と
え
る
と
、
涅
槃
寂
静
の
境
に
は
生
死･

起
滅
の
す
が
た

は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
を
い
う
」（『
禅
学
』p.4 38

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
湛
死
生
漩
澓
之
波
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
生

死
輪
廻
を
以
て
、
海
中
の
漩
澓
に
比
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
同
末
に
「
漩
澓
」
に
つ
い
て
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
言
う
こ
こ

ろ
は
、
生
死
の
回
流
は
、
仏
智
の
空
海
に
入
ら
ば
、
即
ち
湛
然
寂
静
に
し
て
、
復
た
波
浪
の
相
無
き
な
り
。
漩
澓
は
、
三
界
の
輪
廻
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比
す
る
な
り
。
乃
ち
回
転
の
義
を
取
る
な
り
」（p.3 42

）
と
あ
る
。

（
3
）　
大
寂
定
門
融
今
古
去
来
之
相
＝
「
大
寂
定
の
境
地
は
寂
静
無
為
に
し
て
、
現
在･

過
去
と
か
過
去･

未
来
と
い
う
よ
う
な
一
切
差

別
の
相
を
渾
融
し
、
一
体
平
等
で
あ
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.7 97

）。「
大
寂
定
」
は
、「
禅
定
の
境
地
。
ま
た
、
仏
の
悟
り
の
境
地
」

（『
禅
学
』p.7 97

）、「
本
来
の
安
ら
ぎ
で
あ
る
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
」（『
中
村
』p.9 19

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
大
寂
定
乃
至
去
来
之
相
」

条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
寂
定
門
中
、
今
古
の
相
を
融
す
と
言
う
は
、
亦
た
過
去
無
く
、
亦
た
未
来
無
き
な
り
。
又
た
滅
去
生

来
無
き
な
り
」（p.3 42

）
と
あ
る
。

（
4
）　
真
慈
＝
「
仏
祖
の
慈
悲
。
真
実
な
る
慈
悲
の
意
」（『
禅
学
』p.6 12

）。

（
5
）　
昭
鑑
＝
「
仏･
菩
薩
が
衆
生
を
照
し
鑑
み
て
護
り
た
ま
う
こ
と
」（『
禅
学
』p.5 34

）。

（
6
）　
示
寂
＝
「
仏･
菩
薩･
僧
の
死
を
い
う
。
円
寂
。
寂
滅
」（『
禅
学
』p.4 32

）、「
寂
は
寂
滅･

円
寂
の
略
で
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の

意
。
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
示
現
す
る
こ
と
で
、
特
に
高
僧
が
死
ぬ
こ
と
を
い
う
」（『
中
村
』p.5 49

）。

（
7
）　
香
華
＝
「
仏
に
供
え
る
香
と
花
」（『
禅
学
』p.3 08

）、「
芳
香
あ
る
花
。
仏
に
さ
さ
げ
る
香
と
花
」（『
中
村
』p.3 94

）。

（
8
）　
茶
湯
＝
「
仏
祖
の
神
前
お
よ
び
亡
者
の
霊
な
ど
に
、
毎
朝
ま
た
は
法
要
な
ど
に
供
す
る
湯
茶
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.8 51

）、「
禅

寺
で
、
毎
日
仏
祖
の
霊
前
に
供
え
る
茶
と
湯
と
を
い
う
」（『
中
村
』p.9 56

）。

（
9
）　
珍
饈
（
羞
）
＝
「
立
派
な
馳
走
。
羞
は
膳
ま
た
は
薦
、
供
養
の
食
物
」（『
禅
学
』p.8 70

）。

（
10
）　
合
山
＝
「
一
叢
林
全
体
。
全
山
。
ま
た
、
一
山
の
僧
衆
全
体
も
指
す
。
闔
山
」（『
禅
学
』p.1 64

）。

（
11
）　
現
前
＝
「
ま
の
あ
た
り
。
目
の
前
に
在
る
も
の
」（『
禅
学
』p.2 91

）、「
目
の
前
に
現
れ
て
い
る
こ
と
。
目
の
前
に
あ
る
こ
と
」

（『
中
村
』p.3 38

）。

（
12
）　
諷
誦
＝
「
経
典
を
暗
誦
す
る
こ
と
。
声
を
あ
げ
て
経
文
を
諳
ん
じ
読
む
こ
と
。
諷
経
。
諷
読
」（『
禅
学
』p.1 0 74

）、「
経
典
を
暗

誦
す
る
こ
と
。
経
文
を
唱
え
る
こ
と
。
節
を
つ
け
て
暗
誦
す
る
こ
と
。
節
を
つ
け
て
経
文
を
読
む
こ
と
」（『
中
村
』p.1 1 82

）。

（
13
）　
殊
勲
＝
「
殊
勝
功
勲
の
略
。
す
ぐ
れ
た
功
徳
」（『
禅
学
』p.5 02

）。

（
14
）　
慈
蔭
＝
「
慈
悲
蔭
覆
の
意
。
慈
悲
を
蒙
る
、
お
か
げ
を
受
け
る
の
意
」（『
禅
学
』p.4 16

）、「
大
慈
悲
の
蔭
覆
の
意
で
、
慈
悲
を
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こ
お
む
っ
た
こ
と
」（『
中
村
』p.5 72

）。

（
15
）　
真
慈
＝
「
仏
祖
の
慈
悲
。
真
実
な
る
慈
悲
の
意
」（『
禅
学
』p.6 12

）。

（
16
）　
増
崇
品
位
＝
「
増
崇
」
は
、「
う
や
ま
う
。
尊
敬
す
る
こ
と
。
恭
し
く
供
養
す
る
こ
と
。
禅
僧
の
霊
位
（
主
と
し
て
住
持
職
以

上
）
に
対
し
て
用
い
る
」（『
禅
学
』p.7 40

）。「
品
位
」
は
、「
亡
僧
の
敬
称
」（『
禅
学
』p.1 1 59

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
増
崇
品

位
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
経
呪
の
功
徳
に
託
し
て
、
其
の
地
位
を
し
て
高
昇
な
ら
し
む
る
な
り
。
品
位
と
は
、
譬
え
ば
菩

薩
十
地
の
如
き
、
是
れ
な
り
」（p.3 42

）
と
あ
る
。

（
17
）　
慧
炬
重
輝
＝
『
百
丈
清
規
左
觽
』「
慧
日
重
輝
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
師
の
生
前
に
慧
日
輝
き
、
今
、
滅
後
復
た
輝
く
を

願
う
が
故
に
、「
重
」
と
云
う
」（p.3 42

）
と
あ
る
。
な
お
「
慧
炬
」
は
、「
智
慧
の
た
い
ま
つ
」（『
禅
学
』p.94

）、「
智
慧
の
灯
炬
。

智
慧
が
無
明
の
闇
を
照
ら
し
、
険
難
な
道
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
慧
炬
に
喩
え
て
い
う
」（『
中
村
』p.1 06

）。

（
18
）　
祖
室
＝
「
祖
師
の
室
内
の
義
。
教
外
別
伝
不
立
文
字
の
祖
師
の
禅
の
妙
旨
は
、
経
巻
祖
録
だ
け
で
は
十
分
に
把
握
さ
れ
得
な
い
。

正
法
を
嫡
嫡
相
承
し
た
正
師
の
室
内
に
入
っ
て
参
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
」（『
禅
学
』p.7 70

）、「
祖
師
の
室
内
の

意
。
師
家
の
室
内
に
入
っ
て
参
究
し
て
、
は
じ
め
て
禅
の
妙
旨
を
体
得
す
る
」（『
中
村
』p.8 59

）。

（
19
）　
光
明
之
種
＝
『
百
丈
清
規
左
觽
』「
光
明
之
種
」
条
に
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
二
九
「
答
陳
教
授
」（T47-9 36b

）
を
引
用
し
、

「
光
明
の
種
子
を
し
て
吾
家
の
本
分
の
事
に
有
る
こ
と
を
知
り
て
、
邪
見
の
網
の
中
に
堕
ち
ざ
ら
し
む
」（p.3 42

）
と
あ
る
。
な
お

「
光
明
」
は
、「
自
己
本
具
の
仏
性
の
は
た
ら
き
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
用
い
る
」（『
禅
学
』p.3 25

）。

（
20
）　
霊
根
＝
「
霊
利
な
宿
根
。
本
来
、
人
の
具
え
て
い
る
霊
妙
な
は
た
ら
き
。
仏
性
」（『
禅
学
』p.1 3 03

）。

（
21
）　
再
孽
＝
「
自
己
本
具
の
仏
性
の
は
た
ら
き
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
用
い
る
」（『
禅
学
』p.3 25

）。「
孽
」
は
、「
枯
れ
た
樹
木
や
、

切
り
倒
さ
れ
た
り
し
た
樹
木
の
切
り
株
か
ら
出
る
若
芽
」（『
漢
辞
海
』p.7 53

）。

（
22
）　
少
林
花
木
之
春
＝
『
百
丈
清
規
左
觽
』「
少
林
花
木
之
春
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
某
師
の
法
幢
盛
ん
な
る
は
、
是
れ
達
磨

の
児
孫
の
栄
達
な
り
。
故
に
、
少
林
の
春
を
回
す
と
云
う
な
り
」（p.3 42
）
と
あ
る
。
な
お
「
少
林
」
は
、「
少
林
寺
の
略
称
。
達

磨
の
別
称
」（『
禅
学
』p.5 92

）。
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献 

粥
﹇
飯
﹈
通 

回 

向

　
　
　
　
　 �（『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一･

諸
回
向
之
部
「
祖
忌
献
粥
供
膳
通
回
向
」32b･T81-6 34c

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下･

回

向
「
献
〈
粥
／
飯
〉
祖
師
通
回
向
」2b･T81-7 12b

、『
新
修 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻p.2 46

～p.2 47

）

仰（
一
）冀

真
（
（
（

慈
　
俯
垂
昭

（
（
（

鑑（
二
）。
上

（
（
（

来
〈
虔
備
〉〈
献

（
（
（

粥
／
香
膳
〉（
三
）茶
（
（
（

湯
諷

（
（
（

誦
。
大
悲
円
満
無
礙
神
呪（
四
）所
集
殊

（
（
（

勲
奉
為
。〈
某
祖
師

名
〉〈
上
酬
慈

（
（
（

蔭
／
真

（
（
（

慈
増

（
（1
（

崇
品
位
。〉（
五
）十
方
三
世
〈
云
云
〉
切
諸
仏
〈
云
云
〉（
六
）〈
香
或
作
肴
〉（
七
）

（
一
）　『
諸
回
向
清
規
式
』
に
、
回
向
表
記
に
附
し
て
「〈
或
除
仰
冀
真
慈
等
句
。
開
山
献
粥
風
経
用
之
〉」
と
あ
る
。

（
二
）　
仰
冀
真
慈
　
俯
垂
昭
鑑
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
無
し
。

（
三
）　〈
虔
備
〉〈
献
粥
／
香
膳
〉
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「〈
献
粥
／
虔
備
香
饈
〉」
と
あ
る
。

（
四
）　
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「〈
経
名
〉」
と
あ
る
。

（
五
）　〈
某
祖
師
名
〉〈
上
酬
慈
蔭
／
真
慈
増
崇
品
位
〉
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「〈
某
名
〉
真
慈
増
崇
品
位
」
と
あ
る
。

（
六
）　
十
方
三
世
〈
云
云
〉
切
諸
仏
〈
云
云
〉
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
「
十
方
〈
云
云
〉」
と
あ
る
。

（
七
）　〈
香
或
作
肴
〉
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
に
無
し
。

＊

仰あ
お

ぎ
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
真し

ん

慈じ

、
俯ふ

し
て
昭し

よ
う
か
ん鑑

を
垂た

れ
た
ま
え
。
上じ

よ
う
ら
い来

、〈
粥し

ゆ
く
さ
と
う

茶
湯
を
献け

ん

じ
／
虔つ

つ
しん

で
香こ

う

膳ぜ
ん

茶さ

湯と
う

を
備そ

な

え
〉、
大
悲
円
満
無
礙

神
呪
を
諷ふ

誦じ
ゆ

す
。
集※

む
る
所
の
殊し

ゆ

勲く
ん

は
、〈
某
祖
師
の
名
〉
の
為
に
し
奉
り
、〈
上か

み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い

じ

ん

お
ん

こ
と
を
／
真
慈
も
て
品ひ

ん

位い

を
増ぞ

う

崇そ
う

せ
ん
こ
と
を
。〉
十じ

つ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

〈
云
云
〉
切さ

い

の
諸し

よ

仏ぶ
つ

〈
云
云
〉〈
香
は
或
い
は
肴
に
作
る
。〉



臨済宗の回向文 訳注 （三）

137

※
『
諸
回
向
清
規
式
』（
善
通
寺
本･

訳
注
底
本
）
の
原
文
に
従
い
、
書
き
下
し
を
行
な
っ
た
。
な
お
、
現
行
の
回
向
文
の
訓
み
か
た
は
、

「
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、
上か

み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い

じ

ん

お
ん

こ
と
を
／
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、 

真し
ん

慈じ

の
為
に
し
奉
り
、
品ひ

ん

位い

を
増ぞ

う

崇そ
う

せ
ん
こ
と
を
」

で
あ
り
、「
奉
為
。〈
某
祖
師
名
〉
…
」
の
個
所
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
表
記
に
基
づ
く
書
き
下
し
文
と
は
異
な
る
。

＊

　
仏
祖
の
慈
悲
よ
、
ど
う
か
〔
わ
た
し
た
ち
を
〕
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
、《〔
仏
祖
の
真
前
に
〕〈
粥し

ゆ
くや

湯
茶
を
さ
さ
げ
／

虔つ
つ
しみ

深
く
料
理
を
と
と
の
え
た
食
膳
や
湯
茶
を
供
え
終
え
〉》、『
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
』
を
お
唱
え
し
ま
し
た
。〔
こ
う
し
た
供
養
に

よ
っ
て
〕
集
め
た
す
ば
ら
し
い
功
徳
は
、〈
某
祖
師
名
〉
の
た
め
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
、〈
慈
し
み
に
満
ち
た
仏
恩
に
む
く
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
／
仏
祖
の
慈
悲
で
も
っ
て
〔
修
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
境
地
の
〕
階
位
を
増
し
高
め
る
も
の
で
す
。〉
世
界
中
の
、
そ

し
て
過
去･

現
在･

未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大

な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕 〈
香
〔
の
文
字
〕
は
、
あ
る
場
合
に
は
肴
〔
と
い
う
文

字
〕
に
な
っ
て
い
る
。〉

＊

（
1
）　
真
慈
＝
「
仏
祖
の
慈
悲
。
真
実
な
る
慈
悲
の
意
」（『
禅
学
』p.6 12

）。

（
2
）　
昭
鑑
＝
「
仏･

菩
薩
が
衆
生
を
照
し
鑑
み
て
護
り
た
ま
う
こ
と
」（『
禅
学
』p.5 34

）。

（
3
）　
上
来
＝
「
こ
れ
ま
で
云
云
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
の
意
」（『
禅
学
』p.5 90

）。

（
4
）　
献
粥
＝
「
仏
祖
真
前
に
粥
を
供
す
る
こ
と
。
こ
の
後
に
修
す
る
読
経
を
、
献
粥
諷
経
と
い
う
」（『
禅
学
』p.2 86

）。

（
5
）　
茶
湯
＝
「
仏
祖
の
神
前
お
よ
び
亡
者
の
霊
な
ど
に
、
毎
朝
ま
た
は
法
要
な
ど
に
供
す
る
湯
茶
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.8 51

）、「
禅

寺
で
、
毎
日
仏
祖
の
霊
前
に
供
え
る
茶
と
湯
と
を
い
う
」（『
中
村
』p.9 56
）。

（
6
）　
諷
誦
＝
「
経
典
を
暗
誦
す
る
こ
と
。
声
を
あ
げ
て
経
文
を
諳
ん
じ
読
む
こ
と
。
諷
経
。
諷
読
」（『
禅
学
』p.1 0 74

）、「
経
典
を
暗
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誦
す
る
こ
と
。
経
文
を
唱
え
る
こ
と
。
節
を
つ
け
て
暗
誦
す
る
こ
と
。
節
を
つ
け
て
経
文
を
読
む
こ
と
」（『
中
村
』p.1 1 82

）。

（
7
）　
殊
勲
＝
「
殊
勝
功
勲
の
略
。
す
ぐ
れ
た
功
徳
」（『
禅
学
』p.5 02

）。

（
8
）　
慈
蔭
＝
「
慈
悲
蔭
覆
の
意
。
慈
悲
を
蒙
る
、
お
か
げ
を
受
け
る
の
意
」（『
禅
学
』p.4 16

）、「
大
慈
悲
の
蔭
覆
の
意
で
、
慈
悲
を

こ
お
む
っ
た
こ
と
」（『
中
村
』p.5 72

）。

（
9
）　
真
慈
＝
「
仏
祖
の
慈
悲
。
真
実
な
る
慈
悲
の
意
」（『
禅
学
』p.6 12

）。

（
10
）　
増
崇
品
位
＝
「
増
崇
」
は
、「
う
や
ま
う
。
尊
敬
す
る
こ
と
。
恭
し
く
供
養
す
る
こ
と
。
禅
僧
の
霊
位
（
主
と
し
て
住
持
職
以

上
）
に
対
し
て
用
い
る
」（『
禅
学
』p.7 40

）。「
品
位
」
は
、「
亡
僧
の
敬
称
」（『
禅
学
』p.1 1 59

）。『
百
丈
清
規
左
觽
』「
増
崇
品

位
」
条
に
「
忠
曰
く
」
と
し
て
、「
経
呪
の
功
徳
に
託
し
て
、
其
の
地
位
を
し
て
高
昇
な
ら
し
む
る
な
り
。
品
位
と
は
、
譬
え
ば
菩

薩
十
地
の
如
き
、
是
れ
な
り
」（p.3 42

）
と
あ
る
。
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電子達磨＃ 3 禅語漢語考釈支援システム 
に関して

冨増　健太郎

1．は じ め に

　この文章は、花園大学国際禅学研究所（以下、国禅研と表記）のホーム
ページ（http://iriz.hanazono.ac.jp）において公開している、「電子達磨＃ 3 　
禅語漢語考釈支援システム」（以下、電子達磨＃ 3 と表記）（http://saku.
hanazono.ac.jp）に関する小論である。
　2022年 9 月、それまで公開していた、「禅学総合資料庫　電子達磨
#2infolib」（以下、電子達磨＃ 2 と表記）をリニューアルし、電子達磨＃ 3
を公開した。以下に、リニューアルの経緯を簡単に記す。
　国禅研のホームページに電子達磨＃ 2 が公開されたのは、2005年 9 月で
ある。公開当時、ウェブブラウザといえば、Internet Explorer（以下、IE
と表記）が主流であった。そのため、電子達磨＃ 2 は IE でのみ動作保証
をしていた。しかし、その後、インターネットとそれを取り巻く環境が劇
的に進歩をとげ、2022年 6 月16日にマイクロソフトによる IE のサポート
が終了した。そして2023年 2 月14日には、IE が完全無効化された。先に
書いた通り、IE でのみ動作保証をしていた電子達磨＃ 2 にとって、IE の
完全無効化はこれから先の存続に関わる大問題であった。そこで、国禅研
専任講師（当時）の飯島孝良氏を中心に、2021年 7 月より電子達磨の全面
リニューアル計画が始動した。その後、一般財団法人人文情報学研究所主
席研究員の永崎研宣氏、花園大学文学部教授師茂樹氏にご助言をいただき、
また花園大学国際禅学研究所客員研究所員（顧問）の芳澤勝弘氏のご助力
を得て、株式会社メタ・インフォ（https://www.meta-info.co.jp/）によって
電子達磨＃ 3 の作成が開始された。
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　作成を開始した時点で、既に IE のサポートが終了しており、いつ電子
達磨＃ ２ が利用できなくなるかわからない状況だった。そのため、すべて
の検索結果画像の公開準備ができていなかったが、検索システム本体の公
開を優先した。検索結果データ等々の改良については、追って進めている
ところである。
　電子達磨に登録されているデータの中には、非常に貴重な写本・版本が
ある。それら貴重書の現物を見ることができるというのが、電子達磨の最
大の特徴である。ただ、検索そのものをどのようにすべきかがわかりにく
いこともあり得るだろう。利用者が電子達磨を利用していて、困ったとき
に頼るのがヘルプ欄である。だが、電子達磨＃ ３ のヘルプ欄は公開時点で
必要最小限の情報しか書かれていない。そこで今回、『花園大学国際禅学
研究所論叢』第18号の場を借り、電子達磨＃ 3 の利用方法を掲載すること
にした。いわゆる、操作マニュアルである。今まで電子達磨を利用したこ
とがない人やパソコンそのものが苦手な人、あるいは既に何度も電子達磨
を利用したことのある人にとっても、以下に書かれていることが一助とな
れば幸いである。

2．電子達磨のあゆみ

　本小論の目的である、電子達磨＃ 3 の操作マニュアルを記す前に、電子
達磨の歴史について書かれた「電子達磨のあゆみ」（http://saku.hanazono.
ac.jp/about）を以下に掲載する。「電子達磨のあゆみ」は電子達磨＃ 3 上
でも公開しているが、それを敢えて、ここに掲載するのは、操作マニュア
ルをより理解するためには、「電子達磨のあゆみ」が欠かせないからであ
る。
　なお、掲載にあたっては「電子達磨のあゆみ」執筆者である飯島氏より
ご許可をいただいたことを明記しておきたい。
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電子達磨のあゆみ

その黎明
　『電子達摩』は、1991年から副所長として就任した、スイス人研究者の
ウルス・アップ教授が世界に向けて発信した情報誌（通訊）の名前である。
アップ教授は各種禅録の電子テキストを公開（2000年～）、『Zen Base CD 
1 』（ウルス・アップ編、CD-ROM、1995年）の出版、『臨済録一字索引』（1993
年）を嚆矢とし、『無門関一字索引』（1994年）や『禅関策進一字索引』

（1996年）などの各種索引を出版、1997年にはその集大成となる『一字索引
叢書 総合索引』を刊行した。
　2005年から副所長として就任した芳澤勝弘教授は、それまでに手掛けた
無著道忠禅師の注釈シリーズを中心とした『基本典籍叢刊』（財団法人禅文
化研究所刊）の索引シリーズを再編し、これをウェブ上で利用するための
検索ツールを構築し、これに「禅学綜合資料庫　電子達磨 # 2  Digital 
Bohdhidharuma General Archives for Zen Research」と命名したので
ある（このとき、表記を「達摩」から「達磨」に改めた）。
禅学総合資料庫　電子達磨#2infolibについて
　「禅学総合資料庫　電子達磨 #2infolib」は、禅録・漢詩の読解に役立つ
抄物類の検索システムとして構築された。キーワードで検索すれば、写
本・版本の該当ページにリンクする、いわば Web 版禅学大辞典（メタ・
ディクショナリ）である。

　いわゆる禅学と称する分野で扱われる文献は、そのほとんどが漢文であ
る。これらを解読してゆくには通常の漢語辞典だけではおよそ間に合わな
いのである。禅学に関する辞書類も整備されつつあるとはいえ、まだまだ
完備というにはほど遠い状態である。登山家が未踏峰の山に挑むときには、
みずからルートを開きつつ、岩場の隙間にナッツ（鉄杭）を打ち込んで、
これにロープを結わえて、これをたよりにして登攀してゆくのだが、それ
と同じような作業が求められるのである。
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　では、禅学の分野では先人の開発してくれたルート、つまり後学者のた
めになるような工具書（ツール）がまったくないのかといえば、決してそ
ういうわけではない。室町時代以降、禅は日本文化の形成に大きな影響を
与えて来たのであり、禅学はいわばメジャーな学問領域であったといえる。
しかも漢文は日本人にとっての唯一の外国語でもあった。多くの先人たち
が輝かしい、すぐれた精華を残してくれているのである。いわゆる「抄
物」を含めた注解書である。
　それらの中には、版本として刊行されたものもあるが、すべてが公刊さ
れているというわけではない。多くは写本として伝わっているのだが、人
知れず埋もれているものも少なくないのである。そして、印刷が容易では
なかった時代に於いては、写本は人々に写されることによって広まって
いったのであるが、この「写しの文化」はかならず「烏焉馬」の誤謬を含
む。つまり写し間違いである。こうしてできたいくつかの写本のうち、長
い歴史のなかで消滅を免れて今日まで残っているものも少なくないのであ
る。
　写本は多くの場合、数が希少である。中にはたった一種類した存在しな
いような「天下の孤本」も多い。そして、当然のことながら写本は人の手
によって書かれたものであり、中には判読しがたい草書まじりのものもあ
る。現代人が読みかつ利用するには、これまた大きな困難がともなう。そ
もそも、貴重な写本を閲覧する機会を得ること自体が一大困難である。
　このような、禅学における困難を解決する一助として、2005年に花園大
学国際禅学研究所で考案されたのが、「禅学総合資料庫　電子達磨
#2infolib」である。
　主として、寺院に秘蔵されてきた貴重な歴史的遺産を、ご許可をいただ
いて、まずはデジタル画像にする。同時に、複製本を作成する。写本には

「天下の孤本」が多いので、複製本を作成することは大いに意味があるの
である。ついで、当該文献に含まれる基本テキストを作成する。そして、
このテキスト・データと画像データをリンクするのであるが、これには
Infocom 社（http://www.infocom.co.jp/index.html）のデジタル・アーカイ
ブ・システム InfoLib （https://service.infocom.co.jp/das/product/infolib/index.
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html）を採用した。公文書、古文書、貴重書、研究成果、学術情報などの
デジタルコンテンツをインターネット上で広く公開するためのデジタル・
アーカイブ・ソリューションである。
　このデジタル・アーカイブ「電子達磨」は、いわば、印刷文化史におけ
るもっとも原初的な形態である写本と、デジタルによる情報処理という
もっとも先端的な要素を結合したものでもある。
　「電子達磨 #2infolib」が公開されるや、禅学をはじめ、国文学・国語
学・漢文学・日本史学などで活用され、学術機関のみならず国内外の一般
層にも幅広く利用されてきた。搭載したコンテンツも随時増加してきた。
　〔※〕上記「電子達磨」の特徴とその意義については、Web マガジン

「AMeet」へ芳澤勝弘氏（花園大学国際禅学研究所顧問）が寄稿された記事に
おいてその趣旨説明がなされている（https://www.ameet.jp/digital-arch 
ives/448/）。以上の内容は、この記事に加筆したものに基づいている。
新ヴァージョン「電子達磨＃ 3　禅語漢語考釈支援システム」について
　しかし、2022年 6 月、「電子達磨」をはじめとして広範囲で利用されて
きた Internet Explorer のサポートが停止されることとなった。このこと
は、「電子達磨」が採用していたビューアが機能しなくなることを意味し、
ことによると「電子達磨」そのものが閲覧不能になることが想定された。
これを却って好機と捉え、ヴァージョン・アップしたのが「電子達磨 # 3 　
禅語漢語考釈支援システム」である。
　有益な辞書はあまたある。しかし、完璧な辞書というものはあり得ない。
こと禅学のような限られた領域では、この分野での研究所産は必ずしも豊
かではない。この「電子達磨」は最新の成果と古くからある抄物類とを通
貫して検索し、禅語の意味を検討し考釈するための支援システムである。
具体例として、徳川時代の学僧・無著道忠が撰述した禅学叢書については、
現在の水準から言っても該博な知識に基づく詳細な研究で成されているが、

「電子達磨」はこれを多く提供している。また、禅語の辞書類、公案の注
釈書というべき『禅林句集』（『句双紙』）、『臨済録』『碧巌録』の抄物類、
禅門で重んじられてきた漢詩文に関する注釈書類、日本臨済宗中興の祖・
白隠禅師の禅籍類など、禅学研究に不可欠な文献とそこに収録された術語
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が一括で検索できる。しかも曖昧検索機能となっているため、新旧字体を
問わないで検索できるという大きな特徴も高く評価されてきた。現在もな
お上記の資料に関連したものが新たに見出されており、今後も国内外にお
いて貴重な禅学資料を増強する計画である。
　 こ の 度 の シ ス テ ム 再 構 築 に あ た り、IIIF (International Image 
Interoperability Framework) システムを活用して、データベース間の相
互検索可能性の向上を図っている。この IIIF の相互運用性にあるメリッ
トは、ひとつのソフトウェアを作るだけで、世界中の IIIF 公開サイトの
データが同じ方法で使える点にあり、国際的な規模で複数のサイトを横断
してテーマごとに画像を集めるような閲覧方法が実現できるものといえる。
　IIIF は、画像へのアクセスを標準化し相互運用性を確保するための国際
的なコミュニティ活動である。2018年 5 月には、国会図書館デジタルコレ
クションが IIIF に対応したことで34万点の IIIF 対応デジタルコンテンツ
が出現することとなり、Web サイト間での画像の自由な横断的操作が可
能になった。この IIIF に対応する機関とコンテンツが増えれば増えるほ
どサービスの質が向上するものであり、東大、京大、慶應大、国文学研究
資料館等も相前後して対応した。現在は多くの大学図書館が IIIF システ
ムに対応しており、これによって画像データは公開する大学ならびに研究
機関の間で相互運用することが可能になるものである。
　実際、現在は IIIF に対応したオープンデータベースがいくつも生まれ
ており、IIIF を活用したデータベースに他のデータベースを利用するユー
ザも集まっていき、国際レベルでの相互利用によって各データベースの利
用者が一層増加していくような好循環が生まれつつある。「電子達磨」も
この相互利用を活かすよう計画している。
活用され得る関連分野について
　現在、IIIF システムなどでデジタル化した古典籍の画像データが関連分
野で広く活用され、仏教学では SAT（大蔵経テキストデータベース）が活用
されている。「電子達磨」も同様のシステムの導入で、国内外で展開する
以下の諸分野に資するデータベースとなり得る。
◆禅学ないし仏教の研究者
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　禅籍や漢詩類の抄物類を公開するものであることから、まずは仏教研究
者に活用されるものと考えられる。とくに、『臨済録』や『碧巌録』など
は難解をもって知られるが、こうした重要ながら難解な禅籍を解釈するう
えで大いに参考になる注釈書を収録する「電子達磨」は、これまでもきわ
めて重宝がられてきた。今後も、こうした動向に大いに資するものといえ
る。
◆国語学の研究者
　禅学以外でいちはやく抄物類に学術的価値を見出したのは、じつは抄物
にある書込みそのものを室町時代語や徳川時代語の重要な日本語資料とし
て扱う国語学の研究者であった。これに加えて、抄物類にある訓読そのも
のに国語学的価値を見出す研究も多く、今後の活用が引き続き期待される。
◆国文学・漢文学の研究者
　更には、中世から近世における国文学の研究者にも利用され得るもので
ある。殊に、五山文学（中世禅林で発展した漢詩文）の注釈も豊富に収録す
る「電子達磨」は、国内ばかりか海外の日本文学研究者にも重宝されてい
る。また、この五山文学の薫陶を受けている（五山から還俗した）朱子学者
である藤原惺窩や林羅山についても、その思想と背景を知るために活用す
べき資料が多く収録されているため、大いに役立てられ得る。
◆日本史（中世史ないし近世史）の研究者
　また、中世史ないし近世史を研究対象とする日本史研究者にも、資する
ところはきわめて大きい。禅文化などをはじめとした文化史研究では抄物
類は活用されてきており、今後も室町時代から徳川時代にかけての禅文化
とその知的背景を探る有効な資料となり得る。

＊＊＊
　上記の分野に関連する他分野においても、更なる活用が期待される。

「電子達磨 # 3 」を活用される諸氏におかれては、是非とも多くの御要望
やリクエストを御願いしたい。この電子データベースを、研究や探究を志
向する多くの方がたに育てて頂きたく考えている。
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3．操作マニュアル

　本項では、電子達磨＃ 3 を実際に利用する上で、知っておくべきことや
注意点について記述する。なお、以下の文章は、初めて電子達磨を利用す
る人を想定している。そのため利用経験のある人にとっては、既知の情報
もあるだろう。何について説明しているのかがわかるよう、項目建てをし
ておく。各自の興味と必要に応じて取捨選択していただければ幸いである。
3−1．電子達磨＃ 3アクセス方法
　電子達磨＃ 3 を利用するにはまず、国禅研のホームページにアクセスし
なければならない。ホームページのアドレスは http://iriz.hanazono.
ac.jp である。ホームページが開くと画面左下部に下の電子達磨＃ 3 のバ
ナーがある。

これをクリックすると、電子達磨＃ 3 にアクセスできる。あるいは、
http://saku.hanazono.ac.jp と直接、ブラウザのアドレスバーに入力して
もアクセスできる。また、検索サイトで「電子達磨」と入力して、検索結
果からもアクセス可能である。

「有益な辞書はあまたある。しかし、完璧な辞書というものはあり得ない。
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こと禅学のような限られた領域では、この分野での研究所産は必ずしも豊
かではない。この「電子達磨」は最新の成果と古くからある抄物類とを通
貫して検索し、禅語の意味を検討し考釈するための支援システムである」
と言っている達磨の画像が表示されれば、アクセス成功である。以下、こ
の画面を「ホーム画面」と呼ぶ。
　なお、電子達磨＃ 2 では、初回利用の際にユーザ登録が必要であった。
しかし、電子達磨＃ 3 はユーザ登録なしで即、検索ができる。また、ブラ
ウザを問わず利用できるため、パソコンだけでなく各種スマートフォン・
タブレットでも検索が可能となった。
3−2．ホーム画面に関して
　次に、ホーム画面の説明をする。
　ホーム画面上部には「ホーム」・「データベース」・「ニュース」・「ヘル
プ」・「電子達磨のあゆみ」という項目がある。

　「ホーム」はホーム画面へ戻るためのものである。そのため、検索をし
ていない状態でクリックしても、特に何も起こらない。「ホーム」は検索
結果画面でも同じ位置に表示されるので、新たに検索をしたい時、検索結
果画面からホーム画面に戻りたい時等は「ホーム」をクリックすると、
ホーム画面に戻る。
　「データベース」には電子達磨＃ 3 に登録されている書籍の書誌情報や
その書籍の説明が書かれている。また、各データベース名をクリックする
と、その書籍を最初のページから閲覧することができる。
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　「ニュース」には電子達磨＃ 3 に関して、国禅研から利用者に伝えたい
事柄が表示される。主にデータベースの更新状況が表示されることになる。
また、電子達磨＃ 3 上で何か不具合などが生じた場合、その解決方法等は

「ニュース」に表示される。

　「ヘルプ」には電子達磨＃ 3 の利用法が書かれている。ただし、必要最
小限にとどめられていることは既に触れたとおりである。くわしい説明は、
この小論をご参照いただきたい。
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　「電子達磨のあゆみ」は、本小論「 2 ．電子達磨のあゆみ」のとおりで
ある。
　次は検索窓部分について説明する。

検索窓に検索キーワードを入れて右端の「検索」を押すと、検索ができる。
詳しくは「3-4．電子達磨＃ 3 検索方法」で説明する。ここでは、検索窓
の下にある「表示件数」と「順序」について、説明する。
　「表示件数」は、検索結果の一覧表示件数を表し、初期設定は「20」に
なっている。他に「50」、「100」、「200」、「1000」が選択できる。
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　「順序」は、検索結果の表示順を表し、初期設定では「昇順」になって
いる。「昇順」の場合、登録されているデータベースの上から順に、検索
結果が表示される。
　他に「降順」が選択できる。「降順」の場合は、登録されているデータ
ベースの一番下から順に、検索結果が表示される。
　重要なのは、「表示件数」、「順序」ともに、検索前に選択しておかない
と検索結果の一覧表示に反映されないという点である。
　「表示件数」と「順序」の下にあるのは、電子達磨＃ 3 に登録されてい
るデータの一覧である。
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　最初に書かれている「漢語辞典類Ⅰ」はグループ名で、「諸橋大漢和辞
典」と「漢語大詞典」がそのグループに登録されているデータである。以
下、同じように「グループ名」、「データ名」が続く。
　各データ名の前にはチェック（✓）がついている。

このチェックがついているデータが、検索対象となっているデータである。
初期設定では、「漢語辞典類Ⅰ」、「漢語辞典類Ⅱ」、「禅語辞典類」の 3 グ
ループ 6 データは検索対象外となっている。これらを検索対象にしたいと
きは、各データ名の前のチェックボックスをクリックして、チェックを付
ける。あるいは、グループ名をクリックすると、そのグループに登録され
ているすべてのデータに一括でチェックをつけることができる。
　もう一つの方法としてはデータ一覧の右上、ちょうど達磨の画像の真下
あたりに、「全選択」というボタンがある。

これをクリックすれば、文字通りすべてのデータにチェックが付く。なお、
「全選択」ボタンは、クリック後は「全解除」ボタンになるので、もう一
度クリックすると、すべてのデータからチェックを外すことができる。特
定のデータ、あるいは特定のグループのみを検索したい場合は、一度すべ
てのチェックを外してから、目的のデータにチェックをつけるのが効率的
である。
　最後に、ホーム画面の一番下にあるニュースは、先に見たニュースと同
じものが表示されている。
3−3．登録データベースについて
　2023年 3 月時点で、電子達磨＃ 3 には14グループ81データが登録されて
いる。各グループ名や、そこにどのようなデータが登録されているかに関
しては、「3-2．ホーム画面に関して」で説明した、データベースで確認い
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ただきたい。
　ここでは、今回のリニューアルに際して追加された、 3 グループ 6 デー
タに関して触れておく。

　「漢語辞典類Ⅰ」グループには『諸橋大漢和辞典』と『漢語大詞典』が
登録されている。また、「禅語辞典類」グループには「禅語辞典類」が登
録されている。これは『禅学大辞典』、『禅語辞典』、『禅語字彙』、『織田仏
教大辞典』をまとめたデータである。いずれも、仏教学、禅学研究に欠か
すことのできない辞書類である。
　電子達磨＃ 3 では『諸橋大漢和辞典』と『漢語大詞典』の熟語が検索で
きる。

　「禅語辞典類」では各辞書の見出し語が検索できる
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　ただし、他のデータのように、検索結果画像は存在しない。各自で検索
結果に書かれている巻数・ページ数をもとに、辞書で確認しなければなら
ない。
　「漢語辞典類Ⅱ」グループには、『詩語解』、『文語解』、『葛原詩話』が登
録されており、こちらはいずれも検索結果画像が存在する。これらはいず
れも、江戸期に書かれたもので、漢詩を解釈する際に役立つ書籍である。
なお、『詩語解』と『文語解』に関しては、吉川幸次郎・小島憲之・戸川
芳郎編『漢語文典叢書』第 1 巻の解題に、『葛原詩話』に関しては、池田
四郎次郎編『日本詩話叢書』第 4 巻の改題に詳しい。
　以上、今回のリニューアルに合わせて追加したデータに関して、ごく簡
単に説明した。なお、登録データに関しては、今後も増加予定ある。
3−4．電子達磨＃ 3検索方法
　電子達磨＃ 3 で検索する方法は、非常に簡単である。達磨のセリフの下
にある検索窓に検索したい単語を入れて、右端の「検索」ボタンをクリッ
クするだけである。

例えば「達磨」で検索してみる。検索窓に「達磨」と入力し、検索ボタン
をクリックすると、検索結果一覧が表示される。
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　検索結果一覧の上に「779件中の 1 件目～20件目を表示」と書かれてい
る。これは全登録データ中に「達磨」という単語が出てくる箇所が779箇
所あるということを示している。
　検索結果一覧を見ると、一番上の左側に「達磨百丈臨濟」とあり右側に

「禅林象器箋」とある。

　左側の「達磨百丈臨濟」が検索結果であり、右側の「禅林象器箋」が検
索結果部分が含まれているデータ名（書籍）である。また、検索結果一覧
の「達磨百丈臨濟」のうち達磨だけが黄色で強調されている。これは検索
結果から検索した言葉を素早く見つけるための機能である。
　次に、検索結果画像は、検索結果をクリックすると表示される。これは
IIIF という方式で作成された画像で、自由に拡大することができる。拡大
すれば、原本では小さくて読めないような文字も、判読可能となる。ただ
し、電子達磨＃ 3 で公開している画像はすべて、保存・印刷を禁止してい
る。研究や学術論文に使用する際には、事前に許可を申請する必要がある。
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　拡大だけでなく、検索結果画像は普通の書籍のように、前後のページに
移動することもできる。なお、検索結果一覧のデータ名部分をクリックす
ると、「3-2．ホーム画面に関して」で説明した「データベース」に飛ぶの
で、今、自分が読んでいるのがどのような書籍であるのかを知りたくなっ
たときに、役に立つ機能である。
　以上が、電子達磨＃ 3 の検索方法と検索結果画像の表示方法である。非
常に簡単で、初めて電子達磨＃ 3 に触れる人でも、またコンピューター全
般が苦手な人でも使いやすいのではないだろうか。そう思っていただけた
なら、幸いである。
　さて、検索に関してもう 2 点、付け加えておく。 1 点目は、新旧漢字の
問題である。電子達磨＃ 3 のように古典籍を扱うデータベースで検索を行
う際、問題となるのが、新旧漢字である。例えば「仏陀」で検索した場合
に、データベース内の「佛陀」は検索対象になるのかということであるが、
これは、そのデータベースの設定による。電子達磨＃ 3 の場合は、あいま
い検索を採用しているので、新字旧字のどちらで検索しても、両方とも検
索対象となる。

　 2 点目は、句読点に関してである。ある程度の長さの文章を検索する際
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に、検索ワードに句読点が付けられている場合、その位置が、登録されて
いるデータと一致しなければ検索されないのかどうか。
　電子達磨＃ 3 では、句読点は検索対象になっていない。つまり、検索
ワードに句読点が含まれていても含まれていなくても、また登録データに
句読点が打たれていてもいなくても、検索窓に入力された文字のみで検索
を行う。

　このように、電子達磨＃ 3 の検索は、簡単にできるだけでなく、検索
ワードを入力する際に細かなことを気にしなくてもいいように作られてい
る。
　なお、検索結果が存在しない場合は、「該当するデータは見つかりませ
んでした。」と表示される。

　以上が電子達磨＃ 3 の検索方法のすべてである。

4．検索のコツ

　先に見たように、電子達磨＃ 3 で検索をすること自体は、非常に簡単で
ある。しかし、簡単に検索できるということと、知りたい情報が簡単に見
つかるということは、イコールではない。検索方法が簡単な場合、検索



19

ワードの選び方次第では、検索結果が膨大になりその中から求める情報を
探さなければならないということが起こり得る。そこで、以下では電子達
磨＃ 3 で検索する際に知っていれば、検索がしやすくなるコツをいくつか
書く。なお、下記の方法は筆者が電子達磨で検索を行ってきた中で見つけ
たものである。わずかでも利用者各位の参考になれば、幸いである。
4-1．検索文字数に関して
　電子達磨＃ 3 で検索する際に、最も気をつけるべきことは、「漢字 1 文
字での検索はできるだけ避ける」である。理由はごく単純で、漢字 1 文字
で検索すると、検索結果が膨大な数になるからである。
　例えば「仏」で検索すると、5938件の検索結果が表示される。

一方、「仏陀」で検索すると、45件の検索結果が表示される。
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　電子達磨＃ 3 で検索をする場合、なにか検索したい言葉が事前にあるは
ずだ。そうであれば、最初はできるだけ長い文章で検索をすることをお勧
めする。長い文章で検索をして、「該当するデータは見つかりませんでし
た」と出た場合、そこから少しずつ、文章を短くして検索していく。検索
結果が多くて困っている場合には、この方法を試してみてはいかがだろう
か。
4-2．グループ検索
　「4-1．検索文字数に関して」では、最初は長い文章で検索をし、そこか
ら少しずつ短くしていくという検索方法を書いた。しかしながら、実際に
検索をしていると必ずしも、長い文章で検索ができるとは限らない。むし
ろ漢字 2 文字の熟語で検索する機会の方が、圧倒的に多い。そんな場合は、
グループ検索をお勧めする。
　グループ検索とは、初期設定の全検索ではなく、必要なグループに限定
して検索するやり方である。方法は、「3-2．ホーム画面に関して」でも触
れたが、まず全選択をクリックし、一度、全てのデータを検索対象にする。
その後、全解除をクリックして、全てのデータを検索対象から外す。そし
て、必要なグループ名をクリックすると、グループ検索ができる。
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　グループ検索の利点は、全検索に対して、対象データ数が少なくなるの
で、必然的に検索結果が少なくなるということだ。また、グループ内には
性格の似たデータが登録してある。そのため、思いもよらない有益な検索
結果が得られることがある。使い方次第では、グループ検索が最も有効な
検索方法だと言える。
　なお、「3-3．登録データベースについて」で触れた、リニューアルに際
して追加された、「漢語辞典類Ⅰ」、「漢語辞典類Ⅱ」、「禅語辞典類」を検
索する際には、グループ検索をすることを強くお勧めする。また、その際
には、通常と異なり漢字 1 文字での検索をお勧めする。なぜなら、この 3
グループに登録されているデータはいずれも、辞書かそれに近い性格を持
つので、あまり長い検索ワードでは検索結果が表示されない可能性が高い
からである。
4-3．and検索
　電子達磨＃ 3 で検索するコツの最後は、and 検索の活用である。and
検索というのは、インターネットの検索でもよく用いられる検索方法で、
複数の検索ワードのすべてを満たすものを、検索対象とする検索方法であ
る。やり方は簡単で、検索ワードをスペースで区切るだけである。
　例えば、電子達磨＃ 3 で「驢馬」と検索すると13件の検索結果が表示さ
れる。
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　次に、「驢」と「馬」の間に「　」スペースを入れて検索をすると、検
索結果は181件に増える。

　このように、and 検索を行うと検索結果が増えてしまう。しかし、漢文
の場合、同じ意味であっても、語順が入れ替わっているということが多々
ある。いくら検索をかけても検索結果が出てこないのに、and 検索をした
ら、すぐに求めていた検索結果が見つかったという経験は幾度もある。目
的の検索結果が見つからず困ったときにはぜひ、and 検索を試していただ
きたい。
　以上、電子達磨＃ 3 で検索する際に試してほしい検索方法を 3 つ書いた。
それぞれを単独で試すのもいいだろう。また検索結果が多い場合にはグ
ループ検索を and 検索で行うというのも、効果的である。
　他にも検索する上でのコツがあるかと思う。大切なのは何度も何度も、
検索して試行錯誤し、自分にあった検索方法を見つけることである。

お わ り に

　以上、電子達磨＃ 3 の利用方法に関して説明した。上にも書いたが、今
回は初めて電子達磨を利用する人を想定して説明している。そのため、電
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子達磨＃ 3 を利用していくうちに、新しい問題に直面することがあるだろ
う。あるいは、「こんなデータが検索できれば、もっと便利になるのに」
ということもあるだろう。また、検索データのミスや、検索結果画像の不
具合を見つけることもある。そういった場合には、ご一報いただけると大
変ありがたい。連絡先は、最後に記す。
　電子達磨＃ 3 は非常にシンプルなデータベースである。その分、いろい
ろな利用方法が考えられる。また、まだまだたくさんのデータを搭載する
こともできる。そういった意味では、ユーザと共に完成を目指すデータ
ベースであるといえる。今後とも変わらず、ユーザ各位のご助力を切に願
う次第である。

電子達磨＃ 3の不具合や疑問点、データのリクエストなどは下記メールア
ドレスにお送りください。
kokuze@hanazono.ac.jp


